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例 言

１．本書は、一般国道３３７号新千歳空港関連工事に伴い、平成２０年度に財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンターが実施した千歳市アンカリトー７遺跡・アンカリトー９遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

２．本報告書の作成は１部２課が行った。編集はアンカリトー７遺跡を愛場和人が、アンカリトー９

遺跡を末光正卓が行い、愛場が統括した。遺構調査の執筆は文末に文責名を記した。

遺物についてはアンカリトー７遺跡の土器・石器等を愛場和人・旧石器を広田良成が、アンカリ

トー９遺跡の土器・石器等を末光正卓が行い、両遺跡の金属製品を三浦正人が記述した。

３．遺構については、担当調査員各自が実測、素図作成、事実記載を行った。

４．アンカリトー７遺跡の遺物整理は土器・土製品・石器・石製品を愛場和人が、旧石器を広田良成

がそれぞれ担当した。アンカリトー９遺跡は末光正卓がすべて遺物整理を行った。また両遺跡の

金属製品については三浦正人が担当し、保存処理は１部１課の田口尚と三浦が行った。

５．写真は、調査写真を各担当者、室内撮影を越田雅司が行った。

６．遺物の実測・トレースは主に土器・旧石器を三国谷環、木製品・金属製品・アンカリトー９遺跡

の石器を武田基、アンカリトー７遺跡の石器・骨角器を花田直彦、愛場が行った。

７．各種分析は以下の機関・部署に依頼した。

放射性炭素年代ＡＭＳ測定：株式会社加速器分析研究所

動物遺存体同定：国立博物館特別研究員 金子浩昌氏

炭化種子同定：札幌国際大学 椿坂恭代氏

黒曜石原産地同定：株式会社パレオ・ラボ

岩石分析：アースサイエンス株式会社

８．調査報告終了後の出土遺物・記録類については、北海道教育委員会が保管する。

９．調査にあたっては下記の諸機関、各位からご指導、ご協力をいただいた（順不同、敬称略）。

北海道教育庁生涯学習推進局文化・スポーツ課、北海道開拓記念館、

千歳市総務部市史編纂担当 大谷敏三、千歳市埋蔵文化財センター 田村俊之・高橋理・

豊田宏良・松田淳子、恵庭市教育委員会 上屋真一・松谷純一・森 秀之・長町章弘、厚真町教

育委員会 乾哲也・小野哲也・奈良智法・山田和史、平取町教育委員会 森岡健治、新ひだか町

教育委員会 藪中剛司、帯広百年記念館 山原敏朗、今金町教育委員会 寺崎康史、石狩教育局

文化財調査員 遠藤龍畝、北見市教育委員会 山田哲、鹿児島市教育委員会 赤井文人、札幌学

院大学 鶴丸俊明、北海道大学埋蔵文化財調査室 高倉純、東京大学 佐藤宏之、弘前学院大学

客員研究員 鈴木克彦、岩手県立博物館 赤沼英男、国学院大学 藪下詩乃、�北海道北方博物

館交流協会 野村祟、北海道考古学研究所 横山英介

陸上自衛隊第七師団史料館 矢留勝則・陸上自衛隊第七師団広報渉外 田中 惠



記号等の説明

１．遺構の表記は以下に示す記号を使用し、原則として確認順に番号を付した。

「Ｕ」：�層の遺構、「Ｌ」：�層以下の遺構

Ｈ：住居跡 Ｂ：建物跡 ＧＰ：土坑墓 Ｐ：土坑 Ａ：灰集中 Ｆ：焼土 ＳＰ：柱穴状ピット

ＳＢ：旧石器時代の石器集中（ブロック）

ＨＰ：住居内のピット ＨＦ：住居内の焼土

このほか、記号化していない貝集中がある。

２．遺構図の方位は真北を示す。遺構平面図の「＋」は、グリッドラインの交点で、傍らの名称番号

は右下のグリッドを示している。また遺構平面図の「・」は、その地点の標高（ｍ）である。

３．遺構図の出土遺物は、下記の記号を使用した。

�層の遺構

■：礫石器 □：加工痕ある礫 ◎：軽石製石製品 ▲：フレイク ●：礫 ☆：金属製品 △：骨片

旧石器については遺物の種別を記号で表し、図版に凡例を示した。

４．遺構の最大規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの

最大深・最大厚（ｍ）」の順に記した。一部破壊されているものは現存長を( )で示し、不明な

ものは―で示した。

平地式住居については柱穴間を結んで想定される住居平面形の長軸長×短軸長とし、個々の柱

穴および炉（焼土）の規模は表に記載した。

５．実測図の縮尺は原則として下記のとおりである。下記以外の図および例外については図内にスケ

ールを付して示した。

平地住居跡：１／５０ 竪穴住居跡・土坑・焼土：１／４０ 柱穴群セクション１／８０

復原土器：１／３ 土器拓本：１／３ 剥片石器・骨角器・金属製品：１／２ 礫石器：１／３・一部１／４

礫・軽石製石製品：１／４ 石製品・小型の骨角器・金属製品：１／１ 旧石器：１／２

６．土層の表記については、基本土層はローマ数字、遺構の層位はアラビア数字で示した。

７．火山灰の略号は、『北海道の火山灰』（北海道火山灰命名委員会 １９８２）による。

８．土器、石器、土・石製品の大きさは、「最大長×最大幅×最大厚」で記した。剥片石器、礫石器

は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。破損しているものは

現存長を（ ）で示した。なお、実測図中において、たたき痕は� �、すり痕は←→で範囲

を表した。
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�章 緒 言

１．調査要項

事 業 名：一般国道３３７号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

遺 跡 名：アンカリトー７遺跡（北海道教育委員会登載番号 A－０３－６７）

所 在 地：千歳市祝梅６０７－３・４、１７５４－５、２７００、２７０１

調 査 面 積：４，０５０�
調 査 期 間：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日（現地調査５月８日～９月１１日）

遺 跡 名：アンカリトー９遺跡（北海道教育委員会登載番号 A－０３－２８３）

所 在 地：千歳市祝梅８８４－５９～６１・６５・７６・９９・１０１・１０５・１０９・１１２・１１７～１２２・１２６・１２８・

１２９、１７６４－５、２６９９

調 査 面 積：６，６８０�
調 査 期 間：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日（現地調査５月８日～７月２８日）

２．調査体制

第１調査部 部 長 越田 賢一郎

第２調査課長 三浦 正人

アンカリトー７遺跡 発掘担当者 主 任 愛場 和人

同 主 任 末光 正卓

同 主 任 広田 良成

主 任 阿部 明義

アンカリトー９遺跡 発掘担当者 主 任 末光 正卓

同 主 任 愛場 和人

３．調査の経緯

（１）一般国道３３７号新千歳空港関連工事

この調査の原因である一般国道３３７号新千歳空港関連工事は、北海道開発局札幌開発建設部が実施

している地域高規格道路「道央圏連絡道路」計画の一環である。道央圏連絡道路（一般国道３３７号）

は道央都市圏の新しい交通・物流ルートとなる４車線道路で、新千歳空港を起点とし、北海道横断自

動車道千歳東ＩＣ、北海道縦貫自動車道江別東ＩＣ、重要港湾石狩湾新港、北海道横断自動車道銭函

ＩＣを結ぶ延長約８０�の半環状道路である（図�－２）。市町村としては千歳市、長沼町、南幌町、

江別市、当別町、札幌市、石狩市、小樽市を連結している。事業は新千歳空港関連・泉郷道路・長沼

南幌道路・美原バイパス・美原道路・当別バイパスの６区間に分けられている。「新千歳空港関連」

事業は新千歳空港と北海道横断自動車道千歳東ＩＣを結ぶ９．２�区間で、平成元年度に事業化された。

このうち新千歳空港から千歳市街地への２．５�のほか、昭和５５年度に事業化された当別バイパス（当

別町－小樽市）２３．８�が平成１５年度までに部分供用され、平成１６年３月２６日には石狩川を渡河する美

原大橋を含む美原バイパス３．９�が２車線で暫定供用されている。
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上図は国土地理院発行１：５００００図「恵庭」（平成１１年発行）
「千歳」（平成１３年発行）に加筆したものである。

図�－１ 遺跡の位置と周辺の地形

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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平成２（１９９０）年１２月札幌開発建設部は千歳市教育委員会を経由して北海道教育委員会（以下、道

教委）あてに、国道３３７号根志越道路整備工事に伴う千歳市柏台から同市中央までの路線内における

埋蔵文化財保護のための事前協議書を提出した。協議を受けた道教委は平成３年６月、路線内の遺跡

所在確認調査を実施した。その結果、周知の祝梅川・祝梅川矢島・祝梅川山田・祝梅川上田・アンカ

リトー６・アンカリトー７・キウス１３号周堤墓（のちのオルイカ１遺跡）・キウス５遺跡と未登載の

仮称祝梅砂丘遺跡（のちの柏台１遺跡）・仮称キウス７・８・９・１０遺跡の１２箇所、対象面積２９９，０００

�、全計画路線の半分程度について範囲確認調査が必要と判断、同年７月道教委から札幌開発建設部

へ回答された。

平成７（１９９５）年５月、事業名の変更等により、再度事前協議書が札幌開発建設部から道教委に提

出された。ここで事業名が一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事となり、事業地の面積約８２８，０００

�、工期は平成８年４月１日から平成１２年１２月１５日、埋蔵文化財包蔵地保護については現状保存は困

難なため範囲確認調査（試掘）を希望する旨協議された。

当事業用地内で範囲確認調査（試掘）の結果、発掘調査が必要と判断された遺跡は、空港にほど近

い柏台１遺跡、寿～祝梅地区の梅川４遺跡・祝梅川小野遺跡・梅川１遺跡・梅川２遺跡・祝梅川上田

遺跡・アンカリトー９遺跡・アンカリトー７遺跡、中央地区のオルイカ１遺跡・オルイカ２遺跡・チ

プニー１遺跡・チプニー２遺跡・キウス９遺跡・キウス５遺跡の計１４遺跡である。ここでは端緒とな

った柏台１遺跡と、当報告のアンカリトー７・９遺跡を含む寿～祝梅地区の遺跡の７遺跡の試掘と発

掘調査を概観しておく。

（２）柏台１遺跡とその後の試掘調査

平成７年１１月と平成８年５月、道教委は当事業地内で初の範囲確認調査を千歳市柏台地区の仮称祝

梅砂丘遺跡とした包蔵地で実施した。その結果、地表下約４ｍにある恵庭a降下軽石層(En-a)直下の

風成堆積物中から、旧石器時代の遺物である黒曜石製剥片石器類が検出された。範囲や工法など遺跡

の取り扱いについて協議が行われ、工事前の発掘調査を実施することとなった。柏台１遺跡として登

載されたこの遺跡は、平成９（１９９７）・１０年に�北海道埋蔵文化財センター（以下、センター）が越

田賢一郎・福井淳一を担当者として６，３００�の発掘調査を実施、En－a直下に広がる疎林樹木痕とEn

－a下位の火山灰質シルト層から約３２，０００点の旧石器時代遺物を検出した。遺物は１５ヵ所の集中域に

分かれ、１３ヵ所で炉跡、琥珀玉も１点確認できた。（北埋調報１３８集）

その後、用地買収の遅延などにより、事業地内の埋蔵文化財関係調査は途絶えていた。以降の寿～

祝梅地区の範囲確認調査は以下のとおりである（平成２１年３月現在）。

○平成１６年１０月 祝梅川山田遺跡の一部実施。祝梅川上田遺跡の隣接地として判断保留。梅川４遺

跡も対象となったが、以前別件のため道教委と千歳市教委により実施済でデータがあると判明し、

調査が必要と判断（用地未買収による不確定部分あり）。

○平成１７年１０月 祝梅川上田遺跡・梅川１遺跡・祝梅川小野遺跡、３遺跡約４３，０００�を対象に実

施。祝梅川上田遺跡は１６年１０月分と併せて調査が必要と判断。南側７，６２５�は遺跡のありかたから

梅川２遺跡として、北側の９，１００�を祝梅川上田遺跡として調査対象（北側に試掘未了部あり）。梅

川１遺跡は部分的な試掘で未了区が多く判断保留だが、土器・木製品等の遺物の出土はある。祝梅

川小野遺跡は台地部の大半と低地部の一部で遺物が出土し、調査が必要と判断されるが、用地未買

収による不確定部分がある。
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図�－２ 新千歳空港関連道路建設計画図
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○平成１８年９月 祝梅川小野遺跡の試掘未了区で実施。台地部はすべて調査が必要と判断される。

○平成１８年１０月 アンカリトー７遺跡の用地買収済部分１０，６００�で実施。少量の遺物出土。南側に

試掘未了部分多く判断保留。

○平成１９年９月 祝梅川上田遺跡の北側１１，３００�で実施。１８年度の当センターの調査成果から、遺

跡の広がりが見込まれたため、調査必要範囲を割り出す追認の試掘である。結果、アイヌ文化期・

擦文文化期の遺構・遺物の広がりや旧石器時代の遺物の存在が想定され、１０，０００�弱が要発掘調査

となった。

○平成１９年１０月 祝梅川小野遺跡の北側の試掘未了区で実施。第�黒色土の遺物包含層の状況か

ら、祝梅川小野遺跡と梅川１遺跡は連続するものと判断。１７年度試掘で木製品が出土した区域を梅

川１遺跡、それより南側を祝梅川小野遺跡として、発掘調査が必要と判断された。アンカリトー７

遺跡南側の試掘未了区約７，０００�（後のアンカリトー９遺跡）で実施。散漫な遺物包含層を確認。

北側との間に試掘未了区があるため判断保留。

○平成１９年１１月 アンカリトー７遺跡中央部の試掘未了区５，４００�で実施。一部を除いて深部まで

重機による損壊が及び、ほぼ調査対象外となる。これによりこの南北両側のアンカリトー７遺跡の

調査必要面積がほぼ確定。地形から、北側をアンカリトー７遺跡とし調査対象面積は約４，０００�、

南側をアンカリトー９遺跡として新たに登載し約７，０００�が調査対象面積となった。

（３）平成１８年度以降の寿～祝梅地区の発掘調査

以上の範囲確認調査から発掘調査が必要と判断された遺跡は、平成１３年度から�北海道埋蔵文化財

センターが、札幌開発建設部札幌新道建設事務所（平成１６年度から千歳道路事務所）の工事計画に則

って以下のごとく発掘調査を実施している。寿～祝梅地区の発掘調査は以下のとおりである（平成２１

年度現在）。

◇平成１８年度 祝梅川上田遺跡 ９，１００� 担当者：鈴木信・皆川洋一 旧石器ブロック・縄

文早期中期後期の遺物・アイヌ期の平地住居跡（集落）と鉄製品など 報告書：北埋調報２３８集

◇同 梅川２遺跡 ７，６２５� 担当者：鈴木信・皆川洋一 縄文期の遺物散布地 報告書：

北埋調報２３８集

◇同 梅川４遺跡 ５，０００�→６，３５０�に変更 担当者：鈴木信・宗像公司 縄文晩期後葉の土

坑墓群 報告書：未報告、調査年報１９参照

◇平成１９年度 祝梅川小野遺跡 ７，６３０� 担当者：遠藤香澄・菊池慈人・山田和史 縄文前

期後期の住居と遺物・擦文期の住居群・アイヌ期の平地住居跡（集落） 報告書：未報告、調査

年報２０参照

◇同 梅川４遺跡 ８，６５５� 担当者：鈴木信・宗像公司 縄文前期後期晩期の住居と遺物・

縄文晩期後葉の土坑墓群・続縄文時代の土器 報告書：第�黒色土層は北埋調報２５３集、第�黒

色土層は未報告、調査年報２０参照

◇平成２０年度 祝梅川上田遺跡 ９，９１０� 担当者：三浦正人・越田雅司・広田良成 旧石器

ブロック・擦文期の住居・アイヌ期の集落跡（平地住居・倉庫・灰集中・焼土など）と金属製品等

の遺物 報告書：未報告、調査年報２１参照

◇同 アンカリトー７遺跡 ４，０５０� 担当者：愛場和人・末光正卓 旧石器ブロック・アイ

ヌ期の集落跡（平地住居・倉庫・灰集中・焼土など）と金属製品等の遺物 報告書：当報告書

◇同 アンカリトー９遺跡 ６，６８０� 担当者：愛場和人・末光正卓 縄文時代の遺物少量・
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戦時中の掩体壕 報告書：当報告書

◇同 祝梅川小野遺跡 １０，２６７� 担当者：鈴木信・菊池慈人 縄文前期後期の住居と遺物・

縄文晩期後葉の土坑墓群・擦文期の住居群と遺物・アイヌ期の道跡と低位部の木製品 報告書：

未報告、調査年報２１参照

◇同 梅川１遺跡 ８９３� 担当者：鈴木信・菊池慈人 縄文晩期の焼土・低位部でアイヌ期

の多量の木材切片 報告書：未報告、調査年報２１参照

◇同 梅川４遺跡 １３，５５０� 担当者：鈴木信・鎌田望 縄文中期の岩偶・アイヌ期の道跡数

条や平地住居と遺物報告書：第�黒色土層は北埋調報２６９集、第�黒色土層は未報告、調査年報２１

参照

（４）アンカリトー７遺跡・アンカリトー９遺跡の調査・報告の経緯

これらのうち、当報告のアンカリトー７遺跡・アンカリトー９遺跡の調査に至る経緯について詳述

する。アンカリトー７遺跡・アンカリトー９遺跡は千歳市祝梅地区の中央部、祝梅川の東側に所在す

る。当国道建設工事の計画では、盛土で本線車道となる工区である。

前掲した平成１８年１０月１９・２０日の範囲確認調査は、用地買収が済んだアンカリトー７遺跡の１０，６００

�を対象に行われた。畑地では天地返しが入り乱された部分が多かったが、少量の遺物と第�黒色土

層で柱穴を確認し、約４，０００�を調査範囲としておさえた。ただし遺構確認か要発掘かについては、

範囲確認調査未了部の試掘を待って判断することになった。また遺跡名についても、周知遺跡の拡大

か別遺跡とするかを試掘完了後検討するとした。この時点では仮称アンカリトー７遺跡であった。平

成１９年１０月１８日には前年の地区と稜鞍部を挟んだ南側で、アンカリトー７遺跡として試掘未了区約

７，０００�を対象に実施。散漫な遺物包含層を確認したが、北側との間の稜鞍部が試掘未了であるため

約６，３００�について判断を保留した。後のアンカリトー９遺跡である。同年１１月３０日に実施された稜

鞍部の範囲確認調査では、裾部の一部を除いて深部まで建設機械による損壊が及び、裾部以外は調査

対象外と判定された。これによりこの南北両側のアンカリトー７遺跡の調査必要面積がほぼ確定。地

形から、北側をアンカリトー７遺跡とし調査対象面積は約４，０００�、南側をアンカリトー９遺跡とし

て新たに登載し、第�黒色土層のみ約７，０００�が要発掘調査となった

札幌開発建設部は道教委に対し、平成１９～２１年度に予定している祝梅地区の本線車道盛土工事に合

わせて、祝梅川上田遺跡・アンカリトー７遺跡・アンカリトー９遺跡の発掘調査を平成１９年度内に終

了させて欲しいとの要望をした。総面積は２０，６４０�と広大であるが、建設機械による遺構確認や層を

限定した調査により、１９年度のみの調査で完了できると判断された。

事業委託を受けた当センターは同年５月８日から上記３遺跡の発掘調査を開始した。このうちアン

カリトー９遺跡は７月２８日で終了、アンカリトー７遺跡は遺跡の内容から、第�黒色土層主体の調査

をアイヌ文化期集落跡の第�黒色土層調査と第�黒色土層以下の旧石器ブロック調査に切り替えて、

９月１１日で調査を終了した。なお、アンカリトー９遺跡では戦時中の車輌掩体壕が２基発見された。

遺物包含層を攪乱しているため、遺物調査と旧石器調査を兼ねて、これも概略の記録を残した。１０月

からは順次整理作業も展開し、２１年度まで整理作業を進めて調査報告書（本書）刊行の運びとなった。

（三浦 正人）
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�章 遺跡の立地と周辺の遺跡

１．位置と立地

（１）位置と地名

アンカリトー７・アンカリトー９両遺跡は千歳市の市街地から北東約３�、祝梅地区の中央部に位

置し、千歳市街の東縁に南北に走る更新世の古砂丘列の挾間の低位段丘に所在する。西側は一部古砂

丘列を挟んで下方沖積地に祝梅川が北流し（アンカリトーか？）、東側は市道祝梅２号道路と南長沼

用水が並んで南北に通り、その東エリアは陸上自衛隊東千歳駐屯地である。アンカリトー９遺跡の南

２００ｍには祝梅川上田遺跡、北は古砂丘を成因とする稜鞍部を挟んでアンカリトー７遺跡となる。そ

の北側は馬追丘陵の西裾部が緩やかにうねりながら広がり、略北東約２�でオルイカ２遺跡に達す

る。

遺跡名の「アンカリトー」とは、『北海道蝦夷語地名解』（永田方正 １８９１ 草風館１９８４復刻）の膽

振國千歳郡の章に「アンガリ沼」の見出しがあり、中で「アンガリ トー」はアイヌ語の「Angari to」、

「鷲ヲ捕ル雪穴」の意であるとされ、その下に「雪ヲ掘リテ穴ヲ作リ其中ニ潜居シテ鷲ヲ捕ル其穴ヲ

「アン」ト云ヒ、作ルヲ「カラ」ト云フ」と注釈がある。また『ちとせ地名散歩』（長見義三 １９７６

北海道新聞社）では「アンカリト」「an-kar-to ワシ捕り小屋・をつくる・沼」と解している。地

名由来のアンカリトー（アンカリ沼）は現在正確な位置がわかっていない。長見は前掲書で「祝梅の

天理教会の方からと、東部隊の方からの道路が中央側で合するあたりから低地になる。そこがこの沼

で、明治の半ばすぎまでは存在したらし」いと言い、『増補千歳市史』（１９８３）では「明治二十四年ご

ろまでは切り替え祝梅川の橋付近にあったらし」いと記している。

地名「アンカリトー」の初出は、松浦武四郎が安政３（１８５６）年の蝦夷地廻浦、安政４年の東西蝦

夷山川地理取調御用の際に手控として残した『石狩・テシホ・クスリ外十二所川々取調帳』（『武四郎

蝦夷地紀行』所収 秋葉実解読１９８８北海道出版企画センター）にある。長都沼（ヲサツトウ）に流入

する多くの河川のうち千歳川（シコツブト）に並んで西からシユクハイ・アンカリトウ・ウリウカ・

ユーナイとある（図�－１）。

安政３年の調査記録である『竹四郎廻浦日記』「巻の二十九」十月四日の記録の中には「（千歳）川

より字ヲサツトウ、並てアンカリ沼、並てシユクハヱ、並てマヲエ沼等、此辺一面蘆荻の欝たる池」

と表現されている。

安政４年の調査記録である『丁巳東西蝦夷山川地理取調日誌』「第十五巻由宇発利日誌巻の一」に

は、長都沼を舟で横断した際の記載がある。江別川（千歳川下流）から長都沼に入り東岸へ向かう途

中に南にシコツブトを、東に「シユクハイブトを眺め過ぎ」沼の北東隅に至った。「しばし掻行」し

て「アガリト ウエノタ 等蘆荻の生繁りたるノタ也。此間行まゝ タン子エンルン 長く出たるの

た也。此処を廻りてしばし行や マヲイトウ 周廻凡三里半余。是も（長都沼と）同じく水あさくし

て其周り蘆荻原也。東の方えはヲロイカツ並タケヌツ等云川口を…」とあり、「ノタ」として登場し

ている。「ノタ」はアイヌ語「ヌタプ nutap」と思われ、「川の彎曲内の土地」（『地名アイヌ語小辞

典』知里真志保１９５６ 『知里真志保著作集３』平凡社１９７３所収）と解されていることから、水に囲ま

れた突出地とみられる。また『同』「第十六巻由宇発利日誌巻の二」には、六日後逆に馬追沼から千

歳へ陸行で向かう様子の記載がある。「ユーナイ 此処ウリウカの左りの沢、（略）同じく槲柏原しば

し行て八丁 ケ子ブチ（略）行こと三丁計にして ウリウカ 小川一ツ有、巾五六間、砂川にて浅し。
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図�－１ 松浦武四郎が描画したヲサツトウ周辺河川図
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図�－２ 明治期のアンカリトウ周辺地形図
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こへて谷地を弐丁計行て平地しばし行。此辺より惣て土地は低く赤楊・柳原のみ也。過て キユウシ

小川、巾三間計。過て谷地を五丁計行てまた木原少し過 タン子エンルン 此処木原の岬に成り居

て、マヲイ沼え差出たる岬也。其上をこへ行に凡一里計にて アガリト 小川也。此川巾三間計、こ

へて同じく谷地を行。此川もシユクハイえ落るなり。（略）しばし行て シユクバイ 川端え出り。

此川巾十間計、末流シユクハイといえる少しの沼有り。其沼の口マヲイ沼え下るよし也。…」とある。

同じ日誌に今度は幅約３間の小川として示されている。

武四郎の様々な記述を読むと、当時は長都沼の北東の広がりが馬追沼と認識されていたようであ

る。前出の手控等を編輯した安政６年刊行の『東西蝦夷山川地理取調図 五』では、「ヲサツトウ」

の北東の大きな入江が「マヲイトウ」、その南側で南東に湾入するのが「アンガリトウ」とされ、「ウ

リウカ」がマヲイトウとアンガリトウを分ける岬状の突出に名が書かれている。あるいは脇のアンガ

リトウに注ぐ小河川を示すのかもしれない（図�－１）。

地名の意といい位置といい、様々な情報があり、腑に落ちない沼である。後項 �３ でアンカリトー

の意味と位置を推定してみたい。

（２）周辺の地形・地質・環境

アンカリトー７・アンカリトー９両遺跡の東側にある馬追丘陵は、北から栗山町・長沼町・由仁町

・千歳市・安平町（旧追分町と旧早来町）と、南北延長約３０�におよんで隆起している標高１５０ｍ前

後の連なりで、２７３ｍの馬追山を最高地点とする。キウス遺跡群の北東方約５�には標高約１００ｍのコ

ムカラ峠があり、峠の西北西下にキウス川の源流がある。キウス川――コムカラ峠のルートは、丘陵

を横断して石狩低地帯と夕張方面や道東部を結ぶ道のひとつとして早くから開けていたようである。

一方、丘陵西側に広がる石狩低地帯は、支笏火山が形成した火砕岩台地によって千歳市南部を分水

界とし、日本海側と太平洋側に分かたれている。この分水界である千歳市街東南部の低い丘陵状山地

や馬追丘陵西南裾の湧水を集めて北流するのが、祝梅川・梅川である。千歳市街で向きを変えて北流

する千歳川とは終始１～２�の間隔をあけて流れ、アンカリトウを経由して長都沼に注いでいた。こ

れらの沼は、古くは遺跡の北～北西側の千歳市祝梅・根志越・中央・泉郷地区や恵庭市漁太地区・長

沼町の沖積低地部に存在したもので、トンメ沼・長都沼（ヲサツトウ）・アンカリトウや馬追沼（マ

ヲイトウ）・ポンユーバリ沼・菱沼（イコクシ沼）・チカップセトシ沼・鶴沼などがあり、周辺には

低湿地が広がっていた。蛇行の著しい千歳川・祝梅川・剣渕川（ケヌフチ川）・漁川・夕張川やそれ

らの小支流と馬追丘陵からの小河川も流入し、多雨や融雪期には広範囲で冠水する湛水地帯であっ

た。往時は遺跡やコムカラ峠から西を眺めれば、湿地帯や水を湛えた沼が広がり、遠くに樽前山・恵

庭岳・漁岳・空沼岳・札幌岳・無意根山・手稲山など標高１０００～１５００ｍ級の山々が連なる眺めであっ

た。

遺跡を取り巻く内陸古砂丘列である千歳古砂丘は、Spf１が母材の風成二次堆積物で更新世に成立

がもとめられる。後期旧石器以降の遺跡が立地し、後期旧石器でも古いものは丸子山遺跡のように砂

丘下でも確認される。アンカリトー７遺跡の現地表面の標高は１５～１８ｍ、アンカリトー９遺跡は１６～

２０ｍで、両遺跡を分ける高まり側を最高点にして傾斜面・平坦面に立地する。基盤の古砂丘が数層の

テフラ（火山灰）で覆われて形成されており、上部に幾分かの土壌の発達がみられる。両遺跡を分け

る高まり（稜鞍部）も古砂丘のピークである。周辺の状況をみると、まず３２，０００年ほど前の支笏カル

デラ起源の降下軽石Spfa２とSpfa１が堆積し、これらを軽石流堆積物Spf１の薄層とSpf１の風成二次堆

積物が覆って古砂丘を形成。Spfa２はクッタラ火山起源のKt－b１とのみかたもある。このSpf１の風成
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二次堆積物の中間ほどに、約２８，０００年前とされる羊蹄第３軽石・スコリア層Yo．Ps－３が点在すると

ころもある。この上を厚さ１．５～２ｍと厚く覆うのが約１３，０００年前の恵庭岳起源の降下軽石En－a（En

－P）である。さらに直上にこの風化ローム層であるEn－Lが２０～３０�堆積している。この上は厚さ

５～１０�の暗褐色粘質腐植土（漸移層）、５～１５�の黒色粘質腐植土（第�黒色土層）とあり、これ

を２，０００～２，５００年前の樽前山起源の降下岩片Ta－c１が約１０�厚で覆っている。この上に１０～１５�の

黒色粘質腐植土（第�黒色土層）が発達する。この腐植土層中には１０世紀前葉の白頭山起源のB－Tm

の薄層が窪みなどに点在する。第�黒色土層を厚さ３０～５０�で覆うのが１７３９年降下のTa－a（樽前山

起源の降下軽石）で約１０枚のフォールユニットで成っている。

道路用地になる以前は、アンカリトー７遺跡は主に畑地として利用されており、アンカリトー９遺

跡は一部耕作放棄され荒れ地となっている部分はあるものの、ほとんどは未開墾の林で、戦時中の掩

体壕が２基存在した。樹木は落葉広葉樹と針葉樹の混交で、コナラ・ヤチダモ・オニグルミ・ヤマグ

ワ・タラノキ・ヤマブドウ・ヤナギ・エゾマツ・イチイなどがみられた。調査中、掘削排土にはキタ

キツネの足痕がマークされ、糞も確認できた。表層の窪み等にはアオダイショウ・シマヘビが生息し

ていることがあり、林辺ではエゾリスやノネズミも目視された。上空には常にノスリ・トンビが飛翔

旋回していた。祝梅川では現在魚影等は確認できないが、低地帯の長都沼には、ワカサギ・フナ・コ

イ・エビなどが生息していた。また水鳥も多く、キジ・ガン・カモ・ハクチョウ・ツルなどが飛来生

息していた。長都沼と連結する千歳川水系はサケの上る川で、ウグイなどの魚も大量に生息している。

前述した遺跡北西側の低湿地帯は、現在は治水と土地改良等を目的とした昭和２６～４４年（１９５１～

１９６９）の国営灌漑排水事業やその後の圃場整備事業・土地改良事業によって、沼や低地の干拓・埋め

立て、河川や水路の整備・直線化が行われ、地下および表層の水位が低下し、水田や畑地として利用

されている。祝梅川も遺跡南西１�強の地点から直線化が図られ、現在は緩やかなカーブで改修され

た千歳川に結合されている。

（３）アンカリトー（アンカリ沼）について

アンカリトーは、前掲したように松浦武四郎の記録では、「アンカリトウ」：川、「アンカリ沼」、「ア

ガリト」：ヌタプ、「アガリト」：小川、「アンガリトウ」：沼の一部と様々な地形で表わされている。

位置はほぼシユクハイ（祝梅川）の東側ととらえられる（『廻浦日記』では西側にあたる）。「トウ：

沼」という表現と、「蘆荻の生繁りたる」状況、川巾の狭い小川とされていること、実際に明治の中

頃まではあったという証言、これらからは、溢水期には水が張って沼となり、少水期には小川として

流れている、長都沼に連続する滞水湿地帯のイメージが浮かび上がる。

先に挙げた長見義三『ちとせ地名散歩』での「祝梅の天理教会の方から」の道は現国道３３７号の千

歳市街から中央地区へ向かう方向、「東部隊の方からの道路」は陸上自衛隊東千歳駐屯地脇を通って

中央地区へ至る市道祝梅２号道路である。この２本の道が「中央側で合するあたりから低地になる」

ところが「この沼」で、現在の中央地区の南端部を指している。しかし『増補千歳市史』の「切り替

え祝梅川の橋付近」は、根志越３８６付近の現国道３３７号の祝梅橋であるから、先に示された位置よりも

２�ほど南西にあたり、同じ位置を示しているとは思えない。

榊原正文は『データベース アイヌ語地名３ 石狩�』（２００２ 北海道出版企画センター）「�．２．

Ｉ．a．旧長都沼沿岸 IS－４００５」でアンカリトーを取り上げ、「アンカラト」と表記、音などから地

名解は「鷲取小屋・作る・沼」説を支持した。位置は武四郎の記述などから、「旧長都沼のうち、“タ

ンネエンルム”の南東部にあたる入江状の滞水部を指す」とした。

�章 遺跡の立地と周辺の遺跡

11



図�－３ アンカリトーの位置想定図
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明治期の陸軍陸地測量部製版の「北海道假製五万分一図」には、明治２９（１８９６）年の『長都』と明

治４３年改版の『漁』ともに「アンカリ沼」の表示はない。ただ「シユクハイ川」「シクハイ川」が長

都沼の東南の入江に流れ込んでおり、後者の地図では「シクハイ川」や千歳川の周囲は長都沼までほ

ぼ全域が湿地帯となっている（図�－２）。のちに「ネシコシ原野」と呼ばれた土地である。

これらの情報を総合的に判断すると、長都沼の東南の入江は溢水期にはさらに南に広がり、現在の

中央地区南端や根志越地区まで滞水していたものとみられる。流れ込んでいる川は祝梅川で、少水期

にはこの滞水帯が祝梅川の続きとして流れていたのであろう。この東南の入江と南に広がる滞水帯を

して「アンカリ沼・アンカリトー」と呼称したものと考える。図�－３は、今は灌漑排水・圃場整備

・土地改良事業で干拓・埋め立て・河川や水路の整備・直線化が行われ農地として利用されている当

該地に、旧湿地帯周辺に現存する遺跡をプロットし、過去情報を含めて「アンカリ沼」の位置復元を

試みたものである。

では、「アンカリ沼」を形成する祝梅川の「シクハイ」の地名解はどうか。『北海道蝦夷語地名解』

では「シユクパイ 生長シタル蕁麻」、『ちとせ地名散歩』や『増補千歳市史』では「sukup-pay

成長した・イラクサ」、『データベース アイヌ語地名３ 石狩�』の踏査・検討で「スクプハイウシ

ナイ 成長する・（エゾイラクサの）繊維・群在する・川」などいずれも類似した意味に解されるが、

川や湿地帯が特に意識されたものではない。これはアンカリトーの地名解も同様であった。この中に

あって長見義三は全く別の語源があったのではないかと疑い、『ちとせ地名散歩』で前説のあとに「シ

コツパイエ（シコツへ行く）がなまった場合（略）古夕張川のため長都沼が増水すると祝梅川は逆流

してメムセあたりから千歳川（シコツ）へぬけるようなことがあったのかも知れない。」と例を示し

た。これがまさにアンカリ沼の姿ではないだろうか。

アンカリトーやシュクバイは地名として類例が少なく、別解釈ができる余地がある。アンカリトー

では「an-kar-to ワシ捕り小屋・をつくる・沼」として「kar：作る」と解されているが、音は「カ

ル」で、武四郎以来伝えられてきたアン「カリ」ではない。前掲の知里真志保『地名アイヌ語小辞典』

には「kari」：「まわる；通う」とあり、さらに「an」には「われらの；われらが」といった意味

がある。「an-kari-to」：「われらが・通る・沼」と水上通行路としての存在を意識すると、近年の

当センターの調査で明らかになりつつある近隣のコタンや道跡、チプニー２遺跡・オルイカ１遺跡・

オルイカ２遺跡・アンカリトー７遺跡・祝梅川上田遺跡・梅川４遺跡＊それぞれや、美々越え・コム

カラ越え・日本海側への交通路としての地域の姿が想像される。そういった意味では、長見の「シク

ハイ」＝「シコツパイエ（シコツへ行く）」説も千歳との交通路の意と考えてもよいかもしれない。

＊ 近年のコタン調査の成果は、

チプニー２遺跡 ２００３年調査 北埋調報２０７ 『千歳市チプニー２遺跡�２』

オルイカ１遺跡 ２００２年調査 北埋調報１８８ 『千歳市オルイカ１遺跡』

オルイカ２遺跡 ２００２年調査 北埋調報１８９ 『千歳市オルイカ２遺跡』

２００４年調査 北埋調報２２１ 『千歳市オルイカ２遺跡�２』

アンカリトー７遺跡 ２００８年調査 当報告

祝梅川上田遺跡 ２００６年調査 北埋調報２３８ 『千歳市祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡』

２００８年調査 整理作業中 『調査年報２１』参照

梅川４遺跡 ２００７・２００８年調査 整理作業中 『調査年報２０』・『調査年報２１』参照

（三浦 正人）

�章 遺跡の立地と周辺の遺跡
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２．周辺の遺跡

平成２１年度現在、千歳市内には２８５か所の遺跡が登載されている。新千歳空港、北海道横断自動車

道、国道３３７号建設など開発が多いこともあり、建設工事用地内の遺跡が数多く調査されている。遺

跡周辺では国道３３７号建設に伴い祝梅川上田遺跡・祝梅川小野遺跡・梅川４遺跡など祝梅川水系の遺

跡が広範囲にわたって調査されている。ここでは周辺の遺跡の表と図を作成し（図�－４・表�－１

～３）、主に発掘調査が行なわれた周辺の遺跡について記述する。

旧石器時代

古砂丘に立地する丸子山遺跡（６８）では恵庭ａ降下軽石層の上下から遺物が出土している。下層は約

２万年前と推定でき、黒曜石製のスクレイパーの他は定形なものに乏しい。上層は忍路子型の細石刃

核を伴う石器群である。祝梅川上田遺跡（５０）では平成２０年度調査（未報告）を含めると札滑型・峠下

型・忍路子型の細石刃核を伴う石器群と考えられる石器ブロックが５か所検出された。キウス５遺跡

（９３）（平成１８・１９・２１年度調査区未報告およびC地区）では忍路子型細石刃核を伴う石器群が４か所

検出され、対岸のキウス９遺跡では少量ながら広郷型細石刃核を伴うブロックが確認された。またキ

ウス７遺跡（２６５）では峠下型細石刃期石器群が出土している。

縄文時代

早期：キウス４遺跡（９２）では東釧路�～�式期の竪穴住居跡、キウス５遺跡では暁式・東釧路�式

期・コッタロ式期の竪穴住居跡、キウス９遺跡では東釧路�式期の竪穴住居跡がそれぞれ検出されて

いる。特にキウス５遺跡では貝殻条痕文土器・東釧路�式・コッタロ式期の遺物が多数出土してい

る。キウス７遺跡からはコッタロ式期の住居跡と土坑墓がみつかっている。またキウス４遺跡・キウ

ス５遺跡・キウス９遺跡からは石刃鏃が出土している。このうちキウス９遺跡では９２点とまとまった

数の石刃鏃が包含層から出土している。

前期：綱文土器期の竪穴住居跡がキウス４遺跡の低位段丘面、キウス５遺跡で検出されている。ま

たキウス４遺跡では花積下層式、静内中野式期の土器が出土している。

中期：オルイカ２遺跡（２８０）で天神山式期の竪穴住居跡がみつかっている。キウス５遺跡のキウス

９遺跡対岸地区（平成１５・１６・１８～２１年度調査区未報告）では萩ヶ岡式から柏木川式期の住居跡、土

坑が多数みつかっている。

後期：余市式、タプコプ式の竪穴住居跡、土坑がキウス４遺跡・キウス５遺跡Ａ地区・キウス７遺

跡・オルイカ１遺跡（８８）などでみつかっている。

手稲、�澗式期はキウス５遺跡Ａ地区・キウス７遺跡で竪穴住居跡や埋甕などが検出されている。

堂林式期はキウス４遺跡・キウス周堤墓群で周堤墓が多数確認されている。キウス４遺跡では同時期

の住居跡、掘立柱建物跡、盛土遺構、道跡、水場遺構などが確認され、大量の遺物が出土している。

晩期：キウス５遺跡Ａ地区・キウス７遺跡・梅川４遺跡でタンネトウＬ式期の土坑墓が多数確認さ

れている。

続縄文時代

キウス５遺跡・キウス７遺跡で大狩部式期の竪穴住居跡や後北C２－D式期の土坑が検出されてい

る。トメト川３遺跡では、後北C２－D式と天王山系土器が入った土坑がみつかっている。全体に検出

例は少ない。

擦文文化期

末広遺跡では１００軒以上の竪穴住居跡、鍛冶遺構、土坑が検出されている。丸子山遺跡において８

世紀頃と推測される集落跡が確認されている。キウス９遺跡では８世紀後半の集落跡が検出され、鍛

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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この図は国土地理院発行１：５００００図「恵庭」（平成１１年発行）「千歳」（平成１３年発行）に加筆し、
１９４８年米軍撮影の空中写真から旧長都沼・千歳川・祝梅川を合成したものである。

図�－４ 周辺の遺跡
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表�－１ 周辺の遺跡一覧（１）
� 遺跡名 種別 時期 発掘調査歴等

１ カリンバー 集落跡 擦文 釜加のチャシ跡に接する南側緩斜面に数個の竪穴があったという。『千歳遺跡』

２ 釜加のチャシ跡 チャシ跡 アイヌ １９６５年調査、大場利夫・石川徹『千歳遺跡』ｐ１１６～１２４（旧称：釜加）

３ ユカンボシＣ１ 墳墓？ 擦文、アイヌ 古墳様墳墓。表採直刀。

４ ユカンボシＣ２ 集落跡 縄文早～晩期、擦文、アイヌ
１９８８・８９年千歳市教委調査。擦文住居跡。アイヌ文化期掘立柱跡。１９９３年�道
埋文・２０００年調査。縄文早期住居跡。

５ ユカンボシＣ３ 集落跡 擦文 １９９０年千歳市教委調査。擦文住居跡。

６ ユカンボシＣ４ 集落跡 擦文

７ ユカンボシＣ５ 集落跡 擦文、アイヌ １９９０・９１年千歳市教委調査。擦文住居跡。アイヌ文化期掘立柱跡。

８ ユカンボシＣ６ 集落跡 縄文後期、擦文、アイヌ １９９０年千歳市教委調査。縄文～アイヌ文化期。

９ ユカンボシＣ７ 集落跡 擦文

１０ ユカンボシＣ８ 集落跡 縄文後期、擦文、アイヌ １９９１年千歳市教委調査。縄文。擦文住居跡。アイヌ文化期掘立柱跡。

１１ ユカンボシＣ９ 集落跡 縄文中期、擦文 １９９５年�道埋文調査。

１３ オサツ１ 集落跡 擦文、アイヌ 保安林内に１６軒の竪穴。（旧称：都５遺跡）

１４ オサツ２ 集落跡 旧石器・縄文、擦文、アイヌ
１９９２～１９９４年�道埋文調査。１９９７～１９９９年千歳市教委調査。細石刃核を含むブロッ
ク、縄文中期・擦文の竪穴住居。続縄文・アイヌの土坑墓、木製品。（旧称：都６遺跡）

１５ オサツ３ 集落跡 擦文 保安林内に竪穴。（旧称：都４遺跡）

１６ オサツ４ 遺物包含地 縄文中・後期

１７ オサツ５ 集落跡 縄文中期、擦文、アイヌ

１８ オサツ６ 遺物包含地 縄文

１９ オサツ７ 遺物包含地 擦文

２１ 長都チャシ跡 チャシ跡 アイヌ

２２ イヨマイ１ 集落跡 擦文

２３ イヨマイ２ 遺物包含地 縄文後・晩期

２４ イヨマイ３ 集落跡 擦文

２５ イヨマイ４ 集落跡 縄文中・晩期、擦文

２６ 長都田中 集落跡 擦文

２７ シマコツナイ１ 遺物包含地 縄文中期

２８ シマコツナイ２ 遺物包含地 縄文中～後期

３２ ウラヨシオシマクオマップ１ 集落跡 擦文

３３ ウラヨシオシマクオマップ２ 集落跡 擦文

３４ カマクンナイ 集落跡 擦文

３５ 都 遺物包含地 縄文晩期、アイヌ タンネトウL式土器。

３６ 都のチャシ跡 チャシ跡 アイヌ 円形壕。１９６６年調査、『千歳遺跡』ｐ１２４～１２８。『北海道のチャシ』７（旧称：都１）

３７ 末広 集落跡
縄文中・後期、続縄文、擦文、
アイヌ

１９６８年石川徹、１９７９年～１９８１・１９８４・１９９２千歳市教委調査。縄文中期後期擦文
の竪穴住居、縄文後期焼土遺構・周堤墓、アイヌ期の住居跡・墓坑・擦文鍛冶
工房跡。�４２、根志越２遺跡と合体。（旧称：根志越C)

３８ トメト川１ 集落跡 擦文 竪穴２軒確認。

３９ トメト川２ 集落跡 続縄文、擦文 段丘線に沿って竪穴１３軒が並ぶ。（旧称、根志越F)
４０ トメト川３ 集落跡 縄文早・中・後期、続縄文、擦文、アイヌ ２００１・２００２年千歳市教委調査。（旧称、根志越E)
４１ 根志越１ 集落跡 擦文 かつて１９軒の竪穴が見られたが、現在は、草地化されている。消滅。

４３ 祝梅上層 遺物包含地 旧石器 １９７２・１９７３年吉崎昌一調査。細石刃核を含むブロック。

４４ 祝梅下層 遺物包含地 旧石器 「三角山地点」。１９７３年吉崎昌一調査。ナイフ形石器ほか。

４５ 祝梅三角山D 集落跡 縄文中・晩期、続縄文、擦文、アイヌ １９７７年千歳市教委調査。擦文期竪穴住居５軒。

４６ 祝梅川 集落跡 縄文晩期、続縄文、擦文、アイヌ 『千歳市における埋蔵文化財�』。アイヌ期カワシンジュガイあり。

４７ 祝梅川矢島 遺物包含地 縄文前～晩期、続縄文、擦文 タンネトウL式が主体。

４８ 祝梅川小野 遺物包含地 縄文前・晩期、擦文、アイヌ ２００７・２００８年道埋文調査。縄文時代晩期土坑群、擦文期竪穴。アイヌ文化期

４９ 祝梅川山田 遺物包含地 縄文中～晩期、続縄文、擦文 内耳鉄鍋。１９９０年千歳市教委発掘調査。竪穴住居２軒。

５０ 祝梅川上田 遺物包含地 旧石器、縄文、擦文、アイヌ ２００６・２００８年�道埋文調査。アイヌ期住居跡、細石刃ブロック

５２ メボシ川１ 遺物包含地 縄文中～晩期、擦文 消滅。（旧称：祝梅S)
５３ メボシ川２ 集落跡 旧石器、縄文早～晩期 １９８１年千歳市教委調査。細石刃核を含むブロックほか。

５４ メボシ川３ 集落跡 擦文

５５ 祝梅竪穴 集落跡 擦文、アイヌ １９７３年石川徹、調査。竪穴住居４軒。鉄製品、古銭（正隆元賓）出土。

５６ 梅川１ 遺物包含地 擦文

５７ 梅川２ 遺物包含地 縄文中～晩期、擦文、アイヌ ２００６年�道埋文調査。アイヌ期平地式住居跡、道跡（旧称：祝梅H)
５８ 梅川３ 集落跡 縄文後・晩期、擦文、アイヌ １９８５年千歳市教委調査。竪穴住居１６軒、墓１０基（アイヌ期３基含む）。

５９ 梅川４ 墳墓
縄文早～晩期、続縄文、擦文、
アイヌ

１９９３～２０００年千歳市教委調査。擦文・アイヌ期土坑墓、住居跡、２００６・２００７・
２００８年�道埋文調査。縄文時代晩期土坑群（旧称：祝梅A)

６０ メムセ 集落跡 擦文 竪穴住居跡が１軒みられたという。

６１ アンカリトー１ 遺物包含地 縄文晩期 En-aの上面付近まで削平されている。

６２ アンカリトー２ 集落跡 縄文前・後・晩期、続縄文、擦文 竪穴住居跡が１軒みられた。

６３ アンカリトー３ 墳墓 縄文晩期、続縄文、擦文 鉄製品出土。

６４ アンカリトー４ 遺物包含地 縄文後期

６５ アンカリトー５ 集落跡 縄文中・晩期、続縄文、擦文 航空写真判読で９個の竪穴状マーク観察。

６６ アンカリトー６ 集落跡 縄文中期、続縄文、擦文 無名沢挟んで北に２軒、南に４件の竪穴がみられる。

６７ アンカリトー７ 集落跡 旧石器・縄文早・中、続縄文、アイヌ 当報告 ２００８年道埋文調査。

６８ 丸子山 集落跡 旧石器、縄文、擦文
１９９０～１９９３年千歳市教委調査。細石刃核を含む旧石器ブロック、環壕集落、周
堤墓、擦文期の竪穴。消滅（旧称：丸子山）

６９ K基地１ 集落跡 擦文 南長沼用水南側に竪穴住居があったという。

７０ K基地２ 遺物包含地 縄文後・晩期、擦文 動物形土製品が出土したという。

７１ ピクニックエリア 集落跡 擦文 オルイカ川湧水地周辺。数軒の竪穴がみられたという。

７２ トアサム 竪穴住居跡 擦文

７６ キウス１号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９６４年大場利夫・石川徹、調査。土坑墓５基、立石あり。１９７９年国指定史跡。

７７ キウス２号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９６５年大場利夫・石川徹、調査。配石のある土坑墓あり。土偶出土。１９７９年国指定史跡

７８ キウス３号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９７９年国指定史跡

７９ キウス４号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９６５年大場利夫 外周部調査。西側に開口部をもつ。１９７９年国指定史跡

８０ キウス５号環状土籬 周堤墓 縄文後期 西側に開口部をもつ。１９７９年国指定史跡

８１ キウス６号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９７９年国指定史跡

８２ キウス７号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９５０年頃 河野広道・近藤義男踏査。

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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表�－２周辺の遺跡一覧（２）
� 遺跡名 種別 時期 発掘調査歴等

８３ キウス８号環状土籬 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登載抹消。

８４ キウス９号環状土籬 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登載抹消。

８５ キウス１０号環状土籬 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登載抹消。

８６ キウス１１号環状土籬 周堤墓 縄文後期 北側が削平されている。１９７９年国指定史跡

８７ キウス１２号環状土籬 周堤墓 縄文後期 ２号・５号周堤墓に覆われている部分が大きい。１９７９年国指定遺跡

８８ オルイカ１ 集落跡 縄文中・後・晩期、アイヌ ２００２・２００３年�道埋文調査（旧称：キウス１３号環状土籬）

８９ キウス１ 集落跡 縄文後・晩期、続縄文
マウンド状の遺構２ヵ所があったという。１９６４年大場利夫・石川徹、発掘調査。
住居跡１軒。

９０ キウス２ 周堤墓 縄文後期 航空写真によるソイルマーク

９１ キウス３ 遺物包含地 縄文後期

９２ キウス４
周堤墓・集
落跡

縄文早・前・後期、擦文
１９９３、１９９５～１９９８年�道埋文調査。１９９５千歳教委調査。縄文早～前・中・後期
住居跡、周堤墓、盛土遺構、水場遺構。木製品

９３ キウス５
集落跡・墓
・低湿部ほ
か

縄文早～晩期、続縄文、擦文、
アイヌ

１９９４～１９９８年�道埋文調査、１９９７千歳市教委調査。各期住居跡・土抗、Tピットほか。
縄文中期以降の柵列。木製品。２００３・２００４・２００６・２００７�道埋文調査。忍路子ブロ
ック、縄文時代中期集落、土坑群、焼土列、擦文集落、近世畑跡、木製品。

９４ キウス川 遺物包含地 縄文後期

９５ 中央目黒 遺物包含地 縄文後・晩期 モウシ川右岸段丘

１０２ ケネフチのチャシ チャシ跡 アイヌ １９３５年原田二郎・近藤義男踏査。泉郷神社境内。面崖式。

１０３ トプシナイ１ 遺物包含地 アイヌ 舟釘状鉄製品

１０４ トプシナイ２ 遺物包含地 縄文中・後期

１０６ イカベツ１ 遺物包含地 続縄文 後北C式

１０７ イカベツ２ 遺物包含地 縄文前・後・晩期、擦文 綱文、堂林、タンネトウL式
１０８ ケネフチ１ 遺物包含地 縄文早期 中茶路式

１０９ ケネフチ２ 遺物包含地 縄文後期

１１０ ケネフチ３ 遺物包含地 縄文早・晩期、擦文

１１１ ケネフチ４ 遺物包含地 縄文中期

１５７ フレドイヒのチャシ跡 チャシ跡 アイヌ

１５８ 千歳神社 集落跡 擦文

１９８ ママチ川丸木舟 遺物包含地 アイヌ 丸木舟（長さ約７．３ｍ、幅約０．５ｍ）

１９９ ママチ高台 集落跡 続縄文後半期、擦文

２００ ママチゴルフ場 遺物包含地 縄文前～中期

２０１ ママチ 墳墓 縄文中～晩期、続縄文、擦文
１９８１・１９８２・１９８５・１９８６年�道埋文調査。擦文住居跡、縄文晩期土坑墓。国指
定土製仮面。

２０２ ママチ２ 集落跡 擦文

２０３ ママチ３ 集落跡 擦文

２０４ ママチ４ 集落跡 擦文

２０７ 平和１ 遺物包含地 縄文早・前・中・晩期

２０８ 平和２ 遺物包含地 縄文

２０９ 青葉公園 遺物包含地 縄文中・晩期

２１１ 美々貝塚 貝塚 縄文前期

２１２ 美々２ 集落跡 縄文晩期 １９８４・８５年�道埋文調査。縄文晩期住居跡。

２１３ 美々３ 集落跡 縄文早・中・後・晩期 １９８６・１９８９～１９９１年�道埋文調査。縄文晩期土坑。縄文後期初頭住居跡

２１４ 美々４ 集落跡 旧石器、縄文中～晩期 １９８０・１９８３～１９８５年�道埋文調査。縄文後期～晩期土坑墓群。周堤墓。

２１５ 美々５ 集落跡 縄文早～晩期 １９７９・１９８０・１９８４年�道埋文調査。縄文前期集落。周堤墓。足型付土製品。

２１６ 美々６ 溝穴遺構 縄文早・前・後・晩期 １９８０年�道埋文調査。Tピット。

２１７ 美々７ 集落跡 縄文早期、オホーツク、アイヌ １９８０・１９９１・１９９２年�道埋文調査。足型付土製品。アイヌ文化期土坑墓。

２１８ 美々８ 集落跡
縄文早～晩期、続縄文前～後半
期、擦文、アイヌ

１９８１・１９８２・１９８５・１９８７・１９８９～１９９３年�道埋文調査。低湿部調査。擦文住居
跡。アイヌ文化期集落。木製品。

２１９ 美々９ 遺物包含地 縄文後～晩期 １９８３年�道埋文調査。Tピット。

２２０ 美 １々０ 遺物包含地 不明

２２１ 美 １々１ 遺物包含地 不明

２２２ 美 １々２ 遺物包含地 不明

２２３ 美 １々３ 遺物包含地 不明

２２４ 美 １々４ 遺物包含地 不明

２２５ 美 １々５ 遺物包含地 不明

２２６ 美 １々６ 遺物包含地 不明

２２７ 美々貝塚北 貝塚 縄文前期 １９９３～２０００年千歳市教委調査。縄文時代前期住居跡、盛土遺構

２２８ パンケビビ１ 集落跡 縄文早・前・中・晩期

２２９ パンケビビ２ 集落跡 縄文

２３０ パンケビビ３ 集落跡 擦文

２３１ パンケビビ４ 遺物包含地 擦文

２３２ パンケビビ５ 集落跡 続縄文前半期

２３３ パンケビビ６ 集落跡 擦文

２３４ パンケビビ７ 遺物包含地 縄文、擦文

２３５ パンケビビ８ 集落跡 擦文

２３６ パンケビビ９ 遺物包含地 擦文

２４１ 根志越３ 遺物包含地 アイヌ 丸木舟（長さ約７ｍ、幅約０．６ｍ）

２４２ キウス６ 遺物包含地 縄文晩期

２４３ ユカンボシＣ１１ 遺物包含地 縄文後期 １９９２年千歳市教委調査。縄文後期？の土坑群。

２４４ ユカンボシＣ１２ 遺物包含地 縄文後期

２４５ オサツ９ 遺物包含地 縄文中～後期

２４６ アンカリトー８ 遺物包含地 縄文晩期 タンネトウＬ式

２５１ ユカンボシＣ１３ 遺物包含地 縄文中～後期 １９９１年千歳市教委調査。縄文前期～続縄文。

２５２ パンケビビ１０ 遺物包含地 縄文早期

２５３ パンケビビ１１ 遺物包含地 縄文中期

２５４ パンケビビ１２ 遺物包含地

２５５ パンケビビ１３ 遺物包含地

２５６ パンケビビ１４ 遺物包含地 縄文中期～晩期 １９９５年千歳市教委調査。縄文中期住居跡。晩期住居跡。

�章 遺跡の立地と周辺の遺跡
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冶遺構が確認されている。キウス５遺跡（平成１５・１６・１８～２１年度調査区未報告）では対岸のキウス

９遺跡とほぼ同時期の竪穴住居跡が１１軒検出されているほか、Ａ地区では土坑外から鍬先が出土した

土坑墓が検出された。またチプニー２遺跡でも鍬先や土器を伴う土坑墓が報告されている。このほか

祝梅の遺跡群（４６～５５）・梅川の遺跡群（５６～５９）・トメト川の遺跡群（３８～４０）・アンカリトーの

遺跡群（６２～６７）などこの時期の遺跡は多い。

アイヌ文化期

周辺ではキウス９遺跡・オルイカ２遺跡・チプニー２遺跡（２７８）・祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡

（５７）・梅川４遺跡・トメト川３遺跡（４０）・末広遺跡などで平地式居跡、建物跡、墓、送り場などが検

出されている。特に祝梅川上田遺跡では中世から近世初頭と考えられる年代の５０軒を超える建物跡が

調査されている（平成１８年度北埋２３８・平成２０年度調査区未報告）。キウス５遺跡では太刀の副葬され

た墓壙がみつかっている。キウス７遺跡では沢づたいの道跡と柱跡群が検出され、ガラス玉も出土し

ている。また畑跡がキウス５遺跡低位部で検出された。

近現代 炭窯跡がキウス４遺跡・キウス５遺跡・キウス９遺跡などで確認されている。（愛場和人）

３．アンカリトー９遺跡の掩体壕の概要

建設機械による�～�層除去時に、大規模な盛土や落ち込み等、地形の人為的な攪乱が２か所認め

られた（図�－５）。これらは�層（Ta－a）を切って構築されており、１７３９年以降の時期と判断さ

れ、さらに近隣の土地所有者から「戦時中、戦車を格納した壕（戦車壕）」であるとの話を聞いた。

千歳市域には昭和１４年から旧日本海軍航空隊がおかれ、これに関わる構造物であると考えた。これら

近・現代の遺構について北海道教育委員会の「埋蔵文化財の保護と発掘調査の円滑化等について」（平

成１３年４月１６日教文第５００５号）では、時期的に埋蔵文化財の調査の対象と定めていないが、千歳市域

の「郷土史」や近年注目を集めている「戦跡考古学・戦争遺跡」の視点からは重要なものであると考

え、通常の発掘調査に支障をきたさない範囲で調査したのでその概要を報告する。

掩体壕１（図�－６・８～１０ 表�－４・５・８～１１ 図版５２～５４）

位 置：Ａ～Ｇ－３９～４６区

規 模：調査区内：２５．８×５．５０ ／ １．７０ｍ 調査区外（盛土含む）：４１．６×２０．７ ／ ３．００ｍ

表�－３ 周辺の遺跡一覧（３）
� 遺跡名 種別 時期 発掘調査歴等

２５７ パンケビビ１５ 遺物包含地

２５８ パンケビビ１６ 集落跡

２５９ ユカンボシＣ１４ 遺物包含地

２６０ パンケビビ１７ 遺物包含地

２６１ ケネフチ６ 集落跡 縄文早期、擦文 コッタロ、中茶路、東釧路式。竪穴住居１軒。

２６３ ユカンボシＣ１５ 遺物包含地
縄文早～晩期、続縄文、擦文、
アイヌ

１９９６～１９９８年�道埋文センター調査。縄文時代中・後期住居跡・土坑。擦文初
頭の周溝のある墓と土坑墓。低湿部擦文～アイヌ期木製品。

２６５ キウス７
集落跡・墓
ほか

旧石 器、縄 文 早・中・後・晩
期、続縄文、擦文、アイヌ

１９９３～１９９８年�道埋文センター調査。縄文早期・後期集落。晩期土坑。旧石器
ブロック。

２６６ オサツ１０ 集落跡 縄文中・後期、擦文中期

２６９ オサツトー１ 遺物包含地・墓 縄文早・中・後・晩期、アイヌ １９９３年�道埋文センター調査。アイヌ期墓２基。

２７４ 柏台１ 遺物包含地 旧石器
１９９７・１９９８年�道埋文調査。細石刃核を含むブロック、炉跡、礫群、コハク玉、
赤色顔料関連遺物。

２７５ キウス８ 遺物包含地 縄文中・晩期 一部開削。

２７７ チプニー１ 遺物包含地 縄文後・晩期、擦文、アイヌ ２００１年�道埋文調査。土抗、Ｔピット。アイヌ期焼土・集石。

２７８ チプニー２ 遺物包含地 縄文早・中～晩期、擦文、アイヌ ２００１・２００３～２００５�道埋文センター調査。アイヌ期土坑墓。

２７９ キウス９ 遺物包含地
縄文早・前・後・晩、擦文、
アイヌ

２００年度�道埋文センター調査。北埋調報２５２。石刃鏃、擦文集落、鍛冶遺構。
アイヌ期集落。

２８０ オルイカ２ 集落跡
旧石器・縄文早・中・晩期、
アイヌ

２００２・２００４年�道埋文調査。アイヌ期住居跡、湧別技法札滑型石核を伴うブロ
ック。２００７年�道埋文調査

２８３ アンカリトー９遺跡 遺物包含地 縄文中期、戦争遺構 当報告 ２００８年�道埋文調査。削平部分を境にアンカリトー７から分離

２８４ 末広２ 遺物包含地 アイヌ

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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確認・調査：建設機械による�～�層除去作業中、攪乱土による大規模な盛土と溝状の落ち込みが認

められた。この地形は北西側調査区外へと連続し、南東側は攪乱により破壊されていた。調査区内に

かかる盛土及び溝状部分に堆積していた攪乱土を除去した。当初、北海道教育委員会により行われた

範囲確認調査（平成１９年１１月３０日）では炭窯と推測されていた。調査は�層上面から行い、始めに壕

の本体部分の壁・床面及び溝を検出した。また調査区外に連続していたので、この部分で土層断面を

記録した。次に付属する構造や杭穴についてそれぞれ調査した。

付属構造

・付属構造１ 排水桝 ０．８６×０．９２ ／ １．１２ｍ

西側部分に位置し溝等の構造を伴う。内部には杭穴と木組みが確認され、覆土は�層及び�層の軽

石を選択的に用いて埋め戻されたと推測される。

・杭穴

ph－１～１７ 約０．１０・０．３６ ／ 約０．４５ｍ

主に壁際に列状に位置する杭穴で一間（約１．８ｍ）おきに規則的に配列する。ph－５・７・９はい

わゆる掘り方を有する柱穴様と推測される。ph－９付近は轍と推測できうる溝状の落ち込みと重複

して認められる。

図�－５ アンカリトー９遺跡の現況図（掩体壕）

�章 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図�－６ 掩体壕１
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図�－７ 掩体壕２
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sph－１～１５ 約０．１２ ／ ０．６０ｍ

壕の中心及びやや北側寄りで長軸方向に配列する。sph－４は掘り方を有する柱穴様であると推測

される。

Lph－１～７ 約０．３８ ／ ０．１４・０．３０ｍ

壕の中心よりやや南側寄りで長軸方向に配列する。３か所でひとまとまりを構成するように認めら

れる。平面形態は楕円形を呈する。

出 土 品 杭や木組み等の構造材・ビール瓶・レンガ等が出土した。

掩体壕２（図�－７～１０ 表�－４・６・８～１１ 図版５２～５４）

位 置：M～S－１５～２２区

規 模：調査区内：３１．４×４．５０ ／ ２．２０ｍ 調査区外（盛土含む）：３７．２×１５．８ ／ ４．００ｍ

確認・調査：建設機械による�～�層除去作業中、攪乱土が堆積する溝状の落ち込み（ハーフパイプ

形状）が認められた。この地形は東側調査区外へと連続し、盛土が認められた。機械により溝状部分

に堆積していた攪乱土を除去した。調査は�層上面から行い、始めに壕の本体部分の壁・床面及び溝

を検出した。また調査区外に連続していたので、この部分で土層断面を記録した。次に、付属する構

造や杭穴についてそれぞれ調査を行った。Ｓ－２１区付近には焼土と樹皮が認められた部分がある。

付属構造

・付属構造１ 排水桝 ０．８６×０．９２ ／ １．１２ｍ

西側に離れて存在し、溝で壕の南西側部分とつながる。内部には杭穴と木組みが確認され、覆土は

�層及び�層の軽石を選択的に用いて埋め戻したと推測される。最下層のＷＢ層中、北側の角部分か

らは５０本を超えるビール瓶等が多数出土した。構築時に廃棄物として意図的に埋め戻されたと推測す

る。

・付属構造２ 柱穴 ０．８０×０．５４ ／ ０．７８ｍ

壕の南西側角に位置し、溝を切って構築されている。直径１５�程度のやや太い柱と覆土が確認され、

この柱を立てるために穴を掘り埋め戻したものと推測する。

・付属構造３ レンガ組 ０．７２×０．４８ｍ

壕の西側端部のほぼ中央に位置する。溝を掘った後構築されており、外側を弧状に浅く掘り下げて

いる。配置されるレンガは一つを除き、すべて割られたものが使用され、４×５個で構成される。人

用の出入口と推測する。

・付属構造４・５ レンガ

壕の北側壁、P－２０区及びR－２１区にレンガが二個一組で存在するのが確認され、区画等の目的で

意図的に配置されたと推測する。

・杭穴

ph－１～２３ 約０．１０ ／ 約０．４５ｍ

主に壁際に列状に位置する杭穴で一間（約１．８ｍ）おきに規則的に配列する。ほとんどのものに杭

が残存していた。

sph－１～９ 約０．１２ ／ ０．６０ｍ

壕の短軸を切るように複数配列するもの（sph－１・２及びsph－５・６・７）と単独で壕の中心

に位置するものに分けられる。

Lph－１～１５ 約０．３８ ／ ０．１４・０．３０ｍ

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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Ｌｐｈ－１５は壕の外部に位置し、それ以外は中心よりやや南側寄りで長軸方向に連続して配列す

る。平面形態は楕円形を呈する。

Rph－１～３ 約０．０８ ／ ０．２４ｍ

壕の外部、付属構造３レンガ組付近に位置する。出入口の上部構造を支えるためのものと推測され

る。

ssph－１～３ 約０．０４ ／ 約０．１０ｍ

壕の西側端部、溝の外側壁付近に位置する。

出 土 品 杭や木組み等の構造材・ビール瓶・レンガ等が出土した。特に付属構造１（排水桝）から

は多量に出土した。

掩体壕の出土品（図�－８～１０・表�－８～１１）

掩体壕１・２からは、木杭、レンガ、ビール瓶、認識票等が出土した。その総数を現場で集計し、

選別して取り上げ、さらに選択したものを本報告書に掲載した。それ以外はすべて現地にて廃棄した

（表�－５・６）。特に掩体壕２の付属構造１（排水桝）からは多量の出土品があり、５４本（底部集

計による）ものビール瓶等が出土した。

＊掩体壕１の出土品（図�－８・９－１～２３ 縮尺 １～１９：１／８ ２０～２３：１／４）

１は排水桝の木組みの一部である。釘を打ち込んで材を固定している。２～１３は木杭で、先端部は

鉛筆の先端の様に削って尖らせた加工がみられ、打ち込み易くする目的と考えられる。１４～１６はビー

ル瓶で１５は「キリンビール」の商標がみられる。１７はブロックで、１８・１９はレンガである。１９は製作
がい し

時に生じた指の痕跡が認められる。２０・２１は釘、２２は泥岩製の砥石、２３は碍子である。

＊掩体壕２の出土品（図�－９・１０－１～６８ 縮尺 １～７：１／４ ８～６８：１／８）

１・２は薬瓶で、１には「クレオソート丸」（止瀉薬）の商標が認められる。３・４は真空管であ

る。５は南京錠で赤色顔料と繊維の付着が認められる。６・７は形状等から認識票（簡易版）と考え

る。６は上下に穿孔がみられ「マ 町田」の表記がある。７は穿孔も記入もみられない未使用品であ

ると推測する。８～１０は排水桝の木組みの一部で、９は板材である。１３はＬｐｈ－４の覆土出土の板

状の材である。１１・１２・１３～３２は木杭である。１２・１４・１７・１９・２０等先端部が尖らず平坦になってい

るものも認められる。３３は広口のガラス瓶で薬液用と推測される。３４はビール瓶で、ラベル紙が付着

するが判読できない。３５は無色透明で清酒瓶と推測される。３６～４２・４４・４５はビール瓶で、４３は緑色

を呈するのでサイダー瓶と推測される。３６は「KONDO」、３７～３９は「DAINIPPON BREWERY」

（大日本麦酒）、４０は「NIPPON BEER KOSEN」、４１～４３は「キリンビール」、４４は「サクラビー

ル」で注ぎ口が傾いている。４５は「フジビール」で、それぞれ瓶そのものに商標が認められる。４６～

６８はレンガで、多くのものに製作時の調整痕が認められる。４６～４９は完形で、二個一組で壕内部に配

置されていた（付属構造４・５）。５０～６８はレンガ組（付属構造３）を構成していたもので、意図的

に割られ用いられたと考える。 （末光正卓）

�章 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図�－８ 掩体壕出土品（１）

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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図�－９ 掩体壕出土品（２）

�章 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図�－１０ 掩体壕出土品（３）
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表�－４ 掩体壕の層位
掩体壕１

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性
全体的な色調

粘着性 堅密度 種類 混在割合
％

粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系
＊

二次
堆積層

�ｓ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊
＊ �Ｂｓ層 画然 ＊�Ｂ層（Ｔａ－ａ細粒火山砂～火山灰）主体の層 ＊ ＊
＊ �ｃ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体で細粒径のものから構成される層 ＊ ＊
＊ �ｍ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体で中粒径のものから構成される層 ＊ ＊
＊ �ｆ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体で粗粒径のものから構成される層 ＊ ＊
＊ �ｓ層 画然 ＊�層黒色土層主体の層 ＊ ＊
＊ �ｓ層 画然 ＊�層黒色土層主体の層 ＊ ＊
＊

Ｗ層
Ｗ１層 画然 ＊�Ａ層主体（Ｔａ－ａ粗粒軽石）主体の層 ＊ ＊

＊ Ｗ２層 画然 砂土 （灰白色） なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０％以上 平均：５ 亜角～亜円礫 未風化 ＊ ＊
最大：１０

＊
Ｂ層

Ｂ１層 画然 埴壌土 黒色 １０YR１．７／１ 強～中 しょう
Ｔａ－ｃ軽石 １% 平均：２ 亜円～亜角礫 半風化

＊ ＊
Ｅｎ－ａ軽石 １% 平均：２ 亜円礫 風化

＊ Ｂ２層 画然 砂壌土 黒色 １０YR１．７／１ なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０％以上 平均：２ 亜角礫～角礫 未風化 ＊ ＊ 構築時の地表土
最大：７

＊ ＢＹ層 ＢＹ層 画然 壌土 暗褐色 ７．５YR３／３ 中 しょう
Ｔａ－ａ軽石 ７% 平均：３ 亜角礫～角礫 未風化

＊ ＊ 現地表土Ｔａ－ｃ軽石 ５% 平均：２ 亜円～亜角礫 半風化
Ｅｎ－ａ軽石 １０% 平均：４ 亜円礫 風化

＊
ＹＢ層

ＹＢ層 画然 砂～砂壌土 暗褐色 １０YR３／３ なし すこぶる堅

Ｔａ－ａ軽石
２５%

平均：２ 亜角礫～角礫 未風化

＊ ＊
Ｔａ－ｃ軽石 平均：２ 亜円～亜角礫 半風化

Ｅｎ－ａ軽石 ２５% 平均：１０ 亜円礫 風化
最大：２５

＊ ＹＢＷ層 画然 砂壌土 暗褐色 １０YR３／３ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 ５０% 平均：８ 亜角礫 未風化 ＊ ＊

＊ Ｙ層

Ｙ層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊
Ｙ（Ａ）層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石 中粒径 平均１０�）主体の層 ＊ ＊
Ｙ（Ｂ）層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石 細粒径 平均５�）主体の層 ＊ ＊
Ｙ（Ｃ）層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石 大粒径 平均２５～４５�）主体の層 ＊ ＊

掩体壕１付属構造１

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性
全体的な色調

粘着性 堅密度 種類 混在割合
％

粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系

＊ ＷＢ層 画然 砂土 （灰白色・有色鉱物） なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０％以上 平均：１０ 亜角礫 未風化 ＊ ＊ 埋め戻し
最大：２２

＊ ＹＷ層 画然 砂壌土 黄褐色 １０YR５／６ なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０％以上 平均：３ 亜円～亜角礫 未風化 ＊ ＊
埋め戻し

最大：８ �層ブロック含む

＊ Ｙ層 画然 砂土 黄橙色 ７．５YR７／８ なし しょう Ｅｎ－ａ軽石 ９０％以上 平均：８ 亜円礫 風化～腐朽 ＊ ＊ 埋め戻し
最大：８０

掩体壕１杭穴等

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性 全体的な色調
粘着性 堅密度 種類 混在割合

％
粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系
＊ �ｓ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊
＊

Ｂ層
Ｂ層 画然 砂土 黒色 １０YR２／１ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 ２０% 平均：３ 亜角礫 未風化 ＊ ＊

＊ Ｂ１層 画然 砂土 黒褐色 １０YR３／２ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 １０% 平均：３ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ Ｂ２層 画然 砂土 黒褐色 ７．５YR３／２ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 １０% 平均：３ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊

ＢＹ層
ＢＹ層 画然 砂壌土 黒褐色 １０YR３／２ 弱 しょう Ｅｎ－ａ軽石 ５% 平均：６ 亜円礫 風化 ＊ ＊

＊ ＢＹ１層 画然 砂壌土 暗褐色 ７．５YR３／３ 弱 しょう Ｅｎ－ａ軽石 １０% 平均：８ 亜円礫 風化 ＊ ＊
＊ Ｙ層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊

掩体壕２

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性
全体的な色調

粘着性 堅密度 種類 混在割合
％

粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系
＊

�層

�ｓ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体の二次堆積層 ＊ ＊
＊ �ｃ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体で細粒径のものから構成される層 ＊ ＊
＊ �ｍ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体で中粒径のものから構成される層 ＊ ＊
＊ �ｆ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体で粗粒径のものから構成される層 ＊ ＊

＊ ＷＢ層 画然 砂土 黒褐色 １０YR２／２ なし しょう
Ｔａ－ａ軽石 ７５％以上 平均：５ 亜角礫 未風化

＊ ＊
最大：１２

Ｅｎ－ａ軽石 ３% 平均：３ 亜円礫 風化
最大：１５

＊

Ｂ層

Ｂ１層 画然 埴壌土 黒色 １０YR１．７／１ 強～中 軟～堅 Ｔａ－ｃ軽石 １% 平均：２ 亜角礫 半風化
＊ ＊

Ｅｎ－ａ軽石 １% 平均：２ 亜円礫 風化

＊ Ｂ２層 画然 壌土～砂壌土 黒色 １０YR２／１ 弱～なし すこぶるしょう Ｔａ－ａ軽石 ５% 平均：２ 亜角礫 半風化 ＊ ＊
最大：２

＊ Ｂ３層 画然 砂壌土 黒褐色 １０YR２／３ なし 軟 Ｔａ－ａ軽石 ５０% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊ 構築時の地表土
最大：２

＊

ＢＹ層

ＢＹ層 画然 壌土～埴壌土 黒褐色 １０YR２／２ 強 すこぶる堅
Ｔａ－ａ軽石 ２０% 平均：３ 亜角礫 未風化

＊ ＊
最大：８

Ｅｎ－ａ軽石 ５% 平均：４ 亜円礫 風化
最大：１８

＊ ＢＹ１層 画然 砂壌土 黒褐色 １０YR２／２ 中 しょう Ｔａ－ａ軽石 ７% 平均：１０ 亜角礫 未風化
＊ ＊ 現地表土

Ｅｎ－ａ軽石 ７% 最大：１２ 亜円礫 風化

＊ ＢＹ２層 画然 埴壌土 黄褐色 １０YR５／６ 強 すこぶるしょう Ｅｎ－ａ軽石 ５% 平均：８ 亜角～亜円礫 風化 ＊ ＊
最大：１２

＊ ＢＹ３層 画然 砂壌土～壌土 黒褐色 １０YR２／３ 弱 軟～しょう Ｅｎ－ａ軽石 ５% 平均：２ 亜円礫 風化 ＊ ＊
最大：３

＊ ＹＢ層 画然 砂壌土 暗褐色 １０YR３／３ 中 軟～しょう
Ｔａ－ａ軽石 ７% 平均：２ 亜角礫 未風化

＊ ＊
最大：７

Ｅｎ－ａ軽石 ２５%以上 平均：７ 亜円礫 風化
最大：１２

＊ Ｙ層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊
＊ ＷＤＲ層 画然 埴壌土 黒褐色 ５YR２／２ 中 しょう 無 材 多量 屋根材？を含む層
＊ Ｒ層（焼土） 判然～明瞭 壌土 明赤褐色 ２．５YR５／８ 中～弱 すこぶる堅 Ｅｎ－ａ軽石 ７% 平均：２ 亜円礫 風化 ＊ ＊ �層被熱

掩体壕２付属構造１

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性
全体的な色調

粘着性 堅密度 種類 混在割合
％

粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系

１ ＢＷ層 画然 砂土 （灰白色） なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０%以上 平均：５ 亜円～亜角礫 未風化 ＊ ＊ 埋め戻し
最大：１８

２ Ｙ層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊ 埋め戻し

３ ＷＢ層 画然 砂土 黒褐色 １０YR２／２ なし しょう
Ｔａ－ａ軽石 ７５%以上 平均：５ 亜円～亜角礫 未風化

＊ ＊
埋め戻し

大量の出土品

最大：１２

Ｅｎ－ａ軽石 ３% 平均：３ 亜円礫 風化
最大：１５

４ ＢＹ層 画然 砂壌土～壌土 暗褐色 １０YR３／３ 弱 軟～しょう Ｅｎ－ａ軽石 ５% 平均：２ 亜円礫 風化 ＊ ＊ 埋め戻し
最大：３

掩体壕２付属構造２・３

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性
全体的な色調

粘着性 堅密度 種類 混在割合
％

粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系
１ �ｓ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊
２ �ｓ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ｃ軽石）主体の層 ＊ ＊

３ ＷＢ層 画然 砂土 黒褐色 １０YR２／２ なし しょう
Ｔａ－ａ軽石 ７５%以上 平均：５ 亜円～亜角礫 未風化

＊ ＊
最大：１２

Ｅｎ－ａ軽石 ３% 平均：３ 亜円礫 風化
最大：１５

４ ＢＷ層 画然 砂土 （灰白色） なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０%以上 平均：５ 亜円～亜角礫 未風化 ＊ ＊
最大：１８

５ Ｂ層 画然 壌土 黒色 １０YR１．７／１ 中 しょう Ｔａ－ａ軽石 ７% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
最大：５

６ ＢＹ層 画然 砂壌土～壌土 暗褐色 １０YR３／３ 弱 軟～しょう Ｅｎ－ａ軽石 ５% 平均：２ 亜円礫 風化 ＊ ＊
最大：３

７ ＢＹＹ層 画然 壌土 暗褐色 １０YR３／３ 弱 しょう Ｅｎ－ａ軽石 ２０% 平均：３ 亜円礫 風化 ＊ ＊
最大：１２

８ Ｙ層 画然 ＊�層（黄褐色ローム層）主体の層 ＊ ＊

掩体壕２杭穴等

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径２�未満） 礫（長径２�以上） その他の混在物
備 考

野外土性
全体的な色調

粘着性 堅密度 種類 混在割合
％

粒径
� 形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系
＊ Ｗ層 画然 ＊�層（Ｔａ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊

＊ ＷＢ層 画然 砂土 黒褐色 １０YR２／２ なし しょう Ｔａ－ａ軽石 ９０%以上 平均：５ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
最大：１５

＊

Ｂ層

Ｂ層 画然 壌土 黒色 １０YR１．７／１ 中 しょう Ｔａ－ａ軽石 ７% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
最大：５

＊ Ｂ１層 画然 埴壌土 黒褐色 １０YR２／２ 中～強 しょう Ｔａ－ａ軽石 ５% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
最大：３

＊ Ｂ２層 画然 砂壌土 黒褐色 １０YR３／２ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 １０% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
最大：５

＊

ＢＹ層

ＢＹ１層 画然 埴壌土 暗褐色 １０YR３／３～３／４ 中～強 しょう 無 ＊ ＊
＊ ＢＹ２層 画然 埴壌土 灰黄褐色 １０YR４／２ 中～強 しょう 無 ＊ ＊
＊ ＢＹ３層 画然 埴壌土 灰黄褐色 １０YR５／２ 中～強 しょう 無 ＊ ＊
＊ ＢＹ４層 画然 壌土 褐色 １０YR４／６ 中 しょう 無 ＊ ＊

＊ ＢＹ５層 画然 砂壌土 灰黄褐色 １０YR４／２ 弱 しょう
Ｔａ－ａ軽石 ５% 平均：２ 亜角礫 未風化

＊ ＊
Ｅｎ－ａ軽石 ３% 平均：５ 亜円礫 風化

＊ ＢＹ６層 画然 壌土 にぶい黄褐色 １０YR５／４ 弱～中 しょう 無 ＊ ＊
＊ ＢＹ７層 画然 埴壌土 灰黄褐色 １０YR４／２ 中～強 しょう Ｔａ－ａ軽石 ２% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹ８層 画然 壌土～埴壌土 褐色 １０YR４／４ 中 しょう 無 ＊ ＊

＊ ＢＹ９層 画然 砂壌土 褐色 １０YR４／６ 弱 しょう
Ｔａ－ａ軽石 ５% 平均：３ 亜角礫 未風化

＊ ＊
Ｅｎ－ａ軽石 ３% 平均：６ 亜円礫 風化

＊

ＢＹＷ層

ＢＹＷ１層 画然 砂壌土 暗褐色 １０YR３／４ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 １５% 平均：５ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹＷ２層 画然 壌土 黄褐色 １０YR５／６ 弱～中 しょう Ｔａ－ａ軽石 １２% 平均：３ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹＷ３層 画然 砂壌土 褐色 １０YR４／４ 弱 しょう Ｔａ－ａ軽石 １０% 平均：４ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹＷ４層 画然 埴壌土 にぶい黄橙色 １０YR６／４ 強 しょう Ｔａ－ａ軽石 ７% 平均：３ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹＷ５層 画然 埴壌土 にぶい黄褐色 １０YR５／４ 中～強 しょう Ｔａ－ａ軽石 ５% 平均：３ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹＷ６層 画然 埴壌土 褐色 １０YR４／４ 中 しょう Ｔａ－ａ軽石 １５% 平均：４ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＢＹＷ７層 画然 埴壌土 黒褐色 １０YR３／１ 中～強 しょう Ｔａ－ａ軽石 １０% 平均：２ 亜角礫 未風化 ＊ ＊
＊ ＹＢ層 画然 壌土 灰黄褐色 １０YR４／２ 中 しょう Ｅｎ－ａ軽石 ７% 平均：３ 亜円礫 風化 ＊ ＊
＊ Ｙ層 Ｙ層 画然 ＊�層（黄褐色ローム層）主体の層 ＊ ＊
＊ Ｙ２層 画然 ＊�層（Ｅｎ－ａ軽石）主体の層 ＊ ＊
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表�－５ 掩体壕１出土品点数表 表�－６ 掩体壕２出土品点数表

出土品／層位

覆土 付属構造覆土 杭穴覆土 土坑覆土 その他 合計

出土品／層位

覆土 付属構造１ 付属構造２ 付属構造３ 付属構造４ 付属構造５ 杭穴覆土 小杭穴覆土 土坑覆土 その他 合計

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

保存
現場
廃棄

構

造

材

杭
１９ １ ２０ ０

構

造

材

杭
２５ ２ １ ２８ ０

小計 ０ 小計 ０ 小計 １９ 小計 １ 小計 ０ 小計 ２０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２５ 小計 ２ 小計 １ 小計 ０ 小計 ２８

木組み
３ ３ ０

木組み
１ １ ０

小計 ０ 小計 ３ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ３ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

材
１ １ ０

材
０ ０

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０

釘
２ ２ ０

電柱
１ １ ０

小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

レンガ
２ ２ ０

釘
１ ０ １

小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

コンクリート
１ １ ０

バンセン
１ １ １ １

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ２

ブロック
１ １ ０

レンガ
１ ３２ ２ ２ ３６ １

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ３２ 小計 ２ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ３７

ガラス
１ １ ０

コンクリート
０ ０

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０

瓶
類

ビール瓶
２ ２ ０

ブロック
０ ０

小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０

清酒瓶
１ １ ０

ガラス
０ ０

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０

そ
の
他

プラスチック板
１ １ ０

瓶

・

缶

詰

類

ビール瓶
１０ ４４ １０ ４４

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ５４ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ５４

碍子
１ １ ０

清酒瓶
１ １ １ １

小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２

合計
１３ ０ ３ ０ １９ ０ １ ０ ０ ０ ３６ ０

サイダー瓶
１ ５ １ ５

小計 １３ 小計 ３ 小計 １９ 小計 １ 小計 ０ 小計 ３６ 小計 ０ 小計 ６ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ６

薬瓶
１ ３ １ ３

小計 ０ 小計 ４ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ４

瓶
１ １ １ １

小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２

缶詰
１５ ０ １５

小計 ０ 小計 １５ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １５

そ

の

他

認識票
２ ２ ０

小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２

古銭
１ １ ０

小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

南京錠
１ １ ０

小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

獣骨
６ ０ ６

小計 ０ 小計 ６ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ６

真空管
２ ２ ０

小計 ０ 小計 ２ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ２

電球
４ ０ ４

小計 ０ 小計 ４ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ４

歯ブラシ
１ ０ １

小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

ランプ片？
１ ０ １

小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

赤色塗料片
３ ０ ３

小計 ０ 小計 ３ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ３

ガムテープ？
１ ０ １

小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

碍子
１ ０ １

小計 ０ 小計 １ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 ０ 小計 １

合計
０ ０ ２１ ８９ １ ０ ３２ ０ ２ ０ ２ ０ ２５ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ８７ ８９

小計 ０ 小計 １１０ 小計 １ 小計 ３２ 小計 ２ 小計 ２ 小計 ２５ 小計 ２ 小計 ２ 小計 ０ 小計 １７６

表�－７ 旧日本海軍千歳航空基地
終戦当時の残存車両等一覧

・重修理車 じゅうしゅうりしゃ

・広軌牽引車 こうきけんいんしゃ

・ウグスレー瓦斯管車 ウグスレーがしかんしゃ

・給油車（トヨタ始動車） きゅうゆしゃ（とよたしどうしゃ）

・給油車 きゅうゆしゃ

・聖始動車 ひじり？しどうしゃ

・発動機試験台 はつどうきしけんだい

・飛行訓練機 ひこうくんれんき

・スミダ揺灯車 すみだようとうしゃ

・サク井車 さくいしゃ

・重修理動力車 じゅうしゅうりどうりょくしゃ

・重修理兵員輸送車 じゅうしゅうりへいいんゆそうしゃ

・スミダ六輪自動車 すみだろくりんじどうしゃ

・操連灯車 そうれんとうしゃ

・ハドソン乗用車 はどそんじょうようしゃ

・クロガネ小型乗用車 くろがねこがたじょうようしゃ

・ハドソン救急車 はどそんきゅうきゅうしゃ

・製材車 付随車 せいざいしゃ ふずいしゃ

・フォード指揮官車 ふぉーどしきかんしゃ

・いすず通信車 いすずつうしんしゃ

・縫工車 ほうこうしゃ

・患者輸送車 かんじゃゆそうしゃ

・病院車 びょういんしゃ

・運用鳩車 うんようばとしゃ

（東千歳史料館しらべ）

表�－８ 掩体壕掲載出土品属性表（木類）
掲載

出土品 出土地点 層位
計測値（�） 重量

（ｇ）
備考

図 番号 最大長 最大幅・厚

図�－８ １ 木組み構造材 掩体壕１ 付属構造１ 覆土（６３．７）（４．０） （２６８） 排水桝の木組みの一部 釘

図�－８ ２ 木杭 掩体壕１ ph － ６ 覆土（４９．６）（９．０） （８００） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ３ 木杭 掩体壕１ ph － １０ 覆土（４３．１）（８．８） （８３５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ４ 木杭 掩体壕１ ph － １１ 覆土（４８．１）（７．５） （８３５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ５ 木杭 掩体壕１ ph － １２ 覆土（４３．３）（６．５） （３２５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ６ 木杭 掩体壕１ ph － １５ 覆土（２８．８）（５．２） （７５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ７ 木杭 掩体壕１ sph －１１ 覆土（２９．６）（４．５） （１４７） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ８ 木杭 掩体壕１ sph － ５ 覆土（６４．４）（７．６） （９８０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ ９ 木杭 掩体壕１ sph － ６ 覆土（６６．０）（７．２） （１，４００） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ １０ 木杭 掩体壕１ sph － ７ 覆土（４０．８）（７．４） （３７０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ １１ 木杭 掩体壕１ sph － ８ 覆土（６８．４）（８．０） （１，６６０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ １２ 木杭 掩体壕１ sph － ９ 覆土（５０．８）（８．９） （１，０４０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－８ １３ 木杭 掩体壕１ sph －１０ 覆土（６２．９）（７．２） （９２０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ８ 木組み構造材 掩体壕２ 付属構造１ 覆土（１６．９）（２．７） （３０） 排水桝の木組みの一部 釘（長さ７�）

図�－９ ９ 木組み構造材 掩体壕２ 付属構造１ 覆土（３１．２）（１２．１） （８０） 排水升の木組みの一部 板状

図�－９ １０ 木組み構造材 掩体壕２ 付属構造１ 覆土（１４．６）（１．８） （１０） 排水桝の木組みの一部 釘

図�－９ １１ 木杭 掩体壕２ ssph－３ 覆土（４４．５）（３．７） （１８５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １２ 木杭 掩体壕２ ph － ４ 覆土（６４．５）（６．１） （６３０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １３ 板材 掩体壕２ Lph － ４ 覆土（２４．７）（７．１） （１３５） 板状の材

図�－９ １４ 木杭 掩体壕２ ph － ３ 覆土（２５．３）（９．６） （２２０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １５ 木杭 掩体壕２ ph － ５ 覆土（５７．７）（５．３） （２１０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １６ 木杭 掩体壕２ ph － ６ 覆土（３３．７）（４．６） （１６５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １７ 木杭 掩体壕２ ph － ７ 覆土（４３．０）（７．６） （６６０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １８ 木杭 掩体壕２ ph － ９ 覆土（２８．５）（７．４） （３６０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ １９ 木杭 掩体壕２ ph － ８ 覆土（２５．４）（６．２） （３１０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２０ 木杭 掩体壕２ ph － ２０ 覆土（３０．３）（６．６） （１６０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２１ 木杭 掩体壕２ ph － １１ 覆土（２６．５）（５．６） （２００） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２２ 木杭 掩体壕２ ph － １２ 覆土（４４．９）（６．０） （２３０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２３ 木杭 掩体壕２ ph － １４ 覆土（３９．４）（６．１） （５３５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２４ 木杭 掩体壕２ ph － ２３ 覆土（２５．９）（７．４） （２８０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２５ 木杭 掩体壕２ ph － ２４ 覆土（２１．４）（６．４） （１４０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２６ 木杭 掩体壕２ ph － ２６ 覆土（４４．７）（７．８） （５９５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２７ 木杭 掩体壕２ ph － ２７ 覆土（３５．３）（７．７） （２７０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２８ 木杭 掩体壕２ ph － ２８ 覆土（１８．５）（５．９） （１５０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ２９ 木杭 掩体壕２ ph － ２９ 覆土（２０．９）（５．５） （１０５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－９ ３０ 木杭 掩体壕２ ph － ３１ 覆土（１２．５）（５．３） （１０） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－１０ ３１ 木杭 掩体壕２ ph － ３３ 覆土（２５．３）（８．５） （３７５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

図�－１０ ３２ 木杭 掩体壕２ ph － ３４ 覆土（３４．３）（５．３） （１２５） 先端部を加工し尖らせた、打ち込み杭

表�－９ 掩体壕掲載出土品属性表（瓶類）
掲載

出土品 出土地点 層位
計測値（�） 重量

（ｇ）
備考

図 番号 最大長 最大幅 最大厚

図�－８ １４ ビール瓶 掩体壕１ 覆土 ２５．６ ７．４ ６５０

図�－８ １５ ビール瓶 掩体壕１ 覆土 （７．９） ７．５ ０．６ ２４０ キリンビール

図�－８ １６ 飲料瓶 掩体壕１ 覆土 （８．４） ７．３ ０．４ （１５０）

図�－１０ ３３ 薬液？瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 １５．４ ７．８ ２５０ うすい緑色

図�－１０ ３４ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２０．６ ７．０～７．４ （５７０） 注ぎ口欠損 ラベル紙残存（判読不可）

図�－１０ ３５ 清酒瓶？ 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２４．５ ７．６ ４５０ 無色透明

図�－１０ ３６ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 （８．７） ７．０ ０．６ （２３０） R．KONDO TOKYO
図�－１０ ３７ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．８ ７．７ ６４０ DAINIPPON BREWERY
図�－１０ ３８ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．８ ７．６ ６３５ DAINIPPON BREWERY
図�－１０ ３９ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．８ ７．７ ６９０ DAINIPPON BREWERY
図�－１０ ４０ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．９ ７．８ ６９０ NIPPON BEER KOSEN
図�－１０ ４１ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．８ ７．６ ６９０ キリンビール

図�－１０ ４２ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．８ ７．６ ７１０ キリンビール

図�－１０ ４３ サイダー瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土（２４．５） ７．５ ６３５ 緑色 キリンビール 注ぎ口欠損

図�－１０ ４４ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ２８．８ ７．８ ７１０ サクラビール SAKURA BEER 上半部傾斜

図�－１０ ４５ ビール瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土（２１．３） ７．８ ０．５ （６１０） フジビール TOYO BREWERY 注ぎ口欠損

表�－１０ 掩体壕掲載出土品属性表（レンガ）
掲載

出土品 出土地点 層位
残存
状態

計測値（�） 重量
（ｇ）

備考
図 番号 最大長 最大幅 最大厚

図�－８ １８ レンガ 掩体壕１ 覆土 ３／４ （１３．７）（１０．５）（６．４） １，４８５

図�－８ １９ レンガ 掩体壕１ 覆土 完形 ２２．７ １０．１ ７．０ ２，０６０ 調整時の指頭圧痕あり

図�－１０ ４６ レンガ 掩体壕２ 付属構造４ Y層 完形 ２１．２ １０．３ ６．３ ２，０８０

図�－１０ ４７ レンガ 掩体壕２ 付属構造４ Y層 完形 ２１．６ １０．４ ６．２ ２，１２０

図�－１０ ４８ レンガ 掩体壕２ 付属構造５ BY層 完形 ２０．１ ９．５ ６．１ ２，０３０

図�－１０ ４９ レンガ 掩体壕２ 付属構造５ BY層 完形 ２１．１ ９．８ ６．４ ２，０１５ 調整時の指頭圧痕あり

図�－１０ ５０ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１１．６） １０．０ ６．２ （１，０３０） レンガ組 �１

図�－１０ ５１ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１０．３）（９．６） ６．３ （８５０） レンガ組 �２

図�－１０ ５２ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１２．６） １０．３ ６．８ （１，０５０） レンガ組 �３

図�－１０ ５３ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１２．６） １２．０ ６．６ （９９０） レンガ組 �４

図�－１０ ５４ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１２．５） １０．３ ６．７ （８７０） レンガ組 �５

図�－１０ ５５ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （９．１） １０．７ ６．４ （８２０） レンガ組 �６

図�－１０ ５６ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （８．８） １０．５ ６．７ （７００） レンガ組 �７

図�－１０ ５７ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１０．８） １０．２ ６．２ （８６５） レンガ組 �８

図�－１０ ５８ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 ２／３ （１４．１） １０．２ ６．６ （１，０７０） レンガ組 �９

図�－１０ ５９ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１２．５） １０．４ ６．６ （９８０） レンガ組 �１０

図�－１０ ６０ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１０．４） １０．１ ６．３ （１，０１０） レンガ組 �１１

図�－１０ ６１ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 ４／５ （２２．５）（９．７） ７．９ （１，６３０） レンガ組 �１２

図�－１０ ６２ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１２．４） １０．２ ６．３ （９４０） レンガ組 �１３

図�－１０ ６３ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１３．９） １０．６ ６．５ （１，１７０） レンガ組 �１４

図�－１０ ６４ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１３．１） １０．４ ７．２ （１，０５０） レンガ組 �１５

図�－１０ ６５ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１３．０） ９．９ ６．２ （１，０２０） レンガ組 �１６

図�－１０ ６６ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 ２／３ （１５．１） ９．７ ６．１ （１，３２５） レンガ組 �１７

図�－１０ ６７ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 １／２ （１４．４） １０．５ ６．５ （１，１９０） レンガ組 �１８

図�－１０ ６８ レンガ 掩体壕２ 付属構造３ BY層 ２／３ （１６．５） １０．４ ６．４ （１，１３０） レンガ組 �１９

表�－１１ 掩体壕掲載出土品属性表（その他）
掲載

出土品 出土地点 層位
計測値（�） 重量

（ｇ）
備考

図 番号 最大長 最大幅 最大厚

図�－８ １７ コンクリートブロック 掩体壕１ 覆土 １０．０ （８．７）（１１．４）（６６０） 破片

図�－９ ２０ 釘 掩体壕１ 覆土 １５．５ １．１ ０．６ ２０ 錆

図�－９ ２１ 釘 掩体壕１ 覆土 ７．８ １．０ ０．４ ５．９ 錆

図�－９ ２２ 砥石 掩体壕１ 覆土 （７．２） （５．８） （３．９） （３１０） 約１／２残存 白色の泥岩？

図�－９ ２３ 碍子 掩体壕１ 覆土 （３．８） （６．５） ０．９ ２５ 破片

図�－９ １ 薬瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ６．８ ４．２ ２．５ ３０ 「クレオソート丸」（止瀉薬）

図�－９ ２ 小瓶 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ５．０ ２．４ ２５ 薬瓶？

図�－９ ３ 真空管？ 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 （３．９） ４．０ ４０ 差し込み部分のみ

図�－９ ４ 真空管？ 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 （７．７） （３．６） １６．１

図�－９ ５ 南京錠 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 （６．４） （４．９） （６０） 繊維・赤色顔料付着 錆

図�－９ ６ 認識票 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ５．２ ３．０ １．１５ 簡易版 「マ 町田」記名あり

図�－９ ７ 認識票 掩体壕２ 付属構造１ 覆土 ５．０ ２．８ ０．１ ０．９７ 簡易版 穿孔・記名無し
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�章 調査の概要

調査概要はアンカリトー７・アンカリトー９遺跡をまとめて記述する。遺跡名の明示がない場合は

両遺跡についての記載である。

１．調査の方法

（１）発掘区の設定

現地調査の基本図は札幌開発建設部の「一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連用地測量用地平面図

１０００分の１」を使用した。記載の本線車道中央線を南西－北東方向の基軸線とし、基軸線上のポイン

ト「６１００」を通り、南西－北東方向の基軸線に直交するラインを北西－南東方向の基軸線とした。こ

こから各方向に４ｍの方眼を設定し、アンカリトー７遺跡・アンカリトー９遺跡の調査範囲に網をか

けた。南西－北東ラインにはアルファベットを振り、基軸線はＭラインとした。北西－南東方向ライ

ンは算用数字を振り、基軸線は３０ラインとした。グリッドの呼称は「アルファベット－数字」の組み

合わせで表される（図�－１）。

この方眼の世界測地系に基づく平面直角座標系第��形における主な座標値は、以下のとおり。

「６１００」＝Ｍ－３０：Ｘ座標 －１２８２６５．８５３ Ｙ座標 －４５２８１．９８７

「６２００」＝Ｍ－５５：Ｘ座標 －１２８１８０．１１７ Ｙ座標 －４５２３０．５１５

（２）発掘調査の方法

１）アンカリトー７遺跡

アンカリトー７遺跡では�層上面まで建設機械により耕作土、樽前ａ降下軽石層を除去した。畑の

耕作による天地返しの影響が�層面で広くみられ、一部�層まで達するところもあった。�層上面の

図�－１ グリッド設定図
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図�－２ アンカリトー７遺跡調査の方法
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図�－３ アンカリトー９遺跡包含層調査範囲

図�－４ アンカリトー９遺跡旧石器確認調査範囲（�層）
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地形測量後、２５％調査を行った結果、緩斜面から平坦面にかけて遺構が広く分布することがわかった。

当初計画では試掘調査の結果などから、�層は４５％程度手掘り調査を行い、それ以外は建設機械を併

用した遺構確認調査をする予定であったが、斜面部以外をすべて手掘り調査に切り替えた。

�層調査終了後、建設機械により�層（樽前ｃ降下軽石・スコリア層）を除去した。�層上面の地形

測量を行い、引き続き２５％調査を行った。これにより斜面裾野部分に旧石器集中が広く分布し、縄文

時代の遺物はごく少ないことがわかった。このため旧石器集中から平坦面にかけて手掘り調査し、特に

遺物の少ない調査区南東側、古砂丘側の斜面については建設機械併用の遺構確認調査とすることとし

た（図�－２）。

また旧石器集中区は各グリッドで�層上面～�層中位の間で遺物が出土しなくなるまで掘り下げ

た。このためグリッドにより高低差をもって調査を終了している。最終地形面で地形測量を行い、メ

インセクションについては北東調査区境に設定した（図�－６）。 （愛場和人）

２）アンカリトー９遺跡

アンカリトー９遺跡は�層（現地表土）から�層を建設機械で除去し、�層上面を露出させた。こ

の時、後に掩体壕と判明する盛土等の攪乱土も除去した。その後グリッド杭を調査区に設置し、手掘

り調査を開始した。発掘計画では調査区面積６，６８０�に対し、包含層土量の４０％（面積２，６２７�）を手

掘りで調査し、残りは建設機械で除去し遺構確認調査を行う計画であった。

最初に�層上面を清掃し、状況を確認した。遺構の存在が予想された古砂丘上の段丘部（掩体壕１

の北側部分）を調査し、土坑１基、焼土が２か所確認された。遺物の出土はわずかであった。

次に段丘下の斜面～平坦部を遺物の多い部分を把握することを目的とし、地形を考慮の上、幅１ｍの

先行トレンチを設け�層まで掘り下げた。遺構・遺物の有無を確認し、遺物が出土した部分を掘り広げ

るように展開した。実際は２，１４２�（古砂丘台地含まない）、３分の１ほどを調査し終えた段階で遺構や

遺物の有無が概ね明らかとなった（図�－３）。包含層調査では移植ゴテ等を用い、数�ずつ掘り下げ

て遺構や遺物の存在を確認しながら行った。旧石器が出土したグリッドは�２層上面まで掘り下げた。

それから人力で調査した部分以外の�・�層を建設機械により除去し、�層面を露出させた。この

面を清掃し、遺構の可能性がある落ち込み等を半截及びトレンチにより遺構確認調査を行った。掩体

壕や遺構の調査は包含層調査と並行させて行い、地形測量図は�・�層上面について作業の進行状況

に合わせて随時作成した。

周辺遺跡の調査事例から古砂丘付近の恵庭ａ降下軽石層（En－a・�層）下位のローム質土層より

旧石器が出土する可能性を考えた。この古砂丘の裾部にあたる掩体壕１付近を建設機械により�・�
層を除去し、下位のローム質土を露出させた。この層を	１層としトレンチを設け、旧石器の有無を

確認したが出土はなかった。さらに部分的に深掘りし、古砂丘の断面を確認した（図�－４ 図版５５）。

以上の調査を行いアンカリトー９遺跡は調査完了とした。 （末光正卓）

（３）整理の方法

１）遺物の取り上げと一次整理の方法

一次整理は現地で水洗作業までを行い、それ以降の作業は１１月から当センターの整理作業所で行っ

た。

遺物は現場で「遺跡名・出土地点（遺構名・グリッド）・層位・遺物種別・遺物番号（出土位置記

録のもの）・取り上げ日」の情報をビニール袋に記入し、これに遺物を入れて取り上げた。この袋は

「水洗台帳」に登録し、一次整理作業の流れを管理した。水洗した遺物は乾燥後、この袋に再収納し、

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡

32



運搬のため仮収納をした。

整理作業所では遺物の分類作業を行い、分類名・出土地点・層位等の遺物個別の情報を「遺物カー

ド」を作成し、その遺物とともにそれぞれチャック付のビニール袋に収納した。これらは出土地点・

遺物種別等ごとにコンテナに収納した。遺物カードの記載事項について手書きで一覧表（遺物登録台

帳）を作成し、後にパソコンを用いExcel書式の文書として作成した。

接合作業を行う土器は、この情報の一部を直接遺物に注記した。内容は「ア７・ア９（遺跡の略号）

・出土地点・層位・遺物番号」である。原則的にはすべてを注記の対象としたが、小破片等の記入す

るスペースが無いものは行っていない。

アンカリトー７遺跡の旧石器は微小なものを除いた全ての石器について注記作業を行った。引き続

き器種分類、重量計測、石材、残存状況、原礫面・被熱の有無などの属性観察をし、遺物台帳の作成

を行った。

注記は遺跡名の略号、石器ブロック名、遺物番号の順で行った。例えば、アンカリトー７遺跡の石

器ブロック１（SB－１）の遺物番号１０１は、「ア７・SB１・１０１」となる。また石器ブロック外出土の

遺物は、石器ブロック名の代わりに発掘区を注記したため、D－６１区の遺物番号１は、「ア７・D６１

・１」となる。重量は電子天秤で小数点２桁まで計測した。残存状況は完形のものを「○」、打点部

側の残るものを「A」、中間部の残るものを「B」、末端部側の残るものを「C」、小片などで不明なも

のを「D」とした。

原礫面・被熱などは、「有」または「無」の簡単な観察だけである。被熱は肉眼観察により、表面が光沢

を失い、くもりガラスのような状態のものやうろこ状のひび割れがみられるものなどを「有」とした。

石器類や剥片は、原則的に出土位置を記録したもの（以下「点取り遺物」）がほとんどであるが、

一部発掘区単位ほかで一括して取上げたもの（以下「一括遺物」）もある。

遺物番号は基本的に遺物の取上げ番号と一致させているが、石器ブロック内において一括で取上げ

た９点に関しては、整理作業の都合上、点取り遺物と区別するため、「３００１」から「３００９」までの番

号を付けている。また、石器ブロック外の一括遺物は、番号を付けていない。

アンカリトー７遺跡の動物遺存体は灰集中１・２では大型のものや明瞭な出土状況のものについて

採取し、位置を記録した。採取した動物遺存体は水洗せず、乾燥後、刷毛・ブラシなどで清掃した。

土壌サンプルは平地住居跡の炉、�層の焼土（UF－１～８）、灰集中について採取した。灰集中２

（UA－２）については周辺の�層黒色土についても５０�×５０�のメッシュを組み、土壌サンプルを

採取した。これらは室内乾燥後、フローテーション法で浮遊物と残渣に分別し、乾燥後紙袋や封筒に

入れ保管した。

２）二次整理の方法

・土器

土器の接合作業は同時期（同群）の破片を中心に行い、小破片等は最終段階で確認のため、接合を

試みた。

復原可能な個体については復原し、実測・撮影を行った。また破片で掲載する土器は時期等を考慮

し、特徴が認識しやすい口縁部や底部の破片を中心に選出した。拓影図と垂直方向の断面図を組み合

わせて掲載し、これらの属性等を記載した表も作成した。

これらの作業と並行して集計作業等も行い、出土分布図等を作成した。

・石器類（旧石器以外）

石器類はアンカリトー７遺跡の遺構出土の礫・礫石器について接合作業を行った。掲載する石器
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は、各群から残存状態が「完形」・「準完形」のものを中心に、器種や形態の多様性を示しえること

を考慮し選出した。これらは実測図と属性表・観察表を作成した。

またこれらの作業と並行して集計作業等も行い、遺物出土分布図等を作成した。

（愛場・末光）

・アンカリトー７遺跡の旧石器

二次整理は整理作業所で、主に接合・実測作業を行った。接合作業は、定形的な石器類については、

まず折れ面接合を試み、次に同じ石質と考えられる石器類や剥片を探すようにした。剥片類は石質ご

とに集めて接合作業を行った。

接合作業の実際は、折れ面接合の場合は瞬間接着剤を使用し、剥離面接合の場合は両面テープで仮

止めしながら作業を進め、必要に応じて瞬間接着剤を使用した。ただし、最終的な収納段階では全て

瞬間接着剤を使用している。ある程度接合作業が進行した段階で、剥離過程を記録した接合カードを

作成し、接合番号をつけた。接合番号は、剥離面接合が「１」から、折れ面接合は「１００１」からとし

た。そのため、剥離面接合資料に折れ面接合資料が含まれている場合は、１個体の接合資料に複数の

接合番号をもつことがある。

さらにこれらの作業で得られた接合資料やその他の石器の内、特徴的で同一石質と認識できるもの

を石質別資料として抽出した。今回出土した石器類の主要な石材である黒曜石・頁岩などは全体的に

大きな特徴に乏しく、厳密な母岩別資料としての抽出は困難であるため、石質別の分類に留めている。

その結果、石質別資料として「黒曜石１～１２」、「頁岩１～３」、「珪化岩１～４」、「凝灰岩１」、「泥岩

１～３」を設定した。これらの作業は接合資料を中心に行い、単体で搬入されたと考えられる石器に

関しては石質資料数が膨大になるため石質別資料からは外している。

資料の呼称は、「石質別資料」はその石材と石質番号を組み合わせて、例えば「黒曜石１」などと

表示し、「接合資料」は略して「接合」とした。石質別資料の接合資料は「黒曜石１・接合３５」、石質

分類外資料の接合資料は「頁岩・接合５８」のように表示した。これらの石質、接合などの二次的な属

性データは、現場での出土位置、一次整理の属性観察などのデータと共に、ウインドウズの表計算ソ

フト（Excel）を使用しパソコンに入力し、管理している。

また、実測・接合作業と平行して、点取り遺物の分布図の作成を行った。さらに遺物の平面的なま

とまり及び石器類の特徴から、まとまりごとに「石器ブロック」（SB）を２か所設定し、それぞれの

石器ブロックごとに分布図及び接合状況図を作成した。遺物の集計にあたっては、器種、石材別の点

数、重量を明確に示すようにした。実測図に関しては、定形的な石器類は、全形のわかるものを中心

に出来る限り実測・掲載するように努めた。接合資料に関しては良好に復元されたものを中心に実測

した。

報告の挿図の構成としては、最初に全体の分布図・接合図、器種・石材ごとの分布図を載せ、次に

石器ブロックごとの分布図、定形的な石器の実測図、器種別の分布図、石質別の接合資料の分布図・

実測図を掲載している。接合資料に関しては、基本的に全体の実測図と共に、必要に応じて、剥離過

程が分かるように剥離模式図を作成した。さらに接合石器の内、定形的な石器で、すでに実測図を示

しているものでも、接合資料全体の実測図と共に再度掲載したものがある。作成した表類は適宜本文

中に掲載しているが、掲載石器及び接合資料の一覧表は章末にまとめている。写真は実測図を掲載し

た石器類については、原則的に撮影を行い巻末に掲載した。また接合資料などで一部写真のみ掲載し

ているものがある。 （広田良成）
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・金属製品

現場で取り上げた金属製品は、すぐに粗い土壌・銹落しを行い、一製品ごとに乾燥剤を入れた密閉

容器で一次保管した。

整理作業では、保存処理を施すにあたり観察と処理前の実測・写真撮影を行って、調書を作成した。

後の復原・報告に必要と判断したものは、Ｘ線撮影も行った。その後再度、銹や硬い土壌をニッパな

どで割り落し、エアブラッシュ装置で細部の銹・土壌を除去した。クリーニング後、高温高圧状態で

３回の脱塩処理を行った。浸漬した液は、銅・銀製品：蒸留水＋０．２％ベンゾトリアゾール（ＢＴＡ）

溶液、鉄製品：蒸留水＋０．２％ＢＴＡ溶液＋０．２％ホウ酸溶液である。強化・防銹処理には、銅・銀製

品はＢＴＡ＋トルエン＋アセトン＋パラロイドＢ７２（アクリル系合成樹脂）の混合溶液に浸漬し、減

圧タンク内での減圧含浸工程を３回実施した。乾燥させた後、トアインクララック（アクリル系合成

樹脂＋２％ＢＴＡの市販品）をスプレーした。鉄製品は非水系のパラロイドＮＡＤ１０（アクリル系合

成樹脂エマルジョン）に浸漬し、やはり減圧含浸工程を３回実施し充分乾燥させた。その後復原が必

要なものは、アロンアルファ（シアノアクリレート系合成樹脂接着剤）を使用して接合した。

処理終了後、写真撮影と実測図作成を実施。分類や報告記載のための観察は、取り上げ当初より随

時行っていたが、最終的には保存処理後に行った分類等により報告した。 （三浦正人）

・微細遺物

フローテーションで得られた微細遺物は主に実体顕微鏡を使用し、選別作業を行った。土器・石器・

動物遺存体・炭化材・炭化種子などが抽出された。土器・石器については分類を行い、動物遺存体・

炭化種子については一次分類後、同定を依頼した。遺構出土の炭化材については放射性炭素年代測定

を行った。 （愛場）

・掩体壕出土品

掩体壕出土品は現場で観察し、点数等必要な記録を作成した。完形のビール瓶・レンガ・認識票等

を選択し、整理作業所に運搬した。いくつかは報告書で紹介するため実測図・写真を作成した。

（末光）

・遺物と記録類の保管

遺物や記録類は北海道教育委員会の管轄の元、北海道立埋蔵文化財センターにおいて保存される。

整理作業の完了した遺物は次のように収納した。土器と石器類はそれぞれ遺跡ごとに報告書「掲載」

と「未掲載」に分け、「掲載」は報告書の図番号を明記し収納した。「未掲載」は出土地点・出土層位

・時期などによる分類ごとに収納した。石器類も器種・残存状態よる分類ごとにまとめ、出土地点・

出土層位ごとに収納した。最後にこれら内容を「遺物収納台帳」に記載した。

現場図面は「原図」・「素図」、「遺物図面」は「復原土器立面実測図」・「破片土器断面実測図」・

「破片土器拓影図」・「石器等実測図」・「掩体壕出土品実測図」があり、「写真類」は発掘調査現場

で撮影した「現場写真」とスタジオで撮影した「遺物写真」がある。

それぞれ通し番号を付しExcel文書で台帳を作成した。これらの記録類は道立埋蔵文化財センター

にて保管される。

その他遺物に関する諸記録類があり、一次整理で作成した「水洗台帳」、手書きの「遺物登録台帳」・

Excel文書の「遺物登録台帳」の他、土器の「接合台帳」や石器の「一覧表」等がある。これらのう

ちExcel文書の「遺物登録台帳」を保管し、それ以外は原則として破棄する。 （愛場・末光）

�章 調査の概要
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２．遺物の分類

（１）土器

＊「時期分類基準」

「�群」：縄文時代早期

ａ類；貝殻文、条痕文、沈線文を有する土器群

ｂ類；東釧路式系土器群

「�群」：縄文時代前期

ａ類；縄文尖底土器群

ｂ類；円筒土器下層式、及びそれに伴う土器群

「�群」：縄文時代中期

ａ類；円筒土器上層式、サイベ沢�式、萩ヶ岡１・２式に相当する土器群

ｂ類；萩ヶ岡３式（天神山式）、柏木川式、北筒式に相当する土器群

「�群」：縄文時代後期

ａ類；余市式（伊達山式・タプコプ式）、入江式に相当する土器群

ｂ類；ウサクマイＣ式、手稲式、�澗式に相当する土器群

ｃ類；堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当する土器群

「�群」：縄文時代晩期

ａ類；大洞Ｂ・ＢＣ式、及びそれに伴う土器群

ｂ類；大洞Ｃ１・Ｃ２式、及びそれに伴う土器群

ｃ類；大洞Ａ・Ａ′式、及びそれに伴う土器群

「�群」：続縄文時代に属するもの

「�群」：擦文文化期に属するもの

「未分類」：時期が判断できないもの

「土製品」

（愛場・末光）

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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（２）石器類

＊「器種分類基準」

0 旧石器群（石材：黒曜石、頁岩等）

当センターで調査している「白滝遺跡群」の器種分類を基本的に踏襲しているが、一部追加・改変

している部分もある。

細石刃「MB」（Micro Blade）

細石刃核より剥離されたと考えられ、長さが幅の２倍以上で、両側縁がほぼ平行しそれに平行する

稜があり、幅が約１�以下の石器

細石刃核「MC」（Micro Core）

細石刃を剥離したと考えられる石器

彫器「BU」（Burin）

素材の端部に一条から数条の樋状剥離を施した石器

削片「SP」（Spall）

細石刃核の打面作出、ないし彫器の彫刀面作出・再生時に剥離されたと考えられる剥片

掻器「ES」（End Scraper）

素材の端部に連続的な二次加工を施した石器

両面調整石器「BF」（Biface）

素材の両面を加工したもので、細石刃核、尖頭器、斧形石器以外の石器

削器「SS」（Side Scraper）

素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器

錐形石器「DR」（Drill）

素材の端部に錐状の尖頭部を作り出した石器

二次加工ある剥片「RF」（Retouched Flake）

素材に二次加工を施したもので、定形石器に分類されない石器

石刃「BL」（Blade）

長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜がある石器

縦長剥片「LF」（Long Flake）

長さが幅の２倍以上で石刃に該当しない石器

剥片「FK」（Flake）

石核・石刃核・細石刃核・石器（トゥール）から剥離されたもので縦長剥片・石刃・細石刃・削片

以外の石器

細片「CP」（Chip）

剥片の中で１．５�以下の小型の石器

斧形石器「AX」（Axe）

両面もしくは片面加工により、斧状の刃部を作り出した石器。

敲き石「HS」（Hammer Stone）

礫に潰打痕が観察される石器

砥石「WS」（Whet Stone）

礫の片面もしくは両面に磨痕が観察される石器

石製品「SO」（Stone Object）

�章 調査の概要
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石製遺物で、用途が不明なもの

礫「PB」（Pebble）

石器の素材として利用されない石で、剥離、敲打痕、潰打痕、磨痕などが観察されないもの （広田）

� 剥片石器群（石材：黒曜石、頁岩等）

「石鏃」

「石槍・ナイフ」

「石錐」

「つまみ付きナイフ（石匙）」

「スクレイパー」

「Ｕフレイク」

「Ｒフレイク」

＊アンカリトー９遺跡では「Ｕ・Ｒフレイク」とした。

「石核」

「フレイク・チップ（剥片・砕片）」

「原石」

� 磨製石器群（石材：泥岩、片岩、蛇紋岩等）

「磨製石斧」

「原石」

� 礫石器群

「石錘」

「たたき石」

「すり石」

「砥石」

「台石・石皿」

� 石製品

� 自然礫

＊「残存状態に関する分類基準」

剥片・磨製石器群

「完 形」：残存表面積が９０％程度以上のもの

「準完形」：「完形」と「半形」の中間～やや完形に近いもの

「半 形」：残存表面積が５０％程度のもの

「 片 」：残存表面積が５０％程度以下のもの

礫石器群・自然礫

「完 形」：大きな割れ口がないもの、またあっても機能部が損なわれていないもの

「準完形」：割れ口があり、完形の状態を想定でき、残存表面積が７５％程度のもの

「半 形」：割れ口があり、完形の状態を想定でき、残存表面積が５０％程度のもの

「 片 」：割れ口があり、完形の状態を想定しにくいもの、残存表面積が５０％程度以下のもの

・自然礫に関しては、割れ口のないものを「完形」、あるものを「片」とし、二区分とした。（愛場・末光）

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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＊「石材」について

遺物カードや遺物登録台帳において、石材分類には次の基準を用いた。

＊火成岩

・火山噴出物

軽石：（Pumice）浮岩 スコリア：（Scoria）岩滓

・溶岩

溶岩：（Lava）

・火山岩

黒曜石（岩）：（Obsidian）

流紋岩：（Rhyolite）

安山岩：（Andesite）

玄武岩：（Basalt）

・深成岩

花崗岩：（Granite）

閃緑岩：（Diorite）

斑糲岩：（Gabbro）

＊堆積岩

・火山砕屑岩

火山礫凝灰岩：（Lapilli Tuff）

凝灰岩：（Tuff）

・砕屑岩

礫岩：（Conglomerate）

砂岩：（Sandstone）

泥岩：（Mudstone） 緑色泥岩：（Green Mudstone）

頁岩：（Shale）

チャート：（Chert）

粘板岩：（Slate）

＊変成岩

片岩：（Schist）

片麻岩：（Gneiss）

ホルンフェルス：（Hornfels）

＊超塩基性岩

蛇紋岩：（Serpentinite）

橄欖岩：（Peridotite） （末光・広田）

�章 調査の概要
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（３）金属製品

鉄製品、銅製品（金銅・青銅含む）、銀製品がある。鉄製品では、内耳鉄鍋・小刀・刀子・鎹・釘・

釣針・マレク・棒状品・鉄片など、銅製品では刀装具・鍔・切羽・�、銀製品には装飾品がある。

（４）骨角器

骨角器は骨鏃・中柄・骨針・未成品などがある。

（５）その他

ガラス玉がある。 （愛場）

３．土層の区分

土層の観察は、『土壌調査ハンドブック』（ペドロジスト懇談会 １９８４）・『標準土色帖』（小山・

竹原 １９６７）を参考に行った。

基本層序は基本層序柱状図（図�－５）・一覧表（表�－１）にまとめた。

�層：現地表土

アンカリトー７遺跡では耕作表土（�ａ層）で、

アンカリトー９遺跡では、現地表土である�ａ層、

産業廃棄物を多量に含む層を�ｂ層、試掘坑や比較

的小規模な攪乱土は、�ｃ層と三つに分けた。

�層：樽前ａ降下軽石層（Ta－a）

１７３９年に噴火した樽前山の火山噴出物から構成さ

れる。構成粒子の違いから、フォールユニットとし

て大きく三つに分けられる（Ａ～Ｃ群）。Ａ群は層

も厚く粗粒で、Ｂ・Ｃ群は比較的細粒で、火山灰が

主体的である。

�層：黒色土層

いわゆる第�黒色土層である。アンカリトー７遺

跡では続縄文時代からアイヌ文化期までの遺構・遺

物包含層である。

�層：樽前ｃ降下軽石・スコリア層（Ta-c）

約２，０００年前（縄文時代晩期後半頃）に降下した

樽前山の火山噴出物（軽石・スコリア）から構成さ

れる層である。�層とは異なり、粒径のまとまりは

なくランダムにみられる。色調や礫の混在割合の違

いから、�１層と�２層に分層した。

�層：黒色土層

いわゆる第�黒色土層である。主に縄文時代の遺

物包含層である。上位のTa－c軽石が混入する部分

を�１層とし、これの混ざらない下位部分を�２層 図�－５ 基本層序柱状図

アンカリトー７・９遺跡基本層序

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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とした。�層と表記しているものは、通常�２層を指す。

�層：漸移層

上位の黒色土層と下位の�層の間に位置する漸移層で、縄文時代から旧石器時代の遺物包含層であ

る。色調から便宜的に上位を�ｂ層、下位を�ｙ層とした。

�層：黄褐色風化ローム層

「恵庭のローム層」と呼ばれているもので、上位部分を�１層、下位部分をEn－a軽石の含有量の

多さと堅密度により�２層とした。前者がいわゆる「ソフトローム」で、後者が「ハードローム」で

ある。�層と表記したものは、通常�１層を示す。旧石器時代の遺物包含層である。

アンカリトー９遺跡では古砂丘がみられたため、下位層について旧石器確認調査を行い、次の土層

を確認した。

�層：恵庭ａ降下軽石層（En－a）

約１２，０００～１７，０００年前に降下した、恵庭岳の火山噴出物（軽石）から構成される層である。

�層：明褐色ローム層

明褐色を呈するローム質土である。色調や礫の混在割合から三つに分層した。アンカリトー９遺跡

で旧石器確認を行った層は、上位の�１層である。

古砂丘（砂層）

千歳古砂丘群と呼称される更新世に形成された古砂丘である。細かく分ければ際限ないが、大きく

Ｂ層、ＷＧ層、ＹＢ層に分けた。Ｂ層は有色鉱物を主体とし、ＷＧ層は主に透明～白色鉱物を主体と

する。ＹＢ層は破砕した軽石を起源とする砂層である。層厚はかろうじて認識できる数�～最大で８

�程度である。これらの薄層がラミナを形成し、断面を削るたびに異なった様相をみせる。粒子は亜

角礫状のものが多く、成因は風成によると判断される。

なおアンカリトー９遺跡ではメインセクション図は作成していないが、掩体壕１・２の盛土断面図

で自然層位の状況を図示した。 （末光・愛場）

４．調査結果の概要

（１）アンカリトー７遺跡

調査の結果、主に旧石器時代とアイヌ文化期の遺構・遺物を検出した。

�層で検出した遺構は平地住居跡１１軒・竪穴状遺構１基・建物跡２棟・土坑墓１基・杭穴跡３３４か

所・灰集中５か所・焼土８か所である。時期は竪穴状遺構（UH－１２）１基が擦文文化期からアイヌ文

化期である以外はアイヌ文化期である。集落が数世代にわたり形成されていたものと思われる。

平地住居跡は大型のもの（長軸５～７ｍ）と小型のもの（長軸４ｍ前後）があり、大型のものには

炉が複数存在する。小型の住居跡は平面形が正方形に近くなる。いずれも「セム」などの付属構造は

ない。長軸方向は北－南方向、北東－南西方向と東－西方向に分かれる。またUH－７・８は切り合

いがみられ、UH－１・２はごく近接することから時期差が想定される。建物跡２棟は高床の倉庫と

考えられる。

杭穴は多数検出した。柵列・幣場・その他の施設が想定されるが、柵列を抽出するに留まった。

調査区西側では灰のまとまりが約９ｍ×３ｍの範囲に点在しており、金属製品・礫などの他、カワ

シンジュガイやサケなどの動物遺存体が良好に残存していた。いわゆる灰などの送り場と考えられる。

�層以下で検出した遺構は焼土３か所、旧石器時代の石器集中２か所である。焼土は周辺の遺物か

ら縄文時代中期の可能性がある。旧石器の石器集中は現場段階では広郷型細石刃核を伴う石器群の石

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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器集中１か所と捉えていたが、整理段階で峠下型細石刃核を伴う石器群１か所を含むことがわかり、

石器集中は２か所となった。出土層位には大きな違いはないが、共伴関係は不明である。

遺物の総点数は３，６９８点で、内訳は土器８３５点、石器等７１２点、旧石器２，０７８点、金属製品５６点、骨角

器１６点、ガラス玉１点である。土器は擦文土器・続縄文前半期の土器・縄文時代中期・縄文時代早期

の土器がある。石器は棒状礫・フレイク・石鏃・石斧が多い。金属製品は内耳鉄鍋・刀装具・刀子・

小刀・鎹・マレク・釣針・棒状品などがある。 （愛場）

（２）アンカリトー９遺跡

確認された遺構は土坑１基、焼土３か所ですべて�層の遺構である。

包含層調査は�・�層を対象とし、土量約４０％（面積約３２％）を手掘りで、残りを建設機械併用で

行い、�層上面で遺構確認調査を行った。遺物は調査区東側部分を除き散在的に出土した。

土器は１４１点出土した。縄文時代中期（�群）が最も多く、ついで晩期（�群）、後期（�群）である。

石器類は６９点出土した。うち１点が旧石器のラウンドスクレイパー（ＲＳ）と考える。剥片石器は

石鏃・石槍またはナイフ・つまみ付きナイフ・スクレイパー等が出土し、多くが黒曜石製である。磨

製石器は磨製石斧、礫石器はたたき石・砥石・台石がある。また「開元通寶」も出土した。これは掩

体壕からの出土であるが、これに伴うものではないので包含層の遺物として掲載した。

調査区北側部分にみられた古砂丘上の台地部分について、�層（En－a）下位の明褐色ローム層（�
層）について旧石器の有無についての確認調査を行い、さらに、太平洋戦争時におかれた旧日本軍千

歳海軍航空基地に属すると考えられる施設（掩体壕と呼称）を２か所調査した。 （末光）

表�－２ アンカリトー７遺跡遺構一覧

�層の遺構 遺構名 調査区 時期 �層の遺構 遺構名 調査区 時期

平

地

住

居

跡

UH－１ L６６～６７・M６６～６７ アイヌ文化期 貝集中 貝集中１ G５９ アイヌ文化期

UH－２ L６７～６９・M６７～６９ アイヌ文化期

焼

土

UF－１ I６８

UH－３ N５８～５９・O５８～５９ アイヌ文化期 UF－２ P６５

UH－４ M６２～６３・N６２～６３ アイヌ文化期 UF－３ O６２

UH－５ D６２～６３・E６２～６４・F６２～６４ アイヌ文化期 UF－４ K６４

UH－６ N６０・O６０ アイヌ文化期 UF－５ J５９

UH－７ P６０～６１・Q６０～６１・R６１ アイヌ文化期 UF－６ J５９

UH－８ Q６０～６１・R６０～６１ アイヌ文化期 UF－７ D５７ アイヌ文化期？

UH－９ H５８～５９・I５８ アイヌ文化期 UF－８ H６２

UH－１０ F６１・G６１～６２・H６１～６２ アイヌ文化期

UH－１１ K５９～６０・L５９～６０ アイヌ文化期 �層以下の
遺構

遺構名 調査区 時期

竪穴状遺構 UH－１２ A５８・B５８
擦文～アイヌ
文化期

焼土

LF－１ O６４ 縄文時代

建物跡
UB－１ L６４～６５・M６４～６５ アイヌ文化期 LF－２ N６５ 縄文時代中期

UB－２ J５９～６０・K５９ アイヌ文化期 LF－３ O６７ 縄文時代

土坑墓 GP－１ Q６０ アイヌ文化期
旧石器
集中

SB－１ 斜面裾部に広く分布 後期旧石器時代

杭穴 USP－１～３３４
調査区平坦面に広く分
布・杭列１２か所

アイヌ文化期 SB－２
E６３～６４・F６２～６５・G６１
～６４・H６１～６４・J６１・
６３

後期旧石器時代

灰

集

中

UA－１ R５７～５８ アイヌ文化期

UA－２ B５９～６２・C６０ アイヌ文化期

UA－３ P５７ アイヌ文化期

UA－４ O６１・P６１ アイヌ文化期

UA－５ I６０ アイヌ文化期
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表�－３ アンカリトー７遺跡遺物集計表

種別 分類 遺構 包含層 計 種別 分類 遺構 包含層 計

土器

�a ７ ７

旧石器

細石刃 １９２ １ １９３

� ２０ １２７ １４７ 細石刃核 ６ ３ ９

� ５０３ ５０３ 削片 ２４２ ５ ２４７

� １ １６４ １６５ 彫器 ５６ １ ５７

不明 １３ １３ 掻器 ３０ １ ３１

計 ２１ ８１４ ８３５ 両面調整石器 ３ ３

石器

石鏃 ３８ ３８ 削器 ７ ７

ナイフ形石器 １ １ 錐形石器 ８ １ ９

つまみ付きナイフ ６ ６ 二次加工のある剥片 ２８ ２８

スクレイパー ５ ５ 石刃 ７９ ３ ８２

Ｒフレイク ５ ５ 縦長剥片 ７３ ７３

フレイク １２ ５０ ６２ 剥片 ６７４ ７ ６８１

石核 ３ ３ 細片 ６４１ ３ ６４４

石斧 ４９ ４９ 斧形石器 ７ ７

砥石 ２ ３ ５ たたき石 ３ ３

すり石 ９ ７ １６ 砥石 １ １

たたき石 ３ ３ 石製品 １ １

加工痕ある礫 １ ３ ４ 礫 ２ ２

礫・原石 １８６ ３０３ ４８９ 計 ２，０５３ ２５ ２，０７８

棒状原石 １ １

金属製品

鉄製品 ２３ ４ ２７

計 ２１０ ４７７ ６８７ 銅製品 ５ １ ６

石製品 軽石製石製品 ２４ １ ２５ 銀製品 １ １

鉄片 ２２ ２２

計 ５１ ５６

骨角器 １６ １６

その他 ガラス玉 １ １

総合計 ３，６９８

表�－４ アンカリトー９遺跡遺構一覧

遺構名
土坑 焼土 その他

LP LF 掩体壕

数 １ ３ ２

表�－５ アンカリトー９遺跡出土遺物集計表

出土地点 遺構・掩体壕出土 包含層出土

種別 土器 石器類 その他 土器 石器類 その他

点数 ０ ０ ２１２ １４１ ６９ ０

土器合計 １４１

石器類合計 ６９

その他合計 ２１２

出土地点合計 ２１２ ２１０

合計 ４２２

�章 調査の概要
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� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物

�層の遺構は平地住居跡１１軒・竪穴状遺構１基・建物跡２棟・土坑墓１基・杭穴跡３３４か所（杭列１２

か所）・灰集中５か所・貝集中１か所・焼土８か所である。時期は竪穴状遺構（UH－１２）１基が擦

文文化期からアイヌ文化期である以外はアイヌ文化期である。

以下、上記遺構、包含層（�層）出土遺物の順で述べる。

１．平地住居跡

UH－１（図�－２・表�－１・５・１３・図版２）

位置：L－６６・６７ ／ M－６６・６７区。北東側にUH－２が近接する。

規模：５．７６×４．９５ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－２４°W

調査：�層を数�掘り下げたところで灰を伴う焼土を検出した。周辺は２５%調査などですでに�層上

面まで掘り下がった状態であったため、改めて周辺を精査した。柱穴は小型円形の黒色土として認識

された。これらをすべて半截し、断面形状を観察して柱穴を確定していった。焼土を取り囲む配列と

なったため平地住居跡とした。炉跡（HF－１）については土壌サンプルを採取した。フローテーシ

ョン法による選別作業を行い、動物遺存体が少量得られた。

付属遺構：炉１か所（HF－１）、柱穴２１基（HP－１～２１）を確認した。HF－１は住居跡ほぼ中央に

位置し、灰層と焼土層の２層に分かれる。灰層は層厚約２～５�で、焼土層との境は灰と焼土が斑状

に混じる。焼土層は橙色を呈し、断面はレンズ状となる。焼土の最大厚は約８�である。

柱穴は住居外周１４基、住居外側の付属施設？３基、住居内部４基である。内部のものは住居に関連

しない可能性もある。柱の直径は１０�前後で検出面からの深さは１０～５０�とばらつきがある。HP－

１・１０は５０�以上の深さになる。断面形状はすべて先端が尖る。掘立の柱ではなく差し込まれたもの

である。外周の柱穴はいわゆる「外ふんばり」となるものが多い。柱穴覆土はしまりが弱い黒色土と

なる。

遺物出土状況：HF－１灰層から微量ではあるがカワシンジュガイ片、サケ科椎骨などが得られた。

掲載遺物：なし

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石層）以前のアイヌ文化期の平地住居跡。UH－２とごく近接し

ており、時期差が想定されるが先後関係は不明である。なおHF－１出土の炭化材について放射性炭

素年代測定を行ったところ暦年較正年代範囲で１４１１AD－１４７７AD（２σ・９５．４％）という結果が出た。

（詳細は�章－１）

UH－２（図�－３・表�－１・５・８・１３・図版３・２６）

位置：L－６７・６８・６９ ／ M－６７・６８・６９区。UH－１と近接する。

規模：４．１６×３．７８ｍ 平面形：不整な長方形 長軸方向：N－３０°W

調査：�層を数�掘り下げたところで灰を伴う焼土を検出した。平地住居跡の可能性を考え、柱穴の

検出に努めたが�層中ではほとんど確認できなかった。柱穴の多くは�層上面で小型円形の黒色土と

して認識された。すべて半截し、断面形状などから柱穴と確定していった。UH－１が近接し、さら

に周囲には他の杭穴が多数あったため、UH－２の柱穴の認定に手間取ったが、焼土を取り囲む配列

を確認できた。炉跡（HF－１）については土壌サンプルを採取し、フローテーション法による選別

� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物
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図�－１ �層検出の遺構の位置

アンカリトー７遺跡
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図�－２ UH－１
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図�－３ UH－２

アンカリトー７遺跡
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作業を行った。微量な動物遺存体が得られた。

付属遺構：炉１か所、柱穴１７基を確認した。炉は住居跡ほぼ中央に位置する。灰の残りは悪く、ごく

少量の灰のまとまりが焼土上部および北側に数か所みられるのみであった。焼土の断面はレンズ状で

最大厚は約５�である。

柱穴は住居外周１２基、住居外側の付属施設？４基、住居内部１基である。外周の柱穴はいわゆる「外

ふんばり」となるものと傾きのないものがある。�層黒色土主体でしまりが弱い。

遺物出土状況：遺物はすり石１点、礫２点である。またHF－１焼土土壌サンプルからカワシンジュ

ガイ外皮、魚骨が得られた。

掲載遺物：１は扁平礫を利用したすり石。すり面には鉄サビ？が付着する。２・３は編み物の錘に使

われた棒状礫。１～３はいずれもススが付着する。

時期・性格：１７３９年以前のアイヌ文化期の平地住居跡。UH－１とごく近接しており、また杭列１３と

重複している。時期差が想定されるが先後関係は不明である。 （愛場和人）

UH－３（図�－４～７・表�－１・５・８・１１・１３・図版４・２６・２８）

位置：N－５８・５９ ／ O－５８・５９区

規模：４．１７×３．６ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－２３°W

調査：�層を数�掘り下げたところ、焼土を検出し、周辺から棒状礫が出土した。平地住居跡の可能

性があるため、柱穴の検出に努めた。�層上面で小型円形の黒色土を検出し、すべて半截して断面観

察を行い柱穴を確定した。焼土を取り囲む配列となったため、住居跡と認定した。なお焼土について

は土壌サンプルを採取し、フローテーション法による選別作業を行った。

付属遺構：焼土２か所（HF－１・２）、柱穴２３基(HP－１～２３）を確認した。焼土のうちHF－１は

住居の炉で、住居跡中央部からわずかに東寄りに位置する。平面形はやや不整な楕円形である。上面

に炭化材片がやや多く含まれるが、他の平地住居跡と比較して灰があまり残存していない。被熱層は

最大厚８�である。HF－２はHF－１よりさらに東寄りにある小型の焼土である。

柱穴は住居外周１６基、住居内部７基である。すべて先端は尖り、外周の柱穴は住居内側にわずかに

傾く。柱穴の間隔は補助的な柱穴を除いて１～１．５ｍほどであるが、長軸中央部のHP－７・８およ

びHP－１５・１６の間隔は約０．８ｍと狭くなっている。これらの柱穴を結んだ範囲に炉が収まっている。

内部の柱穴は北側外周に近いものが多く、住居内部施設のものと思われる。柱穴の覆土は、しまりの

弱い黒色土がほとんどである。

遺物出土状況：遺物はすり石１点・礫６６点・軽石製石製品１１点・金属製品５点である。遺物は住居内

に棒状礫などが散在するほか、外周から１～２ｍ北側にややまとまって出土した範囲があり、関連す

る遺物としてここに掲載した。またHF－１・２土壌サンプル中よりそれぞれ微量のサケ科・コイ科

魚骨などが得られた（詳細は�章－２）。

掲載遺物：１はすり石。２は扁平礫である。いずれも被熱し、２にはススが片面にのみ付着する。３

～５はチャート原石。６は泥岩礫。７～２０は棒状礫。２１～３０は軽石製石製品。他の棒状礫と同様の形

状に研磨整形されている。棒状礫と軽石製石製品はほぼすべてにススの付着がみられる。

３１は内耳鉄鍋。全周の１／５ほどの口縁～胴部破片で、内耳が一耳残っている。口縁幅は狭いが、耳

が口縁帯に収まって付いており水平よりも下がり気味、肩部は内側に張り出している。推定口径約３０

�、推定高約１５�で、二升炊きの鍋とみられる。

３２は銅板製品を再加工した自家製品である。１／３ほどを欠損している。内側の孔と思われる抉れの

� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物

51



図�－４ UH－３
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図�－５ UH－３遺物出土状況
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図�－６ UH－３出土の遺物（１）
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せっ ぱ

形状から、小刀の切羽か茎側の装具とみられる。残存する側縁には加工前の製品のものと思われる稜

が残っている。黒緑の錆に覆われている表面に対しての分析ではあるが、蛍光Ｘ線分析を行ったとこ

ろ、Cu ８２．６％・Pb ２．６％・Sn未検出・Fe ０．３％・Ca ０．７％という結果を得た。
かぎもり

３３は断面正方形の棒状鉄製品で、細くすぼまる端部が一方にある。ごく緩い曲りがあり、魚突鉤銛

（マレク）の鉤部片の可能性がある。３４・３５は断面が扁平な長方形の棒状鉄製品片。ともに両端を欠

損する。３５は緩く反っている。加工前の鉄素材であろう。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の平地住居跡である。なおHF－１出土

の炭化材を試料として放射性炭素年代測定を行ったところ、暦年較正年代範囲で１３４１AD～１３９５AD

（２σ・５２．０％)という結果が出た（詳細は�章－１）。 （阿部明義・三浦正人）

UH－４（図�－８・表�－１・６・８・１１・１３・図版５・２６・２８）

位置：M－６２・６３ ／ N－６２・６３区

規模：３．８０×３．７２ｍ 平面形：ほぼ正方形 長軸方向：N－２°W

調査：�層を数�掘り下げたところで灰を検出した。住居跡の可能性を考え、周囲を慎重に掘り下げ

た。柱穴の多くは�層上面で小型円形の黒色土として認識された。すべて半截し、断面形状などから

柱穴と確定していった。柱穴が灰を取り囲むような配列をとなったため平地住居跡とした。HF－１

については土壌サンプルを採取した。フローテーション法による選別作業を行い、炭化材、動物遺存

体などが得られた。

付属遺構：炉１か所（HF－１）、柱穴９基（HP－１～９）を確認した。炉は住居跡ほぼ中央に位置

する。明瞭な焼土層はなく、灰層の下と縁にごく少量の褐色を呈する焼土が残存するのみである。灰

図�－７ UH－３出土の遺物（２）

� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物

55



図�－８ UH－４
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層は最大厚約５�で、非常に細かい細骨片がみられる。一部に残存する焼土は漸移的な状況ではなく、

この場に置かれたものの可能性が高い。

柱穴は住居外周に９基みられる。柱穴は直径１０�前後で、深さは１０～３６�とばらつきがあり�層ま

で到達しないものも多くみられる。傾きはあまりみられない。覆土は�層黒色土主体でしまりが弱い。

遺物出土状況：遺物は礫９点・軽石製石製品３点・金属製品１点である。住居北側に多く分布する。

またHF－１土壌サンプルからは微量ではあるがサケ科の椎骨・歯などが得られた。

掲載遺物：１～５は棒状礫。５は石英質の礫。６～８は軽石製石製品で、他の棒状礫と同様の形態に

研磨整形されている。棒状礫と軽石製石製品はほとんどにススの付着がみられる。９は断面円形の棒

状鉄製品の端部。加工前の鉄素材であろう。

時期・性格：１７３９年以前のアイヌ文化期の平地住居跡。なおHF－１出土の炭化材について放射性炭

素年代測定を行ったところ暦年較正年代範囲で１６１７AD－１６７０AD（２σ・４９．１%)という結果が出た。

（詳細は�章－１）

UH－５（図�－９・１０・表�－１・６・８・１０・１１・１３・図版６・２６・２８・３２）

位置：D－６２・６３ ／ E－６２・６３・６４ ／ F－６２・６３・６４区。住居跡群の北側端に位置する。

規模：７．５５×５．５８ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－６８°W

調査：�層上面で灰および焼土を３か所検出した。その周囲で小刀や棒状礫が出土していたため住居

跡の可能性を考え、柱穴の検出に努めた。周辺は天地返しの影響で�層面まで撹乱されており、柱穴

の多くは�層もしくは�層上面での確認となった。これらはすべて半截し、土層や断面形状から柱穴

と判断した。灰・焼土を取り囲む配列となったため、平地住居跡と認定した。長軸が７ｍを超える遺

跡では最も大型の住居跡である。

灰および焼土の土壌はすべて採取し、フローテーション法による選別作業を行った。炭化材・炭化

種子・動物遺存体が得られた。

付属遺構：炉３か所（HF－１～３）、柱穴１９基（HP－１～１９）を確認した。炉は長軸付近、住居西

側にやや偏って位置する。HF－１・２については大きく天地返しの影響を受けており、本来の場所

から北西に移動しているようである。HF－１は約２�の焼土上部に１５�程の厚い灰層がある。HF－

２は灰層のみで、HF－１と一体であった可能性もある。灰層の厚さは１０�程で、灰中からは骨角器・

黒曜石製フレイク・棒状礫・シカやカワシンジュガイなどの動物遺存体が出土している。HF－３は

ごく一部撹乱の影響があるがほぼ形状を残す。灰層と焼土層の大きく２層に分かれ、上部灰層は最大

厚約７�、下部焼土層は橙色を呈し、断面はレンズ状となる。焼土の最大厚は約１０�である。

柱穴は住居外周１６基、住居外側２基、住居内部１基である。柱穴の直径は１０�前後で、深さは２０～

３０�のものが多い。断面形状は先端が尖り、傾きがあるものは少ない。HP－９には掘り方がみられる。

遺物出土状況：遺物はすり石２点・黒曜石製フレイク３点・加工痕ある礫１点・礫２２点・骨角器３点・

小刀１点・微細鉄片である。遺物は住居縁の内外に分布する。住居北側角には棒状礫がややまとまっ

てみられ、住居北側壁際からは小刀が出土している。HF－２灰層からは骨角器、黒曜石フレイクが

出土した。またHF－１・２・３土壌サンプルからは微細鉄片、カニ？・カワシンジュガイ・コイ科

・サケ科・ヤチネズミ・シカなどの動物遺存体、イネ・アワ・ヒエ・クルミなど炭化種子が得られた

（詳細は�章－２・３）。

掲載遺物：１・２はすり石。３～９は棒状礫。ほとんどにススが付着している。１０はやや大型の泥岩

礫である。１１～１３は骨角器。いずれもシカ中手足骨製の可能性が高い。１１は骨針。１２は中柄である。
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図�－９ UH－５
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図�－１０ UH－５柱穴と出土遺物
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図�－１１ UH－６
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１３の正面上端は横に溝が切られている。１４は刃部長２２．５�・刃部幅２．８�の両区の小刀。平棟平造で、
むねまち は まち

棟区が浅く、刃区が深い。刃区の手前の刃の使い減りが著しい。茎端を欠損し、目釘孔も半欠となっ

ている。ほかにHF－１・HF－２から検出した微小鉄片がある。製品加工時などに剥離した破片であ

ろうか。

性格・時期：１７３９年以前のアイヌ文化期の大型平地住居跡。HF－２灰層から検出した炭化クルミ堅

果について放射性炭素年代測定を行ったところ暦年較正年代範囲で１４８７AD－１６４７AD（２σ・

９５．４％）という結果が出た。（詳細は�章－１）。 （愛場・三浦）

UH－６（図�－１１・１２・表�－１・６・８・１１・１３・図版７・２６・２９）

位置：N－６０ ／ O－６０区

規模：３．１８×２．６４ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－６８°E

調査：�層を数�掘り下げたところ、灰を含む焼土を検出し、周辺から棒状礫が少数出土した。平地

住居跡の可能性があると考え、柱穴の検出に努めた。�層上面で小型円形の黒色土のまとまりを検出

し、すべて半截して断面観察を行い、柱穴を確定した。焼土を取り囲む配列となったため、住居跡と

認定した。なお焼土については土壌サンプルを採取し、フローテーション法による選別作業を行った。

付属遺構：炉１か所(HF－１）、柱穴１１基(HP－１～１１）を確認した。炉HF－１は住居跡中央部から

西寄りに位置する。平面形は円形に近い。上面に炭化材片をやや多く含む暗赤褐色土があり、以下は

灰がやや均質に含まれる赤褐色土である。被熱層は最大厚９�である。

柱穴は住居外周１０基、住居内部１基である。先端は尖るものが多いが、丸みを帯びるものも複数認

められる。わずかに傾くものがあるが、その方向は一定でない。外周の柱穴は、主に径が１０�を超え

る比較的太い柱穴で構成される。柱穴の間隔は東側の補助的なものを除き、おおむね１～１．５ｍほど

である。柱穴の覆土は、しまりの弱い黒色土がほとんどである。

遺物出土状況：遺物はすり石１点・礫１２点・軽石製石製品４点・鎹（かすがい）１点である。鎹はHP

－８覆土上部から出土した。またHF－１土壌サンプルからはサケ科魚骨・ヤチネズミなど動物遺存

体、イネ・ヒエ・キハダ属・クリなどの炭化種子が得られた（詳細は�章－２・３）。

図�－１２ UH－６出土の遺物
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掲載遺物：１はすり石。２～４は棒状礫。５～８は軽石製石製品。１～８までススの付着がみられる。

９は柱穴HP－８の覆土中から発見された鎹である。出土位置から見て、実際に建築に使われていた

ものとみられる。断面は四角形、片端部が激しく外に曲っている。鉄素材とも成り得るものである。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の平地住居跡である。なおHF－１出土

の炭化材を試料として放射性炭素年代測定を行ったところ、暦年較正年代範囲で１４９１AD～１６０３AD

（２σ・６５．６％)という結果が出た（詳細は�章－１）。

UH－７（図�－１３～１５・表�－１・６～９・１１・１３・図版８・２７・２９）

位置：P－６０・６１ ／ Q－６０・６１ ／ R－６１区

規模：６．２７×４．６９ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－８０°W

調査：土坑墓GP－１の周辺調査のため�層をわずかに掘り下げたところ、複数の焼土および灰や炭

化物の集中域を検出し、周辺から金属製品や棒状礫が出土した。焼土は２列にまとまり、複数の平地

住居跡があることが想定され、柱穴の検出に努めた。�層上面で小型円形の黒色土を検出し、すべて

半截して断面観察を行い、柱穴を認定した。焼土を取り囲む配列が２組確認できたため、２軒の住居

跡（UH－７・８）と認定した。UH－７の南東部とUH－８の北西部が一部重複している。UH－７

の長軸方向はGP－１と９°の傾きの違いがある。

焼土は土壌サンプルを採取し、フローテーション法による選別作業を行った。

付属遺構：焼土４か所（HF－１～４）、柱穴２０基（HP－１～２０）を確認した。焼土は長軸（東西方

向）中央部に列を成しており、東から順に番号を付した。HF－１は上面に炭化物がやや多く含まれ、

被熱層が薄く不整形である。HF－２・HF－３は住居跡中央部からわずかに東寄りに位置する。平面

形はHF－２がやや不整な楕円形、HF－３はほぼ楕円形で隣接する。HF－３の断面は３層に分かれ

ており、�上面付近は炭化物・黒色土が混じる暗色の被熱層、�中位は純度の高い灰層、�下位は黒

色土やTa-cが強く被熱した焼土、となっている。焼土層は椀状にくぼんでいる。HF－２・３を含めた

範囲が住居の炉の主体として機能していたとみられる。HF－４は不整な楕円形で被熱層が薄いが、HF

－３と同様に炭化物層・灰層・焼土層をなしている。またHF－４周辺から炭化物が多く出土している。

柱穴は住居外周１５基、住居内部５基である。すべて先端は尖り、外周の柱穴は住居内側にわずかに

傾くものがある。柱穴の深さは、住居外周東側の柱穴列の方が西側の柱穴列よりやや深い。柱穴の間

隔は補助的な柱穴を除いて１．１～２ｍほどであり、長軸中央部のHP－７・８およびHP－１５・１６の間

隔は約１．０ｍと狭くなっている。これらの柱穴を結んだ範囲に炉が収まっており、住居の中軸を成し

ている。内部の柱穴は炉付近に４基（HP－１６～１９）、北側外周付近に１基（HP－２０）確認できた。

HP－１６・１７は径１０�以上で深さ５０�前後の大型の柱穴で、炉HF－２・３の東西に位置する。

柱穴の覆土は、しまりの弱い黒色土がほとんどである。

遺物出土状況：遺物は砥石１点・すり石２点・礫２６点・軽石製石製品５点・刀子２点・魚突鉤銛１点

・鉄片である。遺物の大半は住居跡南西側から出土している。炉HF－２の上面から魚突鉤銛とすり

石が出土している。またHF－２の上面の土壌サンプルからシカ、HF－３・４土壌サンプルからコイ

科・サケ科・二枚貝などの動物遺存体とヒエ・キビなどの炭化種子が得られた（詳細は�章）。

掲載遺物：１～２２のほとんどにススが付着する。１は砥石。１面に平滑な擦り面がある。２・３はすり

石。側面以外が広く擦られている。２には１面および側面に炭化物が付着する。４は緑色を呈するチ

ャート製の火打石。５は赤色のチャート原石。６～１６は棒状礫。１７・１８は扁平礫。平らな面をもつ。

１９～２２は軽石製石製品。他の棒状礫と同様の形状に研磨整形されている。
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図�－１３ UH－７
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図�－１４ UH－７柱穴と遺物出土状況
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図�－１５ UH－７出土の遺物
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図�－１６ UH－８
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２３は刃部・茎とも端部を欠く小型の刀子。明瞭な区は無いが、棟側がほぼ平滑なのに対し、刃側は

最大幅部分が区とされており、そこには刃潰れがある。茎側へは徐々に幅を減じてゆく。茎欠損端に

目釘孔の半欠がみられるが、刃区から茎にかけては繊維（樹皮？）を巻いた痕跡があり、茎が折れた

後に木の柄を付けずに繊維巻きで柄の代用をしていた様子が窺える。細かい作業用のマキリである。

ほかに長さ１１�・幅１�ほどの細身の刀子がある。出土したときから銹や劣化が著しく、小破片に分

解してしまい復元できなかった。２４は装着時の鉤紐との結合巻き紐痕が残る魚突鉤銛（マレク）であ

る。指４本分の幅を持つ大型のマレクだが、鉤側の受けは浅い。断面正方形の棒状品を曲げて作られ

ており、鉤先は稜を落として内外反させた尖端部となっている。胴部端に剥がれたような痕跡があり、

さらに鉄材で長めに継いであった可能性もある。このほかに薄い板状の鉄片がある。鉄製品加工時に

剥離した破片であろう。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の平地住居跡である。UH－８と重複す

る範囲の柱穴の残存状況がUH－７の方が良いことなどから、UH－８よりも新しいとみられる。な

おHF－３出土の炭化材を試料として放射性炭素年代測定を行ったところ、暦年較正年代範囲で１４６６

AD～１６４０AD（２σ・９５．４％）という結果が出た（詳細は�章－１）。

UH－８（図�－１６・１７・表�－１・６・９・１１・１３・図版９・２６・２９）

位置：Q－６０・６１ ／ R－６０・６１区

規模：（６．２）×４．４ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－８２°E

調査：土坑墓GP－１の周辺調査の際に検出した２軒の住居跡のうち南東側に位置する１軒である。

柱穴間の広い部分はさらにピンポールを差し込むなど柱穴の検出に努めたが、特に住居外周の西側以

外で確認できたものは少ない。住居外周西側の一部と土坑墓GP－１が重複しており、長軸方向が近

似することから、関連があるものと思われる。なお焼土は土壌サンプルを採取し、フローテーション

法による選別作業を行った。

付属遺構：炉３か所（HF－１～３）、柱穴１６基（HP－１～１６）を確認した。炉HF－１は住居跡中央

部から東寄り、調査区境に位置する。ほぼ楕円形で、上面に少量の炭化材を含み、被熱層は最大７�

図�－１７ UH－８出土の遺物
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図�－１８ UH－９

アンカリトー７遺跡

68



で明度が高い。HF－２は住居跡中央からやや東寄りに位置する、長軸１．６ｍに及ぶ長楕円形の炉であ

る。３ヵ所の楕円形のまとまりが連続したものである。上面に炭化物を少量含み、被熱層は最大１０�
を超え、非常に明度が高い。灰が少量含まれる。住居の炉の主体として機能したとみられる。HF－

３はほぼ楕円形の小型の焼土で、被熱層はやや薄いが明度が高い。

柱穴は住居外周９基、住居内部７基である。すべて先端は尖り、外周の柱穴は住居内側にわずかに

傾く。住居外周の柱穴は比較的細く浅い。内部の柱穴は炉付近のものが多く、住居内部の補助的なも

のと思われる。HP－１１・１５は径１０�を超える。HP－１５はHF－３と重複し、HP－１５が古い。一方HP

－１４は炉HF－３付近にある細い柱穴で、関連があるものと思われる。

柱穴の覆土は、しまりの弱い黒色土がほとんどである。

遺物出土状況：遺物は砥石１点、すり石３点、礫８点、鉄製品（刀子加工品１点、棒状品１点）であ

る。またHF－１・２土壌サンプルからはサケ科・シカ、HF－４からはコイ科・サケ科などの動物遺

存体とイネ・アワ・キビなどの炭化種子が得られた（詳細は�章－２・３）。

掲載遺物：１は凝灰岩製の砥石。平滑な擦り面をもつ。炭化物およびススが付着する。２・３はすり

石。４～７は棒状礫。

８は幅２．１�の帯状の鉄製品。中央部で緩く折れ曲がっている。刃潰しをした刀子の加工品とみら

れ、明瞭な段のある棟区と緩い刃区があり、その部分から先の茎部分で幅狭となる。刃部側の端は屈

曲した状態で先を失っている。ほかに長さ１�強の棒状品片がある。出土したときから銹や劣化が著

しく、小破片に分解してしまい復元できなかった。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の平地住居跡。残存状況などから、UH

－７およびGP－１より古いとみられる。なおHF－２出土の炭化材を試料として放射性炭素年代測定

を行ったところ、暦年較正年代範囲で１４４７AD～１５２９AD（２σ・５３．８%）という結果が出た（詳細は

�章－１）。 （阿部・三浦）

UH－９（図�－１８・１９・表�－１・６・９・１３・図版１０・２６）

位置：H－５８・５９ ／ I－５８区。住居跡群の西端の緩斜面に位置する。

規模：３．９５×３．４４ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－６６°W

調査：�層を数�掘り下げたところで焼土と少量の灰のまとまりを検出した。住居跡の可能性を考

え、柱穴の検出に努めた。柱穴は�層上面で小型円形の黒色土として確認され、すべて半截し、断面

形状などから柱穴と確定していった。焼土を取り囲む配列となったため、平地住居跡とした。灰およ

び焼土の土壌はすべて採取し、フローテーション法による選別作業を行った。動物遺存体が少量得ら

れた。

図�－１９ UH－９出土の遺物
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図�－２０ UH－１０
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付属遺構：炉１か所（HF－１）、柱穴１７基（HP－１～１７）を確認した。炉は住居長軸上の東よりに

位置する。焼土は平面形が三角形にちかく、断面はレンズ状となる。層厚は約６�である。住居ほぼ

中央部には炉に関連する灰の小さなまとまりが２か所みられた。

柱穴は住居外周１６基、住居内部１基である。柱穴の直径は５～１０�で比較的細く、深さは検出面か

ら１１～２８�とばらつきがある。断面形状は先端が尖り、傾きがないものが多い。覆土はしまりが弱い

黒色土を主体とする。HP－５～７とHP－１０～１２・１６はそれぞれごく近接して存在しており、補強

や建て替えなどが行われた可能性がある。

遺物出土状況：遺物は礫６点である。住居中央やや西側に分布する。また灰やHF－１土壌サンプル

からはコイ科、サケ科などの動物遺存体が得られた（詳細は�章－２・３）。

掲載遺物：１～６は棒状礫。すべてススが付着する。４は上部に炭化物が付着し、光沢をもつ。

時期・性格：１７３９年以前のアイヌ文化期の平地住居跡。HF－１灰層出土の炭化材について放射性炭

素年代測定を行ったところ暦年較正年代範囲で１４０６AD－１４６１AD（２σ・９５．４%）という結果が出た。

（詳細は�章－１）

UH－１０（図�－２０・２１・表�－１・６・７・９・１１・１３・図版１１・２９）

位置：F－６１ ／ G－６１・６２ ／ H－６１・６２区。UH－５の南側に位置する。

規模：５．９０×４．６０ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－６２°E

調査：周辺グリットには広く杭穴が分布しており、その中で列になるものがあったため周辺を精査し

た。周囲は耕作の天地返しの影響を受けていたため、柱穴確認に手間取ったが、�層および�層で小

型円形の黒色土を検出し、長方形の配列が確認できた。配列内部の撹乱部分に一部焼土がみられたた

め平地住居跡と判断した。焼土の土壌はすべて採取し、フローテーション法による選別作業を行った。

微量の動物遺存体が検出した。

付属遺構：炉１か所（HF－１）、柱穴２１基（HP－１～２１）が確認された。HF－１は住居中央よりや

や東側に位置する。焼土は天地返しによる撹乱で大部分が破壊されている。

柱穴は住居外周１４基、住居外側の付属施設？３基、住居内部４基である。柱穴の直径は１０�未満の

ものが多い。断面形状は先端が尖り、傾きはみられないものが多い。覆土はしまりが弱い黒色土を主

体とする。

遺物出土状況：遺物は礫３点・小刀１点である。HF－１土壌サンプルからは微量のサケ科などの動

物遺存体が得られた。

図�－２１ UH－１０出土の遺物

� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物

71



掲載遺物：１は棒状礫。２は刃部長２１．２�・刃部幅３．０�の棟区のある小刀。刃側は棟区よりもかな

り鋒側から刃潰しされ、刃区が作り出されている。平棟、薄身の平造で、刃部の中央部に使い減りが

みられる。茎の大半を欠損している。

時期・性格：１７３９年以前のアイヌ文化期の大型平地住居跡。 （愛場・三浦）

UH－１１（図�－２２・表�－１・７・１３・図版１２）

位置：K－５９・６０ ／ L－５９・６０区

規模：５．９０×４．６０ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－４°W

調査：�層を数�掘り下げたところ、灰を伴う焼土を検出した。平地住居跡の可能性があり、柱穴の

検出に努めた。�層上面で小型円形の黒色土を検出し、すべて半截して断面観察を行い、柱穴を確定

した。周辺に多数の柱穴があり規則的な配列を確認することは困難であったが、焼土の北側および南

側に柱穴が列を成すことを確認し、住居跡と認定した。なお灰・焼土については土壌サンプルを採取

し、フローテーション法による選別作業を行った。

付属遺構：炉１か所（HF－１）、柱穴１０基（HP－１～１０）を確認した。炉HF－１は住居跡東寄りに

位置する。耕作による掘削のため、残存状況はあまり良くない。灰が厚く堆積しており、下端付近に

明赤褐色の薄い被熱層がある。

検出できた柱穴は住居外周９基、住居内部１基である。先端は尖るものが多い。径１０�をこえる柱

穴HP－２・６は住居内側に傾く。柱穴の覆土は、しまりの弱い黒色土がほとんどである。

遺物出土状況：遺物は出土していない。またHF－１土壌サンプルからはコイ科、サケ科、二枚貝な

どの動物遺存体が得られた（詳細は�章－２）。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の平地住居跡である。 （阿部）

２．竪穴状遺構

UH－１２（図�－２３・表�－１・７・図版１３）

位置：A－５８ ／ B－５８区。調査区北端の緩斜面に位置する。北東側５ｍ程にはUA－２がある。

規模：（２．９５）×（１．２０）／（２．５７）×（０．８０）／ ０．２３ｍ 平面形：不明 長軸方向：不明

調査：�層上面で調査区縁に半円形のTa－ａ火山灰の落ち込みを確認した。Ta－ａ火山灰を除去す

ると�層が窪んでおり、調査区境にトレンチを設定し、掘り下げた。浅い皿状の掘り込みと周囲に掘

り揚げ土と考えられる土層を断面で確認した。半分以上は調査区外に存在すると予想され、残りの部

分を土層観察用のベルトを残しつつ、掘り下げていった。掘り込みは�層中位までと浅く、立ち上が

りは不明瞭である。掘り揚げ土は周囲に巡る。床面では深さ１５�ほどの小土坑を確認した。半截し、

断面を記録した。

付属遺構：小土坑１基（HP－１）を確認した。柱穴の可能性がある。

遺物出土状況：遺物は礫片１点である。

掲載遺物：なし。

時期・性格：炉は検出されなかったが浅皿状の竪穴住居跡の可能性がある。本遺構の緩斜面下にはア

イヌ文化期の灰集中があり、その直下の�層からは�群土器が出土している。時期は擦文文化期～ア

イヌ文化期とする。
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図�－２２ UH－１１
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３．建物跡

UB－１（図�－２４・表�－１・７・図版１４）

位置：L－６４・６５ ／ M－６４・６５区。UH－１とUH－４の間の平坦面に位置する。

規模：３．９１×３．５５ｍ 平面形：長方形（正方形に近い）

調査：試掘調査で土層断面に直径１５�程、先端が尖る形状の柱穴を確認した。このため周辺を精査し

たところ、�層上面で他にも同様の柱穴がみつかった。試掘坑により、一か所破壊されているが、柱

穴はほぼ１．５ｍの間隔で、「田」の字状の配列となる。

付属遺構：柱穴８基（BP－１～８）を確認した。直径は２０�前後で、平地住居跡の柱穴より太い。

断面形状は先端が尖り、BP－４以外傾きはみられない。ほとんどが検出面からの深さが４０�以上と

なる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：アイヌ文化期の高床式倉庫と考えられる。

図�－２３ UH－１２
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図�－２４ UB－１
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図�－２５ UB－２
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UB－２（図�－２５・表�－１・７・図版１４）

位置：J－５９・６０ ／ K－５９区。南東側にUH－１１がある。また杭列５と重複する。

規模：３．６７×２．９５ｍ 平面形：長方形 長軸方向：N－１５°W

調査：�層調査中、焼土を２か所検出した。棒状礫など遺物も比較的まとまって出土したため周辺を

精査したところ、�層上面で小型円形の黒色土のまとまりが多数みられた。これらのうち他の杭穴よ

り太い直径１５�程の柱穴を抽出したところ、「田」の字状の配列となることがわかった。このため建

物跡と判断した。

なお焼土は小型で被熱層が薄い。住居跡の炉ではなく、UB－２にも関連しないと判断した（UF

－５・６）。

付属遺構：柱穴１０基（BP－１～１０）を確認した。柱穴の直径は１５�前後と比較的太い。断面形状は

先端が尖るもの（BP－１・２・６・７）と丸みのあるもの（BP－３・４・８～１０）、平らになるも

の(BP－５）がある。BP－５などは掘立柱の可能性もある。

遺物出土状況：北西外側に棒状礫が分布する。

掲載遺物：なし。

時期：アイヌ文化期の高床式倉庫と考えられる。

４．土坑墓

GP－１（図�－２６・２７・表�－１・７・１１・図版１５・１６・３０）

位置：Q－６０区。 東側はUH－８と接し、すぐ北側にはUH－７がある

規模：２．３７×０．８８／１．８０×０．６１／０．６５ｍ 平面形：隅丸長方形 長軸方向：N－８９°W

調査：�層上面でTa－a火山灰の落ち込みを確認した。Ta－a火山灰を除去すると�層が楕円形に窪
つば せっ ぱ

み、周囲には掘り揚げ土と思われる黄褐色土が混じる土層が検出した。周辺には鐔、切羽などの銅製

品や棒状礫が出土しており、東側、北東側には灰や焼土がみられたためアイヌ文化期の遺構の可能性

を考え慎重に調査した。くぼみ長軸とそれに直交する十字の土層観察用ベルトを設定し、焼土との関

連をみるため焼土（UH－７HF－３・UH－８HF－３）との間にもベルトを設定した。土坑はまず

長軸南側半分を掘り下げ、壁と�層面で底面を確認した。長軸土層を記録し、残りの半分を掘り進め

た。覆土は黒褐色から暗褐色土の埋め戻しである。遺物は出土せず、土坑底面を精査したが人骨・粘

質層などはみられなかった。

土坑底面では壁際近くに４か所の小型円形の黒色土のまとまりを確認した。すべて半截したとこ

ろ、先端が尖る打ち込み杭の存在がわかった。

掘り揚げ土は土坑西側から南側にかけての範囲に１～６�ほどの厚さで堆積していた。UH－７・

８側には明瞭な掘り揚げ土が存在せず、新旧関係はつかめなかった。

形態：ほぼ東－西に長軸をもつ隅丸長方形。東側に向かっていくにしたがい、やや横幅が広がり台形

状になる。

付属遺構：杭穴（SP－１～４）が土坑底面壁際から４か所検出した。直径は１０�程ですべて先端が

尖り、土坑底面から４０�以上打ち込まれている。SP－１は西側に傾き、SP－２は内傾、SP－３・４

はそれぞれやや外傾する。

遺物出土状況：土坑内からは遺物は出土していない。土坑から西側に約２．５ｍ離れた�層から鐔と切

羽が出土している。関連を考え、ここで取り扱う。

掲載遺物：１・２は銅製の鐔と切羽である。１の鐔の図示左面を上に向け、２の切羽がその下に図の
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図�－２６ GP－１
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右面が孔も重なる状態で鐔に密着して出土した。両者とも平肉、木瓜形で、鐔は重量がありやや不均
なかごひつあな こうがい こ づか

等ながら厚味もある。茎櫃孔だけがあけられ、笄櫃孔や小柄櫃孔はない。茎櫃孔のあけ方と始末は

粗く、鐔の孔脇には孔あけでずれた切り線が、切羽の孔の狭い端には切込みと削り残しがみられる。
ろくしょう

ともに片面（図の左面）は緑青で覆われ白緑～緑～褐緑色と比較的明るい色を呈すが、逆面は褐緑～

黒緑である。地の文様は鐔は、両面に斜行格子が線彫りされ列点が施されており、切羽には片面（明
な な こ

るい面）に魚々子が打たれている。いずれも茎櫃孔周辺の切羽台にあたる部分には施文されていない。

切羽とした２もこの切羽台に文様が無いところからすると、小型で薄い作りの鐔であった可能性があ

る。１の鐔への施文は明るい面が縦長の斜行格子目、暗い面が横長の斜行格子目であるが、その線彫

りは太・細・深・浅とまちまちで、線間の幅も不均一である。ゆがんだ菱形に区画された中に打たれ

た丸点も１区画１個が基本だが、２個の区画や位置ずれがあるなど施文の質が低い。耳（側面部）は
ふくりん と きん

鐔には覆輪はないが黄味がかった銀色に輝く鍍金が施されている。切羽（小型鐔）にはこの鍍金と同

じような色の覆輪があるが、かぶせ方は不均等であり、地側にかぶさった縁部にも魚々子が一部打ち

付けられている。両者ともあらゆる点で粗雑と言わざるを得ず、金工師の技術で作られたものではな

く、半ば素人の手による製作と見受ける。刀身の残存がないことや、孔をそろえて重なった出土状況

からみて、最後は刀装具ではなく装飾品となったものと考えられる。

なお、両者とも蛍光Ｘ線分析を行って、成分分析を試みた。地は緑青で覆われており不確実さも残

るが、耳部分や覆輪は輝きもあり、一定程度の精度があるといえよう。機器は日本電子�製のエネル

ギー分散蛍光Ｘ線装置（JOER JSX－３２２０）を使用し付属のコンピュータ定量分析プログラムによる定

量分析を行った。測定条件は電圧３０ｋＶ、２４０秒、Ｘ線照射径１３�である。ただし、覆輪には７２０秒、

Ｘ線照射径１�で行った。以下、定量の多い金属元素の結果を示す。

１ 左図面 Cu ９０．６％

右図面 Cu ７７．３％

耳 Cu ４３．１％・Ag ２４．２％・Hg １８．６％

２ 右図面 Cu ８５．５％

覆輪 Cu １６．５％ Ag ６０．６％

分析結果から見ると、地は銅、耳や覆輪は銀の可能性が高い。特に鐔の耳からは水銀が検出されて

おり、銀をアマルガム鍍金したものと思われる。

性格・時期：アイヌ文化期の土坑墓。東側の横幅がやや広がるため、遺体は残っていないが頭位は東

である可能性が高い。また４隅の柱穴から上屋などの付属構造があった可能性がある。（愛場・三浦）

図�－２７ GP－１周辺出土の遺物
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図�－３０ USP－１～１００断面図
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図�－３１ USP－１０１～２００断面図
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図�－３２ USP－２０１～３００断面図
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５．杭穴（図�－２８～３３・表�－２～４・図版２０）

杭穴（USP）を３３４か所検出した。住居跡や灰集中周辺に広く分布している。多くは断面先端が尖

る。杭列・建物跡など様々な施設を構成する杭穴・柱穴であろうが、杭列を抽出するに留まった。

同規模の柱穴が直線的な配列となったものを杭列とした。列として確定できたものは以下の１２か所

である（図�－２８・２９）。

杭列１：USP－１２・１４～１７ 杭列２：USP－２６・２８・３０・３６～３９ 杭列３：USP－５６～６１・７２～７４・７６・７７

杭列４：USP－２５６～２５８・２６０ 杭列５：USP－２２５～２３１ 杭列６：USP－１５７・１５９・１６０・１６３

杭列７：USP－１４２～１４６ 杭列８：USP－１２４・１３２～１３４ 杭列９：USP－１２８～１３１

杭列１０：USP－１２１～１２３ 杭列１１：USP－１１７～１１９ 杭列１２：USP－１８３～１８７

杭列１は北－南方向の配列となる。杭列２は一部が調査区外（北側）へ伸びるが、平面形が「L」

字もしくは「コ」の字となる。建物跡の可能性もあるが、確定できなかったため杭列として扱った。

杭列３はUH－１の東側に並列するように存在する。直径５�程の細い杭で構成され、幣場などの施

設を想起させる。北西－南東軸となる。杭列４は北東－南西の配列となる。杭列５はUB－２と切り

あい北西－南東の配列となる。杭列６はUH－６・UH－１１間に存在し、西北西－東北東の配列とな

る。杭列７はUH－３の南側に位置する。杭列１２はUH－７の東側にあり関連がうかがわれる。杭列

９～１１はUA－１周辺に位置する。 （愛場）

図�－３３ USP－３０１～３３４断面図
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６．灰集中

UA－１・３～５は単独で検出されたもの。UA－２は複数の灰が９×３ｍ程の範囲に点在してい

るもので、この範囲全体をUA－２として扱い、個々の灰は灰１�などと呼称した。UA－４を除き

住居跡からはやや離れた分布となっている。

UA－１（図�－３４・表�－１・９・１０・１３・図版１７・２７・３２）

位置：R－５７・５８区。住居跡群の南側、調査区南端。

規模：１．４２×１．７０ ／ ０．１１ｍ 平面形：不整形

調査：調査区南端で、�層調査中に検出した。調査区外へ続いており、全体の規模は不明であるが比

較的大きなまとまりである。長軸にトレンチを入れ、厚さと遺物の出土状況を捉えた。灰層は厚さ１０

�程で、色調はにぶい黄褐色を呈し、下部では灰と�層との混合土もみられる。遺物および大型の動

物遺存体は位置を記録して取り上げた。また灰はすべて採取し、フローテーション法による選別作業

を行った。それにより炭化材、炭化種子、動物遺存体を検出した。

遺物出土状況：遺物はフレイク３点・礫５点・骨角器２点である。周辺からは棒状礫が広く出土し

た。また灰サンプルからはスガイ・カワシンジュガイ・コイ科・サケ科・鳥類・タヌキ・イヌ（歯）・

シカなどの動物遺存体とキビ・シソ・アカザ属・キランソウ属・ブドウ科などの炭化種子が得られ

た。（詳細は�章－２・３）

掲載遺物：１は扁平礫。２はシカ中手足骨製の骨鏃の中柄部分。骨角器は他に骨針とみられる小破片

がある。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の灰送り場。灰層出土の炭化材について放射性

炭素年代測定を行ったところ暦年較正年代範囲で１２９５AD－１４０５AD（２σ・９５．４%)という遺跡内では

最も古い結果が出た。（詳細は�章－１）

UA－２（図�－３５～３８・表�－１・９～１３・図版１８・１９・２７・３１・３２）

位置：B－５９・６０・６１・６２ ／ C－６０区。住居跡群から１０ｍ程西側の緩斜面から平坦面に位置する。

規模：９．２０×３．１５ｍ 平面形：不整形

調査：Ta－a除去時に灰を検出し、調査前に確認されていた遺構である。灰周辺の�層上面を精査し

たところ、複数の灰のまとまりが広範囲にわたって存在することが確認された。金属製品や棒状礫、

動物骨などもみられたため、いわゆる「送り場」と考え、この範囲全体をUA－２とした。まずは周

辺の�層について５０×５０�のメッシュを設定し、上面の３�程を土壌採取しながら掘り下げた。灰は

灰１～５までのまとまりに分け、その中でさらに�・�をつけ、灰２�というように細分した。灰２、

灰３、灰４について半截し、灰層断面を記録した。また金属製品・礫・骨角器・大型の動物骨・貝な

どは位置を記録して取り上げた。灰１・３・４については灰層中に多量のサケなどの魚骨を中心とし

た動物遺存体があり、一部範囲を記録して取り上げた。

灰の平面形は不整形で、灰２・灰３・灰４��が比較的大きなまとまりのほかは、円形もしくは縦

長の小型のまとまりが多い。灰の色調は概ね黄褐色～褐灰色で、灰３では褐色の土層がみられる。灰

層は最も厚い灰３で１０�程、その他は２～６�程度である。いずれも焼土はほとんど混じらない。

なお周辺杭跡のUSP－２１０・２１２覆土中には灰が混じる。関連する可能性がある。

灰および周辺�層上面の土壌はすべて採取し、フローテーション法による選別作業を行った。微細

な金属製品の他、炭化種子、動物遺存体を検出した。

遺物出土状況：遺物は砥石１点・頁岩フレイク４点・礫２５点・原石１点・石製品１点・ガラス小玉１
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図�－３４ UA－１・３～５・貝集中１
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図�－３７ UA－２出土の遺物
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点・骨角器１２点・金属製品（針・釣針・刀装具・鉄片など）である。灰２�では灰上、灰中からコハ

ク（１０）・金銅製板状製品（１５）・骨鏃（２３）・中柄未成品（２５）が、貝類・アシカ・シカなどの動物遺存体とともに

破損した状態で出土した。そのほかの遺物は比較的散漫に灰のまとまり周辺の�層から出土している。

動物遺存体は灰４上面でカワシンジュガイが整然と並べられたように出土した以外、灰中から検出

した。骨はあまり被熱せず、残存状況は良好であった。サケ科と考えられる魚骨がほとんどで、その

他少量であるがコウダカスカシガイ・ユキノカサガイ・スガイ・ホタテガイ・カワシンジュガイ・ウ

バガイ・サラガイなどの貝類、コイ科・キュウリウオ科の魚類、ネズミ・ウサギ・アシカ、ヒグマ（犬

歯）・シカなどの哺乳類と多様な種類がみられた（詳細は�章－２）。また灰４を中心にイネ・アワ

・ヒエ属・キビ・マメ科・キランソウ属・キハダ属・ブドウ科・クルミなどの炭化種子が得られた

（詳細は�章－３）。

掲載遺物：１～９は棒状礫。１０はコハク原石。赤黒く透明感がある。１１は砥石。割れ面を含めた全体

にススが付着する。図正面の平坦面と側面にすり痕がみられ、光沢のあるサビ？がそれぞれ付着して

いる。１２は軽石製石製品。

１３は風化し白色化したガラス小玉。幾条かの線の横走が確認でき、巻き付けで製作したガラス玉と

わかる。蛍光Ｘ線分析を行ったところ、Si ３２．１％、Pb ５０．２％、Ca ７．７％、K ３．８％、Al ５．４％と

いう結果を得た。鉛ガラスとみられるが、カルシウム・カリウムの検出からアルカリ石灰ガラスが混

ぜられたか、発色剤としてこれらが添加された可能性もある。
さや つか

１４は鞘飾り・柄飾りとみられる青銅製刀装具。本体とその両脇に装着用の耳が一体で切り出されて

いる。耳は一部破損している。本体には径４．５�の２孔を切り繋いだ透かし文様がある。耳には破損

部にかけて各１孔の本体と同径の孔があるほか、装着用の小孔（径１～１．５�）がみられる。図右の

耳には小孔が連結した孔、左には本体側と耳中央部に各１孔のほか、中央小孔の脇に穿孔未了の凹み

と傷がある。装飾孔は表裏とも磨かれているが、装着孔は表裏両面に穿孔バリが残っている。左右対

称を意識して作られてはいるが、耳のバランスや穿孔位置のズレなど、製作時の縁の切り取り痕未処

理とともに、粗い作りである。他の青銅板製品から切り出した自家製品であろう。蛍光Ｘ線分析を行

ったところ、Cu ５１．７％、Sn ３６．８％、Pb ４．４％、P １．２％などが検出されたため、青銅と判断した。

１５は金銅製の薄い板状品。両面とも金色に輝き、傷の間から緑青が吹き出している。円弧形の縁だ

けがオリジナルラインで、他辺は加工で切り折りした痕跡が残っている。元来は鐔のような刀装具か

と思われるが、加工後の現在の形状は用途不明である。不用破片として物送りされたものであろうか。

蛍光Ｘ線分析を行ったところ、Cu ８２．９％、Au ４．３％、P ４．６％、Ca ２．７％などが検出された。銅

の薄板の両面を何らかの方法で鍍金したものとみられる。

１６は筒状の銅製品を切って作った再加工品。細い側と太い側との境界に段があり、太い側も一度す

ぼまってからさらに大きく広がる形態である。細い側の端部が研がれたようで、祭祀用の銅鏃に加工

されたものと考えられる。もとはキセルの吸い口のような筒状のものであったろう。表面は太い側の

くびれ部に文様が彫られている。くびれ部に横線が２本走り、その両側に各々４本の小弧で表現され

た紡錘形が連続する文様である。全体を緑青で覆われており、蛍光Ｘ線分析を行ったところ、Cu

９３．０％、Ag ０．９％という結果を得た。ほぼ純銅製の製品といえよう。

１７は銀線で作られた装飾品の先端部分。断面円形の銀細線が輪状に丸められている。蛍光Ｘ線分析

を行ったところ、Ag ９５．４％、他の金属１％以下という結果を得た。純銀製の製品といえよう。

１８は小型の鉄製釣針。針金状の材料を加工し焼き入れしたものであろう。針側は断面円形で鋭い先

端部もよく残っている。胴側はつぶし加工され断面が扁平になる。
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１９・２０は灰層などから検出した細い棒状鉄製品。針片であろうか。ほかに図示していないものが１

点ある。２１は断面正方形部分と扁平な部分の変換点にあたる棒状製品片。鉄鏃の破片か。２２は薄い板

状の鉄製品片。ほかに断面正方形の棒状鉄製品片がある。出土したときから銹や劣化が著しく、小破

片に分解してしまい復元できなかった。また、ほかに灰層などから検出した微小鉄片も数片ある。製

品加工時などに剥離した破片であろうか。

２３～３０は骨角器。２３はシカ角製の骨鏃。破損しており、接合したが先端部と基部を欠く。鏃先端部

は断面菱形で、返し部分は側面に溝を切って作出されている。全体にススが付着する。２４・２５はシカ

中手足骨製の中柄。２４は破砕した状態で出土した。熱を受け白色となる。２５は未成品。２６～３０は骨針

とした。２７～２９はシカ中手足骨製。２６・３０は海獣骨製の可能性がある。この他骨針と考えられる小破

片が２点出土している。

時期・性格：アイヌ文化期の「送り場」と思われる。灰４中位出土の炭化材について放射性炭素年代

測定を行ったところ暦年較正年代範囲で１４２０AD－１５００AD（２σ・９０．６％）という結果が出た。（詳

細は�章－１）。また１６の銅鏃の素材がキセルの吸い口であるとすれば１７世紀以降となる可能性もあ

る。 （愛場・三浦）

UA－３（図�－３４・表�－１・図版１７）

位置：P－５７区

規模：０．７２×０．５１ ／ ０．１１ｍ 平面形：不整形

調査：�層を掘り下げたところ、灰のまとまりを検出した。断面を見ると、灰の堆積層は全体的に数

�程度で薄いが、小さなくぼみがある部分はやや厚い。検出状況から、木根跡などにまとめて投棄さ

れた灰と思われる。灰を採取し、フローテーション法による選別作業を行った。

遺物出土状況：図示していないが、灰層から検出した微小鉄片がある。製品加工時などに剥離した破

図�－３８ UA－２周辺�層土壌サンプル採取地点
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片であろうか。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の灰送り場と思われる。

UA－４（図�－３４・表�－１・図版１７）

位置：O－６１・P－６１区

規模：０．７２×０．５１ ／ ０．１１ｍ 平面形：不整形

調査：UH－７の周辺を調査中、灰のまとまりを検出した。UH－７の外周から北西へ約１ｍに位置

する。灰層は最大層厚７�で、断面はおおむね皿状である。灰黄褐色を呈し、純度が高い。灰を採取

し、フローテーション法による選別作業を行った。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の灰送り場とみられる。UH－７と直接

的な関係があるものと思われる。 （阿部）

UA－５（図�－３４・表�－１・図版１７）

位置：I－６０区

規模：０．７０×０．３６ ／ ０．１３ｍ 平面形：不整形

調査：�層を２～３�程掘り下げたところで検出した。一部天地返しの撹乱を受ける。半截したとこ

ろ灰層のみであり、周辺の杭穴も関連しないことから、単独の灰集中と判断した。層厚は１０～１５�程

と厚く堆積する。

遺物出土状況：図示していないが、灰層から検出した針先片や微小鉄片がある。

時期・性格：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期の灰送り場と思われる。 （愛場）

７．貝集中

貝集中１（図�－３４・表�－１・図版２０）

位置：G－５９区。南東側にUH－９がある。

規模：０．９４×０．３５ｍ

�層を２～３�程掘り下げたところでカワシンジュガイの集中を検出した。一面に置かれたような

検出状況で層にはならない。貝の残存状況は悪く、外皮のみとなるものが多い。少なくとも２５～３０個

体程が存在しそうである。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期。

８．焼土

焼土は８か所（UF－１～８）検出した。直径４０�以下の比較的小型のものが多い。焼土はすべて

採取し、フローテーション法による選別作業を行った。

UF－１（図�－３９・表�－１）

位置：I－６８区

規模：０．４５×０．１５ ／ ０．０５ｍ 平面形：不整形

調査：�層を２～３�程掘り下げたところで検出した。一部天地返しの撹乱を受けるが平面形は楕円

形となりそうである。半截したところレンズ状断面の被熱層を確認した。周囲には杭穴があるが住居

構造にはならず、単独の焼土と判断した。
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図�－３９ UF－１～８
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時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期か。

UF－２（図�－３９・表�－１）

位置：P－６５区

規模：０．３８×０．３ ／ ０．０７ｍ 平面形：不整形

調査：�層を２～３�程掘り下げたところで検出した。半截したところレンズ状断面の被熱層を確認

した。周囲にはUSP－１０１がある程度で単独の焼土である。焼土サンプルからは魚骨を検出した。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期か。 （愛場）

UF－３（図�－３９・表�－１）

位置：O－６２区 規模：０．６５×０．１５ ／ ０．１ｍ 平面形：不整形

調査：�層を２～３�程掘り下げたところで検出した。上面および東半が天地返しの撹乱を受けてい

るが平面形はおおむね楕円形となりそうである。半截したところ比較的厚い被熱層を確認した。周囲

には杭穴があるが建物の構造にはならず、単独の焼土と判断した。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期。

UF－４（図�－３９・表�－１）

位置：K－６４区 規模：０．３２×０．１６ ／ ０．０４ｍ 平面形：不整形

調査：�層を５�程掘り下げたところで検出した。平面形は楕円形となりそうである。半截したとこ

ろレンズ状断面の被熱層を確認した。被熱層は比較的薄く、色調がやや暗色である。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期。 （阿部）

UF－５・６（図�－３９・表�－１）

位置：J－５９区

規模：UF－５：０．２５×０．２ ／ ０．０３ｍ UF－６：０．３６×０．２／０．０３ｍ 平面形：不整形

調査：�層を２～３�程掘り下げたところで近接した２か所で小型の焼土を検出した。それぞれ半截

したところ褐色の被熱層を確認した。均質な土層で炭化材、魚骨などは混じらない。

UB－２範囲内に位置するが直接関連しない焼土と判断した。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期か。

UF－７（図�－３９・表�－１・１１・図版２０・３１）

位置：D－５７区

規模：０．４２×０．３６ ／ ０．０７ｍ 平面形：円形に近い

調査：�層を数�程掘り下げたところで検出した。半截したところレンズ状断面の褐色の被熱層を確

認した。北西側傍らからは鉄製品が出土した。

掲載遺物：UF－７・１は断面が四角形の棒状鉄製品。先端は尖っており、もう片方も細身になるが

端部は欠損している。胴部の長辺側の片面に浅い樋が通っている。漁獲用などの刺突具であろう。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期。 （愛場）
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UF－８（図�－３９・表�－１）

位置：H－６２区

規模：０．２×０．１４ ／ ０．０４ｍ 平面形：不整形

調査：�層を２～３�程掘り下げたところで検出した。半截したところレンズ状断面の被熱層を確認

した。約３ｍ西側にはUH－１０が位置するため関連する遺構の可能性がある。

時期：１７３９年（樽前ａ降下軽石）以前のアイヌ文化期か。 （愛場）

表�－１ 遺構規模一覧

遺構名 時期 調査区 確認
層位

平面形
長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ

（ｍ）
長軸
方向

備 考
検出面 底面 検出面 底面

UH－１ アイヌ文化期 L６６～６７・M６６～６７ �層 長方形 ５．７６ ― ４．９５ ― ― N－２４°W ２８．５�
UH－２ アイヌ文化期 L６７～６９・M６７～６９ �層 長方形 ４．１６ ― ３．７８ ― ― N－３０°W １５．７�
UH－３ アイヌ文化期 N５８～５９・O５８～５９ �層 長方形 ４．１７ ― ３．６ ― ― N－６８°E １５�
UH－４ アイヌ文化期 M６２～６３・N６２～６３ �層 長方形 ３．８ ― ３．７２ ― ― N－２°W １４．１�
UH－５ アイヌ文化期 D６２～６３・E６２～６４・F６２～６４ �層 長方形 ７．５５ ― ５．５８ ― ― N－６８°W ４２．１�
UH－６ アイヌ文化期 N６０・O６０ �層 長方形 ３．１８ ― ２．６４ ― ― N－２３°W ８．４�
UH－７ アイヌ文化期 P６０～６１・Q６０～６１・R６１ �層 長方形 ６．２７ ― ４．６９ ― ― N－８０°W ２９．４�
UH－８ アイヌ文化期 Q６０～６１・R６０～６１ �層 長方形 （６．２） ― ４．４ ― ― N－８２°E （２７．３�）

UH－９ アイヌ文化期 H５８～５９・I５８ �層 長方形 ３．９５ ― ３．４４ ― ― N－６６°W １３．６�
UH－１０ アイヌ文化期 F６１・G６１～６２・H６１～６２ �層 長方形 ５．９ ― ４．６ ― ― N－６２°E ２７．１�
UH－１１ アイヌ文化期 K５９～６０・L５９～６０ �層 長方形 ４．６２ ― ３．９４ ― ― N－４°W １８．２�
UH－１２ 擦文～アイヌ文化期？ A５８・B５８ �層 隅丸方形？ （２．９５）（２．５７） （１．２） （０．８） ０．２３

UB－１ アイヌ文化期 L６４～６５・M６４～６５ �層 長方形 ３．９１ ３．５５ １３．９�
UB－２ アイヌ文化期 J５９～６０・K５９ �層 長方形 ３．６７ ２．９５ １０．８�
GP－１ アイヌ文化期 Q６０ �層 隅丸長方形 ２．３７ １１．８ ０．８８ ０．６１ ０．６５ N－８９°W

杭列１ アイヌ文化期 I６９ �層 ６．０ N－４°W

杭列２ アイヌ文化期 K６９・L６９ �層 ４．４ N－８°W

杭列３ アイヌ文化期 L６８・M６８・M６７・N６７ �層 ２０．０ N－１６°W

杭列４ アイヌ文化期 I５８ �層 ４．４ N－４８°E

杭列５ アイヌ文化期 J５９・J６０・K５９ �層 １２．２ N－２６°W

杭列６ アイヌ文化期 M５９・N５９ �層 ８．８ N－５８°W

杭列７ アイヌ文化期 O５７・P５８ �層 ８．８ N－６８°E

杭列８ アイヌ文化期 Q５９・P５９ �層 １０．０ N－６°W

杭列９ アイヌ文化期 Q５８ �層 ５．０ N－５３°E

杭列１０ アイヌ文化期 Q５９・R５９ �層 ３．２ N－７４°W

杭列１１ アイヌ文化期 R５８ �層 ３．７ N－５°W

杭列１２ アイヌ文化期 Q６２ �層 ６．４ N－４°W

UA－１ アイヌ文化期 R５７～５８ �層 １．４２ １．７ ０．１１

UA－２ アイヌ文化期 B５９～６２・C６０ �層 ９．２ ３．１５

UA－３ アイヌ文化期 P５７ �層 ０．７２ ０．５１ ０．１１

UA－４ アイヌ文化期 O６１・P６１ �層 ０．７３ ０．６６ ０．０５

UA－５ アイヌ文化期 I６０ �層 ０．７ ０．３６ ０．１３

UF－１ アイヌ文化期 I６８ �層 ０．４５ ０．１５ ０．０５

UF－２ アイヌ文化期 P６５ �層 ０．３８ ０．３ ０．０７

UF－３ アイヌ文化期 O６２ �層 ０．６５ ０．１５ ０．１

UF－４ アイヌ文化期 K６４ �層 ０．３２ ０．１６ ０．０４

UF－５ アイヌ文化期 J５９ �層 ０．２５ ０．２ ０．０３

UF－６ アイヌ文化期 J５９ �層 ０．３６ ０．２ ０．０３

UF－７ アイヌ文化期 D５７ �層 ０．４２ ０．３６ ０．０７

UF－８ アイヌ文化期 H６２ �層 ０．２ ０．１４ ０．０４

貝集中１ アイヌ文化期 G５９ �層 ９．４ ３．５

アンカリトー７遺跡
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表�－２ USP柱穴規模一覧（１）

USP番号 グリット
径（�）

深さ（�） 先端
形状

検出
層位

備考 USP番号 グリット
径（�）

深さ（�） 先端
形状

検出
層位

備考
検出面 中間 検出面 中間

USP－１ G６８ １２ ９ ３７ 尖る � 傾き１３° USP－７１ L６８ ５ ４ １６ 尖る � １°

USP－２ H６９ ９ ８ ２０ 尖る � １° USP－７２ M６７ ９ ７ １４ 尖る � ０° 杭列３

USP－３ H６９ ８ ８ ８ 尖る � １° USP－７３ M６７ ５ ４ １９ 尖る � ０° 杭列３

USP－４ H６８ １４ １１ １９ 尖る � ０° USP－７４ N６７ １０ ８ ２４ 尖る � ３° 杭列３

USP－５ I６８ １２ ８ １５ 尖る � １° USP－７５ N６７ １０ ９ ２４ 尖る � ２°

USP－６ I６８ １０ ９ １２ 尖る � ５° USP－７６ N６７ ６ ４ ８ 尖る � １° 杭列３

USP－７ I６９ １０ ８ １０ 尖る � ３° USP－７７ N６７ ９ ８ ２５ 尖る � ４° 杭列３

USP－８ I６９ １９ １２ １５ 尖る � ０° USP－７８ N６７ ８ ５ １０ 尖る � ２°

USP－９ H６９ ７ ６ １０ 尖る � ０° USP－７９ N６７ ８ ６ １７ 尖る � ２°

USP－１０ I６９ １０ ６ １７ 尖る � １° USP－８０ N６８ ８ ６ １９ 尖る � ９°

USP－１１ I６９ ９ ６ １１ 尖る � １° USP－８１ K６７ １０ ６ １５ 尖る � ０°

USP－１２ I６９ ７ ７ ２０ 尖る � ０° 杭列１ USP－８２ K６７ ９ ７ １９ 尖る � ０°

USP－１３ I６９ ８ ７ １７ 尖る � ２° 杭列１ USP－８３ K６６ １０ ７ １５ 尖る � １２°

USP－１４ I６９ ８ ６ １１ 尖る � ８° 杭列１ USP－８４ J６７ ９ ７ １１ 尖る � ２°

USP－１５ I６９ １０ ８ １２ 尖る � ３° 杭列１ USP－８５ J６７ ７ ７ １１ 尖る � ３°

USP－１６ I６９ ７ ５ ８ 尖る � ３° 杭列１ USP－８６ J６７ ９ ８ １７ 尖る � ０°

USP－１７ I６９ １１ ８ １２ 尖る � ０° 杭列１ USP－８７ J６６ ５ ４ ５ 尖る � ３°

USP－１８ I６９ ９ ７ １５ 尖る � １° USP－８８ J６６ ６ ５ １０ 尖る � ０°

USP－１９ J６９ ９ ７ １０ 尖る � １° USP－８９ I６６ ５ ４ １０ 尖る � ９°

USP－２０ J６９ ９ ８ ２０ 尖る � ３° USP－９０ I６６ ６ ５ ９ 尖る � １２°

USP－２１ J６９ ５ ４ ９ 尖る � ３° USP－９１ I６６ ８ ８ １８ 尖る � ９°

USP－２２ J６９ １１ ９ １１ 尖る � ３° USP－９２ J６６ ７ ６ １５ 尖る � ０°

USP－２３ J６９ ７ ５ １６ 尖る � ６° USP－９３ J６６ ７ ６ １０ 尖る � ０°

USP－２４ J６８ １１ ８ １７ 尖る � ０° USP－９４ J６６ １０ ８ １８ 尖る � ２°

USP－２５ K６９ ８ ６ ２４ 尖る � ７° USP－９５ J６６ ９ ７ １２ 尖る � ４°

USP－２６ K６９ ８ ７ ３０ 尖る � ２° USP－９６ K６６ ８ ７ １３ 尖る � ２°

USP－２７ K６９ ８ ５ １４ 尖る � ４° USP－９７ J６５ ８ ６ ２７ 尖る � ０°

USP－２８ K６９ ９ ８ ２５ 尖る � ０° 杭列２ USP－９８ J６５ ６ ５ ２２ 尖る � ２°

USP－２９ K６９ ５ ４ １１ 尖る � １° USP－９９ K６５ ８ ６ ７ 尖る � １°

USP－３０ K６９ ５ ４ １３ 尖る � ２１°杭列２ USP－１００ O６９ ６ ５ ２０ 尖る � ２°

USP－３１ J６９ ５ ４ ２０ 尖る � １３° USP－１０１ P６６ ８ ５ １６ 尖る � １°

USP－３２ K６９ ６ ４ １８ 尖る � ６° USP－１０２ B５８ １１ １０ ３１ 尖る � ０°

USP－３３ L６９ ７ ６ ２３ 尖る � ４° 杭列２ USP－１０３ C５８ １０ ８ ３１ 尖る � ２°

USP－３４ L６９ ５ ５ ８ 尖る � １° 杭列２ USP－１０４ C５８ １２ １０ ２４ 尖る � ２°

USP－３５ L６９ １２ １０ １９ 尖る � １５°杭列２ USP－１０５ B５９ ８ ６ １５ 尖る � １°

USP－３６ L６９ ９ ８ ２２ 尖る � ４° 杭列２ USP－１０６ C５９ １１ ９ ３４ 尖る � ２°

USP－３７ L６９ ７ ５ １９ 尖る � ２° 杭列２ USP－１０７ C５９ １１ ７ ２８ 尖る � ４°

USP－３８ K６９ １１ ９ ４５ 尖る � ５° 杭列２ USP－１０８ D５９ １１ ９ ３８ 尖る � ３°

USP－３９ L６９ ７ ６ １９ 尖る � ０° 杭列２ USP－１０９ D６０ １２ ８ ２７ 尖る � ３°

USP－４０ L６９ ６ ５ １０ 尖る � １９° USP－１１０ C５９ ９ ７ １６ 尖る � １°

USP－４１ L６９ ５ ５ １１ 尖る � ３° USP－１１１ B６０ １５ １０ ４１ 尖る � ２°

USP－４２ L６９ ６ ５ １８ 尖る � ２° USP－１１２ C６０ １０ ７ ３１ 尖る � ２°

USP－４３ L６９ ４ ４ １１ 尖る � １０° USP－１１３ B６０ ６ ５ ２０ 尖る � ４°

USP－４４ M６９ ７ ６ １３ 尖る � ０° USP－１１４ C６０ ９ ８ ２０ 尖る � １°

USP－４５ M６９ ７ ７ １３ 尖る � １° USP－１１５ R５９ ９ ９ １５ 尖る � ０°

USP－４６ M６９ ８ ７ １６ 尖る � ０° USP－１１６ R５９ １０ １０ ４０ 尖る � ０°

USP－４７ M６９ ８ ８ ２０ 尖る � １° USP－１１７ R５８ １０ １０ １９ 尖る � ０° 杭列１１

USP－４８ L６７ ８ ７ １９ 尖る � ２° USP－１１８ R５８ ７ ７ ２０ 尖る � ３° 杭列１１

USP－４９ M６６ ８ ６ ２８ 尖る � ６° USP－１１９ R５８ １１ １０ １９ 尖る � ０° 杭列１１

USP－５０ N６６ ７ ６ １８ 尖る � ２° USP－１２０ R５９ ９ ８ ３０ 尖る � １°

USP－５１ I５７ １０ ９ ２８ 尖る � ７° USP－１２１ R５９ １０ １０ ２０ 尖る � ０° 杭列１０

USP－５２ F６１ ８ ７ １５ 尖る � ０° USP－１２２ Q５９ ６ ５ １０ 尖る � ０° 杭列１０

USP－５３ K５８ １０ １０ ３５ 尖る � ２° USP－１２３ Q５９ ９ ７ １５ 尖る � ２° 杭列１０

USP－５４ N６８ １０ ９ ５０ 尖る � ２° USP－１２４ Q５９ １０ ９ １７ 尖る � ０° 杭列８

USP－５５ N６８ ８ ７ ２６ 尖る � １２° USP－１２５ R５８ １１ １０ ３０ 尖る � ０°

USP－５６ L６８ ５ ４ １１ 尖る � １° 杭列３ USP－１２６ R５８ １０ ８ ２５ 尖る � ２°

USP－５７ L６８ ５ ３ １０ 尖る � ２° 杭列３ USP－１２７ Q５８ １０ １０ ２３ 尖る � ３°

USP－５８ L６８ ６ ４ １３ 尖る � １０°杭列３ USP－１２８ Q５８ ９ ７ １７ 尖る � １° 杭列９

USP－５９ M６８ ３ ３ ８ 尖る � ３° 杭列３ USP－１２９ Q５８ ９ ６ ２４ 尖る � ２° 杭列９

USP－６０ M６８ ４ ３ １０ 尖る � １° USP－１３０ Q５８ ９ ６ ９ 尖る � ０° 杭列９

USP－６１ M６８ ３ ３ １４ 尖る � ０° 杭列３ USP－１３１ Q５８ ９ ８ ２３ 尖る � ２° 杭列９

USP－６２ M６８ ５ ４ １４ 尖る � ３° USP－１３２ Q５９ １２ ８ ２８ 尖る � ０° 杭列８

USP－６３ M６８ ６ ５ １５ 尖る � ４° USP－１３３ P５９ １０ ９ ３０ 尖る � ０° 杭列８

USP－６４ M６８ ４ ３ １４ 尖る � ０° USP－１３４ P５９ ７ ７ １８ 尖る � ０° 杭列８

USP－６５ M６８ ４ ４ ８ 尖る � ２° USP－１３５ P５９ ５ ５ ８ 尖る � ０°

USP－６６ M６８ ５ ５ ９ 尖る � ０° USP－１３６ P５９ ７ ５ １６ 尖る � ２°

USP－６７ N６８ ６ ５ １４ 尖る � ０° USP－１３７ P５９ ７ ６ １１ 尖る � ４°

USP－６８ N６８ ５ ５ １０ 尖る � ２° USP－１３８ P５９ １０ ８ ２２ 尖る � ０°

USP－６９ N６７ ６ ５ １７ 尖る � １° USP－１３９ P５９ ６ ５ １７ 尖る � ０°

USP－７０ M６９ １１ ９ ４１ 尖る � ４° USP－１４０ P５９ １０ ９ ２７ 尖る � ３°
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表�－３ USP柱穴規模一覧（２）

USP番号 グリット
径（�）

深さ（�） 先端
形状

検出
層位

備考 USP番号 グリット
径（�）

深さ（�） 先端
形状

検出
層位

備考
検出面 中間 検出面 中間

USP－１４１ P５８ ９ ７ １０ 尖る � ０° USP－２０８ B６１ １２ ９ ２２ 尖る � ０°

USP－１４２ P５８ ８ ７ ９ 尖る � ０° 杭列７ USP－２０９ B６１ １２ ８ ５６ 尖る � ０°

USP－１４３ P５８ ８ ６ １２ 尖る � ０° 杭列７ USP－２１０ B６１ １４ １１ ７ 平ら � ３°覆土に灰

USP－１４４ P５８ ８ ６ １６ 尖る � ０° 杭列７ USP－２１１ B６１ １１ １０ ４６ 尖る � ６°

USP－１４５ P５８ ６ ５ １１ 尖る � ２° 杭列７ USP－２１２ B６１ １０ ９ ６ 平ら � ５°覆土に灰

USP－１４６ O５７ １０ ８ ２２ 尖る � １° 杭列７ USP－２１３ B６２ ９ ７ １３ 尖る � ６°

USP－１４７ O５７ １０ ９ １０ 尖る � ０° USP－２１４ B６２ １１ ８ ３０ 尖る � ２°

USP－１４８ P５８ ８ ６ ２７ 尖る � ４° USP－２１５ B６２ ９ ９ ２０ 尖る � ０°

USP－１４９ G６６ ６ ４ ９ 尖る � ２° USP－２１６ B６２ ８ ８ ３１ 尖る � ０°

USP－１５０ G６６ ７ ６ １１ 尖る � ３° USP－２１７ C６５ ７ ５ １０ 尖る � ０°

USP－１５１ M５８ ８ ９ １５ 尖る � １° USP－２１８ D６１ ９ ８ ２８ 尖る � ４°

USP－１５２ M５８ ９ ９ １５ 尖る � ２° USP－２１９ D５７ １１ ８ １６ 尖る � ４°

USP－１５３ M５８ ７ ５ １０ 尖る � ３° USP－２２０ E６０ １０ ９ １９ 尖る � ８°

USP－１５４ M５８ ９ ８ ２０ 尖る � ３° USP－２２１ E６４ ７ ５ １５ 尖る � ２°

USP－１５５ M５８ ７ ６ １６ 尖る � ０° USP－２２２ L６５ ７ ５ １７ 尖る � ０°

USP－１５６ M５８ ８ ６ １４ 尖る � ０° USP－２２３ L６５ ９ ８ ２２ 尖る � １°

USP－１５７ M５９ ８ ７ ２０ 尖る � ２° 杭列６ USP－２２４ K５８ ７ ７ １７ 尖る � ２°

USP－１５８ M５９ ８ ７ １９ 尖る � ３° 杭列６ USP－２２５ K５９ ８ ７ ３１ 尖る � １° 杭列５

USP－１５９ M５９ ６ １０ ２０ 尖る � ０° 杭列６ USP－２２６ K５９ １０ ７ ２３ 尖る � ２° 杭列５

USP－１６０ M５９ ８ ７ ８ 尖る � ３° 杭列６ USP－２２７ J５９ １１ １０ ２７ 尖る � ０° 杭列５

USP－１６１ M５９ ８ ６ ７ 尖る � ５° USP－２２８ J５９ ９ ６ １６ 尖る � ０° 杭列５

USP－１６２ N５９ ７ ６ ９ 尖る � ２° USP－２２９ J６０ １１ １０ ２１ 尖る � ０° 杭列５

USP－１６３ N５９ ９ ９ ２２ 尖る � １° 杭列６ USP－２３０ J６０ ９ ７ ２０ 尖る � １° 杭列５

USP－１６４ N５９ ６ ５ ７ 尖る � ０° USP－２３１ J６０ ９ ７ ２０ 尖る � ２°

USP－１６５ N５９ ８ ７ ２０ 尖る � １° USP－２３２ I６０ １０ ９ ３４ 尖る � １°

USP－１６６ N５９ ８ ６ １０ 尖る � ２° USP－２３３ I６０ ８ ６ １５ 尖る � ５°

USP－１６７ O６０ １０ ９ ２７ 尖る � １° USP－２３４ I６０ １１ １０ ２０ 尖る � ０°

USP－１６８ O６０ ９ ８ ２６ 尖る � ２° USP－２３５ I６１ ６ ５ １０ 尖る � １°

USP－１６９ O６０ １１ ８ ２４ 尖る � ０° USP－２３６ I６１ ８ ６ １４ 尖る � ２°

USP－１７０ O６０ ８ ８ ２０ 尖る � ０° USP－２３７ J５８ ６ ５ １３ 尖る � ０°

USP－１７１ O６０ ７ ６ １４ 尖る � ４° USP－２３８ J５８ ９ ６ ２０ 尖る � ０°

USP－１７２ O６１ ５ ４ １２ 尖る � １° USP－２３９ J５８ ５ ５ １２ 尖る � １°

USP－１７３ O６１ ６ ５ １３ 尖る � １° USP－２４０ J５８ ６ ５ １１ 尖る � ２°

USP－１７４ O６０ ９ ７ ２２ 尖る � １° USP－２４１ J５８ ６ ５ １６ 尖る � １°

USP－１７５ P６０ ８ ６ １６ 尖る � １° USP－２４２ J５９ ７ ６ １０ 尖る � ０°

USP－１７６ M６０ ６ ５ １６ 尖る � ７° USP－２４３ J５９ ８ ８ ３２ 尖る � ０°

USP－１７７ N６１ １０ ７ １０ 尖る � ５° USP－２４４ J５９ １１ ９ ３２ 尖る � ４°

USP－１７８ N６１ ８ ６ １３ 尖る � １° USP－２４５ J５９ ７ ６ １２ 尖る � ０°

USP－１７９ N６２ １０ １０ ３５ 尖る � ９° USP－２４６ I５９ １０ ７ ２２ 尖る � ０°

USP－１８０ O６２ １０ ９ １６ 尖る � ０° USP－２４７ I５９ １０ ９ ３１ 尖る � ０°

USP－１８１ O６２ ９ ９ ２６ 尖る � ０° USP－２４８ I６０ １０ ８ １４ 尖る � ０°

USP－１８２ P６２ ８ ７ ２０ 尖る � ２° USP－２４９ I６０ １０ ８ １５ 尖る � ０°

USP－１８３ Q６２ ９ ９ ２２ 尖る � １° 杭列１２ USP－２５０ J５８ １０ ９ ２４ 尖る � ０°

USP－１８４ Q６２ ９ ７ １６ 尖る � ０° 杭列１２ USP－２５１ I５７ ８ ６ ２１ 尖る � １°

USP－１８５ Q６２ １０ ７ １９ 尖る � １° 杭列１２ USP－２５２ I５７ ８ ６ １３ 尖る � ２°

USP－１８６ Q６２ ９ ７ １７ 尖る � ０° 杭列１２ USP－２５３ I５７ １０ ８ １８ 尖る � ０°

USP－１８７ Q６２ ４ ４ １５ 尖る � ２° 杭列１２ USP－２５４ I５７ １０ ７ １９ 尖る � ０°

USP－１８８ Q６３ ７ ６ ２５ 尖る � ４° USP－２５５ I５７ ７ ６ １５ 尖る � ６°

USP－１８９ Q６２ ９ ７ １６ 尖る � ０° USP－２５６ I５８ １０ ９ ２８ 尖る � １° 杭列４

USP－１９０ P６２ ９ ７ １０ 尖る � １° USP－２５７ I５８ ９ ７ １３ 尖る � ０° 杭列４

USP－１９１ P６３ ９ ６ ５ 尖る � ３° USP－２５８ I５８ ９ ７ ２６ 尖る � ０° 杭列４

USP－１９２ P６３ １１ １１ ２６ 尖る � １° USP－２５９ I５８ ８ ７ ２７ 尖る � ２° 杭列４

USP－１９３ P６３ ８ ７ ２０ 尖る � ２° USP－２６０ I５８ ６ ６ ８ 尖る � ０° 杭列４

USP－１９４ Q６３ ８ ７ １０ 尖る � ３° USP－２６１ I５８ ７ ５ ９ 尖る � ０°

USP－１９５ Q６３ １０ ８ ２８ 尖る � ２° USP－２６２ I５８ １０ ９ １５ 尖る � ０°

USP－１９６ Q６３ １０ ９ １１ 尖る � ３° USP－２６３ I５９ １０ ６ １２ 尖る � ０°

USP－１９７ R６３ ８ ８ ２５ 尖る � ３° USP－２６４ I５９ ９ ６ １２ 尖る � １°

USP－１９８ R６３ ６ ６ １３ 尖る � ０° USP－２６５ I６０ １１ ９ １５ 尖る � １°

USP－１９９ R６３ ７ ８ １５ 尖る � ０° USP－２６６ I６０ ８ ６ １７ 尖る � ０°

USP－２００ R６０ １２ ９ ３６ 尖る � ０° USP－２６７ H５９ ７ ５ １２ 尖る � ０°

USP－２０１ Q６４ １０ ９ ３７ 尖る � ２° USP－２６８ H５９ ８ ７ １８ 尖る � ０°

USP－２０２ Q６４ ８ ６ １２ 尖る � ２° USP－２６９ H５９ ９ ８ １３ 尖る � ０°

USP－２０３ Q６３ ８ ７ １６ 尖る � ０° USP－２７０ H５９ ６ ５ ９ 尖る � １２°

USP－２０４ Q６４ ７ ７ １７ 尖る � １° USP－２７１ H５９ ９ ７ ２５ 尖る � １３°

USP－２０５ P６４ ７ ５ ２６ 尖る � ０° USP－２７２ H５９ ７ ６ １２ 尖る � ４°

USP－２０６ B６０ １０ ５ １５ 尖る � ２° USP－２７３ H５９ ７ ７ ７ 尖る � ３°

USP－２０７ B６０ １５ １１ ２１ 尖る � ０° USP－２７４ H６０ ７ ５ １１ 尖る � ０°

アンカリトー７遺跡
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表�－５ 付属遺構規模一覧（１）

UH－１
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ６４ １１ � 灰・焼土

HP－１ １２ ９ ５０ 尖る � 傾き５°

HP－２ １１ ９ ２０ 尖る � ４°

HP－３ １１ ９ １５ 尖る � ４°

HP－４ ９ ８ ３１ 尖る � ３°

HP－５ １０ ７ １０ 尖る � ２°

HP－６ １０ ７ １６ 尖る � １°

HP－７ １１ １１ ３５ 尖る � ２°

HP－８ １０ ６ １７ 尖る � １°

HP－９ １１ ９ ３０ 尖る � １２°

HP－１０ ８ ７ ４３ 尖る � １４°

HP－１１ １０ ６ １８ 尖る � ９°

HP－１２ １０ ８ ３３ 尖る � ６°

HP－１３ ６ ６ ３０ 尖る � １５°

HP－１４ ９ ８ ２１ 尖る � ８°

HP－１５ １６ １１ １１ 平坦 � ２°

HP－１６ ８ ６ ２０ 尖る � １０°

HP－１７ ６ ５ １５ 尖る � １０°

HP－１８ ８ ７ １７ 尖る � ４°

HP－１９ ７ ７ ９ 丸底 � ７°

HP－２０ １１ ８ ２５ 尖る � ２°

HP－２１ ６ ５ １０ 尖る � ５°

UH－２
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ３６ ５ � 灰・焼土

HP－１ ８ ７ １６ 尖る � 傾き１１°

HP－２ ８ ７ １０ 尖る � ４°

HP－３ １０ ９ ４１ 尖る � １°

HP－４ １０ ８ ５０ 尖る � ２°

HP－５ ９ ６ ４５ 尖る � ４°

HP－６ １１ １０ ３０ 尖る � ４°

HP－７ １０ ８ １９ 尖る � ０°

HP－８ ７ ６ １８ 尖る � ０°

HP－９ １１ ８ ２４ 尖る � ２°

HP－１０ １０ １０ ３６ 尖る � １３°

HP－１１ ７ ６ １７ 尖る � ２°

HP－１２ ９ ７ ２１ 尖る � ３°

HP－１３ １１ ８ ２７ 尖る � ２°

HP－１４ ９ ８ ２９ 尖る � １７°

HP－１５ １１ ８ ３６ 尖る � ３°

HP－１６ ７ ６ １０ 尖る � ３°

HP－１７ ９ ８ ２８ 尖る � ３°

UH－３
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ８０ １０ � 焼土

HF－２ ３５ ３ � 焼土

HP－１ ７ ６ １８ 尖る � 傾き５°

HP－２ ７ ６ ２３ 尖る � ２°

HP－３ ８ ９ １６ 丸底 � ３°

HP－４ ６ ５ ９ 尖る � ５°

HP－５ ５ ３ １１ 尖る � ８°

HP－６ ８ ７ １７ 尖る � １°

HP－７ ８ ７ １５ 尖る � ０°

HP－８ ６ ６ １３ 尖る � ２°

HP－９ ８ ６ １７ 尖る � １°

HP－１０ ７ ６ １８ 尖る � ６°

HP－１１ ６ ５ １４ 尖る � ３°

HP－１２ ６ ６ ２３ 尖る � ８°

HP－１３ ８ ７ ２０ 尖る � ０°

HP－１４ １０ ９ ２０ 尖る � ５°

HP－１５ ７ ６ １３ 尖る � ０°

HP－１６ ８ ８ １６ 尖る � ０°

HP－１７ ５ ３ １４ 尖る � １４°

HP－１８ ５ ５ ２２ 尖る � １°

HP－１９ ５ ５ １５ 尖る � ７°

HP－２０ ６ ４ １５ 尖る � ２°

HP－２１ ８ ７ ２２ 尖る � ２°

HP－２２ ５ ４ ２３ 尖る � ２°

HP－２３ ７ ６ １４ 尖る � ２°

表�－４ USP柱穴規模一覧（３）

USP番号 グリット
径（�）

深さ（�） 先端
形状

検出
層位

備考
検出面 中間

USP－２７５ H５９ ９ ８ １２ 尖る � ２°

USP－２７６ H６０ １０ ９ １３ 尖る � ２°

USP－２７７ H６０ ９ ９ １２ 尖る � １°

USP－２７８ H６２ １０ ９ ２０ 尖る � ０°

USP－２７９ H６２ ７ ６ １０ 尖る � １°

USP－２８０ G６０ １０ ９ ３５ 尖る � ０°

USP－２８１ G６０ ８ ６ １６ 尖る � ０°

USP－２８２ G６０ ９ ６ ３５ 尖る � １°

USP－２８３ G６０ ６ ５ １２ 尖る � ２°

USP－２８４ F６０ ６ ６ １６ 尖る � ０°

USP－２８５ E６０ ９ ７ １９ 尖る � ２°

USP－２８６ E６０ ７ ５ １５ 尖る � １°

USP－２８７ E６０ ７ ６ ２１ 尖る � ２°

USP－２８８ F６０ ７ ５ １２ 尖る � ０°

USP－２８９ E６０ １５ １３ ４０ 尖る � ６°

USP－２９０ F６１ ６ ６ １６ 尖る � ０°

USP－２９１ F６１ １５ ９ ２９ 尖る � ２°

USP－２９２ F６１ １４ １３ １５ 尖る � ４°

USP－２９３ E６１ １０ ９ １６ 尖る � １°

USP－２９４ E６１ ５ ４ １７ 尖る � ２°

USP－２９５ D６１ ６ ４ ５ 尖る � ２°

USP－２９６ E６１ ６ ４ １５ 尖る � １°

USP－２９７ D６１ ８ ６ １７ 尖る � １°

USP－２９８ D６０ １２ ７ １８ 尖る � ２°

USP－２９９ K６２ １１ ７ １２ 尖る � ３°

USP－３００ K６２ ７ ５ １６ 尖る � ０°

USP－３０１ K６２ １０ ７ １３ 尖る � １°

USP－３０２ K６２ １０ ６ １５ 尖る � ２°

USP－３０３ M６０ １０ ８ １８ 尖る � ２°

USP－３０４ Q６０ ９ ８ １４ 尖る � １３°

USP－３０５ Q６０ ９ ８ １１ 尖る � ０°

USP－３０６ I６２ ７ ７ １０ 尖る � ０°

USP－３０７ G６８ １０ １０ ２５ 尖る � １°

USP－３０８ G６８ １０ ８ ２１ 尖る � ３°

USP－３０９ G６８ ８ ７ ８ 尖る � ０°

USP－３１０ F６８ １２ １０ １８ 尖る � １°

USP－３１１ E６１ １４ １０ ９ 尖る � ０°

USP－３１２ H６７ １１ １０ ３０ 尖る � １°

USP－３１３ B６０ １２ ９ ９ 尖る � ２°

USP－３１４ B６３ １０ ７ １７ 尖る � ２°

USP－３１５ C６４ １４ １１ １５ 尖る � １３°

USP－３１６ L６１ １１ １０ ３０ 尖る � ０°

USP－３１７ K６０ ９ ６ ７ 尖る � １°

USP－３１８ L５９ ７ ６ １１ 尖る � １°

USP－３１９ L５９ ６ ７ １７ 尖る � ０°

USP－３２０ L５９ ７ ６ １０ 尖る � ０°

USP－３２１ L６１ １１ ９ ２０ 尖る � ２°

USP－３２２ K６１ １２ １０ ３５ 尖る � ４°

USP－３２３ K６１ １１ １１ １６ 尖る � ２°

USP－３２４ L６１ １１ １０ ３０ 尖る � １°

USP－３２５ L６１ １０ ７ １５ 尖る � ０°

USP－３２６ L６２ ９ ８ ２６ 尖る � ０°

USP－３２７ K６１ １０ ８ ２３ 尖る � ０°

USP－３２８ K６２ ９ ６ ２７ 尖る � １°

USP－３２９ K６２ ７ ７ ２２ 尖る � １°

USP－３３０ K６２ １０ ９ ３５ 尖る � ０°

USP－３３１ K６２ １１ １０ ３４ 尖る � ０°

USP－３３２ J６２ ５ ５ １４ 尖る � ３°

USP－３３３ I６２ ７ ４ １９ 尖る � ４°

USP－３３４ K６１ １０ ９ １０ 尖る � ０°

� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物
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表�－６ 付属遺構規模一覧（２）

UH－７
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HP－１１ １１ ８ ３６ 尖る � ２°

HP－１２ ８ ７ １２ 尖る � ０°

HP－１３ ７ ６ ２０ 尖る � ２°

HP－１４ ８ ６ ２７ 尖る � ０°

HP－１５ ６ ５ １０ 尖る � ３°

HP－１６ １１ １０ ２６ 尖る � ３°

HP－１７ １３ １１ ６０ 尖る � １°

HP－１８ １０ ９ ４８ 尖る � ０°

HP－１９ ６ ５ １０ 尖る � ０°

HP－２０ １０ ９ ２４ 尖る � １°

UH－８
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ７０ １０ � 焼土

HF－２ １６２ １５ � 焼土

HF－３ ５２ ９ � 焼土

HP－１ ７ ６ １４ 尖る � 傾き０°

HP－２ ９ ７ １５ 尖る � ３°

HP－３ ８ ８ ２５ 尖る � ２°

HP－４ ９ ７ ２５ 尖る � １°

HP－５ ７ ７ １６ 尖る � ０°

HP－６ ８ ７ １５ 尖る � ３°

HP－７ ７ ６ ２０ 尖る � ３°

HP－８ ７ ８ １５ 尖る � １°

HP－９ ９ ７ ２６ 尖る � ３°

HP－１０ ７ ６ １３ 尖る � ２°

HP－１１ １４ １１ ５６ 尖る � １°

HP－１２ ５ ５ １７ 尖る � ２°

HP－１３ ９ ８ １１ 尖る � ０°

HP－１４ ５ ４ １１ 尖る � ０°

HP－１５ １１ １０ ３２ 尖る � １２°

HP－１６ ９ ７ ２７ 尖る � １°

UH－９
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ４５ ６ � 焼土

HP－１ ９ ７ ２８ 尖る � 傾き５°

HP－２ ６ ５ １４ 尖る � ７°

HP－３ ８ ５ ２８ 尖る � １０°

HP－４ ８ ６ ２０ 尖る � ４°

HP－５ １１ １０ ２７ 尖る � ７°

HP－６ １１ ８ ２４ 尖る � ２°

HP－７ １１ １０ ２５ 尖る � ２°

HP－８ ９ ７ ２２ 尖る � ７°

HP－９ ５ ７ １５ 尖る � ２°

HP－１０ ８ ５ １５ 尖る � １°

HP－１１ １０ ８ １６ 尖る � １°

HP－１２ ６ ５ １４ 尖る � １１°

HP－１３ ７ ６ １１ 尖る � ０°

HP－１４ ６ ４ １１ 尖る � ６°

HP－１５ ９ ９ ２０ 尖る � ５°

HP－１６ ９ ６ ２４ 尖る � ２°

HP－１７ ８ ６ １５ 尖る � ６°

UH－１０
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ３０ ５ � 撹乱で一部のみ

HP－１ ９ ９ ２２ 尖る � 傾き０°

HP－２ ９ ９ ２４ 尖る � １°

HP－３ ６ ４ １２ 尖る � ２°

HP－４ ６ ４ ６ 尖る � ２°

HP－５ ９ ７ １１ 尖る � ３°

HP－６ ９ ６ １５ 尖る � １°

HP－７ ８ ７ １９ 尖る � ０°

HP－８ ９ ７ ２６ 尖る � ０°

HP－９ ６ ４ ５ 尖る � １°

HP－１０ ９ ８ ２５ 尖る � １２°

HP－１１ ９ ７ １６ 尖る � ５°

HP－１２ ９ ６ ２８ 尖る � ５°

HP－１３ ８ ６ ２１ 尖る � ３°

HP－１４ ７ ５ １５ 尖る � ０°

HP－１５ ９ ７ １３ 尖る � ２°

UH－４
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ４７ ５ � ほとんど灰

HP－１ １０ ９ １３ 丸底 � 傾き５°

HP－２ １２ ９ ３６ 尖る � ３°

HP－３ ９ ６ １５ 尖る � １２°

HP－４ １０ ８ ２８ 尖る � ６°

HP－５ ９ ６ １７ 尖る � ０°

HP－６ ７ ５ １２ 尖る � ６°

HP－７ ７ ７ １０ 尖る � ４°

HP－８ ９ ８ ９ 尖る � ５°

HP－９ １０ ６ １５ 尖る � ８°

UH－５
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ １２３ ２１ � 灰・焼土

HF－２ １３４ １３ � 灰

HF－３ ７９ １８ � 灰・焼土

HP－１ １１ ７ １６ 尖る � 傾き２°

HP－２ １２ ８ ２４ 尖る � １８°

HP－３ １１ １０ ４６ 尖る � ５°

HP－４ ９ ８ ２８ 尖る � ７°

HP－５ １１ ８ ２８ 尖る � ０°

HP－６ １０ ９ ２０ 尖る � ５°

HP－７ ８ ７ １２ 尖る � １°

HP－８ １０ ６ １５ 尖る � ２°

HP－９ １１ １１ １９ 尖る � １０°

HP－１０ １２ ９ ３９ 尖る � ２°

HP－１１ ９ ６ ８ 尖る � ２°

HP－１２ １０ １０ ３６ 尖る � １°

HP－１３ １０ ８ ２０ 尖る � ０°

HP－１４ ９ ８ ２０ 尖る � １°

HP－１５ １０ ９ ２１ 尖る � ３°

HP－１６ ８ ７ ２７ 尖る � ３°

HP－１７ １０ ９ ３５ 尖る � １°

HP－１８ １０ ７ １５ 尖る � ０°

HP－１９ １１ ９ ２５ 尖る � １°

UH－６
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ８２ １０ � 焼土

HP－１ １４ １２ ３６ 尖る � 傾き０°

HP－２ １４ １３ １６ 尖る � ２°

HP－３ １５ １３ ４９ 尖る � １°

HP－４ １０ １０ ２０ 尖る � １°

HP－５ １３ １２ ５３ 尖る � １°

HP－６ １２ １２ ４７ 尖る � ４°

HP－７ １５ １４ ４７ 尖る � ２°

HP－８ １６ １３ ２２ 尖る � ４°

HP－９ １５ １２ ４４ 尖る � ５°

HP－１０ １３ １１ ３５ 尖る � ２°

HP－１１ １０ ９ ２４ 尖る � ２°

UH－７
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ９０ ６ � 焼土

HF－２ ６６ ８ � 焼土

HF－３ ９５ １５ � 焼土

HF－４ ６７ ５ � 灰・焼土

HP－１ ７ ６ １５ 尖る � 傾き１°

HP－２ １０ ７ ４４ 尖る � ０°

HP－３ ９ ７ ２７ 尖る � ４°

HP－４ １０ ７ ３０ 尖る � ２°

HP－５ １０ ９ ３７ 尖る � ２°

HP－６ ２５ １０ ４７ 尖る � ０°

HP－７ １０ １３ ３０ 尖る � ３°

HP－８ ９ １０ ４０ 尖る � ２°

HP－９ １０ ９ ３２ 尖る � ３°

HP－１０ １３ １０ ３４ 尖る � ２°

アンカリトー７遺跡
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表�－７ 付属遺構規模一覧（３）

UH－１０
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HP－１６ ７ ４ １２ 尖る � ５°

HP－１７ １３ ７ ３８ 尖る � ５°

HP－１８ ７ ５ ２５ 尖る � ７°

HP－１９ ７ ６ ２２ 尖る � ６°

HP－２０ ９ ７ ２０ 尖る � ５°

HP－２１ ６ ４ １８ 尖る � １°

UH－１１
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HF－１ ６３ ８ � 灰・焼土

HP－１ １１ １０ ８ 丸 � 傾き３°

HP－２ １１ １０ ３２ 尖る � １７°

HP－３ ７ ６ １５ 尖る � ４°

HP－４ ６ ５ ５ 尖る � ３°

HP－５ ９ ９ ３０ 尖る � ７°

HP－６ １５ ８ ３５ 尖る � １３°

HP－７ ７ ５ ８ 尖る � ７°

HP－８ ７ ５ ８ 尖る � ２°

HP－９ ９ ７ ９ 尖る � １°

HP－１０ ７ ７ １３ 尖る � ２°

UH－１２
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

HP－１ １５ ７ １６ 丸 � 傾き２°

UB－１
径（�） 深さ

（�） 先端形状 検出
層位

備考
検出面 中間

BP－１ ２３ １７ ４１ 尖る � 傾き１°

BP－２ ２１ １６ ４５ 尖る � ４°

BP－３ ２１ １４ ４８ 尖る � １°

BP－４ １８ １６ ３８ 尖る � １３°

BP－５ ２０ １７ ３９ 尖る � ２°

BP－６ ２１ １４ ４５ 尖る � １°

BP－７ ２２ １４ ４２ 尖る � ４°

BP－８ ２１ １３ ４４ 尖る � ４°

UB－２
径（�） 深さ

（�） 先端形状 検出
層位

備考
検出面 中間

BP－１ １２ １０ ３０ 尖る � 傾き１°

BP－２ １５ １２ ４２ 尖る � ２°

BP－３ １７ １２ ４８ 尖る � ５°

BP－４ １６ １５ ４５ 尖る � ２°

BP－５ １６ １２ ５０ 平ら � ３°

BP－６ １８ １４ ５１ 尖る � ２°

BP－７ １２ １１ ３８ 尖る � ３°

BP－８ １８ １７ ３９ 丸 � １°

BP－９ １７ １６ ３２ 尖る � １０°

BP－１０ １５ １１ ２２ 尖る � ５°

GP－１
径（�） 深さ

（�） 断面形状 検出
層位

備考
検出面 中間

SP－１ ８ ７ ４５ 尖る � 傾き４°

SP－２ １０ ７ ４５ 尖る � ３°

SP－３ １１ ８ ４４ 尖る � ８°

SP－４ １０ ７ ５５ 尖る � １３°

� アンカリトー７遺跡 �層の遺構と遺物
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表�－８ 遺構出土掲載石器等一覧（１）

挿図番号
掲載
番号 図版 分類 遺構名 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�）重量(g) 石材 備考

図�－３ １ ２６ すり石 UH－２ 床面 ６．３ ３．２ ２．５ ８８ 砂岩 鉄分付着

図�－３ ２ ２６ 礫 UH－２ 床面 ５．８ ２．８ １ ２４ 砂岩

図�－３ ３ ２６ 礫 UH－２ 床面 ７ ３．５ ２．６ ８０ 砂岩 スス付着

図�－６ １ ２６ すり石 UH－３ 床面 ９．５ ６．２ ２．９ ２７７ 閃緑岩 接合

図�－６ ２ ２６ 礫 UH－３ 床面 ８．７ ８ ２．５ ３１０ デイサイト？

図�－６ ３ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ６．９ ４．９ ３ １３４ チャート 火打ち石

図�－６ ４ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ９ ６ ２．３ １６６ チャート 火打ち石

図�－６ ５ ２６ 礫 UH－３ 床面 ９．８ ５．８ ４．７ ３６６ チャート 火打ち石

図�－６ ６ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ９．４ ４．７ ２．９ １８６ 泥岩 接合

図�－６ ７ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ４．４ ２．５ １．９ ３２ 泥岩

図�－６ ８ ２６ 礫 UH－３ 床面 ５．６ ２．７ １ ２６ 砂岩

図�－６ ９ ２６ 礫 UH－３ 床面 ５．８ ３．１ １．３ ３４ 砂岩

図�－６ １０ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ５．８ ３ ２ ５４ 砂岩

図�－６ １１ ２６ 礫 UH－３ 床面 ５．５ ３．７ ２．３ ６２ 砂岩

図�－６ １２ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ６．８ ３．４ ２．１ ７６ チャート？

図�－６ １３ ２６ 礫 UH－３ 床面 ６．１ ３．５ ２．９ ３４ 砂岩

図�－６ １４ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ６．６ ３．７ ２．５ ９４ 砂岩

図�－６ １５ ２６ 礫 UH－３ 住居外 ７．４ ２．９ １．９ ５６ 砂岩

図�－６ １６ ２６ 礫 UH－３ 床面 ９ ３．５ １．７ ８０ 砂岩

図�－６ １７ ２６ 礫 UH－３ 床面 ５．５ ４．１ ０．８ ８６ 閃緑岩

図�－６ １８ ２６ 礫 UH－３ 床面 ５．５ ４．９ １．８ ４０ 凝灰岩

図�－６ １９ ２６ 礫 UH－３ 床面 ５．６ ４．３ １．１ ４０ 凝灰岩

図�－６ ２０ ２６ 礫 UH－３ 床面 ６．５ ３．２ １．１ ２６ 凝灰岩

図�－６ ２１ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ６．１ ３ １．７ １２ 軽石

図�－６ ２２ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ７ ３．２ １．８ １６ 軽石

図�－６ ２３ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ６．３ ３．８ １．９ １２ 軽石

図�－６ ２４ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ６．５ ４．１ １．９ １６ 軽石

図�－６ ２５ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ６．７ ３．６ １．９ ２２ 軽石

図�－６ ２６ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ６．８ ３．９ ２ ２０ 軽石

図�－６ ２７ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ６．５ ４ ３．１ ２２ 軽石

図�－６ ２８ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ７ ４ ２ ２２ 軽石

図�－６ ２９ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ７．２ ４．１ １．７ １８ 軽石

図�－６ ３０ ２６ 軽石製石製品 UH－３ 住居外 ８．１ ３．９ ２．２ ２８ 軽石

図�－８ １ ２６ 礫 UH－４ 床面 ６．７ ２．８ １．５ ３６ 砂岩

図�－８ ２ ２６ 礫 UH－４ 床面 ７ ３ ２ ５２ 石英片岩

図�－８ ３ ２６ 礫 UH－４ 床面 ６．５ ３．６ ２．３ ７６ 砂岩

図�－８ ４ ２６ 礫 UH－４ 床面 ７．２ ３．３ ２．８ ９８ 砂岩

図�－８ ５ ２６ 礫 UH－４ 床面 ８．５ ４．２ ２．１ １１２ 石英片岩

図�－８ ６ ２６ 軽石製石製品 UH－４ 床面 ５．３ ４．２ １．９ １４ 軽石

図�－８ ７ ２６ 軽石製石製品 UH－４ 床面 ６．６ ３．８ ２．６ ５２ 軽石

図�－８ ８ ２６ 軽石製石製品 UH－４ 床面 ８ ４ ３ ２４ 軽石

図�－１０ １ ２６ すり石 UH－５ 床面 ６．８ ４．４ １ ５４ 砂岩

図�－１０ ２ ２６ すり石 UH－５ 床面 ６．６ ３．８ １．６ ６４ 砂岩

図�－１０ ３ ２６ たたき石 UH－５ 床面 ７．８ ３．３ １．８ ５６ 片岩

図�－１０ ４ ２６ 礫 UH－５ 床面 ７．６ ４．７ １．７ ５０ 凝灰岩

図�－１０ ５ ２６ 礫 UH－５ 床面 ６．４ ３．１ １．７ ５２ 砂岩

図�－１０ ６ ２６ 礫 UH－５ 床面 ６．５ ３．２ ２．１ ５６ 砂岩

図�－１０ ７ ２６ 礫 UH－５ 床面 ７．７ ２．９ １．７ ４６ 砂岩

図�－１０ ８ ２６ 礫 UH－５ 床面 ８．７ ３．９ １．４ ５２ 砂岩

図�－１０ ９ ２６ 礫 UH－５ 床面 ８．１ ３．５ ２．１ ９４ 安山岩

図�－１０ １０ ２６ 礫 UH－５ 床面 １３．３ ５．５ ２．６ ３５０ 泥岩

図�－１２ １ ２６ すり石 UH－６ 床面 ８．４ １０ ２．１ ２８８ 閃緑岩 半形

図�－１２ ２ ２６ 礫 UH－６ 床面 ６．３ ３．７ １．５ ６２ チャート？

図�－１２ ３ ２６ 礫 UH－６ 床面 ６．３ ２．９ １．３ ４２ 石英片岩

図�－１２ ４ ２６ 礫 UH－６ 床面 ７．４ ３．５ １．６ ６６ 砂岩

図�－１２ ５ ２６ 軽石製石製品 UH－６ 床面 ５．３ ２．８ １．８ ８ 軽石

図�－１２ ６ ２６ 軽石製石製品 UH－６ 床面 ５．３ ３．３ ２．５ １６ 軽石

図�－１２ ７ ２６ 軽石製石製品 UH－６ 床面 ６．９ ３．５ ２．１ ２４ 軽石

図�－１２ ８ ２６ 軽石製石製品 UH－６ 床面 ６．７ ４ ２．７ ２６ 軽石

図�－１５ １ ２７ 砥石 UH－７ 床面 １９．５ ８．３ ３．７ ６７４ 凝灰岩

図�－１５ ２ ２７ すり石 UH－７HF－２ 焼土上 １４．３ １０．３ ３．４ ７６０ 閃緑岩

図�－１５ ３ ２７ すり石 UH－７ 床面 ９．６ ７ ２．１ ２４０ 閃緑岩
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表�－９ 遺構出土掲載石器等一覧（２）

挿図番号
掲載
番号 図版 分類 遺構名 層位 長さ（�）幅（�） 厚さ（�）重量（ｇ） 石材 備考

図�－１５ ４ ２７ 礫 UH－７ 床面 ３．３ ４ ２．２ １６ チャート 火打ち石

図�－１５ ５ ２７ 礫 UH－７ 床面 ４．９ ３．５ ２ ５６ チャート

図�－１５ ６ ２７ 礫 UH－７ 床面 ５．９ ３．５ １．５ ５２ 砂岩

図�－１５ ７ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６．２ ２．８ ２．６ ６４ 砂岩

図�－１５ ８ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６ ３ ２．１ ６４ チャート？

図�－１５ ９ ２７ 礫 UH－８ 床面 ６．５ ２．８ １．９ ４４ 砂岩

図�－１５ １０ ２７ 礫 UH－７HF－４ 焼土上 ６．６ ３．１ ２．３ ５８ 片岩

図�－１５ １１ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６．５ ３．２ １．１ ４４ 砂岩

図�－１５ １２ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６ ４．５ ２．６ １０４ 砂岩 スス付着

図�－１５ １３ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６．１ ４．６ ２．４ １０２ 砂岩

図�－１５ １４ ２７ 礫 UH－７ 床面 ５．８ ４ ２．２ ６８ 砂岩

図�－１５ １５ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６．１ ３．８ ２．１ ４８ 凝灰岩

図�－１５ １６ ２７ 礫 UH－７ 床面 ６．８ ５．１ １．４ ５４ 凝灰岩

図�－１５ １７ ２７ 礫 UH－７ 床面 １０．８ ７．３ ２．１ ３２２ 砂岩スス付着

図�－１５ １８ ２７ 礫 UH－７ 床面 １３ １０ ３．７ ７３０ 不明

図�－１５ １９ ２７ 軽石製石製品 UH－７ 床面 ５．５ ３．３ １．９ １２ 軽石

図�－１５ ２０ ２７ 軽石製石製品 UH－７ 床面 ６ ３．５ ２．３ １４ 軽石

図�－１５ ２１ ２７ 軽石製石製品 UH－７ 床面 ６．７ ５．２ ２．９ ２６ 軽石

図�－１５ ２２ ２７ 軽石製石製品 UH－７ 床面 ９．６ ４．８ ３．１ ５０ 軽石

図�－１７ １ ２６ 砥石 UH－８ 床面 ６．７ ４．３ １．２ ２６ 凝灰岩 スス付着

図�－１７ ２ ２６ すり石 UH－８HF－３ 焼土上 ９ ６．４ １．８ １８６ 閃緑岩

図�－１７ ３ ２６ すり石 UH－８HF－３ 焼土上 ８．２ ６．９ ２．６ ２４０ 閃緑岩

図�－１７ ４ ２６ 礫 UH－８ 床面 ５．２ ３．４ ２．２ ５８ チャート

図�－１７ ５ ２６ 礫 UH－８ 床面 ６．８ ３．９ ３．１ １００ 砂岩

図�－１７ ６ ２６ 礫 UH－８ 床面 ７．２ ３．３ １．１ ６８ 閃緑岩 すり痕

図�－１７ ７ ２６ 礫 UH－８ 床面 ７．９ ４．２ １．１ ４４ 凝灰岩

図�－１９ １ ２６ 礫 UH－９ 床面 ２．１ ３ １．１ ３４ 閃緑岩

図�－１９ ２ ２６ 礫 UH－９ 床面 ３．３ ３．８ １．９ ７６ 片岩

図�－１９ ３ ２６ 礫 UH－９ 床面 ５．８ ３ １．４ ３８ 石英片岩

図�－１９ ４ ２６ 礫 UH－９ 床面 ６．２ ４．３ ２．２ ６４ 不明 スス付着

図�－１９ ５ ２６ 礫 UH－９ 床面 ６．５ ５．１ ２．４ １１４ 閃緑岩

図�－１９ ６ ２６ 礫 UH－９ 床面 ６ ３．３ ２．１ ７６ 砂岩

図�－２１ １ ２６ 礫 UH－１０ 床面 ５．５ ２．７ １．３ ２６ 閃緑岩

図�－３４ １ ２７ 礫 UA－１ � ５．５ ３．８ １．２ ２８ 凝灰岩

図�－３７ １ ２７ 礫 UA－２ � ５ ２．９ ２．３ ５０ 石英片岩？

図�－３７ ２ ２７ 礫 UA－２ � ５．３ ３．８ ２．６ ７６ 石英片岩？

図�－３７ ３ ２７ 礫 UA－２ � ６ ２．７ １．９ ３８ 不明

図�－３７ ４ ２７ 礫 UA－２ 灰 ７．２ ２．４ １．８ ４２ 砂岩

図�－３７ ５ ２７ 礫 UA－２ 灰 ６．９ ３．２ ２．２ ７６ チャート？

図�－３７ ６ ２７ 礫 UA－２ � ６．９ ３．４ ３ ６６ 砂岩

図�－３７ ７ ２７ 礫 UA－２ � ５ ３．５ １．３ ４２ 泥岩

図�－３７ ８ ２７ 礫 UA－２ 灰 ６．８ ２．７ １ ３６ 片岩

図�－３７ ９ ２７ 礫 UA－２ 灰 ６ ３．１ １．１ ３８ 不明

図�－３７ １０ ２７ 礫 UA－２ 灰 ２．５ ２．１ ０．９ １．６８ コハク

図�－３７ １１ ２７ 砥石 UA－２ � １０ ５．５ ３ ２４６ 砂岩 鉄サビ付着

図�－３７ １２ ２７ 軽石製石製品 UA－２ � ２．３ １．８ １．８ ６ 軽石 スス付着

表�－１０ 遺構出土掲載骨角器一覧

挿図番号
掲載
番号 図版 器種 遺構名 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�）重量（ｇ） 素材 備考

図�－１０ １１ ３２ 中柄 UH－５HF－２ 灰 ３．４ ０．９ ０．５ １．８８ シカ中手足骨

図�－１０ １２ ３２ 骨角器・不明 UH－５HF－２ 灰サンプル ２．１ １ ０．５ １．０６ シカ中手足骨

図�－１０ １３ ３２ 骨針 UH－５HF－２ 灰サンプル １．５ ０．４ ０．３ ０．０８ シカ？

図�－３４ ２ ３２ 中柄 UA－１ 灰 ９．３ １ ０．６ ２．５５ シカ中手足骨

図�－３７ ２３ ３２ 骨鏃 UA－２ 灰上 １１．７ １．４ ０．７ ６．５４ シカ角

図�－３７ ２４ 中柄 UA－２ 灰２� ６．９ １．１ ０．７ ２．５８ シカ・被熱

図�－３７ ２５ ３２ 中柄未成品 UA－２ 灰上 ７．５ ０．９ ０．６ １．９７ シカ中手骨

図�－３７ ２６ ３２ 中柄 UA－２ 灰２� ２．２ ０．５ ０．５ ０．２８ 海獣骨

図�－３７ ２７ ３２ 骨針 UA－２ 灰３� １．４ ０．５ ０．４ ０．１４ シカ？

図�－３７ ２８ ３２ 骨針 UA－２ 灰２� １．４ ０．４ ０．３ ０．１２ シカ？

図�－３７ ２９ ３２ 骨針 UA－２（H－５区） � １．８ ０．５ ０．３ ０．２６ シカ？

図�－３７ ３０ 骨針 UA－２（H－９区） � ２．２ ０．５ ０．４ ０．４ シカ？
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表�－１１ 遺構出土金属製品一覧

挿図番号
掲載
番号 図版 種 別 分 類 遺構名 層位

大きさ（現存・�）
重さ（ｇ）

整理
番号 備 考

長さ 幅 厚さ

図�－７ ３１ ２８ 鉄製品 内耳鉄鍋 UH－３ 建物外 （１６．７５）（９．５５） ０．３３ （２２６．５） ８

図�－７ ３２ ２８ 銅製品 刀装具 UH－３ 建物外 （４．１０） （３．１３） ０．１２ （２．２７） ４

図�－７ ３３ ２８ 鉄製品 棒状品／マレク UH－３ 床面 （４．９８） （１．０１） （０．９４）（１３．６９） １９

図�－７ ３４ ２８ 鉄製品 棒状品 UH－３ 床面 （３．１） （０．７） （０．３） （１．１１） １８

図�－７ ３５ ２８ 鉄製品 棒状品／素材 UH－３ 建物外 （９．０） （０．６） （０．５） （８．６９） ２２

図�－８ ９ ２８ 鉄製品 棒状品／素材 UH－４ 床面 （３．３） （０．９） （０．８５） （２．１４） ２３

図�－１０ １４ ２８ 鉄製品 小刀 UH－５ 床面 （２８．２） ３．１ ０．６７ （１４６．７） １２

― 鉄 鉄片 UH－５ HF－１ ― ― ― ０．３０ ３６ 微小片９

― 鉄 鉄片 UH－５ HF－２ ― ― ― ０．０３ ３７ 微小片３

― 鉄 鉄片 UH－５ HF－３ ― ― ― ０．０６ ３８ 微小片２

図�－１２ ９ ２９ 鉄製品 鎹 UH－６ 柱穴 １５．０ ４．７ １．１ ８１．７２ １６

図�－１５ ２３ ２９ 鉄製品 刀子 UH－７ 床面 （７．３） １．５５ ０．３３ （１２．５９） １１

― 鉄製品 刀子 UH－７ 床面 ― １．０５ ０．３０ （３．１４） ９ ３片＋微小片多

図�－１５ ２４ ２９ 鉄製品 マレク UH－７ 炉上 １１．９ ８．７ １．２ ８２．７８ １５

― 鉄 鉄片 UH－７ 床面 １．８５ ０．８６ ０．１２ ０．４４ ３０ 小片１

図�－１７ ８ ２９ 鉄製品 刀子加工品 UH－８ 床面 （９．１） ２．１３ ０．６６ （２５．７５） ２８

― 鉄製品 棒状品 UH－８ 床面 ― ― ― （１．１６） ２４ 破片９

図�－２１ ２ ２９ 鉄製品 小刀 UH－１０ 床面 （２５．１） ３．２ ０．３２ （９３．２１） １４

図�－２７ １ ３０ 銅製品 刀装具／鐔 GP－１ 周辺�層 ６．８６ ６．８７ ０．４３ １０５．５ ２

図�－２７ ２ ３０ 銅製品 刀装具／鐔 GP－１ 周辺�層 ４．９３ ４．７８ ０．１６ １８．５６ ３

図�－３７ １４ ３１ 青銅製品 刀装具 UA－２ 灰１ （２．７８） （４．４２） ０．０９ （４．７０） ５ 高１．０１�
図�－３７ １５ ３０ 金銅製品 金銅板加工品 UA－２ 灰２ （２．９８） （２．２９） ０．０５ （２．０８） ６

図�－３７ １６ ３０ 銅製品 煙管加工品／鏃 UA－２ 灰３・５ ４．３７ １．２０ ０．０７ １．４０ ７ 高０．３２�
図�－３７ １７ ３０ 銀製品 装飾品 UA－２ （０．６５） （０．５２） ０．１２ （０．１６） ３１

図�－３７ １８ ３０ 鉄製品 釣針 UA－２ 灰２ １．６９ １．３３ ０．２２ ０．７０ ３２

図�－３７ １９ ３０ 鉄製品 針 UA－２ （１．１０） ０．１５ ０．１５ （０．１０） ３４

図�－３７ ２０ ３０ 鉄製品 針 UA－２ 灰２ （１．１０） ０．２０ ０．２０ （０．１１） ３５

― 鉄製品 針 UA－２ 灰３・５ （１．２５） ０．３０ ０．３０ （０．２４） ２６

図�－３７ ２１ ３１ 鉄製品 棒状品 UA－２ 灰２ （３．０） （１．１） （０．７１） （２．４２） ２１

図�－３７ ２２ ３１ 鉄製品 板状品 UA－２ 灰５ （３．５） （１．８） ０．１６ （２．１３） ２９

― 鉄製品 棒状品 UA－２ 灰２ ― ０．５１ ０．５０ （２．９３） ２０ 破片１３

― 鉄 鉄片 UA－２ ― ― ― ０．０４ ３３ 微小片１

― 鉄 鉄片 UA－２ ― ― ― ０．１６ ３９ 微小片３

― 鉄 鉄片 UA－２ 灰２ ― ― ― ０．０２ ４０ 微小片２

― 鉄 鉄片 UA－３ 灰 ― ― ― ０．０６ ４１ 微小片１

― 鉄 鉄片 UA－５ 灰 ― ― ― ０．０１ ４２ 微小片１

― 鉄製品 針 UA－５ 灰 （０．８） ０．１ ０．１ （０．０６） ４３ 先端部

図�－３９ １ ３１ 鉄製品 棒状品／刺突具 UF－７ （８．８） ０．８ ０．６５ （７．６８） ２５

表�－１２ 遺構出土掲載ガラス製品一覧

挿図番号
掲載
番号 図版 種 別 分 類 遺構名 層位

大きさ（現存・�）
重さ（ｇ）

整理
番号 備 考

長さ 幅 厚さ

図�－３７ １３ ３２ ガラス製品 小玉 UA－２ 灰２ ０．４２ ０．３３ ― ０．０９ 風化
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表�－１３ 遺構フローテーション結果一覧 ＊炭化種子、動物遺存体は�章参照

遺構名 層位
乾燥重量 乾燥体積 炭化材

炭化種子 堅果 骨 貝 土器 フレイク 礫 骨角器 金属器 備考
（ｇ） （ｌ） （ｇ）

UH－１ HF－１ １８４００ ２２．７ ０．５４ ○ ○ ○

UH－２ HF－１ ４５００ ４．２ ○ ○

UH－３
HF－１ ５１００ ７．３ ０．４３ ○ ○

HF－２ ４００ ０．５ ０．０４ ○ ○

UH－４ HF－１ ３３００ ３．７ ２．３１ ○

UH－５

HF－１ ３２２００ ３６．６ ２．５８ ○ ○

HF－２ １７０６０ ２３．２ １９．６５ ○ ○ ○ ○ ○

HF－３ ７０６０ ７．９ ０．３３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

UH－６ HF－１ １０２００ １５．２ ４．４８ ○ ○ ○

UH－７

HF－２ ７５０ １．２ ０．０９ ○

HF－３ １３０００ １５．９ ８．６５ ○ ○ ○

HF－４ ６５０ ０．８ ０．０８ ○ ○

UH－８

HF－１ ６３００ ８．６ ０．５１ ○

HF－２ １３０５０ １７．６ ０．６６ ○ ○ ○

HF－３ １２００ １．５ ０．０６

HF－４ ９００ １．５ ２５．４ ○ ○ ○

UH－９ HF－１（灰） １００ ０．５ ０．０４ ○

UH－１０ HF－１ ２００ ０．１ ○

UH－１１ HF－１ ８９００ １２ １．０２ ○ ○ ○

UA－１ 灰 １０１９３９ １３３．６ ６３．２８ ○ ○多量 ○ ○

UA－２

灰１�１ ２９００ ４．２ １．５６ ○ ○ ○

灰１�２ １３００ ２．５ １．８７ ○ ○ ○

灰２�１ １８９００ ２７．４ ８．１ ○ ○ ○ ○ ○

灰２�２ ８７５０ １４．１ ５．１２ ○ ○ ○ ○

灰３�１ １９３００ ２８ ２２．４７ ○ ○ ○ ○ ○

灰３�２ ２５０ ０．４ ０．２５ ○ ○

灰４�１ ２４０５０ ２９．３ ８．９４ ○ ○ ○ ○

灰４�２ ８２００ １０．３ ３．６６ ○ ○ ○ ○ ○

灰５�１ ２５００ ３ ０．２１ ○ ○ ○

灰５�２ ６００ ０．８ ０．２９ ○ ○ ○

灰５�３ ２６００ ４．２ ０．７６ ○ ○ ○ ○

灰５�４ ３２５０ ４．７ ０．５５ ○ ○ ○

灰５�５ ２９００ ４．２ １．６１ ○ ○ ○

灰５�６ ２５００ ０．４ ０．０２ ○

UA－２周
辺�層

B９～１６ ２８４００ ３９．２ １８．２９ ○ ０．１４ ○ ○ ○

C９～１７ ２５６００ ３５．４ １７．８７ ○ ０．９８ ○ ○

D９～１８ ２８７００ ３８．４ ８．３７ ○ ０．１６ ○ ○

E９～２０ ２５６５０ ３４．５ ２．９７ ○ ０．１８ ○ ○

F１～２０ ７１５００ ９５．７ １４．４６ ○ １．７８ ○ ○

G１～１３ ３６１００ ５１ ２１．６ ○ １．８６ ○ ○ ○

H１～１０ ２８５００ ４１．２ １２．４６ ○ ２．０８ ○ ○ ○

I１～８ ２３１００ ３０．８ ２．７６ ○ ０．０７ ○ ○

J５～８ ９０００ １３．３ ２．４６ ○ ０．１４ ○

UA－３ 灰 ７２００ ９．６ １．３８ ○ ０．１２ ○ ○ ○

UA－４ 灰 ３０５０ ４．３ ２．２４ ○ ○

UA－５ 灰 ２０２００ ２５．７ ６．４１ ○ ３．２７ ○ ○ ○

UF－１ 焼土 １０００ ０．９

UF－２ 焼土 ７００ １ ０．０１

UF－５ 焼土 ５００ ０．８ ０．０３

UF－６ 焼土 ２００ ０．３

UF－８ 焼土 ４００ ０．７ ０．２４
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９．包含層出土の遺物

（１）土器

�層からは�群土器５０３点、�群土器１６４点が出土した。�群土器は調査区南側の緩斜面に分布し、

�群土器は調査区北西縁UA－２下位に分布する。

１～４は�群土器。１は復原土器である。上面観は楕円形で、胴部がやや下膨れとなる深鉢形の赤

彩土器。長軸口径は１４．７�、器高１４．５�、底部８．４�である。長軸両端に台形状の突起があるが、一

方はやや押しつぶれたように不明瞭となっている。突起部の両側には小突起が付随し、小突起頂部に

は縄端による刺突が施される。突起部下には２個一対の貫通孔が外側から斜め上方へ穿たれている。

口縁部は全周外反気味となり、口唇部には縄線文が施される。口縁部から胴部下半にかけては縄線文・

縄端圧痕文・沈線文が施される。縄端圧痕文は横位に２条施されるが、上部のものは薄い貼り付けに

より肥厚させた部分に押圧されている。胴部地文はＲ原体の撚りのゆるい撚糸文が縦位に施されてい

る。赤彩は突起部から底部まで縦位に垂下するものと、横位に施されるものが３条確認できる。内面

には３�幅の輪積み痕がみられる。

２は深鉢形土器の胴部から底部。底部径９�でややあげ底となる。地文はＲＬ縄文が横走する。３

abcは深鉢形土器。底部から緩やかに立ち上がり、口縁部は屈曲し、やや外反する。口縁部から胴部

には横位、斜位、底部には縦位のＲＬ帯縄文がみられる。４は胴部片。不明瞭だが沈線文がみてとれ

る。

５～１０は�群土器。いずれも甕形土器である。５は頸部付近から底部までの個体で、胴部と底部は

接合せず、図上で復原している。器形は口縁が外反し、頸部から胴部下半にかけては緩やかに、胴部

下半からは比較的急激にすぼまる。底部は大きく張り出す。胴部上半には貼り付け帯がめぐり、その

上部が文様帯となっている。施文は貼り付けを巡らした後、沈線文が横位、縦位、斜位の順でなされ

ている。胴部から底部にかけてと内面にはミガキが施される。６は５の口縁部の可能性がある。口唇

断面は角型で、矢羽状の沈線文がみられる。７abは口縁部に段状沈線文がみられ、頸部と胴部は横位

の沈線文で区画される。胴部は短刻文、縦位・斜位の沈線文で文様が構成され、内面は横位にミガキ

が施される。８・９には比較的細い沈線文がみられる。

（２）石器等

�層出土の石器・石製品は３３２点である。内訳は石鏃３点、ナイフ形石器１点、スクレイパー１点、

楔形石器１点、石核１点、石斧７点、砥石１点、すり石５点、たたき石２点、加工痕ある礫２点、礫

２７１点、棒状原石１点、Rフレイク２点、フレイク３３点、石製品１点である。礫は調査区ほぼ全域に

分布する。実測は行わなかったが棒状礫が多く、アイヌ文化期の遺物と考えられる。また加工痕ある

礫・礫・原石・フレイクの中にはチャート製の火打石と考えられるものがある。

１～２は石鏃。いずれも頁岩製である。３は頁岩製のナイフ形石器。４は黒曜石製のスクレイパー。

５は上下端からの剥離が各面でみられる。楔形石器とした。６は黒曜石の石核。１つの打面から周辺

の剥離が行われ、断面が三角形となる。

７・８は緑色泥岩製の石斧。石斧はすべて破損しているが、状況のよいものを図示した。９は凝灰

岩製の砥石。平坦なすり面が形成されている。１０はすり石。円形の礫のほぼ全面が擦られる。１１はた

�層から出土した遺物は土器６６７点、石器等３３２点、金属製品５点である。土器は�群土器が主体で、

�群土器が少量みられる。石器は棒状礫など礫が多い。
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図�－４０ �層出土の遺物分布図（１）
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図�－４１ �層出土の遺物分布図（２）
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図�－４２ �層出土の土器（１）
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図�－４３ �層出土の土器（２）
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図�－４４ �層出土の石器等
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たき石。断面三角形の稜の部分にそれぞれ使用痕がみられる。１２～１４は赤色のチャート製で、火打石

もしくはその素材である。１２は板状となる。１３は大型の原石から打ち剥がされた剥片。１４は原石で両

端に打ち欠きがみられ、風化がはげしい。１５は軽石製の石製品。棒状礫状に全面研磨したもので、図

正面上部に横位に溝状のすり痕がみられる。 （愛場）

（３）金属製品

１は刃部幅２．２�の小刀。刃部の途中から後半を欠くが、折れた刀の再利用ともとれる。棟は山形
いおりむね きっさき

になる庵棟で、平造の刀である。鋒が内反気味にやや下がっている。２は刃区部で幅１．２�を計る刀

子。刃部の前半を欠く。平棟平造で、明瞭な段のある棟区と緩い刃区を持つ。刃区より前、すべての

刃先に使い減りがみられる。

３は範囲確認調査の際、調査区となった範囲の北側で出土した銅製品。刀装具の�（はばき）であ

る。棟側・刃側とも厚く作られており、製作時の継ぎ目は刃側にある。柄側が大振りに作られ、刀身

側へ厚味・幅とも減じ、刀身棟側にくり込みがある。棟側外部は山形で庵棟のようになっている。側

部は内外とも鎬と対応した形状をしている。蛍光Ｘ線分析を行ったところ、Cu ７５．２％ Pb ３．７％ P

１．０％という結果を得た。

４は断面正方形の細い棒状鉄製品。両端部を欠くが、釘の可能性がある。５は断面扁平な棒状鉄製

品端部片。先端部近くで短辺側に緩い曲りがみられる。両者とも鉄素材に成り得る。 （三浦）

図�－４５ �層出土の金属器
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表�－１４ 包含層出土掲載復原・拓本土器一覧

挿図番号 掲載
番号

図版 分類 グリット名 層位 点数 器種 部位 文様等の特徴 備考

図�－４２ １ ３３ �群

L－５８

�

３１

深鉢 口縁～底部
赤彩、平行：縄線文・縄端圧痕文、弧線文：
縄線文・沈線文 胴部：Ｒ撚り糸文

輪積み痕K－５７ ４

K－５８ ３

図�－４２ ２ ３３ �群 Ｍ－５７ � ２３ 深鉢 胴部～底部 ＲＬ横走

図�－４２ ３a ３４ �群 Ｋ－５５ � ２５ 深鉢 口縁 ＲＬ帯縄文横位、斜位 胎土輝石、砂粒

図�－４２ ３b ３４ �群 Ｃ－５４ � １ 深鉢 底部 ＲＬ帯縄文縦位

図�－４２ ３c ３４ �群 Ｋ－５５ � １ 深鉢 口縁 ＲＬ帯縄文横位、斜位

図�－４２ ４ ３４ �群 Ｍ－５７ � ４ 深鉢 胴部 ＲＬ横走 ２と同一？

図�－４３ ５ ３３ �群

Ｂ－６０ � ２２

甕 頸部～底部

貼り付け、縦・横沈線文、斜位短刻線文、
外面調整：頸部～胴部下位縦位ハケメ→胴
部下半～底部縦位ミガキ 内面調整：横位
ハケメ→縦位ミガキ、底部付近斜位ミガキ

Ｂ－６１ � １６

Ｂ－６２ � １

Ｃ－６０ � １

図�－４３ ６ ３４ �群 Ｂ－６１ � ３ 甕 口縁 矢羽状短刻線文、ハケメ→ヨコナデ ５と同一

図�－４３ ７a ３４ �群 Ｂ－６２ � ６ 甕 口縁～胴部 短刻線文、沈線文 外面炭化物付着

図�－４３ ７b ３４ �群 Ｂ－６２ � ４ 甕 口縁～胴部 短刻線文、沈線文 補修孔

図�－４３ ８ ３４ �群 Ｍ－５５ � １ 甕 胴部 沈線文 ヨコナデ

図�－４３ ９ ３４ �群 Ｂ－６１ � １ 甕 胴部 沈線文 タテミガキ 内外面炭化物付着

表�－１５ 包含層出土掲載石器等一覧

挿図番号 掲載
番号

図版 分類 グリット名 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�）重量（ｇ） 石 材 備 考

図�－４４ １ ３５ 石鏃 I－５７ � ２．３ １．３ ０．４ ０．５６ 頁岩

図�－４４ ２ ３５ 石鏃 E－５８ � ３．６ １．２ ０．４ ０．９２ 頁岩

図�－４４ ３ ３５ ナイフ Q－６６ � ６．７ ２．９ ０．９ １５．１７ 頁岩

図�－４４ ４ ３５ スクレイパー D－５６ � ２．９ ２．４ ０．７ ４．４７ 黒曜石

図�－４４ ５ ３５ 楔形石器 I－６３ � ２．９ １．８ １．１ ４．８１ 黒曜石

図�－４４ ６ ３５ 石核 I－６０ � ２．９ ４．４ ２．２ ２２．２２ 黒曜石

図�－４４ ７ ３５ 石斧 Q－５７ � ８．９ ５．４ ２．５ １９２ 緑色泥岩

図�－４４ ８ ３５ 石斧 G－６２ � １１．８ ５．２ ３．０ ２７４ 緑色泥岩

図�－４４ ９ ３５ 砥石 I－６１ � ７．５ ３．０ １．２ ２６ 凝灰岩

図�－４４ １０ ３５ すり石 M－５９ � ６．９ ６．４ ４．０ ３２３ 片麻岩

図�－４４ １１ ３５ たたき石 M－６４ � １７．２ ７．１ ６．３ ６４６ 凝灰岩

図�－４４ １２ ３５ 礫 H－６７ � ５．２ ５．５ １．８ ４８ チャート 火打ち石

図�－４４ １３ ３５ 加工痕のある礫 H－６５ � １４．１ ７．８ ２．１ ３２１ チャート 火打ち石

図�－４４ １４ ３５ 礫 N－６３ � ２４．７ １２．５ ６．６ ２８００ チャート 火打ち石

図�－４４ １５ ３５ 石製品 M－５８ � ５．８ ３．５ ２．３ ９ 軽石

表�－１６ 包含層出土掲載金属製品一覧

挿図番号 掲載
番号

図版 種別 分類 グリッド名 層位
大きさ（現存・�）

重さ（ｇ） 整理
番号

備考
長さ 幅 厚さ

図�－４５ １ ３１ 鉄製品 小刀 M－５７区 � （１４．０） ２．３ ０．６３ （５９．５６） １３

図�－４５ ２ ３１ 鉄製品 刀子 M－５７区 � （１０．６） １．８６ ０．２０ （１３．０５） １０

図�－４５ ３ ３１ 銅製品 刀装具／� SP－６３００ L４０ � ２２．９ ３３．０ １１．５ １６．６５ １ 範囲確認調査

図�－４５ ４ ３１ 鉄製品 棒状品／釘 L－５７区 � （６．５） ０．６ ０．５ （５．６２） ２７

図�－４５ ５ ３１ 鉄製品 棒状品／素材 P－６０区 � （４．０） （０．９） （０．５４） （３．２１） １７
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�章 アンカリトー７遺跡 �・�層の遺構と遺物

アンカリトー７遺跡の�・�層出土の遺構は焼土３か所である。なお�・�層を中心に出土した旧

石器については章を変え�章で記述する。以下遺構、包含層出土遺物の順で述べる。

１．焼土

�層では調査区東側平坦面から焼土３か所が検出された。いずれも縄文時代中期の可能性がある。

LF－１（図�－２・表�－１・図版２０）

位置：O－６４区 規模：０．２６×０．２２ ／ ０．０６ｍ

平面形態：楕円形 被熱層：�層 色調：明赤褐色（５YR５／６）

確認・調査：包含層調査中、�層で楕円形を呈する赤色土の堆積が認められた。遺構の中心を通るよ

うにトレンチを設け、平面と断面を観察した。厚みを有するもので焼土と判断した。付近の�層中か

ら�群ｂ類土器の破片が出土した。

断面：中央部が厚く、両端部へと曲線的に収束する形態を呈する。

遺物出土状況：焼土上部および周辺から�群ｂ類の土器破片が出土した。

掲載遺物：１abは�群b類土器（萩ヶ岡３式）。口縁部に貼り付けが施され、断面は肥厚する。貼り付

け部は半截竹管工具により施文されている。口縁から７�程下には２条の沈線文がみられる。

時期：出土遺物から縄文時代中期後半の可能性がある。

LF－２（図�－２・表�－１）

位置：N－６５区 規模：０．２６×０．１８ ／ ０．０６ｍ ０．１４×０．０６ ／ ０．０４ｍ

平面形態：楕円形 被熱層：�層 色調：橙色（７．５YR６／６）

確認・調査：包含層調査中、�層で赤色土の堆積が認められた。遺構の中心を通るようにトレンチを

設け、平面と断面を観察した。厚みを有し焼土であると判断した。また近くに炭化材が確認された。

断面：中央部が厚く両端部へと曲線的に収束する形態を呈する。

遺物出土状況：遺物の出土はなかった。

時期：層位的には縄文時代中期から早期に属する。

LF－３（図�－２・表�－１・図版２０）

位置：O－６７区

規模：０．５２×０．４６ ／ ０．１０ｍ 平面形態：不整形

被熱層：風倒木痕内堆積の�層 色調：橙色（７．５YR６／６）

確認・調査：包含層調査中、赤色土の堆積が認められた。これの中心を通るようにトレンチを設け、

平面と断面を観察した。風倒木痕内で不整形を呈するが、厚みを有するので念のため遺構と判断し記

録した。また、この焼土に重なって炭化材も確認された。

断面：中央のやや左側が最も厚みを有し、両端部へと曲線的に収束する形態を呈する。

遺物出土状況：遺物の出土はなかった。

時期：層位的には縄文時代中期から早期に属する。 （末光・愛場）
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図�－１ �層以下検出の遺構の位置
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図�－２ LF－１～３
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表�－２ 焼土層位一覧

LF－1

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径2mm未満） 礫(長径2mm以上) その他の混在物

備 考
野外土性

全体的な色調
粘着性 堅密度 種類

混在割合 粒径
形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系 ％ mm

1 R層 明瞭 埴壌土 明赤褐色 5YR5/6 中～強 軟～堅 無 ＊ ＊ 焼土

LF－2

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径2mm未満） 礫(長径2mm以上) その他の混在物

備 考
野外土性

全体的な色調
粘着性 堅密度 種類

混在割合 粒径
形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系 ％ mm

1 R層 明瞭 埴壌土 橙色 7.5YR6/6 強～中 軟～堅 無 炭化物 少量 焼土

LF－3

断面図

番号
層位名称 層界

砂・粘土・シルト（長径2mm未満） 礫(長径2mm以上) その他の混在物

備 考
野外土性

全体的な色調
粘着性 堅密度 種類

混在割合 粒径
形状 風化の程度 種類 混在量

色名 マンセル表色系 ％ mm

1 R層 明瞭 埴壌土 橙色 7.5YR6/6 強 軟 En-a軽石 3 平均：6 亜円～亜角礫 風化 ＊ ＊ 焼土

図�－３ �・�層出土の遺物分布図（１）

表�－１ �・�層の焼土規模等一覧

遺構名 図 図版 グリット
確認層位

平面形態
規模(m)

色調 層界 粘着性 堅密度 出土遺物 備考
（被熱層） 長径 短径 最大厚

LF－1 �－2 20 0-64 �層 楕円形 0.26 0.22 0.06
明赤褐色

明瞭 中～強 軟～堅 �b土器
(5YR5/6)

LF－2 �－2 ＊ N-65 �層 楕円形
0.26 0.18 0.06 橙色

明瞭 強～中 軟～堅 近くに炭化材あり
0.14 0.06 0.04 (７．5YR６/6)

LF－3 �－2 20 0-67
風倒木痕内
�層

不整形 0.52 0.46 0.10
橙色

明瞭 強 軟 近くに炭化材あり
(7.5YR6/6)
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図�－４ �・�層出土の遺物分布図（２）
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２．包含層出土の遺物

�・�層出土の遺物は土器１４７点、石器１３６点である。土器は�群ｂ類土器が主体で、�群ａ類土器

がごく少量出土している。いずれも復原個体はなく、拓本で破片を掲載した。

（１）土器

�層以下からは�群ａ類土器７点、�群ｂ類土器１２７点、分類不明土器１３点が出土した。�群ａ類

土器は調査区北側の低位部にみられ、�群ｂ類土器は緩斜面から平坦面にかけて分布する。

１は�群ａ類土器。貝殻腹縁文が施される。胎土には砂粒が多く含まれる。２～７は�群ｂ類土器。

３�以下の小破片が多く、ほとんどが胴部片である。文様は縄文・羽状縄文のほか、貼り付けが施さ

れるもの（７）や沈線文で菱形が描かれるもの（３・４）があった。３～５は天神山式、２・６・７

は柏木川式土器と思われる。

（２）石器

�層以下出土の石器は１３６点である。内訳は石鏃３４点、つまみ付きナイフ６点、スクレイパー４点、

石斧４１点、砥石１点、すり石１点、たたき石１点、礫２８点、原石１点、Rフレイク３点、フレイク１６

点である。石鏃・石斧が比較的多く出土し、調査区全体に分布する。

石鏃は無茎で三角形のものが多い。石斧はすべて破損しているが、接合できたものはない。また礫

石器・フレイクが非常に少ない。

１～８は石鏃。すべて黒曜石製である。９～１２はつまみ付きナイフ。１１は唯一の黒曜石製で、それ

以外は未掲載も含め頁岩製である。１３～１５はスクレイパー。縦長の素材の側縁に刃部がみられる。１５

は側縁と端部に急角度の刃部を持つ。

１６は石斧刃部片。１７は砂岩製砥石。１８は断面三角形のすり石。E－５４区の斜面部から出土した。１９

はたたき石。両面中央部にたたき痕がある。 （愛場）

図�－５ �・�層出土の土器
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図�－６ �・�層出土の石器
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表�－３ �・�層の遺構出土掲載拓本土器一覧

挿図番号 掲載
番号

図版 分類 遺構名 層位 点数 器種 部位 文様等 備考

図�－２ １a ３２ �群b類 LF－１ �層 ５ 深鉢 口縁 貼付け

図�－２ １b ３２
�群b類 LF－１ 焼土 ３

�群b類 O－６４ �層 ８ 深鉢 口縁 貼付け

表�－５ �・�層出土掲載石器一覧

挿図番号 掲載
番号

図版 分類 グリット名 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（ｇ） 石材 備考

図�－６ １ ３５ 石鏃 N－６０ � ２．２ １．１ ０．３ ０．５６ 黒曜石

図�－６ ２ ３５ 石鏃 F－６２ � ２．３ １．４ ０．２ ０．６９ 黒曜石

図�－６ ３ ３５ 石鏃 I－６５ � ２．０ １．６ ０．３ ０．８１ 黒曜石

図�－６ ４ ３５ 石鏃 L－６７ � ２．８ １．８ ０．３ ０．９６ 黒曜石

図�－６ ５ ３５ 石鏃 I－６１ � ３．１ ２．２ ０．５ １．９８ 黒曜石

図�－６ ６ ３５ 石鏃 J－６１ � ３．９ ２．０ ５．０ ２．７６ 黒曜石

図�－６ ７ ３５ 石鏃 O－６１ � ３．４ １．８ ０．５ １．６９ 黒曜石

図�－６ ８ ３５ 石鏃 G－６６ � ３．３ １．３ ０．５ １．６７ 黒曜石

図�－６ ９ ３５ つまみ付きナイフ M－６２ � ７．５ ３．７ ０．８ １３．９４ 頁岩

図�－６ １０ ３５ つまみ付きナイフ H－６０ � ８．０ １．８ ０．８ ８．７０ 頁岩

図�－６ １１ ３５ つまみ付きナイフ H－５５ � ５．０ ２．８ ０．８ ８．５８ 黒曜石

図�－６ １２ ３５ つまみ付きナイフ C－５２ � ４．９ ２．６ ０．５ ７．１８ 頁岩

図�－６ １３ ３５ スクレイパー J－６７ � ３．５ ３．０ ０．６ ２．６８ 黒曜石

図�－６ １４ ３５ スクレイパー N－６０ � ５．５ ２．５ １．０ １２．０６ 黒曜石

図�－６ １５ ３５ スクレイパー J－６７ � ４．８ ２．２ １．４ １１．３３ 黒曜石

図�－６ １６ ３５ 石斧 O－６４ � ７．４ ４．９ ２．７ １６３．００ 片岩

図�－６ １７ ３５ 砥石 L－６０ � ６．０ ４．５ １．４ ４２．００ 砂岩

図�－６ １８ ３５ すり石 E－５４ � １５．５ ７．８ ７．８ １０３４．００ 閃緑岩

図�－６ １９ ３５ たたき石 O－６６ � １０．８ ４．１ ２．７ １９５．００ 安山岩

表�－４ �・�層出土掲載拓本土器一覧

挿図番号 掲載
番号

図版 分類 グリット名 層位 点数 器種 部位 文様等の特徴 備考

図�－５ １ ３４ �群a類 E－６６ � １ 深鉢 胴部 貝殻腹縁文

図�－５ ２ ３４ �群b類 H－６８ � ２ 深鉢 口縁 ＬＲ 繊維含

図�－５ ３ ３４ �群b類 O－６７ � １ 深鉢 胴部 沈線文（菱形？） 磨耗

図�－５ ４ ３４ �群b類 N－６３ � １ 深鉢 胴部 沈線文（菱形？）、ＲＬＲ？

図�－５ ５ ３４ �群b類 N－６７ 風倒� ８ 深鉢 胴部 貼り付け帯、ＬＲ、内面平滑に調整

図�－５ ６ ３４ �群b類 G－６５ � １ 深鉢 胴部 ＬＲ、綾絡文

図�－５ ７ ３４ �群b類 O－６３ � ５ 深鉢 胴部 結束第１種羽状
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�章 アンカリトー７遺跡 旧石器の調査と遺物

１．概要

今回のアンカリトー７遺跡の調査では、�層から旧石器が出土したため、出土地点を中心に�層か

ら�層にかけて旧石器の調査を行った。石器等の遺物のみで焼土等の遺構は検出されていない。出土

した石器類は、平面分布及び石器類の特徴から、そのまとまりごとに石器集中「石器ブロック（SB）」

として２か所を設定した。

石器ブロックは、２か所とも調査区ほぼ中央、標高１４．５～１５．５ｍの緩斜面上に分布する。本来的な

旧石器時代の遺物包含層は�層（恵庭ａ降下軽石層上位の黄褐色ローム層）であるが、旧石器は縄文

時代の遺物包含層である�～�層（漸移層）からも出土している。これは、凍上現象等の自然の営力

による移動と推測される。このため、一部の旧石器は縄文時代の土器・石器等と混在する状況がみら

れたが、それらに関しては、石器の形態的特長や石材、表面の風化の度合いなどから、旧石器と考え

られる石器を抽出した。�層の調査は�～�層中で石器が出土した範囲を中心に行い、旧石器が出土

しなくなった時点で、掘り下げを終了した。そのため、ほぼ�層中で調査を終えている。

出土した遺物は全て石器類で、総点数は２，０７８点、総重量は３，７０７．８ｇである。その内出土地点を計

測して取上げた遺物（以下「点取り遺物」）は２，０６０点（３，６５６．８ｇ）、グリッド一括ほかの遺物（以下

「一括遺物」）は１８点（５１．０ｇ）である。器種別の内訳は細石刃１９３点、細石刃核９点、彫器５７点、削

片２４７点、掻器３１点、両面調整石器３点、削器７点、錐形石器９点、二次加工のある剥片２８点、石刃８２

点、縦長剥片７３点、剥片・細片１，３２５点、斧形石器７点、たたき石３点、砥石１点、石製品１点、礫

２点である。

今回の調査で出土した石器群は、全て後期旧石器時代の細石刃石器群に該当する。石器ブロックは

２か所で、平面分布は重なるが、共伴関係は不明である。石器ブロック１は「広郷型（射的山型）細

石刃核を伴う石器群」（以下「広郷型細石刃核石器群」）、石器ブロック２は「峠下型細石刃核を伴う

細石刃石器群」（以下「峠下型細石刃核石器群」）である。また、ブロック外の石器の多くは、その特

徴から広郷型細石刃核石器群に属するが、峠下型細石刃核石器群のものもある。石器ブロック１の広

郷型細石刃核石器群の石器類では、細石刃、彫器、彫器削片が多く、石器ブロック２の峠下型細石刃

石器群は点数が少なく、細石刃、細石刃核（ブロック外出土）、削片のみの出土である。

石器の石材は黒曜石、頁岩、珪化岩、凝灰岩、泥岩、砂岩などがある。広郷型細石刃核石器群の石

材では、細石刃は黒曜石・頁岩、彫器及び彫器削片は黒曜石・頁岩・珪化岩、斧形石器は凝灰岩・砂

岩であり、器種ごとに石材の選択性がみられる。峠下型細石刃核石器群の石材は黒曜石のみである。

また、黒曜石製石器の原産地分析の結果、広郷型細石刃核石器群の１２点は赤井川産、峠下型細石刃核

石器群の３点は白滝産と判定され、利用している黒曜石の原産地に違いが認められる。

焼土や炭化物集中などの遺構は検出されなかった。また、石器ブロック１南側の石器集中域から出

土した炭化物３点の放射性炭素年代測定を行ったところ、補正１４C年代として１４，９５０±６０yrBP、

１４，０８０±６０yrBP、１７，７６０±８０yrBPという結果を得た（第�章１参照）。

最終的に実測図などを掲載した石器類は３５３点（内写真のみ掲載４５点）、接合資料は２８個体（他に写

真のみ掲載８個体）である。石器類の掲載割合は総点数２，０７８点中、剥片・細片・礫を引いた石器類８３９

点に対して４２．１%である。
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図�－１ 石器ブロック位置図・旧石器調査範囲図
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表�－１ 旧石器遺物点数・重量一覧 ※重量の単位は（ｇ）

出土地点 取上げ
方法

層位
細石刃 細石刃核 彫器 削片 掻器 両面調整石器 削器 錐形石器

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

ＳＢ－１

点取り
�層 ９ １．０ １ １４．４ ２４ ２０．２ ３ １２．０ ３ ３０．５ １ １．９
�層 ２２ ２．６ １ ４３．６ ４ ２９．１ ２３ ３０．８ ５ ２９．９ １ ０．１ ２ ９．５
�層 １４１ １５．４ ５ １０９．３ ５０ ５３０．６ １９０ １３１．２ ２２ １２１．５ ２ ５６．９ ２ ６．３ ７ ８１．１

点取り小計 １７２ １９．０ ６ １５２．９ ５５ ５７４．２ ２３７ １８２．１ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ８ ８２．９

一括
�層 １ ０．１
�層 １ ５．３
�層 １ ０．２

合 計 １７３ １９．１ ６ １５２．９ ５６ ５７９．４ ２３８ １８２．３ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ８ ８２．９

ＳＢ－２

点取り
�層 ７ ２．１
�層 ４ １．４ ２ １．８
�層 ８ ２．２ １ ０．３

点取り小計 １９ ５．５９ ３ ２．１
一括 �層 １ １．２
合 計 １９ ５．６ ４ ３．２６

ＳＢ－１～２合計 １９２ ２４．７ ６ １５２．９ ５６ ５７９．４ ２４２ １８５．６ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ８ ８２．９

ブロック外

点取り
�層 １ ５．３ １ １６．４ ３ ４．０ １ ４．３ １ ８．５
�層 ２ １．１
�層

点取り小計 １ ５．３ １ １６．４ ５ ５．１ １ ４．３ １ ８．５

一括
�層 １ ０．２ １ ３．２
�層 １ ２．７
�層

合 計 １ ０．２ ３ １１．２ １ １６．４ ５ ５．１ １ ４．３ １ ８．５
排土ほか一括

合 計 １９３ ２４．８ ９ １６４．１ ５７ ５９５．８ ２４７ １９０．６ ３１ １６７．７ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ９ ９１．４

出土地点 取上げ
方法

層位
二次加工ある剥片 石刃 縦長剥片 剥片 細片 斧形石器 たたき石 砥石
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

ＳＢ－１

点取り
�層 ５ １５．３ １０ ２４．４ ８ ２０．３ ４５ １２０．２ ４９ ６．１
�層 ３ ２１．１ ６ １０．３ ５ ４．１ ８３ １１６．５ ６６ ６．０ １ １３．９ １ １５．４
�層 １９ ９３．１ ６２ １６１．２ ６０ １０５．２ ５４４ １０９２．４ ５２５ ５９．４ ５ １１９．２ ３ ８４．３

点取り小計 ２７ １２９．５ ７８ １９５．８ ７３ １２９．６ ６７２ １３２９．１ ６４０ ７１．５ ６ １３３．０ ３ ８４．３ １ １５．４

一括
�層 １ ０．９ １ １．９ ２ １．０ １ ０．１ １ ２２．２
�層
�層

合 計 ２８ １３０．４ ７９ １９７．８ ７３ １２９．６ ６７４ １３３０．１ ６４１ ７１．６ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４

ＳＢ－２

点取り
�層
�層
�層

点取り小計
一括 �層
合 計

ＳＢ－１～２合計 ２８ １３０．４ ７９ １９７．８ ７３ １２９．６ ６７４ １３３０．１ ６４１ ７１．６ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４

ブロック外

点取り
�層 １ １２．４ ３ ７．４ ２ ０．５
�層 １ ０．２
�層 １ ３．０

点取り小計 ２ １５．４ ３ ７．４ ３ ０．７

一括
�層 ２ ６．６
�層
�層

合 計 ２ １５．４ ５ １４．０ ３ ０．７
排土ほか一括 １ ３．１ ２ ２．４

合 計 ２８ １３０．４ ８２ ２１６．３ ７３ １２９．６ ６８１ １３４６．５ ６４４ ７２．３ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４

出土地点 取上げ
方法

層位
石製品 礫 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量

ＳＢ－１

点取り
�層 １５８ ２６６．３
�層 ２２３ ３３２．９
�層 １ ８７．０ ２ １３３．０ １６４０ ２９８６．９

点取り小計 １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０２１ ３５８６．１

一括
�層 ７ ２６．２
�層 １ ５．３
�層 １ ０．２

合 計 １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０３０ ３６１７．８

ＳＢ－２

点取り
�層 ７ ２．１
�層 ６ ３．２
�層 ９ ２．４

点取り小計 ２２ ７．７
一括 �層 １ １．２
合 計 ２３ ８．９

ＳＢ－１～２合計 １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０５３ ３６２６．６

ブロック外

点取り
�層 １３ ５８．７
�層 ３ １．３
�層 １ ３．０

点取り小計 １７ ６３．０

一括
�層 ４ １０．０
�層 １ ２．７
�層 ０ ０．０

合 計 ２２ ７５．６
排土ほか一括 ３ ５．６

合 計 １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０７８ ３７０７．８
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表�－２ 旧石器遺物石材別一覧 ※重量の単位は（ｇ）

出土地点
取上げ
方法 石材

細石刃 細石刃核 彫器 削片 掻器 両面調整石器 削器 錐形石器 二次加工ある剥片 石刃
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB－１

点取り

黒曜石 ６４ ４．９ １５ ４５．９ １７ ３．８ １４ ５７．０ １ ０．１ ２ ３．３ １０ ３８．６ ５３ ９４．６
頁岩 １０８ １４．１ ６ １５２．９ ２８ ４４１．２ １９７ １６３．３ ６ ３６．５ ４ ３５．３ ２ ２１．８ ８ ５４．４ １７ ６９．８
珪化岩 １２ ８７．０ ２３ １５．０ １０ ７０．０ １ ４０．２ １ ７．６ ６ ６１．１ ８ ２８．５ ８ ３１．５
凝灰岩 １ １６．８ １ ８．０
泥岩
砂岩
粘板岩
小計 １７２ １９．０ ６ １５２．９ ５５ ５７４．２ ２３７ １８２．１ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ８ ８２．９ ２７ １２９．５ ７８ １９５．８

一括

黒曜石 １ ５．３ １ ０．９ １ １．９
頁岩 １ ０．１ １ ０．２
珪化岩
凝灰岩
砂岩
小計 １ ０．１ ０ ０．０ １ ５．３ １ ０．２ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １ ０．９ １ １．９

合計 １７３ １９．１ ６ １５２．９ ５６ ５７９．４ ２３８ １８２．３ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ８ ８２．９ ２８ １３０．４ ７９ １９７．８

SB－２
点取り 黒曜石 １９ ５．６ ３ ２．１
一括 黒曜石 １ １．２

合計 １９ ５．６ ４ ３．３

ブロック外

点取り

黒曜石 １ ５．３ １ １６．４ １ １．２ １ ４．３ １ ３．０
頁岩 ４ ３．９ １ １２．４
珪化岩 １ ８．５
小計 １ ５．３ １ １６．４ ５ ５．１ １ ４．３ １ ８．５ ２ １５．４

一括

黒曜石 ２ ５．９
頁岩 １ ０．２
凝灰岩
小計 １ ０．２ ２ ５．９

合計 １ ０．２ ３ １１．２ １ １６．４ ５ ５．１ １ ４．３ １ ８．５ ２ １５．４

排土ほか 一括

黒曜石 １ ３．１
頁岩
珪化岩
合計 １ ３．１

合計 １９３ ２４．８ ９ １６４．１ ５７ ５９５．８ ２４６ １８９．５ ３１ １６７．７ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ９ ９１．４ ２８ １３０．４ ８２ ２１６．３

出土地点
取上げ
方法 石材

縦長剥片 剥片 細片 斧形石器 たたき石 砥石 石製品 礫 合計
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB－１

点取り

黒曜石 ４１ ４３．２ ２３３ ３８３．６ ４１０ ３５．８ ８６０ ７１０．６
頁岩 ８ １５．９ １１０ １９１．８ ８７ １１．９ ５８０ １２０８．７
珪化岩 ２４ ７０．５ ２０３ ４７８．４ ９３ １６．５ ３９１ ９０６．６
凝灰岩 ８５ ８７．６ ４１ ５．０ １ ３４．２ １２８ １５１．５
泥岩 ３６ ４３．０ ９ ２．３ ４５ ４５．３
砂岩 ５ １４４．７ ５ ９８．８ ３ ８４．３ １ １５．４ ２ １３３．０ １６ ４７６．３
粘板岩 １ ８７．０ １ ８７．０
小計 ７３ １２９．６ ６７２１３２９．１ ６４０ ７１．５ ６ １３３．０ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０２１ ３５８６．１

一括

黒曜石 １ ０．４ １ ０．１ ５ ８．５
頁岩 ２ ０．３
珪化岩 ０ ０．０
凝灰岩 １ ０．７ １ ０．７
砂岩 １ ２２．２ １ ２２．２
小計 ２ １．０ １ ０．１ １ ２２．２ ９ ３１．７

合計 ７３ １２９．６ ６７４１３３０．１ ６４１ ７１．６ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０３０ ３６１７．８

SB－２
点取り 黒曜石 ２２ ７．７
一括 黒曜石 １ １．２

合計 ２３ ８．９

ブロック外

点取り

黒曜石 ２ ４．５ ７ ３４．７
頁岩 １ ２．９ ２ ０．３ ８ １９．４
珪化岩 １ ０．４ ２ ８．９
小計 ３ ７．４ ３ ０．７ １７ ６３．０

一括

黒曜石 １ ６．３ ３ １２．２
頁岩 １ ０．２
凝灰岩 １ ０．３ １ ０．３
小計 ２ ６．６ ５ １２．６

合計 ５ １４．０ ３ ０．７ ２２ ７５．６

排土ほか
一括

黒曜石 １ ３．１
頁岩 １ ０．６ １ ０．６
珪化岩 １ １．８ １ １．８

合計 ２ ２．４ ０ ０．０ ３ ５．６
合計 ７３ １２９．６ ６８１１３４６．５ ６４４ ７２．３ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０７８ ３７０７．８
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図�－２ 遺物分布図・石器ブロック設定図
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図�－３ 遺物点数分布図・遺物重量分布図・層位別分布図
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表�－３ 旧石器石材別組成一覧 ※重量の単位は（ｇ）

器種
黒曜石 頁岩 珪化岩 凝灰岩 泥岩 砂岩 粘板岩 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量
細石刃 ８３ １０．５ １１０ １４．４ １９３ ２４．８
細石刃核 ３ １１．２ ６ １５２．９ ９ １６４．１

削片 ２２ ８．３ ２０２ １６７．４ ２３ １５．０ ２４７ １９０．６
彫器 １７ ６７．６ ２８ ４４１．２ １２ ８７．０ ５７ ５９５．８
掻器 １５ ６１．２ ６ ３６．５ １０ ７０．０ ３１ １６７．７

両面調整石器 １ ０．１ １ ４０．２ １ １６．８ ３ ５７．０
削器 ２ ３．３ ４ ３５．３ １ ７．６ ７ ４６．２

錐形石器 ２ ２１．８ ７ ６９．６ ９ ９１．４
二次加工ある剥片 １１ ３９．５ ８ ５４．４ ８ ２８．５ １ ８．０ ２８ １３０．４

石刃 ５６ １０２．７ １８ ８２．１ ８ ３１．５ ８２ ２１６．３
縦長剥片 ４１ ４３．２ ８ １５．９ ２４ ７０．５ ７３ １２９．６

剥片 ２３７ ３９４．７ １１２ １９５．２ ２０４ ４８０．３ ８７ ８８．６ ３６ ４２．９８ ５ １４４．７ ６８１ １３４６．５
細片 ４１１ ３５．８ ８９ １２．２ ９４ １６．９ ４１ ５．０ ９ ２．３３ ６４４ ７２．３

斧型石器 １ ３４．２ ６ １２１．１ ７ １５５．３
たたき石 ３ ８４．３ ３ ８４．３

砥石 １ １５．４ １ １５．４
石製品 １ ８７．０ １ ８７．０

礫 ２ １３３．０ ２ １３３．０
合 計 ８９９ ７７７．９ ５９３ １２２９．３ ３９２ ９１７．１ １３１ １５２．５ ４５ ４５．３１ １７ ４９８．６ １ ８７．０ ２０７８ ３７０７．８

表�－４ 旧石器出土地点別一覧 ※重量の単位は（ｇ）

出土地点
細石刃 細石刃核 彫器 削片 掻器 両面調整石器 削器

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量
ＳＢ－１ １７３ １９．１ ６ １５２．９ ５６ ５７９．４ ２３８ １８２．３ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２
ＳＢ－２ １９ ５．６ ４ ３．３

ブロック外 １ ０．２ ３ １１．２ １ １６．４ ５ ５．１ １ ４．３
排土ほか
合 計 １９３ ２４．８ ９ １６４．１ ５７ ５９５．８ ２４７ １９０．６ ３１ １６７．７ ３ ５７．０ ７ ４６．２

出土地点
錐形石器 二次加工ある剥片 石刃 縦長剥片 剥片 細片 斧形石器

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量
ＳＢ－１ ８ ８２．９ ２８ １３０．４ ７９ １９７．８ ７３ １２９．６ ６７４ １３３０．１ ６４１ ７１．６ ７ １５５．３
ＳＢ－２

ブロック外 １ ８．５ ２ １５．４ ５ １４．０ ３ ０．７
排土ほか １ ３．１ ２ ２．４
合 計 ９ ９１．４ ２８ １３０．４ ８２ ２１６．３ ７３ １２９．６ ６８１ １３４６．５ ６４４ ７２．３ ７ １５５．３

出土地点
たたき石 砥石 石製品 礫 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量
ＳＢ－１ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０３０ ３６１７．８
ＳＢ－２ ２３ ８．９

ブロック外 ２２ ７５．６
排土ほか ３ ５．６
合 計 ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０７８ ３７０７．８

表�－５ 被熱石器・原礫面残存石器一覧

出土地点 遺物点数
被熱石器 原礫面残存石器

点数 被熱率 点数 被熱率
ＳＢ－１ ２，０３０ ２９０ １４．３％ ２１３ １０．５％
ＳＢ－２ ２３ ０ ０．０％ ０ ０．０％

ブロック外 ２２ ３ １３．６％ ２ ９．１％
排土ほか ３ ０ ０．０％ ０ ０．０％
合 計 ２，０７８ ２９３ １４．１％ ２１５ １０．３％
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表�－６ 旧石器出土地点・石材別組成一覧 ※重量の単位は（ｇ）

出土地点 石材
細石刃 細石刃核 彫器 削片 掻器 両面調整石器 削器 錐形石器 二次加工ある剥片 石刃

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB－１

黒曜石 ６４ ４．９ １６ ５１．２ １７ ３．８ １４ ５７．０ １ ０．１ ２ ３．３ １１ ３９．５ ５４ ９６．５
頁岩 １０９ １４．２ ６ １５２．９ ２８ ４４１．２ １９８ １６３．５ ６ ３６．５ ４ ３５．３ ２ ２１．８ ８ ５４．４ １７ ６９．８
珪化岩 １２ ８７．０ ２３ １５．０ １０ ７０．０ １ ４０．２ １ ７．６ ６ ６１．１ ８ ２８．５ ８ ３１．５
凝灰岩 １ １６．８ １ ８．０
泥岩
砂岩
粘板岩
合計 １７３ １９．１ ６ １５２．９ ５６ ５７９．４ ２３８ １８２．３ ３０ １６３．４ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ８ ８２．９ ２８ １３０．４ ７９ １９７．８

SB－２ 黒曜石 １９ ５．６ ４ ３．３

ブロック外

黒曜石 ３ １１．２ １ １６．４ １ １．２ １ ４．３ １ ３．０
頁岩 １ ０．２ ４ ３．９ １ １２．４
珪化岩 １ ８．５
凝灰岩
合計 １ ０．２ ３ １１．２ １ １６．４ ５ ５．１ １ ４．３ １ ８．５ ２ １５．４

排土ほか

黒曜石 １ ３．１
頁岩
珪化岩
合計 １ ３．１

合 計 １９３ ２４．８ ９ １６４．１ ５７ ５９５．８ ２４７ １９０．６ ３１ １６７．７ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ９ ９１．４ ２８ １３０．４ ８２ ２１６．３

出土地点 石材
縦長剥片 剥片 細片 斧形石器 たたき石 砥石 石製品 礫 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB－１

黒曜石 ４１ ４３．２ ２３４ ３８３．９ ４１１ ３５．８ ８６５ ７１９．１
頁岩 ８ １５．９ １１０ １９１．８ ８７ １１．９ ５８３ １２０９．２
珪化岩 ２４ ７０．５ ２０３ ４７８．４ ９３ １６．６ ３８９ ９０６．５
凝灰岩 ８６ ８８．３ ４１ ５．０ １ ３４．２ １３０ １５２．２
泥岩 ３６ ４３．０ ９ ２．３ ４５ ４５．３
砂岩 ５ １４４．７ ６ １２１．１ ３ ８４．３ １ １５．４ ２ １３３．０ １７ ４９８．６
粘板岩 １ ８７．０ １ ８７．０
合計 ７３ １２９．６ ６７４１３３０．１ ６４１ ７１．６ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０３０ ３６１７．８

SB－２ 黒曜石 ２３ ８．９

ブロック外

黒曜石 ３ １０．８ １０ ４６．８
頁岩 １ ２．９ ２ ０．３ ９ １９．６
珪化岩 １ ０．４ ２ ８．９
凝灰岩 １ ０．３ １ ０．３
合計 ５ １４．０ ３ ０．７ ２２ ７５．６

排土ほか

黒曜石 １ ３．１
頁岩 １ ０．６ １ ０．６
珪化岩 １ １．８ １ １．８
合計 ２ ２．４ ３ ５．６

合 計 ７３ １２９．６ ６８１１３４６．５ ６４４ ７２．３ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０７８ ３７０７．８
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２．遺物の分布

（１）概要

調査区の地形は、南東側では遺跡東側にある馬追丘陵の裾部に立地するため北西側に向かって低く

なり、北西側は遺跡南西部に位置する洪積世の古砂丘による台地状地形の斜面部にあたり、北東側に

向かって低くなっている。遺物集中域はその合流部にあたる緩やかな沢状地形部にあり、南側から北

側に向かって緩やかに低くなる地形である。遺物集中域の平面形は地形の傾斜方向に長く伸びてお

り、北側の低い位置の遺物は本来南側にあったものが、自然の営力により斜面に沿って移動したもの

と推測される。

石器ブロックは、当初遺物の平面分布状況から遺物集中域全体を広郷型細石刃核石器群の１か所と

していたが、二次整理の段階で石器ブロック外から峠下型細石刃核を確認したこと、石器ブロック１

範囲内北側の分布密度がやや低い部分で、前述した峠下型細石刃核と接合する削片や、やや幅広の細

石刃がまとまりをもって出土していることから、これらを石器ブロック２とし、石器ブロック１から

分離した。どちらも焼土や炭化物集中は検出されず、また共伴関係は不明である。

石器ブロック１（SB－１）は広郷型細石刃核石器群で、遺物点数は２，０３０点、重量３６１７．８ｇである。

分布域は調査区ほぼ中央で、斜面の傾斜に沿って南北に長く伸びる平面形である。平面分布は、斜面

上位になるほぼ南側に特に集中している。石器組成は、細石刃、削片が特に多く、彫器、石刃も多く

みられる。また、特徴的な石器として大型の斧形石器が挙げられる。

石器ブロック２（SB－２）は峠下型細石刃核石器群である。ただし細石刃核は北東側のブロック外

から出土している。遺物点数は２３点、重量は８．９ｇと少量である。分布域はSB－１に重なり、SB－

１内北側部分に位置する。平面形はSB－１同様南北に長い形状で、分布は散漫である。石器組成は

単純で、ブロック範囲内からは細石刃、削片のみ出土している。

接合関係は剥離面接合、折れ面接合共に石器ブロック内が中心で、SB－１では石器ブロック内の

集中域を中心に濃い状況である。また平面では南北方向の接合が多い。地形的には斜面の上下で接合

しており、斜面に沿って遺物が動いている様子が伺われる。SB－２ではグリッド一括で取上げたブ

ロック外の石器との接合関係もある。

グリッドごとの遺物点数分布をみると、K－６０区が５４６点（９４９．０ｇ）と最も多く、遺物全点数及び

全重量の約２５％を占める。また、K－６０区西側周辺でも、１グリッドあたりの出土点数が３００点前後、

重量では約４００～８００ｇ出土しており、K－６０区とその西側周辺グリッドで全体出土量の８０％を越える

状況である。また、この範囲の�層から出土した炭化物３点の放射性年代測定を行っている。

層位的な出土状況は、�層が最も多く、�・�層は少量だが、石器類は�層上面から�層中位にか

けて連続的に出土した。また、一部風倒木痕で動いているものもある。層位別では、�層出土は点数

１９０点（９．１％）、重量３６４．３ｇ（９．８％）である。分布はSB－１全体に散漫に広がるが、南側がやや密

である。また、ブロック外出土のものが多い。�層出土は点数２３４点（１１．３％）、重量３４５．４ｇ（９．３％）

で、�層とほぼ同様である。分布はSB－１南側が多く、ブロック外の遺物も少量みられる。�層は

点数１，６５１点（７９．５％）、重量２９９２．５ｇ（８０．７％）で、点数・重量共に全体の約８０％を占めている。分

布はSB－１の南側に集中し、ブロック外は１点のみ出土している。平面分布は�層が最も散漫でブ

ロック外も多いが、下位に行くに従い、J～L－５８～６０区付近に密集する傾向がみられる。これらの

状況から、�層の分布が本来の分布に近く、�層、�層の遺物は、凍上現象などの自然の営力等で周

辺及び上位に動いたと推測される。
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図�－４ 全接合分布図・折れ面接合分布図
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（２）石材別分布状況（図�－５）

石器の石材は、黒曜石、頁岩、珪化岩、凝灰岩、泥岩、砂岩、粘板岩がある。点数別では、２，０７８

点中黒曜石が８９９点と最も多く、全体の約４割以上で、以下頁岩、珪化岩、凝灰岩の順となる。これ

らで全体の約９割を占め、泥岩、砂岩、粘板岩は少数である。重量別では３７０７．８ｇ中頁岩が１２２９．３ｇ

と最も多く、全体の約３割以上で、以下珪化岩、黒曜石、砂岩となり、これらで約９割を占める。凝

灰岩、泥岩、粘板岩は少量である。石材別に点数比率と重量比率を比較すると、黒曜石は比較的重量

が軽い小型の石器が多く、珪化岩・砂岩は比較的重い大型の石器が多い傾向がみられる。石材別の平

面分布では、黒曜石・頁岩などの点数が多い石器類はほぼ全体の分布傾向と一致し、珪化岩・凝灰岩

・泥岩・砂岩・粘板岩などの点数が少ない石器類はSB－１分布範囲の南側にほぼまとまる傾向がみ

られる。また、SB－２の石器石材は黒曜石のみである

黒曜石製の石器

２，０７８点中８９９点（４３．３％）、３７０７．８ｇ中７７７．９ｇ（２１．０％）が黒曜石製である。点数の割合が約４０％

であるのに対して、重量の割合が２１％と低く、比較的軽い小型の石器が多い傾向にある。出土地点ご

との内訳は、SB－１が８６５点、ブロック外ほかが１１点で、SB－２は出土点数２３点全てが黒曜石製で

ある。平面分布は全体の分布傾向とほぼ一致し、SB－１南側が特に集中する。

頁岩製の石器

２，０７８点中５９３点（２８．５％）、３７０７．８ｇ中１２２９．３ｇ（３３．１％）が頁岩製である。点数と重量の割合は

ほぼ同じである。出土地点ごとの内訳は、SB－１が５８２点、ブロック外ほかから１０点出土している。

平面分布は全体の分布傾向とほぼ同じだが、SB－１東側にブロック外の石器が点在する。

珪化岩製の石器

２，０７８点中３９２点（１８．９％）、３７０７．８ｇ中９１７．１ｇ（２４．７％）が珪化岩製である。点数の割合が１９％で

あるのに対して、重量の割合が約２５％と高くなっており、比較的大型の石器が多い傾向がある。出土

地点ごとの内訳はSB－１が３９１点、ブロック外ほかから３点出土している。平面分布はSB－１南側

に集中する。

凝灰岩製の石器

２，０７８点中１３１点（６．３％）、３７０７．８ｇ中１５２．５ｇ（４．１％）が凝灰岩製である。点数と重量の割合はほ

ぼ同じである。出土地点ごとの内訳は、SB－１が１２９点、ブロック外（グリッド一括）から１点出土

している。平面分布はSB－１南側に濃い傾向がある。

泥岩製の石器

２，０７８点中４５点（２．２％）、３７０７．８ｇ中４５．３ｇ（１．２％）が泥岩製である。点数と重量の割合はほぼ同

じである。全てSB－１出土で、平面分布はSB－１南側にまとまっている。

砂岩製の石器

２，０７８点中１７点（０．８％）、３７０７．８ｇ中４９８．６ｇ（１３．４％）が砂岩製である。点数の割合に比べ重量の

割合が高く、比較的重い大型の石器が多い傾向がある。全てSB－１出土で、平面分布ではSB－１南

側に散在している。

粘板岩製の石器

２，０７８点中１点（０．０５％）、３７０７．８ｇ中８７．０ｇ（２．３％）が砂岩製である。１点のみの出土でSB－１

の南側集中域から出土している。
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図�－５ 石材別分布図
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（３）器種別分布状況（図�－６～８）

全体的にSB－１南側部分の集中域を中心に分布するが、点数の多い細石刃・削片・剥片・細片は

SB－１北側部分及びブロック外にも少量みられる。

細石刃（図�－６）

１９３点出土している。出土地点別では、SB－１が１７３点、SB－２が１９点、ブロック外が１点である。

石材別では黒曜石８３点、頁岩１１０点である。SB－２出土のものは全て黒曜石製である。

細石刃核（図�－６）

９点出土している。出土地点別では、SB－１が６点、ブロック外（グリッド一括）が３点である。

石材別では黒曜石３点、頁岩６点である。SB－１出土のものは全て頁岩製で、ブロック外出土は全

て黒曜石製である。

彫器（図�－６）

５７点出土している。出土地点別では、SB－１が５６点、ブロック外が１点である。石材別では黒曜

石１７点、頁岩２８点、珪化岩１２点で、頁岩製が多い。

削片（図�－６）

２４７点出土している。出土地点別では、SB－１が２３８点、SB－２が４点、ブロック外が５点である。

石材別では黒曜石２２点、頁岩２０２点、珪化岩２３点で、頁岩製が主体である。また、SB－２出土のもの

は全て黒曜石製である。

掻器（図�－６）

３１点出土している。出土地点別では、SB－１が３０点、ブロック外が１点である。石材別では、黒

曜石１５点、頁岩６点、珪化岩１０点である。

両面調整石器（図�－７）

３点で全てSB－１出土である。石材別では黒曜石１点、珪化岩１点、凝灰岩１点である。

削器（図�－６）

７点で全てSB－１出土である。石材別では黒曜石２点、頁岩４点、珪化岩１点である。

錐形石器（図�－７）

９点出土している。出土地点別では、SB－１から８点、ブロック外から１点である。石材別では

頁岩２点、珪化岩７点と珪化岩製が多い。

二次加工ある剥片（図�－７）

２８点で全てSB－１出土である。石材別では、黒曜石１１点、頁岩８点、珪化岩８点、凝灰岩１点である。

石刃（図�－７）

８２点出土している。出土地点別では、SB－１から７９点、ブロック外から２点、排土ほかから１点

である。石材別では、黒曜石５６点、頁岩１８点、珪化岩８点で、黒曜石製が主体である。

縦長剥片（図�－７）

７３点で全てSB－１出土である。石材別では黒曜石４１点、頁岩８点、珪化岩２４点である。

剥片（図�－７）

６８１点出土している。出土地点別では、SB－１から６７４点、ブロック外から５点、排土ほかから２

点である。石材別では黒曜石２３７点、頁岩１１２点、珪化岩２０４点、凝灰岩８７点、泥岩３６点、砂岩５点で、

黒曜石・珪化岩が多い。

細片（図�－８）

６４４点出土している。出土地点別では、SB－１から６４１点、ブロック外から３点である。石材別で
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図�－６ 器種別分布図（１）
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図�－７ 器種別分布図（２）
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図�－８ 器種別分布図（３）、被熱石器・原礫面の残存する石器分布図
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は黒曜石４１１点、頁岩８９点、珪化岩９４点、凝灰岩４１点、泥岩９点である。

斧形石器（図�－８）

７点で全てSB－１出土である。石材別では凝灰岩１点、砂岩６点である。

たたき石（図�－８）

３点で全てSB－１出土である。石材は全て砂岩である。

砥石（図�－８）

SB－１から１点のみ出土している。石材は砂岩である。

石製品（図�－８）

SB－１から１点のみ出土している。石材は粘板岩である。

被熱石器（図�－８）

２，０７８点中、２９３点（１４．１％）に被熱の痕跡が認められた。出土地点別では、SB－１が２９０点（１４．３％）、

SB－２はなく、ブロック外ほかが３点（１２．０％）で、ほとんどがSB－１出土である。平面分布は、

全体の分布傾向とほぼ同じで、特に偏りはみられない。また、SB－１範囲内では�層で炭化物細片

がわずかにみられたが、調査区内を含め炭化物集中は確認されていない。

原礫面の残存する石器（図�－８）

２，０７８点中、２１５点（１０．３％）に原礫面が残存していた。出土地点別ではSB－１が２１３点（１０．５％）、

SB－２はなく、ブロック外ほかが２点（９．１％）で、ほとんどがSB－１出土である。平面分布は、

全体の分布傾向とほぼ同じで、特に偏りはみられない。

３．ＳＢ－１

（１）位置・地形・分布（図�－９・１１）

位置 D－６２～６４、E－６１～６５、F－６０～６４、G－５９～６４、H－５８～６４、I－５８～６４、J－５７～６３、K－５７

～６３、L－５７～６２、M－５７～６０、N－５９・６０

地形 南から北に緩やかに下る斜面に位置する。標高は約１４～１５ｍである。

分布 遺物分布範囲の平面形は、南北の斜面方向に長く広がる形状で、南北約４６ｍ、東西約１８ｍを測

る。遺物の平面分布はSB－１範囲内の南側が濃く、特にJ－６０・６１、K－５９・６０、L－５９区に集中し

ている。垂直分布は南が高く北側に行くにつれて低くなり、斜面の傾斜にほぼ沿っている。層位的に

は、�層上面～�層中位にかけて出土している。層位別の点数は２，０３０点中、�層１６５点（８．１％）、�
層２２４点（１１．０％）、�層１，６４１点（８０．８％）である。層位別の重量は３６１７．８ｇ中、�層２９２．５ｇ（８．１％）、

�層３３８．２ｇ（９．３％）、�層２９８７．１ｇ（８２．６％）である。層位別の点数比率と重量比率に大きな違い

はなく、どちらも�・�層は１割前後で、�層が約８割を占めている。器種別では、全体の傾向とほ

ぼ同様だが、削器は�層出土が最も多く、石刃・縦長剥片は�層出土より�層のものが多い。

接合状況（図�－１０）

石器ブロック範囲内の全体で接合するが、東側のブロック外出土石器との接合関係も一部認められ

る。特に遺物の集中するJ－６０・６１区、K－５９・６０区、L－５９区では、主に南北方向での濃密な接合関

係が認められる。

（２）石器・石材組成（図�－１２・１３）

総点数２，０３０点、総重量３６１７．８ｇの石器類が出土した。点数の内訳は、細石刃１７３点、細石刃核６点、

彫器５６点、削片２３８点、掻器３０点、両面調整石器３点、削器７点、錐形石器８点、二次加工ある剥片２８
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図�－９ SB－１分布図（１）
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図�－１０ SB－１分布図（２）
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図�－１１ SB－１分布図（３）
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図�－１２ SB－１分布図（４）
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図�－１３ SB－１分布図（５）
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点、石刃７９点、縦長剥片７３点、剥片６７４点、細片６４１点、斧形石器７点、たたき石３点、砥石１点、石

製品１点、礫２点である。取上げ別の内訳は点取り遺物２，０２１点、一括遺物９点である。

石材は黒曜石、頁岩、珪化岩、凝灰岩、泥岩、砂岩、粘板岩がある。点数別では黒曜石が８６５点（４２．６％）

と最も多く、次いで頁岩５８３点（２８．７％）、珪化岩３８９点（１９．３％）、凝灰岩１３０点（６．４％）、泥岩４５点

（２．２％）、砂岩１７点（０．８％）、粘板岩１点（０．０５％）となる。重量別では頁岩１２０９．２ｇ（３３．４％）と

最も多く、次いで珪化岩９０６．５ｇ（２５．１％）、黒曜石７１９．１ｇ（１９．９％）、砂岩４９８．６ｇ（１３．８％）、粘板

岩８７．０ｇ（２．４％）、泥岩４５．３ｇ（１．３％）である。

石材別の分布はSB－１の石器類が今回出土した旧石器の大部分を占めるため、全体の傾向とほぼ

同じでSB－１範囲内の南側に集中する傾向がみられる。北側部分は、黒曜石製の石器類として細石

刃・削片・掻器・削器・石刃・二次加工ある剥片など、頁岩製として細石刃・削片などが散漫に分布

している、他の石材では北側での分布があまりみられない。

被熱石器は２，０３０点中、２９０点（１４．３％)である。平面分布は全体の傾向と同様で、特に偏りはみら

れない。器種別でも特に偏る傾向はない。原礫面残存の石器は２，０３０点中２１３点（１０．５％)である。黒

曜石と珪化岩が多く、頁岩・砂岩にも少量みられる。

（３）出土した石器類（図�－１４～３６、図版３６～４０）

器種ごとの分布は、全体の分布傾向と同様で南側に集中し、北側は散漫である。特に偏った分布を

示すものはみられない。器種ごとの分布図は剥片・細片を除き、実測図の後にまとめて図示した。

細石刃（図�－１４－１～９４・図�－２４～２６、図版３６）

１７３点（折れ面接合の結果１７１個体）出土し、その内９６点（９４個体）図示している。幅は１．５～７�
で、その中では３～５�のものが多い。折損品が多いため、長さは不明なものが多いが、最大のもの

で４５�を測る。１～３２は黒曜石製である。全て折損しており、１～１５は頭部、１６～３０は中間部、３１・

３２は末端部である。１～３は比較的幅の広いものである。２・３は左側面に細石刃剥離に先行する細

かい加工がみられる。４～３２は幅が狭いもので、両側縁が直線的なものが多い。８・３６は右側縁に微

細な剥離がみられる。３３～９４は頁岩製である。３３～４８はほぼ完形のもの、４９～７０は頭部、７１～８７は中

間部、８８～９４は末端部である。３３～３７は比較的幅が広いもので、３３～３６は末端部がやや広がる。７５は

左側縁に微細な剥離がみられる。

細石刃核（図�－１５－９５～１００、図�－２７、図版３６）

６点（６個体）出土し、全て図示している。９５～１００は石核側縁の長軸方向で細石刃剥離を行うも

ので「広郷型細石刃核」である。いずれも大型で厚手の素材端部に打面を形成し、素材の右側縁側で

細石刃剥離を行っている。石材は全て頁岩である。９５・９７～９９は石刃素材で、９６・１００は剥片もしく

は縦長剥片を素材とする。また、９６～９９は彫器と複合するが、便宜上、分類は細石刃核とした。細石

刃剥離の打面位置は素材の打面側に準備するもの（９５・９６・９８・９９）と素材の末端側に準備するもの

（９７・１００）に分かれる。細石刃剥離打面は素材の打面側ないし末端側に腹面側からの急角度の連続

剥離で作り出されるものが多い。打面には打面調整と考えられる作業面側からの細かな剥離痕がみら

れる。また、作業面は腹面側に回りこんでいる。９５～９７は比較的大型のものである。９５は素材の両側

縁に主に腹面側から細かい二次加工が施される。作業面の最大長６０�、最大１１�である。９６の細石刃

剥離作業面は、素材末端側（下部）からの彫刀面剥離を切っている。彫刀面剥離の打面は腹面側から

の急角度の連続剥離で直線状に作り出されている。作業面に残る最終剥離面の末端部は階段状で、長

さは９�を測る。作業面の最大長は４８�、最大幅１０�である。９７は素材の両側縁に主に腹面側から連
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図�－１４ SB－１の石器（１）
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続的な二次加工が施される。作業面の末端部は階段状になるものが多く、最終剥離面も短くなってい

る。素材の打面側（下部）には、左右の側縁にある彫刀面剥離痕を切って腹面側から二次加工が施さ

れ、その後左側縁に再び削片剥離を行い、彫器としても使用されている。作業面の最大長は３４�、最

大幅５�とどちらも短めである。９８～１００は小型のものである。９８は素材の左側縁に軽微な二次加工

が施される。作業面に残る最終剥離面の末端部は階段状で、長さは６�である。細石刃剥離作業面の

最大長は４６�、最大幅７�である。素材の末端側（下部）には交叉する彫刀面剥離がみられ、彫器と

しても使用されている。末端部左側縁の彫刀面には、素材腹面側及び彫刀面側からの細かい二次加工

がみられる。９９の細石刃剥離作業面の最大長は３１�、最大幅１０�である。作業面は右側縁の腹面側か

らの急角度の剥離痕に切られている。素材の末端側（下部）の左側縁に腹面側から急角度の二次加工

により打面を作出し、右側縁に彫刀面剥離を施している。その後彫刀面剥離痕を切って腹面側から細

かな二次加工が施される。１００は素材の打面側（下部）を折損する。細石刃剥離作業面の打面調整は

作業面側から行われ、一部樋状剥離がみられる。作業面に残る最終剥離面の末端部は階段状で、長さ

は３�である。細石刃剥離作業面の最大長は５２�、最大幅１３�である。

彫器（図�－１５－１０１～１０７・図�－１６－１０８～１２６、図�－１７－１２７～１４０・図�－２８・２９、図版３７・３８）

５６点（４５個体）出土し、その内５４点（４３個体）図示している。側刃型が多く、斜刃型、交叉刃型は

少量である。石材は頁岩が主体で、黒曜石、珪化岩は比較的少ない。また、下部に尖頭部が作出され

るものなどがあり、錐形石器などと機能が複合するものもある。

１０１～１０３は斜刃型の彫器である。全て左刃で、彫刀面は調整打面である。石材は１０１・１０２が珪化岩、

１０３は頁岩である。１０１・１０３の彫刀面は腹面側に傾き、１０２は背面側に傾く。１０１は厚みのある石刃も

しくは縦長剥片を素材とし、背面両側縁に急角度の加工が施される。彫刀面打面は直線状に作出され

る。腹面基部には平坦剥離が施される。１０２は石刃もしくは縦長剥片を素材とし、右側縁下部に原礫

面を残す。最低４回の削片剥離により彫刀面を作り出している。１０３はノッチ状の調整面を打面とし、

石器の長軸と彫刀面のなす角度は小さい。また、錐形石器としても使われており、下部の両側縁に腹

面側から急角度の連続した加工を施し、尖頭部を作出する。

１０４～１１０は交叉刃型の彫器である。１０４～１０９の素材は石刃で、１１０は不明である。石材は１０４～１０９

が頁岩、１１０が黒曜石である。１０４は下部を折損し、側縁には腹面側からの連続的な二次加工が施され

る。１０５は大型で厚みのある石刃を素材とし、彫刀面の幅が広いものである。下部には横刃ぎみの剥

離がみられる。１０６は腹面側の基部から側縁にかけて細かい加工が施される。１０７は厚みのある石刃を

素材とし、上下に交叉刃型の彫刀面が作出されている。左側縁下部の剥離は短く、階段状になる。１０８

は両側縁に加工が施され、右側縁はやや内湾している。１０９は錐形石器としても使われ、両側縁下部

に腹面側から急角度の連続した加工を施し、尖頭部を作出する。１１０は両面加工のもので、被熱によ

り一部を折損する。

１１１～１３０は側刃型の彫器である。石刃もしくは縦長剥片を素材とするものが多く、剥片素材のもの

は少数である。１１１～１２１は彫刀面打面が調整打面のものである。１１１～１１３・１２１は黒曜石製、１１４～１２０

は頁岩製である。１１１～１１９は石刃もしくは縦長剥片を素材とする。１１１の彫刀面打面はノッチ状に加

工され、腹面右側縁から基部にかけて平坦剥離が施される。１１２は背面に原礫面を残し、彫刀面打面

は直線状に加工される。１１３は素材の末端部（上部）に腹面側から細かい加工を施し、彫刀面打面と

する。彫刀面は腹面側に傾く。また、中間部では折れ面を打面とした彫刀面が作出される。１１４～１１６

は彫刀面打面をノッチ状に加工するものである。１１７は背面右側縁に連続的な加工がみられる。１１８・

１１９は厚みのある石刃を素材とする。１１８は両側縁に彫刀面が作出される。１１９は上部の両側縁と下部
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図�－１５ SB－１の石器（２）
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図�－１６ SB－１の石器（３）
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右側縁に側刃型の彫刀面が作出される。右側縁の彫刀面は下部の方が新しく、上下共に腹面側に傾く。

１２０・１２１は剥片を素材とするものである。１２０は大型の厚手の剥片を素材とし、両側縁に彫刀面が作

出される。彫刀面打面は背面側からの加工により作出される。１２１は平坦な剥離で彫刀面打面をノッ

チ状に加工し、左側縁に彫刀面を作出する。被熱しており、背面には大きく原礫面を残す。１２２～１２９

は折れ面を彫刀面の打面とするものである。１２２～１２５・１２７・１２８は石刃ないし縦長剥片を、１２６・１２９

は剥片を素材とする。石材は１２２・１２３が黒曜石、１２４～１２６・１２９が珪化岩、１２７・１２８が頁岩である。１２２

は厚みのある石刃を素材とし、打点側を被熱により欠失する。左側縁上部の樋状剥離が先行する。そ

の後折れ、折れた面を打面とし、左側縁から腹面側にかけて彫刀面を作出している。１２３は背面に一

部原礫面を残す。１２５は背面中央よりやや下部に光沢を有する部分がある。１２６は被熱によるひび及び

焼けはじけがみられる。１２７はやや大型の石刃を素材とし、両側縁に連続的な加工が施される。１２８は、

右側縁は上から、左側縁は上下から彫刀面が作出される。左側縁下部の彫刀面は腹面側に傾く。１２９

の彫刀面は腹面側に大きく傾き、剥離は階段状である。１３０～１３２は上下に彫刀面が作出され、彫刀面

打面に調整打面と折れ面の両方がみられるものである。石材は、１３０・１３１は珪化岩、１３２は頁岩であ

る。１３０は右側縁の上下と左側縁の上部に彫刀面が作出される。両側縁の上部は調整打面で、右側縁

下部は折れ面を打面とする。上部の打面には腹面側から調整が施される。また、背面右側に縦方向の

細かい擦痕が認められる。１３１は、右側縁上部の彫刀面剥離は折れ面を、右側縁下部は緩いノッチ状

に加工した調整面を打面とする。１３２の右側縁上部は調整面を、下縁部には折れ面を打面とする彫刀

面が作出される。

１３３～１４０は部位により彫刀面の刃部形態が異なるものである。石材は１３３～１３６・１３９・１４０が頁岩、

１３７は黒曜石、１３８は珪化岩である。１３３は下部が斜刃型、上部が交叉刃型と考えられるが、上部の彫

刀面は背面側からの急角度の剥離により壊されている。１３４は上部が斜刃型、下部は交叉刃型だが、

下部の彫刀面は腹面側からの急角度の剥離により壊されている。１３５は上部が交叉刃型、下部は斜刃

型ないし側刃型と考えられる。下面は彫刀面作出後、腹面側から細かい加工が行われている。１３６は

上部が交叉刃型、右側縁下部が斜刃型、左側縁下部が側刃型である。上部の右側の彫刀面剥離には、

腹面側に大きく傾くものがある。下部の斜刃及び側刃の彫刀面剥離は素材背腹両面からの加工面を打

面とする。１３７は上部が交叉刃、左側縁下部が折れ面を打面とする側刃である。石刃素材で、背面に

原礫面を大きく残す。１３８は上部が交叉刃型、右側縁下部が折れ面を打面とする側刃型である。厚手

の剥片を素材とし、背面に原礫面を残す。１３９は大型の石刃を素材とし、上下に彫刀面を作出してい

る。長さは１３．４�で、今回出土した単体の石器としては最も大きなものである。上下部共に交叉刃型

だが、下部は彫刀面作出後、左側縁の彫刀面に背面側から細かい加工を施し、新たな彫刀面打面を作

出しており、交叉刃型を斜刃型に作り直していると考えられる。その後上下を折り、中央部分を１２８

の側刃型の彫器に再加工している。１４０は上部右側縁に側刃型と考えられる彫刀面を作出するが、そ

の後上端に左方向からの加工を施し、それを打面とした斜刃型の彫刀面剥離を行う。

削片（図�－１８－１４１～１８３・図�－１９－１８４～２１５・図�－３０～３２、図版３８）

２３８点（２３２個体）出土し、その内８５点（７９個体）を図示している。石材は頁岩が主体で黒曜石、珪

化岩が少量みられる。「削片」と分類した中には、彫器削片以外に、広郷型細石刃核の打面作出時の

剥片、細石刃剥離が本格化する以前の同一作業面上の剥片、細石刃剥離作業面の再生剥片などが含ま

れると考えられるが、完全な分離は困難なため、この項でまとめて記載する。１４１～１６９は右側縁で剥

離されたと考えられるものである。１４５・１６９は黒曜石製で、他は全て頁岩製である。１４１は一次削片

である。ただし、打面部側を折損するため、二次削片の可能性もある。側縁には削片剥離に先行して
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図�－１７ SB－１の石器（４）
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図�－１８ SB－１の石器（５）
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図�－１９ SB－１の石器（６）
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細かい加工が施される。削片剥離は素材の側縁にほぼ並行する。１４２～１６９は二次削片である。１４２～１４７

は削片剥離が背面側に傾くものである。１４２～１４４・１４７は調整面を打面とし、削片剥離は素材の背面

側にわずかに傾くものである。１４５・１４６は打面の形状が不明のものである。１４８～１６１は削片剥離が腹

面側に傾くものである。１４８～１５７はほぼ完形で、調整面を打面とする。１５８～１６１は打面部側を折損す

る。１４８・１５６の先行する削片剥離には背面側に傾くものもある。１５３・１５４・１６１は素材の側縁が残り、

１５３・１６１の側縁には細かい加工がみられる。１６２～１６９は削片剥離が素材の背面及び腹面に傾かず、側

縁にほぼ並行するものである。１６２～１６８はほぼ完形で、調整面を打面とする。１６２は先行する削片剥

離に腹面側に傾くものがある。１６４の直前の削片剥離は下側から行われている。１６９は打面部側がわず

かに砕けており、打面の形状は不明である。

１７０～２１４は左側縁で剥離されたと考えられるものである。石材は１７６・２１４が黒曜石、１７９・１８７・２０９・２１２

は珪化岩、その他は頁岩である。１７０～１７６は一次削片である。１７０・１７２～１７４の削片剥離は腹面側に

傾き、１７１・１７５・１７６は側縁にほぼ並行する。１７１～１７５は素材腹面側から、１７６は背面側から加工が施

されている。１７０～１７２・１７６の側縁調整は急角度で、１７３～１７５は軽微な加工が施される。１７０～１７３の

打面は調整面である。１７４～１７６は打面側を折損するため、二次削片の可能性もある。１７７～２１４は二次

削片である。１７７～１８８は削片剥離が背面側に傾くものである。１７７～１８３はほぼ完形のもので調整面を

打面とする。１７７は素材の側縁が残り、側縁は主に腹面側から加工が施される。１８０は先行する削片剥

離の末端側が階段状になる。１８４は打面側・末端側を折損する。１８５・１８６は末端部側を折損する。１８５

は形状から分類を剥片とした。打面部は背面側から加工が施される。１８６は素材の側縁が残り、側縁

は腹面側から加工が施される。１８７・１８８は打面部を折損している。１８９～２０５・２０７～２１０は彫刀面が腹

面側に傾くものである。１８９～２０１はほぼ完形のもので、調整面を打面とする。１８９の先行する削片剥

離は下側からも行われている。１９０は素材の側縁を残し、側縁には両面から細かい加工が施される。２０２

・２０３は末端部を欠失するものである。どちらも調整面を打面とする。２０４は平坦面を打面とする。２０５

・２０９の打面形状は不明である。２０７・２０８・２１０は打面側を折損する。２０６・２１１～２１４は削片剥離が側

縁にほぼ並行するものである。２０６・２１１・２１４は素材の側縁を残す。２０６は打面側・末端側を被熱で欠

失する。２１５は左右どちらの側縁で剥離されたか不明のものである。

掻器（図�－２０－２１６～２３９・図�－３３、図版３９）

３０点（２６個体）出土し、その内２９点（２５個体）図示している。石材は黒曜石、珪化岩が多く、頁岩

もみられる。２１６～２３６は石刃ないし縦長剥片を素材とするものである。石材は２１６・２１９・２２２・２２５・

２２８・２２９・２３１が黒曜石、２１７・２１８・２２７・２３２・２３６は頁岩、２２０・２２１・２２３・２２４・２２６・２３０・２３３～２３５

は珪化岩である。２１６は刃部形状が直線的で、刃部に一部原礫面を残す。２１７～２２７は刃部形状が弧状

のものである。２１７・２１８は比較的大型のもので、２１９～２２３は小型のものである。２２３～２２７は上面が折

れ面のものである。２２６・２２７は刃部がやや右肩上がりになる。２２８～２３６は側縁に調整が施されるもの

である。側縁の調整は微細な剥離が多い。２３０は刃部がやや尖る形状である。２３１の左側縁には大きな

平坦剥離が施され、中央付近の折損後、折れ面に再加工が施される。また、２３２は右側縁上部に斜刃

の彫刀面が作出され、彫器と複合する。２３７～２３９は剥片を素材とするものである。いずれも小型で、

石材は２３７が珪化岩、２３８・２３９は黒曜石である。２３７・２３８は刃部が厚く、側縁には調整が施される。２３９

は打点側を折損し、微細な剥離により薄い刃部が作出されている。
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図�－２０ SB－１の石器（７）
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両面調整石器（図�－２１－２４０・２４１、図�－３４、図版３９）

３点（３個体）出土し、その内２点（２個体）図示している。石材は２４０が珪化岩、２４１は凝灰岩で

ある。２４０はやや厚みがあり、形状は卵形に近いが下部はやや非対称である。周縁部には細かい加工

が施される。裏面中央やや上に光沢部分がみられる。２４１は上下部を折損する。残存部は左右がやや

非対称で、表裏面共に両側縁から大きな平坦剥離を行った後、表面の側縁には細かい加工が施される。

削器（図�－２１－２４２～２４５・図�－３３、図版３９）

７点（５個体）出土し、その内５点（４個体）図示している。石材は２４２～２４４が頁岩、２４５は珪化

岩である。２４２・２４３は石刃素材のものである。２４２は下部を折損し、両側縁には細かい二次加工が施

される。２４３は上部を折損し、末端部から両側縁にかけて細かい二次加工が施される。２４４は剥片を素

材とし、打点側を折損する。末端部は平坦に近い剥離、右側縁には急角度の細かい剥離により刃部を

作出している。２４５は石刃もしくは縦長剥片を素材とする。左側縁に大きな剥離で鋸歯状の刃部を作

出し、刃部には微細な剥離がみられる。

錐形石器（図�－２１－２４６～２５２・図�－３４、図版３９）

８点（７個体）出土し、全て図示している。石材は２４６～２４９・２５１は珪化岩、２５０・２５２は頁岩であ

る。２４６～２４８・２５０は石刃を素材とするものである。２４６は石刃の末端部に急角度の細かい二次加工を

施し、尖頭部を作出している。２４７は素材末端部の厚みを活かし、細かい平坦な剥離により尖頭部を

作出する。２４８・２４９は尖頭部が素材の長軸方向に対してやや傾く。２４８は尖頭部を大きな加工で作出

する。２４９は、素材右側縁の直線的な形状を生かして尖頭部を作出する。２５０は上下に尖頭部が作出さ

れるものである。上部の尖頭部は素材の長軸方向に作出され、下部は長軸に対し傾く。２５１は分厚い

剥片を素材とし、素材の両側縁下部から末端部にかけて急角度の連続した加工により、厚みのある尖

頭部を作出する。２５２は削片を素材とし、素材腹面の末端部側に細かい加工を施し尖頭部を作出する。

二次加工ある剥片（図�－２２－２５３～２６２・図�－３４、図版３９・４０）

２８点（２６個体）出土し、１０点（１０個体）図示している。石材は２５３・２５５・２６１・２６２が頁岩、２５４・２５７

～２６０が黒曜石、２５６が凝灰岩である。２５３～２５６は剥片を素材とし、２５７～２６２は石刃もしくは縦長剥片

を素材とするものである。２５３は厚みのある剥片を素材とし、右側縁に細かい二次加工を連続的に施

している。２５４は厚みのある剥片の末端部側に微細な剥離が連続的にみられる。素材の剥片は石刃核

の打面再生剥片と考えられる。２５５は薄手の剥片の末端部に細かい剥離が連続的にみられる。２５７～２５９

は石刃の一側縁に二次加工が施されるもので、２５８・２５９は末端側を折損する。２５８は右側縁中位に細

かい二次加工が施される。２６０は薄い石刃を素材とし、両側縁に細かい剥離がみられる。２６１は両側縁

に腹面側から加工が施され、下部には被熱の痕跡が認められる。２６２は大型の石刃を素材とし、左側

縁は主に背面側から、右側縁は腹面側から細かい連続した二次加工が施される。

石刃（図�－２２－２６３～２７０・図�－３５、図版４０）

７９点（６４個体）出土し、１３点（８個体）図示している。石材は、２６３・２６４・２６８が頁岩、２６５～２６７

・２６９は黒曜石である。２６３～２６６はほぼ完形のものである。２６３・２６４は比較的大型の石刃で、共に調

整打面で、頭部調整が施される。２６３は今回出土した石刃の中では最も大きく、長さは１２．２�を測る。

下部は被熱による焼けはじけがみられる。２６４は２６３に比べて打面がやや大きい。２６５・２６６も頭部調整

が施される石刃で、２６５は平坦打面、２６６は点状の打面である。２６６は背面に原礫面を残し、左側縁下

部に石刃核の稜調整と考えられる剥離痕を残す。２６７・２６８は末端部を折損するもので、共に調整打面

のものである。２６７は頭部調整がほとんどみられず、左側縁側には縦方向の丁寧な擦痕が認められる。

２６８は小型の石刃で、頭部調整がみられる。２６９・２７０は打面部を折損するものである。２６９は左側面に
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図�－２１ SB－１の石器（８）
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石刃核の稜調整と考えられる剥離痕がみられる。２７０は背面に大きく原礫面を残す。

斧形石器（図�－２３－２７１～２７６・図�－３６、図版４０）

７点（６個体）出土し、全点図示している。石材は２７１～２７５が砂岩、２７６は凝灰岩である。２７１～２７５

は剥片素材で、背面に礫面を大きく残す。２７１～２７４は横長剥片を素材とする。２７１はほぼ全周に加工

が施される。２７２は刃部にのみ腹面側からの細かい加工がみられる。２７３は両側縁に加工が施される。

２７４はほとんど二次加工がみられないため、素材の可能性もある。２７５は上部を折損し、素材の末端部

に細かい加工がわずかに施される。２７６は大型の刃部破片で、基部側を欠失する。両面を細かい加工

により形状を整え、その後刃先を中心に丁寧な研磨を施し、滑らかな刃部を作出している。２７６は基

部側の剥片等と接合しており、接合状況は石質別接合資料として後述する（凝灰岩１・接合６１）。

たたき石（図�－２３－２７７・図�－３６、図版４０）

３点（１個体）出土し、図示している。２７７は砂岩製で、大部分を欠失する。下端部に、敲打痕様

の剥離痕がわずかにみられる。

砥石（図�－２３－２７８・図�－３６、図版４０）

１点（１個体）出土し、図示している。２７８は砂岩製で、大部分を欠失する。表面は平滑で、ほぼ

全面に縦方向を中心とした擦痕がみられる。

石製品（図�－２３－２７９・図�－３６、図版４０）

１点（１個体）出土し、図示している。２７９は粘板岩製で上部を折損する。形態などの特徴からは、

縄文時代後期の石棒に類似するが、SB－１範囲内南側の遺物集中域で�層から出土し、SB－１に伴

う可能性があるため、ここで掲載する。下部が細くなる形状で、ほぼ全面に研磨が施されている。

擦痕のある剥片・細片（図�－２３－２８０～２８４、図版４０）

２６点（２５個体）出土し、５点（５個体）図示している。剥片・細片の中で、背面に擦痕（研磨痕）

を残すものである。図示したものは全て泥岩製で、斧形石器の調整剥片と考えられる。２８０・２８１は暗

灰色を呈し、研磨が丁寧に施され光沢をもつ。２８２・２８３は緑色を呈し、２８３は背面左側に横方向のや

や粗い研磨痕を残す。２８４の腹面は緑色に近い褐色で、背面の研磨部分は灰色及び濃紺色を呈する。

（４）石質別資料・接合資料

今回出土した石器の石材の主体となる黒曜石、頁岩、珪化岩は石材の特徴が全体的に乏しく、また、

接合資料も限られているため、母岩別分類は行わず、石質別分類のみ行った。母岩別資料に比べ厳密

性に欠けるが、石質ごとの接合資料や器種組成を検討することにより、大まかではあるが石質ごとの

石器製作作業の把握を行う。石質別分類の方法としては、SB－１出土の石器類２，０３０点を石材別に分

け、さらに同一石材の中で石質の特徴や接合資料を基に石質別資料として１，０９０点を抽出した。細片

は石質の判断が可能なもののみ対象とした。また、ブロック外出土などの石器２５点についても石材、

石器の形状、接合関係などから、SB－１に関連する石器として２１点を抽出し、さらにその中から１２

点を石質別資料とした。よって、SB－１に関連する遺物総点数は２，０５１点、総重量は３６８６．６ｇで、石

質別資料は総点数１，１０２点、総重量２１５０．４ｇとなる。遺物点数に対する石質抽出率は５３．７%となる。SB

－１関連の石質は１５種類設定し、内訳は黒曜石８種類、頁岩３種類、凝灰岩１種類、泥岩３種類とな

った。石質の分類基準は表�－８・１１に示した。また、黒曜石１２は被熱で石質不明のもので、石質別

資料からは外している。
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図�－２２ SB－１の石器（９）
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図�－２３ SB－１の石器（１０）
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図�－２４ SB－１の遺物・分布図（１）
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図�－２５ SB－１の遺物・分布図（２）
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図�－２６ SB－１の遺物・分布図（３）
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図�－２７ SB－１の遺物・分布図（４）
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図�－２８ SB－１の遺物・分布図（５）
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図�－２９ SB－１の遺物・分布図（６）
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図�－３０ SB－１の遺物・分布図（７）
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図�－３１ SB－１の遺物・分布図（８）
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図�－３２ SB－１の遺物・分布図（９）
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図�－３３ SB－１の遺物・分布図（１０）
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図�－３４ SB－１の遺物・分布図（１１）
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図�－３５ SB－１の遺物・分布図（１２）
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図�－３６ SB－１の遺物・分布図（１３）
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接合資料については、接合作業の結果、折れ面接合９５例、剥離面接合８３例が得られた。接合に関わ

る点数は４６５点（折れ面接合のみ１３２点、剥離面接合３３３点）で、遺物総数２，０５１点に対し、２２．７％の接

合率である。接合資料は全８３個体の内、２４個体を図示し、８個体を写真のみ掲載した。また、図示し

た接合資料については、接合資料を構成する個別の石器についても、できるだけ実測図を図示するよ

う努めたが、写真のみ掲載したものもある。

ここでは、石材ごとに石質別資料、次いでその石質の接合資料を記載した。また、ブロック外ほか

出土でもSB－１に伴うものに関してはここで取上げている。また、石質別資料に含まれない接合資

料に関しては、各石材の石質別資料の後に続けて記述した。

１）黒曜石

SB－１に関連する石器で、黒曜石製の石器は総点数８７２点、総重量７５６．７gである。その内、黒曜石

の石質別資料として４７５点（５４．５％）、６８０．８g（９０．０％）の石器を抽出した。黒曜石の石質は細かい

球果や白い模様が縞状に入るものが主体だが、全体的に球果は少量で、石器石材として良質なもので

ある。その中で色調、透明度、球果、流理構造、模様のあり方などから大きく８種類（黒曜石１～８）

に分けた。黒曜石１～８の中で、黒曜石１～７は細かい球果や白い模様が縞状に入るもので、肉眼観

察では赤井川産と推定できるものである。黒曜石８は球果及び縞状の流理構造もほとんど認められな

い。黒曜石１・５～８は分離性が高く、特に黒曜石１は接合資料からも同一母岩の可能性が高い。黒

曜石２～４は全体的に類似しており、同一母岩のものを複数の石質に分けている可能性もある。黒曜

石１～８に関しては、接合資料を中心に各石質から１２点抽出し、黒曜石原産地推定を行ったところ、

１０点に関しては赤井川産、残りの２点は赤井川産の可能性が高いという結果が出ている（第�章４参

照）。そのためSB－１関連の黒曜石は、赤井川産が主体である可能性が高い。

黒曜石１（図�－４０～４３）

黒曜石１は総点数２５９点、総重量４７４．３gである。彫器８点（内ブロック外１点）、削片８点、掻器１１

点（内ブロック外１点）、二次加工ある剥片３点、石刃４９点、縦長剥片１４点、剥片１４５点（内ブロック

外１点）、細片２１点で構成される。石質別資料の中では最も点数が多く、接合資料数も比較的多い。

接合資料は、１３個体（掲載６個体）である。接合資料では石刃製作に関わるものが多く、内訳は、石

刃の接合（１個体）、石刃と彫器の接合（１個体）、石刃と掻器の接合（３個体）、彫器と削片の接合

（１個体）、剥片などの接合（７個体）がある。石刃関連の接合資料は大きさ及び調整などが類似し、

同一の石刃核から剥離された可能性がある。また、剥片の接合資料の中には石刃核母型の調整剥片と

考えられるものがある。作業内容としては、石刃核の調整剥離、石刃剥離、石刃素材の彫器・掻器の

製作などが推定される。ただし、石刃核は出土していないため、遺跡外に搬出されたと考えられる。

黒曜石１・接合資料１（図�－４２、図版４１）

石刃５点（３個体）で構成され、総重量は１１．１gである。

作業内容 稜調整の剥離痕及び原礫面を残す石刃核から、石刃剥離を行う。石刃剥離前には、打面調

整及び頭部調整が施される。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内であるH－６２区、I－６０・６２区、J－６１区、K－６０区に分布する。

I－６２区出土の１点はグリッド一括遺物である。

黒曜石１・接合資料２（図�－４２、図版４１）

彫器１点（１個体）、石刃９点（７個体）で構成され、総点数１０点、総重量２０．１gである。

作業内容 原礫面を残す石刃核から、石刃剥離を複数回行う。石刃剥離前には、頭部調整が施される。
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表�－７ SB－１石質別出土遺物一覧 ※重量の単位は（ｇ）

石質
細石刃 細石刃核 彫器 削片 掻器 両面調整石器 削器 錐形石器 二次加工ある剥片 石刃

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

黒曜石１ ８ ３８．６ ８ １．７ １１ ４０．６ ３ １９．８ ４９ ９４．５

黒曜石２ ３ ０．３ ２ ０．２ １ ８．８ １ ３．０ ４ ６．８

黒曜石３ ４ １．６ １ ５．６ １ ０．４ ３ １．３

黒曜石４ ３ ３．２ ２ ０．３ ３ １１．０

黒曜石５ ３ １５．０ ２ ３．３ ２ ２．１

黒曜石６ ２８ ２．３

黒曜石７ ２５ １．９

黒曜石８ ６ ０．３ １ ０．１

頁岩１ １ ４９．５ ３６ ５３．２ ２ ２０．９

頁岩２ １ ０．１ ３ １４．８ １ ２．４ ７ ２１．６

頁岩３ ４ １５．５ ２ １３．０ ２ １４．２ ２ ５．６

珪化岩１ １２ ８７．０ ２３ １５．０ １０ ７０．０ １ ４０．２ １ ７．６ ７ ６９．６ ８ ２８．５ ８ ３１．５

珪化岩２

珪化岩３

珪化岩４

凝灰岩１ １ １６．８ １ ８．０

泥岩１

泥岩２

泥岩３

黒曜石１２ ３ １０．９ １ ６．１ １ ３．２

黒曜石分類外 ２ ０．２ １ ０．１ １ ０．１

頁岩分類外 １１０ １４．４ ６ １５２．９ ２３ ３７６．２ １６５ １１４．１ １ ８．７ ４ ３５．３ ２ ２１．８ ３ １６．９ ９ ５４．９

珪化岩分類外

砂岩

粘板岩

合計 １７４ １９．３ ６ １５２．９ ５７ ５９５．８ ２４２ １８６．２ ３１ １６７．７ ３ ５７．０ ７ ４６．２ ９ ９１．４ ２８ １３０．４ ８２ ２１６．３

石質
縦長剥片 剥片 細片 斧形石器 たたき石 砥石 石製品 礫 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

黒曜石１ １４ １３．８ １４５ ２６１．２ ２１ ４．１ ２５９ ４７４．３

黒曜石２ ９ １２．５ ４４ ６５．７ ７ １．３ ７１ ９８．６

黒曜石３ １７ １６．５ １８ １３．５ ７ ０．３ ５１ ３９．２

黒曜石４ １ ０．４ １１ ２６．５ １ ０．１ ２１ ４１．４

黒曜石５ ３ ２．１ １ ０．２ １１ ２２．７

黒曜石６ ２８ ２．３

黒曜石７ ２ ０．１ ２７ １．９

黒曜石８ ７ ０．４

頁岩１ ３ ９．８ ４２ １３３．４

頁岩２ １ ０．５ ２２ ５９．１ １ ０．２ ３６ ９８．７

頁岩３ ７ １５．３ ２７ ６６．３ ４ １．４ ４８ １３１．４

珪化岩１ ２１ ５５．９ １１７ ３２２．９ １５ ４．９ ２２３ ７３３．２

珪化岩２ ３ １４．６ ７９ １４７．３ １２ ３．０ ９４ １６５．０

珪化岩３ ４ ６．１ ４ ６．１

珪化岩４ ４ ３．９ ４ ３．９

凝灰岩１ ８７ ８８．６ ４１ ５．０ １ ３４．２ １３１ １５２．５

泥岩１ ２７ ３１．１ ４ ０．８ ３１ ３１．９

泥岩２ ７ ９．４ ５ １．６ １２ １１．０

泥岩３ ２ ２．４ ２ ２．４

黒曜石１２ １１ ２０．５ ３ １．３ １９ ４１．９

黒曜石分類外 ５ ５．２ ３６９ ２８．５ ３７８ ３４．０

頁岩分類外 ６０ ６０．１ ８４ １０．７ ４６７ ８６５．８

珪化岩分類外 ６７ ８．９ ６７ ８．９

砂岩 ５ １４４．７ ６ １２１．１ ３ ８４．３ １ １５．４ ２ １３３．０ １７ ４９８．６

粘板岩 １ ８７．０ １ ８７．０

合計 ７３ １２９．６ ６８１ １３４６．６ ６４４ ７２．３ ７ １５５．３ ３ ８４．３ １ １５．４ １ ８７．０ ２ １３３．０ ２０５１ ３６８６．６

表�－８ SB－１出土黒曜石石質分類一覧

石質名 色調 透明度 球果の大きさ 球果の量 流理（色） 流理（形状） 流理（境界） 原礫面 分析� 原産地推定結果

黒曜石１ 黒色 高い 微小 少 黒主体 直線 明瞭 有り １，２，１５ 赤井川

黒曜石２ 黒色 高い 微小 少 黒主体 湾曲 非常に不明瞭 有り ３，７ 赤井川

黒曜石３ 黒色 高い 微小 少 黒・白 やや湾曲 やや不明瞭 無し ４ 赤井川

黒曜石４ 黒色 高い 微小 少 黒主体 湾曲 やや不明瞭 有り ５ 赤井川

黒曜石５ 黒色 低い 小 やや多い 黒主体 直線 明瞭 無し ６ 赤井川?
黒曜石６ 黒色 高い 小 やや多い 不明瞭 不明瞭 不明瞭 無し ８，９ 赤井川

黒曜石７ 黒色 高い 小 やや多い 黒主体 直線 やや不明瞭 無し １０ 赤井川

黒曜石８ 薄い黒色 非常に高い なし なし なし なし なし 無し １１ 赤井川

黒曜石１２ 被熱で不明 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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図�－３７ SB－１石質別分布図（１）
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図�－３８ SB－１石質別分布図（２）
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図�－３９ SB－１石質別分布図（３）
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図�－４０ 黒曜石１分布図（１）
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図�－４１ 黒曜石１分布図（２）
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また、剥離した石刃を素材として彫器（１３７）が製作される。

分布 SB－１南側遺物集中範囲内の I－６１区、J－６０・６１区、K－６０区にまとまって分布する。

黒曜石１・接合資料４（図�－４２、図版４１）

掻器２点（１個体）、石刃５点（４個体）で構成され、総点数７点、総重量１７．８gである。

作業内容 稜調整の剥離痕を残す石刃核から石刃剥離を複数回行う。石刃剥離前には、頭部調整が施

される。その後、剥離した石刃を素材として掻器（２１６）が製作される。

分布 SB－１南側遺物集中範囲内の I－６２区、J－６０・６１区、K－５９・６０区に分布する。

黒曜石１・接合資料１４（図�－４３、図版４１）

掻器２点（１個体）、石刃１点（１個体）で構成され、総点数３点、総重量１２．１gである。

作業内容 石刃核から石刃剥離を複数回行う。その後、剥離した石刃を素材として掻器（２３１）が製

作される。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内であるK－５９・６０区、L－５９区の狭い範囲に分布する。

黒曜石１・接合資料１７（図�－４３、図版４１）

掻器１点（１個体）、石刃１点（１個体）で構成され、総点数２点、総重量８．６である。

作業内容 原礫面を残す石刃核から石刃剥離を複数回行う。石刃剥離前に、打面調整及び頭部調整が

施される。その後、剥離した石刃を素材として掻器（２２８）が製作される。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内であるH－６２区、K－６０区に分布する。

黒曜石１・接合資料６６（図�－４３、図版４１）

彫器１点（１個体）、削片１点（１個体）で構成され、総点数２点、総重量７．７gである。

作業内容 背面右側縁及び腹面右側縁から基部にかけて細かい加工を施した後、素材となる石刃の末

端部側にノッチ状の調整打面を作出し、左側縁に彫刀面剥離が二回行われる。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のJ－６０区（彫器）、L－５９区（削片）に分布する。

黒曜石２（図�－４４）

黒曜石２は総点数７１点、総重量９８．６gである。細石刃３点、削片２点、掻器１点、二次加工ある剥

片１点、石刃４点（内１点排土ほか出土）、縦長剥片９点、剥片４４点（内ブロック外１点）、細片７点

で構成される。接合資料は２個体（未掲載）である。内訳は縦長剥片と剥片の接合（１個体）、剥片

２点の接合（１個体）である。作業内容は、主に剥片剥離作業を行っているが、接合資料が少なく、

詳細は不明である。

黒曜石３（図�－４４）

黒曜石３は総点数５１点、総重量３９．２gである。削片４点、掻器１点、二次加工ある剥片１点、石刃

３点、縦長剥片１７点、剥片１８点、細片７点で構成される。接合資料は３個体（未掲載）で、全て縦長

剥片の接合である。縦長剥片の剥離作業は行っているが、接合資料が少ないため、詳細は不明である。

黒曜石４（図�－４４）

黒曜石４は総点数２１点、総重量４１．４gである。彫器３点、削片２点、二次加工ある剥片３点、縦長

剥片１点、剥片１１点（内ブロック外１点）、細片１点で構成される。接合資料はない。点数が少なく、

接合資料も無いため、作業内容の詳細は不明である。

黒曜石５（図�－４４）

黒曜石５は総点数１１点、総重量２２．７gである。彫器３点、削器２点、二次加工ある剥片２点、剥片

３点、細片１点で構成される。彫器及び削器は石刃素材である。接合資料はない。点数が少なく、接

合資料も無いため、遺跡内でほとんど剥離作業が行われていない可能性が高い。

�章 アンカリトー７遺跡 旧石器の調査と遺物

181



図�－４２ 黒曜石１・接合１、２、４
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図�－４３ 黒曜石１・接合１４、１７、６６
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図�－４４ 黒曜石２～５分布図
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図�－４５ 黒曜石６～８、１２分布図
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黒曜石６（図�－４５）

黒曜石６は総点数２８点、総重量２．３gである。全て細石刃である。接合資料はない。この石質の細

石刃核は出土していない。製品として搬入されたか、遺跡内で細石刃剥離を行った可能性がある。

黒曜石７（図�－４５）

黒曜石７は総点数２７点、総重量１．９gである。細石刃２５点、細片２点で構成される。接合資料はな

い。この石質の細石刃核は出土していない。製品として搬入されたか、遺跡内で細石刃剥離を行った

可能性がある。

黒曜石８（図�－４５）

黒曜石８は総点数７点、総重量０．４gである。細石刃６点、削片１点で構成される。接合資料はな

い。点数が少なく、細石刃は遺跡外から製品として搬入された可能性がある。

黒曜石１２（図�－４５）

黒曜石１２は総点数２０点、総重量４３．１gである。被熱石器でも、石質が判断できるものに関しては石

質分類を行っているが、黒曜石１２としたものは被熱が著しく石質分類対象外としたものである。

２）頁岩

SB－１に関連する石器で、頁岩製の石器は総点数５９３点、総重量１２２９．３gである。その内、頁岩の

石質別資料として１２６点（２１．３％）、３６３．６g（２９．６％）の石器を抽出した。石質分類は、主に色調、

珪質の度合い、模様や接合資料などから３種類を設定した。頁岩は特徴に乏しいものが多く、色調の

違う石器の接合などもみられたため、確実性の高いもののみを石質別資料としている。また、彫器な

ど単体で持ち込まれたと考えられる石器が多いため、多くが石質分類外となり抽出率は低くなってい

る。頁岩１は珪質分がやや低く灰色を呈するもので、頁岩２・３は珪質分が高いもので頁岩２は茶褐

色、頁岩３は暗灰色を基調とする。頁岩２・３については、各１点ずつ岩石学的分析を行い、産地推

定を試みた。その結果、既存の道南や道北産の頁岩の分析結果とは一致せず、分析試料の産地につい

ては不明という結果が出ている。ただし、道内各地の頁岩のサンプルは未収集の地点が多いため、今

後産地が推定される可能性は残る（第�章５参照）。

頁岩１（図�－４６・４７）

頁岩１は総点数４２点、総重量１３３．４gである。彫器１点、削片３６点（内ブロック外１点）、二次加工

ある剥片２点、剥片３点で構成される。頁岩１は頁岩の中では特徴的な模様があるもので、接合資料

の点数が多い。接合資料は、４個体（掲載２個体、写真のみ２個体）である。内訳は彫器と削片の接

合（１個体）、削片の接合（３個体）である。作業内容としては、彫器及び削片の接合資料が大部分

であるため、彫器製作を主体とする作業が考えられる。

頁岩１・接合資料２９（図�－４６、図版４２）

削片３点（３個体）で構成され、総重量６．５gである。

作業内容 素材となる大型の石刃の側縁に細かい連続した剥離が施され、素材末端部に腹面側から大

きな剥離で打面を作出した後、彫刀面剥離を行う。削片は全て二次削片で、直線的な形状である。接

合資料２５と同一個体の可能性があるが、未接合である。

分布 SB－１中央やや北側のH－６２区、南側のJ－６０区、J－６１区にやや離れて分布する。

頁岩１・接合資料２５（図�－４７、図版４２）

総点数は２５点で、彫器１点、削片２３点（２０個体）、剥片１点で構成される。総重量９５．８ｇである。

彫器はある程度削片剥離が行われた状態で、遺跡内に搬入されている。
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図�－４６ 頁岩１分布図、頁岩１・接合２９、８５、８６
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作業内容 素材となる大型の石刃の上下で削片剥離を行っている。上部は交叉刃型で、彫刀面作出及び

再生（修正）と考えられる剥離が、右側縁と左側縁で交互に複数回行われている。まず、右側縁に６回以上

の彫刀面剥離を行った後、左側縁上部に打面を作出して２回の彫刀面剥離を行う。次に右側縁で４回以

上の彫刀面剥離を行い、続いて左側縁で６回以上の彫刀面剥離を行う。そして最後に右側縁で１回以上

の彫刀面剥離を行う。下部も交叉刃型で、左側縁の彫刀面剥離を複数回行った後、腹面側に大きく傾く

幅広の彫刀面剥離を行う。次に先行する彫刀面剥離面を打面として、右側縁で素材側縁を取り込んだ彫刀

面剥離を行う。続いて左側縁で先の右側縁に作出した彫刀面を打面とし、複数回彫刀面剥離を行う。次

に右側縁下部に急角度の加工を施し、最後にそれを打面とした大きな剥片剥離を行う。この剥片剥離は

石器の長軸方向に対し、ほぼ垂直方向で行われ、横刃の彫刀面作出を目的とした剥離の可能性もある。

分布 SB－１南側遺物集中範囲内のJ－６０・６１区、K－５９・６０区、L－５９区に分布する。彫器はK－６０

区出土である。

頁岩１・接合資料８５（図�－４６：分布図のみ、図版４４－３４８）

削片２点（２個体）で構成され、総重量２．２ｇである。

作業内容 調整打面から削片剥離が行われる。接合資料２５と同一個体と考えられるが未接合である。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のK－６０区に分布する。

頁岩１・接合資料８６（図�－４６：分布図のみ、図版４４－３４９）

削片２点（２個体）で構成され、総重量２．３ｇである。

作業内容 調整打面から削片剥離が行われる。接合資料２５と同一個体と考えられるが、未接合である。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のK－６０区、L－５９区に分布する。

頁岩２（図�－４８）

頁岩２は総点数３６点、総重量９８．７ｇである。削片１点、掻器３点、二次加工ある剥片１点、石刃７

点、縦長剥片１点、剥片２２点、細片１点で構成される。頁岩２は茶褐色を基調とし、珪質分に富む点

が特徴である。接合資料は、４個体（写真のみ掲載１個体）である。内訳は、石刃の接合（１個体）、

剥片の接合（３個体）である。また、剥片の接合資料の中には石刃核の打面調整剥片と考えられるも

のがある。作業内容としては、石刃核の調整剥離、石刃剥離、石刃素材の掻器の製作などが推定され

る。ただし、石器点数及び接合資料が少数であるため、石器製作作業も小規模と考えられる。

頁岩２・接合資料３０（図�－４８：分布図のみ、図版４４－３４２）

石刃２点（２個体）で構成され、総重量５．６ｇである。

作業内容 石刃核から石刃剥離を行う。接合資料を構成する石刃の形状はやや不整である。上下を折

損するため、打面形状や頭部調整の有無は不明である。石刃核は出土していない。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のJ－６０区、K－５９区に分布する。

頁岩３（図�－４９）

頁岩３は総点数４８点、総重量１３１．４ｇである。彫器４点、掻器２点、二次加工ある剥片２点、石刃

２点、縦長剥片７点、剥片２７点、細片４点で構成される。頁岩３は暗褐色と暗灰色が斑状に混ざる模

様を基調とし、比較的珪質分に富む点が特徴である。接合資料は、５個体（掲載２個体）である。内

訳は、彫器・掻器・石刃・縦長剥片の接合（１個体）、彫器と石刃の接合（１個体）、剥片の接合（３

個体）である。また、剥片の接合資料の中には石刃核の打面調整剥片と考えられるものがある。ただ

し石刃核は出土していないため、作業後遺跡外に搬出されたと考えられる。作業内容としては、石刃

核ないし石核の調整剥離、石刃・縦長剥片の剥離、石刃素材の彫器・掻器の製作などが推定される。

石器点数及び接合資料が少数であるため、作業は小規模なものと考えられる。
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図�－４７ 頁岩１・接合２５
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図�－４８ 頁岩２分布図
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図�－４９ 頁岩３分布図、頁岩３・接合４４、８３
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頁岩３・接合資料４４（図�－４９、図版４２）

彫器１点（１個体）、掻器１点（１個体）、石刃１点（１個体）、縦長剥片１点（１個体）で構成さ

れ、総重量１８．０ｇである。縦長剥片は形状から分類したものである。

作業内容 石刃核から石刃剥離を行う。１１６の石刃剥離後に打面調整が行われ、２６８の打面は１１６より

大きく下がっている。打点部が残るものに関しては頭部調整が認められる。石刃核は出土していない

が、１１６の背面には末端部側からの石刃剥離痕がみられるため、両設打面の石刃核と考えられる。ま

た、剥離した石刃を素材として彫器（１１６）、掻器（２２７）が製作される。

分布 SB－１南側のI－６１区、J－６０・６１区に分布する。

頁岩３・接合資料８３（図�－４９、図版４２）

彫器２点（１個体）、石刃１点（１個体）で構成され、総重量５．３ｇである。

作業内容 石刃核から彫器（１１４）の素材となる石刃を剥離した後、打面調整及び頭部調整が行われ、

再び石刃を剥離する。また、剥離した石刃を素材として彫器（１１４）が製作される。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のJ－６１区、K－６０に分布する。

石質分類外の頁岩の接合資料（図�－５０～５３、図版４３・４４）

石質分類外とした頁岩の総点数は４６７点、総重量８６５．８ｇである。細石刃１１０点、細石刃核６点、彫

器２３点、削片１６５点、掻器１点、削器４点、錐形石器２点、二次加工ある剥片３点、石刃９点、剥片６０

点、細片８４点と多く、細石刃・細石刃核といった細石刃製作に関わる資料と削片・彫器といった彫器

製作に関わる多くの資料が石質分類外になっている。細石刃や削片は小型で、色調や模様も特徴的な

ものが少なく石質分類が困難であり、細石刃核・彫器に関しては、それぞれ色調・珪質分等の特徴が

大きく異なり、多くが単体で搬入されたと考えられる。ここではこれらの石質分類外の接合資料をま

とめて掲載した。頁岩の石質分類外接合資料は２１個体（図示１０個体、分布図・写真のみ掲載５個体）

である。内訳は細石刃の接合（１個体）、彫器と削片の接合（６個体）、彫器・削片・剥片・細片の接

合（１個体）、彫器と細片（１個体）、削片の接合（１２個体）である。全体的に彫器と削片の接合及び

削片の接合資料が主体で、それ以外のものは少ない。

彫器と削片の接合資料（図�－５０・５１、図版４３）

接合２３・４７・２６・３２・３４・３５が該当する。分布はSB－１南側に集中する。接合２３と接合４７は細石

刃核と彫器が複合するものである。接合２３は下端部にノッチ状の打面を作出し、右側縁下部に削片剥

離を複数回行う。２０７の削片剥離後には右側縁上部で細石刃剥離を行っている。接合４７は下端部に交

叉刃型の彫刀面を作出している。接合２６は上部と下部に交叉刃型の彫刀面を作出するもので、上部は

左側縁と右側縁で交互に削片剥離を行う。接合３２は左側縁上部で削片剥離を行った後、腹面側から連

続した急角度の加工を施している。接合３４は上下に彫刀面を作出するもので、右側縁の上部で調整打

面から削片剥離を行った後、下部から削片剥離を行う。接合３５は側縁に連続した加工を施した後、左

側縁に折れ面を打面とした削片剥離を２回以上行う。

削片の接合資料（図�－５２・５３、図版４４）

接合２４・３３・８７は実測図掲載のもので、分布はSB－１南側の集中域のものがほとんどである。接

合２４は側刃型の彫器削片の接合資料である。素材側縁には部分的に細かい加工がみられる。上下で削

片剥離を行うが、末端部が階段状になるものが多い。また、打面調整により１８９の打面は大きく下が

っている。接合３３は幅広の削片剥離後に、細く短い削片剥離が施される。接合８７は、初期は石器長軸

に並行して削片剥離が行われるが、途中から剥離軸が傾き、彫刀面は斜刃気味になる。接合２７・３１・

３６・４８・６５は分布図と写真のみ掲載のものである。いずれも削片２点の接合である。接合２７（３４３）は

アンカリトー７遺跡

192



図�－５０ 頁岩石質分類外資料・接合２３、４７、２６
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図�－５１ 頁岩石質分類外資料・接合３２、３４、３５
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図�－５２ 頁岩石質分類外資料・接合２４、８７、３３
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先行する削片剥離後に、削片剥離面から細かい急角度の加工が施される。接合３１（３４４）は先行する

削片剥離は腹面側に傾き、次は背面側に傾く。接合３６（３４５）は先行する削片剥離は腹面側に傾き、

次はほとんど傾きがみられない。接合４８（３４６）は素材の側縁が残り、側縁には軽微な加工がみられ

る。接合６５（３４７）は幅広で厚い削片剥離後に、薄く幅の狭い削片が剥離される。

石刃の接合資料（図�－５３、図版４４）

接合４５（３０４）は彫器１点（１個体）、石刃３点（２個体）で構成され、総重量４６．２ｇである。大型

の石刃２点が接合したもので、共に頭部調整がみられる。この接合資料以外に同一石質と考えられる

石刃、剥片等がみられないため、この状態で遺跡内に搬入された可能性が高い。２６４の上部は折れ面

から樋状剥離痕がみられるため彫器としたが、折れた時の剥離の可能性がある。

３）珪化岩

SB－１に関連する石器の中で、珪化岩製の石器は総点数３９２点、総重量９１７．１ｇである。その内、

石質別資料として、３２５点（８２．５％）、９０８．２ｇ（９９．０％）の石器を抽出した。石質は、色調、珪質の度

合い、模様や接合状況などから大きく４種類に分けた。ただし、珪化岩は同一石質としたものの中で

も特に模様や変異が著しく、同一石質内に複数の母岩を含む可能性がある。珪化岩１は全体の約７割

を占めるもので、石質は灰白色を基調に褐色～赤褐色の模様が縞状に入るものである。珪化岩２は全

体の約３割弱で、石質は透明度の低い白色部を基調とし、暗褐色～赤褐色の模様が縞状及び不定形状

に入るものである。珪化岩３・４は４点ずつと少量だが、それぞれ特徴のあるものである。珪化岩１

・２については剥片各１点ずつについて、岩石名の同定のために、岩石学的分析を行っている。その

結果、「珪化岩」と判定された（第�章５参照）。

珪化岩１（図�－５４～５６）

珪化岩１は総点数２２３点、総重量７３３．２ｇである。彫器１２点、削片２３点、掻器１０点、両面調整石器１

点、削器１点、錐形石器７点（内ブロック外１点）、二次加工ある剥片８点、石刃８点、縦長剥片２１

点、剥片１１７点、細片１５点で構成される。珪化岩の石質別資料の中では、点数が最も多く、彫器、掻

器、錐形石器などトゥールが多くみられる点が特徴であるが、前述したように珪化岩１は複数の母岩

が含まれる可能性がある。接合資料は２４個体（掲載３個体）である。内訳は、彫器と削片の接合（１

個体）、彫器・錐形石器・縦長剥片の接合（１個体）、彫器と縦長剥片の接合（１個体）、削片の接合

（２個体）、掻器と石刃の接合（１個体）、縦長剥片と二次加工ある剥片の接合（１個体）、縦長剥片

の接合（２個体）、剥片と二次加工ある剥片の接合（１個体）、剥片の接合（１４個体）である。接合資

料の個体数は多いが、それぞれの接合点数は２～５点と少ない。作業内容としては、剥片及び縦長剥

片の接合資料個体数が多く、彫器や掻器と縦長剥片などとの接合資料も少量みられるため、剥片及び

縦長剥片の剥離及びそれらを素材とした彫器・掻器等の製作などが推定される。対応する石質の石核

は出土していないため、遺跡外に搬出されたと考えられる。

珪化岩１・接合資料３８（図�－５６、図版４５）

彫器１点（１個体）、削片２点（２個体）で構成され、総重量１０．３ｇである。

作業内容 石核から縦長剥片剥離を複数回行う。その縦長剥片を素材とし、折れ面を打面として右側

縁に削片剥離を行い、側刃型の彫器（１３１）を製作する。下端部にも腹面から急角度の加工による打

面を作出し、削片剥離を行っている。また、別の削片（３５０）が１３１と剥離面接合しているので、同様

の作業がもう１個体行われたと考えられる。石核は出土していない。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のK－６０区、L－５９区に分布する。
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図�－５３ 頁岩石質分類外資料・接合４５、２７、３１、３６、４８、６５
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図�－５４ 珪化岩１分布図（１）
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図�－５５ 珪化岩１分布図（２）
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図�－５６ 珪化岩１・接合３８、４３、４１
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珪化岩１・接合資料４３（図�－５６、図版４５）

素材 彫器１点（１個体）、縦長剥片３点（３個体）で構成され、総重量１０．３ｇである。

作業内容 石核から縦長剥片剥離を複数回行う。剥離した縦長剥片の右側縁に細かい加工を施し、そ

れを打面として削片剥離を行い、斜刃型の彫器を製作している。素材の末端側は素材の剥離時に折損

したと考えられる。石核は出土していないが、接合資料に残る原礫面の形状から、亜円礫を素材とし

た石核と考えられる。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のK－５９区、K－６０区にまとまって分布する。

珪化岩１・接合資料４１（図�－５６、図版４５）

削片４点（３個体）で構成され、総重量４．４ｇである。

作業内容 大型の石刃ないし縦長剥片の左側縁で削片剥離による彫器の製作を行っている。削片の打

面は調整打面である。削片の接合状況は、個体ごとに打面の位置が下がっているため、頻繁な打面調

整が行われたと考えられる。削片と接合する彫器は出土していない。

分布 SB－１南側の遺物集中範囲内のJ－６１区、K－６０区にまとまって分布する。

珪化岩２（図�－５７）

珪化岩２は総点数９４点、総重量１６５．０ｇである。縦長剥片３点、剥片７９点、細片１２点（内１点ブロ

ック外）で構成される。珪化岩１の器種組成と異なり、剥片主体でトゥール類がみられない点が特徴

である。接合資料は３個体（未掲載）で、全て剥片２～３点の接合である。珪質分が低く、多数の節

理面がみられ剥片も剥離時に細かく破砕しているものが多い。作業内容としては、剥片剥離が主体と

考えられるが、石器素材に適する剥片がほとんどみられないため、トゥールの製作は行われていない

可能性が高い。

珪化岩３・４（図�－５７）

珪化岩３は総点数４点、総重量６．１ｇで、剥片４点で構成される。珪化岩４は総点数４点、総重量３．９

ｇで、剥片４点で構成される。共に少量の剥片のみで構成される石質別資料である。珪化岩３の石質

はすりガラス状の透明部を基調とし、黄褐色の不定形の模様がわずかにみられるものである。珪化岩

４は黄褐色がかった白色部を基調とし、茶褐色の不定形の模様がみられるものである。共に点数が少

ないため、作業内容は不明だが、珪化岩４の剥片の中にはポイントフレイク状のものがあるため、珪

化岩４は両面調整石器製作に関わる可能性がある。

４）凝灰岩

SB－１に関連する石器の中で、凝灰岩製の石器は総点数１３１点、総重量１５２．５ｇである。凝灰岩は

他の石材・石質と分離性が高いため、全点石質別資料として抽出した。石質は１種類（凝灰岩１）の

みである。凝灰岩１は特徴的な石質で、接合点数も多いため、同一母岩資料といえるものである。色

調は緑灰色を基調とし部分的に黄褐色がみられる。また、全体に濃い緑色の模様が葉脈状に入る。珪

質分が高く、肉眼観察では頁岩に近い石質である。凝灰岩１については、岩石名の同定のために、剥

片１点の岩石学的分析を行っている。その結果「酸性凝灰岩」と判定された（第�章５参照）。

凝灰岩１（図�－５８・５９）

凝灰岩１は総点数１３１点、総重量１５２．５ｇである。両面調整石器１点、二次加工ある剥片１点、剥片

８７点（内１点ブロック外）、細片４１点、斧形石器１点で構成され、全て同一個体の資料と判断される。

接合資料は３個体（掲載１個体）である。内訳は、両面調整石器・二次加工ある剥片・斧形石器・剥

片・細片の接合（１個体）、剥片の接合（２個体）である。作業内容としては、斧形石器の製作、両
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図�－５７ 珪化岩２～４分布図
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図�－５８ 凝灰岩１分布図、凝灰岩１・接合６１（１）
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面調整石器の製作が行われている。

凝灰岩１・接合資料６１（図�－５８・５９、図版４５）

両面調整石器１点（１個体）、二次加工ある剥片１点（１個体）、剥片５３点（４１個体）、細片７点（６

個体）、斧形石器１点（１個体）で構成され、総重量１２７．０ｇである。斧形石器の最終加工段階で遺跡

内に搬入されている。

作業内容 斧形石器の製作段階（段階１・２）と、両面調整石器の製作（段階３）に大きく分かれる。斧

形石器の製作は、最初に表面右側縁下部の剥離を行い形状を整え（段階１）、次に刃部を中心とした研

磨を両面に施す（段階２）。その後、刃部付近で折損したため、基部側を素材として主に両側縁から連続

する平坦剥離により両面調整石器（２７６）の製作を行う（段階３）。この時剥離されたポイントフレイク状

の剥片に二次加工を施すものがある（２５６）。この段階３の途中で両面調整石器が折損し、短い上部側は

遺跡内に遺棄し、下部は再加工を行い遺跡外に搬出している。折損した両面調整石器は接合状況から長

さ約１２�、厚さ約３�、断面形が凸レンズ状の細長い形状のものと考えられ、両面調整石器というよ

り尖頭器の製作を目的としていた可能性がある。

分布 SB－１中央～南側にかけて広がっている。

５）泥岩

SB－１に関連する石器の中で、泥岩製の石器は総点数４５点、総重量４５．３ｇで、剥片及び細片で構

成されトゥール類はみられない。その中で、色調、模様などから石質を大きく３種類に分けた。泥岩

は特徴的で大別しやすいものが主体であったため、全点石質別分類を行っている。点数別の割合では

泥岩１が約７０％を占め、次いで泥岩２が約２５％、泥岩３が約４％となる。泥岩１～３の剥片・細片の

背面に研磨痕と考えられる擦り面（擦痕）をもつものが含まれ、これらは斧形石器の調整剥片と考え

られる。そのため、泥岩１～３の作業内容は、主として斧形石器の調整剥離が小規模に行われたと推

測される。また、各石質に対応する斧形石器は出土していない。

泥岩１（図�－６０）

泥岩１は総点数３１点、総重量３１．９ｇである。剥片２７点、細片４点で構成される。大型の剥片は平坦

剥離による薄身のものが多い。接合資料はない。３１点中７点の剥片・細片に擦痕が観察され、擦り面

は平滑で光沢がみられる。泥岩１の色調は灰～極暗灰色で、特に擦り面では灰色と極暗灰色部分が比

較的明瞭に分かれる。また、作業内容としては、擦痕のある剥片・細片が含まれることから、斧形石

器の調整剥離を行っている可能性が高い。

泥岩２（図�－６０）

泥岩２は総点数１２点、総重量１１．０ｇである。剥片７点、細片５点で構成され、剥片は小型のものが

多い。接合資料は１個体（未掲載）で、剥片２点の接合である。１２点中９点の剥片・細片に擦痕が観

察され、擦痕は平滑だがやや粗く、細かい凹凸を残す。泥岩２の色調は濃緑色である。作業内容は、

擦痕のある剥片・細片が含まれることから、斧形石器の調整剥離を行っている可能性が高い。

泥岩３（図�－６０）

泥岩３は総点数２点、総重量２．４ｇで、全て小型の剥片である。接合資料はない。泥岩３の色調は

薄い灰色を呈する。２点共に背面に擦痕があり、擦痕は平滑だがやや粗く、細かい凹凸を残す。作業

内容としては、擦痕のある剥片の存在から斧形石器の調整剥離を行っている可能性が高い。
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図�－５９ 凝灰岩１・接合６１（２）
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図�－６０ 泥岩１～３・粘板岩分布図
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４．ＳＢ－２

（１）位置・地形・分布（図�－６１）

位置 D－６２～６４、E－６３・６４、F－６２～６４、G－６２～６４、H－６１～６３、I－６１～６３

地形 南から北に緩やかに下る斜面に位置している。標高は約１４～１４．５ｍである。

分布 遺物分布範囲の平面形は南北約２０ｍ、東西約９ｍを測り、南北の斜面方向にやや長く広がって

いる。遺物の平面分布は南東側のH－６３、I－６３区にややまとまりがみられる。垂直分布では多少の

上下はあるが、ほぼ水平に分布する。層位的には、�層上面～�層中位にかけて出土している。層位

別の点数は２３点中、�層８点（３４．８％）、�層６点（２６．１％）、�層９点（３９．１％）である。層位別の

重量は８．９ｇ中、�層３．３ｇ（３７％）、�層３．２ｇ（３６％）、�層２．４ｇ（２７％）である。点数・重量共に、

出土層位の偏りはほとんどみられない。器種別にみると、細石刃が�層からの出土点数が多く、削片

は�層からの出土がやや多い。

（２）石器・石材組成

総点数２３点、総重量８．９ｇの石器類が出土した。点数の内訳は、細石刃１９点、削片４点である。取

上げ別の内訳は、点取り遺物は２２点、一括遺物は１点である。石材は黒曜石のみである。器種別の分

布は、細石刃がSB－２範囲内の中央～南側にかけて多く、削片は中央～北側にかけてみられる。被

熱石器、原礫面の残存する石器はない。

接合状況 石器ブロック範囲内での接合が多いが、SB－２北西側のブロック外出土の石器との接合

関係も認められる。細石刃の接合が多く、H・I－６３区を中心とした接合関係がみられる。削片２点

（内１点グリッド一括）はブロック外（B－６１区）出土の細石刃核と接合している。

（３）出土した石器類

細石刃（図�－６１－１～１７、図版４６）

１９点（折れ面接合の結果１７個体）出土し、全て図示している。石材は全て黒曜石である。幅広で、

側縁は直線状のものが多い。打面は比較的大きい点が特徴的である。幅は５～９�で、その中では７

～９�のものが多い。多くが折損品で、長さは不明なものが多いが、最大のもので４５�を測る。１～

４は完形ないしほぼ完形のもの、５～１３は頭部、１４・１５は中間部、１６・１７は末端部である。２・３・

５・７・８・１７は背面に細石刃核の側面を取り込むものである。

削片（図�－６１－１８～２０、図版４６）

４点（３個体）出土し、全て図示している。石材は全て黒曜石である。１８～２０は石刃を素材とした

峠下型細石刃核から剥離された削片である。１９は１次削片で、打面側をわずかに折損する。上縁には、

素材腹面側から細かい連続的な加工が施される。１８・２０は上面に先行する削片剥離がみられる二次削

片である。１８は末端部側を折損する。先行する削片剥離後、打面部付近に素材の腹面側から背面（細

石刃核の甲板面）へ調整剥離が施される。２０は先行する削片剥離後、打面部付近に打面側からの細か

い調整剥離が行われている。

（４）石質別資料・接合資料（図�－６３～６５）

SB－２出土の石器類２３点を、黒曜石の特徴の違いや接合資料を基に、全ての石器について石質別

分類を行った。分類方法等は、SB－１と同様である。また、ブロック外出土などの石器類からも石
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図�－６１ SB－２の石器・分布図（１）
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図�－６２ SB－２の遺物・分布図（２）
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材、石器の形状ほかからSB－２に伴う石器類として４点を抽出した。よって、SB－２に関連する遺

物総点数は２７点、総重量は２１．２ｇで、全ての石器について石質別分類を行った。

黒曜石の石質は３種類（黒曜石９～１１）を設定した。黒曜石の石質分類番号は、黒曜石１～８・１２

がSB－１関連の黒曜石が該当するため、「黒曜石９～１１」となる。石質の分類基準は表�－１０に示し

た。また、接合作業の結果、折れ面接合５例、剥離面接合５例が得られた。接合に関わる点数は１９点

（折れ面接合のみ４点、剥離面接合１５点）で、SB－２関連の遺物総点数２７点に対し、７０．３％の接合

率である。接合資料は全５個体の内、４個体を図示した。また、ブロック外の石器でもSB－２関連

のものに関してはここで取上げている。

１）黒曜石

SB－２関連の石器類は全て黒曜石製で、総点数２７点、総重量２１．２ｇ出土している。黒曜石は透明

度が高く、SB－１の黒曜石のように球果が入るものはみられない。黒曜石９は黒色に赤色が混じる

特徴的なものである。黒曜石１０・１１は類似しており、共に比較的透明度が高く、黒色部と透明部の境

界があいまいなものである。黒曜石９～１１に関しては、各石質から１点ずつ抽出し、黒曜石原産地推

定を行ったところ、全て白滝産という結果が出ている（第�章４参照）。そのためSB－２に関連する

石器は、ほとんどが白滝産黒曜石を使用している可能性が高い。

黒曜石９（図�－６４）

黒曜石９は総点数１９点、総重量５．６ｇで、全て細石刃である。黒曜石９の石質は黒色に赤色が混じ

る特徴的なものである。平面分布はSB－２の範囲内のほぼ全体に広がるが、H・I－６３区でややまと

まっている。接合資料は、４個体（掲載３個体）で、全て細石刃の接合資料である。これらは細石刃

の形状などの特徴が類似しており、同一の細石刃核から剥離されたものと考えられる。接合資料など

から打面と作業面の角度は６０度前後をなす。また、細石刃核の両側面を取り込んだ細石刃の観察から、

両側面に大きな調整が施された細石刃核と推測される。また、打面の観察から、打面形成時の剥離方

向が作業面側からではなく側面方向で、打面のリングが大きく、平坦な点が特徴である。これらから、

細石刃核の母型は船底型石器であったことが復元でき、細石刃剥離は幌加型細石刃核によって行われ

た可能性が高い。対応する細石刃核は出土していないため、細石刃剥離後、遺跡外に搬出されたと考

えられる。

黒曜石９・接合資料９０（図�－６４、図版４６）

細石刃６点（４個体）で構成され、総重量２．２ｇである。

作業内容 細石刃核から、細石刃を複数回剥離する。細石刃は細石刃核の右側面を取り込んでいる。

分布 SB－２範囲内南西側のH・I－６３区にまとまって分布する。

黒曜石９・接合資料９１（図�－６４、図版４６）

細石刃２点（２個体）で構成され、総重量０．６ｇである。

作業内容 細石刃核から、細石刃を複数回剥離する。細石刃は細石刃核の左側面を取り込んでいる。

分布 SB－２範囲内南西側のH・I－６３区に分布する。

黒曜石９・接合資料１２（図�－６４、図版４６）

細石刃２点（２個体）で構成され、総重量１．２ｇである。

作業内容 細石刃核から、細石刃を複数回剥離する。細石刃は細石刃核の右側面を取り込んでいる。

分布 SB－２範囲内南西側のH・I－６３区に分布する。

黒曜石１０（図�－６５）

黒曜石１０は総点数３点、総重量９．２ｇで、接合資料はなく、細石刃核２点（１個体）、削片１点（１
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図�－６３ SB－２石質別分布図

表�－１１ 頁岩・珪化岩・凝灰岩・泥岩石質分類一覧

石質名 色調 模様 透明感 珪質度 原礫面 分析�
頁岩１ 灰色 部分的に灰白色及び暗灰色が斑状に入る 弱 弱 × ―

頁岩２ 茶褐色～暗褐色 特になし 中 中 × ２

頁岩３ 暗褐色・暗灰色 暗灰色が斑状に入る 弱 中 × ３

珪化岩１ 灰白色・褐色・赤褐色 褐色・赤褐色が縞状に入る 高 高 〇 ４

珪化岩２ 灰白色・赤褐色 赤褐色が縞～不定形状に入る 高 高 〇 ５

珪化岩３ 黄褐色 黄褐色が不定形状に入る 非常に高 高 × ―

珪化岩４ 黄褐色・灰白色 黄褐色が縞～不定形状に入る 高 高 × ―

凝灰岩１ 緑灰色・黄褐色 濃緑色が葉脈状に入る 弱 中 × １

泥岩１ 灰色・極暗灰色 極暗灰色が縞状に太く入る なし なし × ―

泥岩２ 濃緑色 特になし なし なし × ―

泥岩３ 薄い灰色 部分的に暗灰色が斑状に入る なし なし × ―

表�－１０ SB－２出土黒曜石石質分類一覧

石質名 色調 透明度 球果の大きさ 球果の量 流理（色） 流理（形状）流理（境界） 原礫面 分析� 原産地推定結果

黒曜石９ 黒・茶 高い なし なし 黒・赤 不定形 明瞭 無し １２ 白滝

黒曜石１０ 黒色 やや低い なし ない なし なし なし 無し １３ 白滝

黒曜石１１ 青みのある黒 高い なし なし 黒 斑状 非常に不明瞭 無し １４ 白滝

表�－９ SB－２石質別出土遺物一覧

石質
細石刃 細石刃核 削片 合計

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

黒曜石９ １９ ５．６ １９ ５．６

黒曜石１０ ２ ８．０ １ １．２ ３ ９．２

黒曜石１１ １ ３．２ ４ ３．３ ５ ６．４

合計 １９ ５．６ ３ １１．２ ３ ４．４ ２７ ２１．２
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図�－６４ 黒曜石９・接合１２、９０、９１
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図�－６５ 黒曜石１０、黒曜石１１・接合１１
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個体）で構成される。黒曜石１０は透明度が高く、透明部分に黒色部が薄い雲状にみられる石質で、黒

曜石１１と類似する石質である。平面分布はSB－２範囲外のB－６１区、C－６０区から細石刃核（ブロッ

ク外１）が出土し、I－６７区から削片（ブロック外３）が出土している。全てブロック外出土だが、

石質及び細石刃核の特徴などからSB－２と関連する石器と判断した。細石刃核と削片は接合してい

ないため、別の母岩の可能性もある。作業内容は細石刃核の存在から細石刃剥離が行われた可能性が

ある。ただし、対応する石質の細石刃は出土していない。

黒曜石１１（図�－６５）

黒曜石１１は総点数５点、総重量６．４ｇで、細石刃核１点（１個体）、削片４点（３個体）で構成され

る。黒曜石１１は透明度が高く、透明部分に黒色部が薄い雲状にみられる石質で、黒曜石１１と類似する

が、黒色部がやや直線状になるため黒曜石１０と分離した。石器の特徴及び接合関係から同一母岩の可

能性が高い。平面分布はSB－２範囲内の北側に点在する。接合資料は、１個体で、細石刃核と削片

の接合資料である。作業内容としては、削片剥離及び細石刃剥離が行われたと推測される。ただし、

対応する石質の細石刃は出土していない。

黒曜石１１・接合資料１１（図�－６５、図版４６）

細石刃核１点（１個体）と削片２点（２個体）で構成され、総重量５．２ｇである。

作業内容 主に上下縁に連続的な調整が施された細石刃核から、削片を２回剥離する。２回目の削片

剥離の前には、打面側から細かい加工を施している。その後細石刃剥離を行い、細石刃核を遺棄して

いる。また、１８の削片は未接合だが、形態などの特徴は接合資料に類似している。

分布 細石刃核はB－６１区出土で、削片２点はF－６４区（内１点グリッド一括）から出土している。

５．ブロック外の石器（図�－６６、図版４７）

ブロック外からは総点数２２点、総重量７５．６ｇの石器が出土している。内訳は細石刃１点、細石刃核

３点（２個体）、彫器１点、削片５点、掻器１点、錐形石器１点、石刃２点、剥片５点、細片３点で

ある。層位別では�層１７点（６８．６ｇ）、�層４点（４．０ｇ）、�層１点（３．０ｇ）で、点数・重量共に�
層出土のものが多い。ブロック外の石器は、石材及びその石質や石器の形態的特徴、接合関係から、

SB－１及びSB－２に伴うものに分けられる。SB－１に伴うものと判断した石器は１８点で内訳は、細

石刃１点、彫器１点、削片４点、掻器１点、錐形石器１点、石刃２点、剥片５点、細片３点である。

SB－２に伴うと判断した石器は４点で、内訳は細石刃核３点、削片１点である。また、排土出土の

剥片１点及び表採の石刃１点、剥片２点はSB－１に伴うと考えられる。

１～３はSB－２に関連する石器で、石材は黒曜石である。１・２は峠下型細石刃核である。１は

左側面の周縁部に急角度の加工が施されるもので、右側面の上下縁にも部分的に細かい加工がみられ

る。石刃を素材とし、細石刃剥離作業面は右側面に傾く。作業面の最大長は２４�で、最大幅は７�で

ある。２は主に左側面の周縁部に急角度の加工が施されるもので、上縁の加工は垂直に近い角度にな

る。素材は石刃の可能性があるが、末端部にはわずかに原礫面を残している。細石刃剥離作業面は右

側面に大きく傾く。作業面の最大長は１５�で、最大幅は７�である。３は削片としたが、細石刃剥離

の初期段階の剥片とも考えられる。４～６はSB－１に関連する石器である。４・５は黒曜石製、６

は珪化岩製である。４は彫器である。原礫面を残す縦長剥片を素材とし、左側縁に彫刀面を作出し、

その後上端部に彫刀面を切って背面側から細かい加工が行われる。５は掻器である。石刃を素材とし、

末端部側に急角度の刃部を作出する。６は錐形石器である。石刃ないし縦長剥片の側縁に細かい加工

がみられ、末端部に急角度の加工で尖頭部を作出する。 （広田良成）
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図�－６６ ブロック外出土の石器・分布図
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表�－１２ 掲載旧石器一覧（１）※長さ・幅・厚さの単位は（�）

挿図 図版 掲載番号 分類 石質 出土地点 番号 グリッド 層位 長さ 幅 厚さ 重量（ｇ） 剥離面接合 折れ接合 備考
�－１４ ３６ １ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １２９７ L－５９ � ２０．０ ７ ２ ０．２７ 原産地分析�９
�－１４ ３６ ２ 細石刃 黒曜石６ SB－１ ９７ J－６０ � （１４．０） ７ ２ ０．２ 被熱
�－１４ ３６ ３ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １９６７ L－５９ � （１６．５） ７ ２．５ ０．２２
�－１４ ３６ ４ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ３５５ L－５９ � ２３．５ ４．５ ２ ０．２２ 原産地分析�１０
�－１４ ３６ ５ 細石刃 黒曜石２ SB－１ １６７３ K－６０ � １９．０ ５ ２．５ ０．１８ 原産地分析�７
�－１４ ３６ ６ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ９８８ K－６０ � （１９．０） ５ ２．５ ０．１７
�－１４ ３６ ７ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １１００ J－６０ � （１５．５） ４５ ２．５ ０．１
�－１４ ３６ ８ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １８０５ K－６０ � （１７．０） ４ １．５ ０．１１ 二次加工あり
�－１４ ３６ ９ 細石刃 黒曜石 SB－１ ２０１６ K－６０ � （１５．０） ５ ２ ０．１２
�－１４ ３６ １０ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １９４８ L－５９ � （１３．５） ５ １．５ ０．１
�－１４ ３６ １１ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ５４０ K－６０ � （１７．５） ３．５ １．５ ０．１２
�－１４ ３６ １２ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ４７７ K－５９ � （１４．５） ４ １ ０．０７
�－１４ ３６ １３ 細石刃 黒曜石７ SB－１ １２１４ J－６１ � （１４．５） ３．５ １ ０．０５
�－１４ ３６ １４ 細石刃 黒曜石８ SB－１ ９７３ J－６０ � （１２．０） ４ １ ０．０６
�－１４ ３６ １５ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ４２３ K－５９ � （１３．０） ３．５ １．５ ０．０８
�－１４ ３６ １６ 細石刃 黒曜石７ SB－１ １９７７ K－５９ � （１８．０） ６ ２ ０．１７
�－１４ ３６ １７ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １１７６ I－６１ � １５．０ ５．５ １ ０．１２ 原産地分析�８
�－１４ ３６ １８ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ３２３ L－５８ � （１６．５） ５．５ ２ ０．２１
�－１４ ３６ １９ 細石刃 黒曜石７ SB－１ １０９２ J－６０ � （１９．０） ４ ２ ０．１３
�－１４ ３６ ２０ 細石刃 黒曜石７ SB－１ １２９ J－６１ � （１８．０） ４ １ ０．０９
�－１４ ３６ ２１ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １８００ K－６０ � （１７．０） ４ １ ０．０９
�－１４ ３６ ２２ 細石刃 黒曜石７ SB－１ １２７１ K－５８ F� （１８．０） ４ ２ ０．０９
�－１４ ３６ ２３ 細石刃 黒曜石６ SB－１ １１６８ J－６１ � （１３．０） ３．５ １．５ ０．０８
�－１４ ３６ ２４ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ６３１ J－６０ � （１３．５） ３．５ １ ０．０７
�－１４ ３６ ２５ 細石刃 黒曜石６ SB－１ ９３９ K－６０ � （１２．０） ４ １．３ ０．０６
�－１４ ３６ ２６ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ９２４ K－６０ � （１１．５） ３．５ １ ０．０４
�－１４ ３６ ２７ 細石刃 黒曜石８ SB－１ １８４７ K－５９ � １０．０ ３ ８ ０．０２ 原産地分析�１１
�－１４ ３６ ２８ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ４４７ K－５９ � （１０．０） ２．５ １ ０．０２
�－１４ ３６ ２９ 細石刃 黒曜石６ SB－１ ９８ J－６０ � （１９．０） ４ １．５ ０．１５
�－１４ ３６ ３０ 細石刃 黒曜石８ SB－１ １４８３ K－５９ � １２．０ ３ １ ０．０３
�－１４ ３６ ３１ 細石刃 黒曜石７ SB－１ ２０４ J－６１ � （１０．０） ２ １ ０．０１
�－１４ ３６ ３２ 細石刃 黒曜石８ SB－１ １５４９ G－６３ � （７．０） １．５ ０．７ ０
�－１４ ３６ ３３ 細石刃 頁岩 SB－１ １４５７ K－５９ � ４４．９ ６．８ １．７ ０．５４ １０４９

SB－１ １６６５ K－６０ �
�－１４ ３６ ３４ 細石刃 頁岩 SB－１ ６５２ K－６０ � （３３．０） ６．５ ３ ０．３３
�－１４ ３６ ３５ 細石刃 頁岩 SB－１ ２０８９ J－６０ � ３０．５ ６ ２ ０．２８
�－１４ ３６ ３６ 細石刃 頁岩 SB－１ １６３０ K－６０ � ２６．０ ６ ２ ０．２３
�－１４ ３６ ３７ 細石刃 頁岩 SB－１ １３８３ L－５９ � （２１．０） ７ ３．５ ０．４
�－１４ ３６ ３８ 細石刃 頁岩 SB－１ ７０９ K－６０ � ４３．０ ３．１ １．９ ０．２５ ４６ １０５１

SB－１ ８５９ H－６２ �
�－１４ ３６ ３９ 細石刃 頁岩 SB－１ １９６９ L－５９ � （３３．０） ４ ２ ０．２１
�－１４ ３６ ４０ 細石刃 頁岩 SB－１ ７６７ I－６１ � （３１．０） ５ ３ ０．２９ 被熱
�－１４ ３６ ４１ 細石刃 頁岩 SB－１ １０２６ J－６０ � ３０．０ ３ ３ ０．１６
�－１４ ３６ ４２ 細石刃 頁岩 SB－１ １５６８ K－６０ � （２３．５） ４ １．５ ０．１３
�－１４ ３６ ４３ 細石刃 頁岩 SB－１ １１９６ I－６１ � （２１．５） ４．５ １．５ ０．１５
�－１４ ３６ ４４ 細石刃 頁岩 SB－１ ３０９ J－６１ � （２０．１） ４．５ １．７ ０．１６
�－１４ ３６ ４５ 細石刃 頁岩 SB－１ ３００７ L－５９ F� （１９．５） ３ １ ０．０８
�－１４ ３６ ４６ 細石刃 頁岩 SB－１ １５８５ K－６０ � （１７．５） ３．５ １ ０．０７
�－１４ ３６ ４７ 細石刃 頁岩 SB－１ ５６３ K－６０ � （１７．０） ４ ２ ０．０９
�－１４ ３６ ４８ 細石刃 頁岩 SB－１ ５８５ K－６０ � （１０．０） ３ １．５ ０．０３
�－１４ ３６ ４９ 細石刃 頁岩 SB－１ ６４４ K－６０ � （２６．５） ４ ２ ０．２１
�－１４ ３６ ５０ 細石刃 頁岩 SB－１ ９９６ K－６０ � （２６．５） ３ ２．５ ０．１６ ４６
�－１４ ３６ ５１ 細石刃 頁岩 SB－１ １５３９ H－６２ F� （２４．０） ４ ３ ０．２
�－１４ ３６ ５２ 細石刃 頁岩 SB－１ １９４ J－６１ � （２３．０） ５．５ ２ ０．２３ 被熱
�－１４ ３６ ５３ 細石刃 頁岩 SB－１ ７０１ K－６０ � （２４．０） ４ ２ ０．１６
�－１４ ３６ ５４ 細石刃 頁岩 SB－１ １１８３ J－６１ � （２２．０） ５ ２ ０．１６
�－１４ ３６ ５５ 細石刃 頁岩 SB－１ １８２ J－６１ � （２２．０） ５．５ ２ ０．２２
�－１４ ３６ ５６ 細石刃 頁岩 SB－１ ６５３ K－６０ � （１９．５） ５ ２ ０．２
�－１４ ３６ ５７ 細石刃 頁岩 SB－１ ７８８ J－６１ � （２０．０） ５ ２ ０．１８
�－１４ ３６ ５８ 細石刃 頁岩 SB－１ ５１４ L－５９ � （１８．５） ４．５ １．５ ０．１４
�－１４ ３６ ５９ 細石刃 頁岩 SB－１ １９２７ L－５９ � （１８．０） ５ ２ ０．１４
�－１４ ３６ ６０ 細石刃 頁岩 SB－１ １２２４ K－６０ � （１８．０） ４ ２ ０．１２
�－１４ ３６ ６１ 細石刃 頁岩 SB－１ ５６２ K－６０ � （１８．０） ３ １．５ ０．０９
�－１４ ３６ ６２ 細石刃 頁岩 SB－１ ７１３ K－６０ � （１６．５） ４．５ １．５ ０．０９
�－１４ ３６ ６３ 細石刃 頁岩 SB－１ ８７０ H－６２ � （１９．５） ５ ２．５ ０．２
�－１４ ３６ ６４ 細石刃 頁岩 SB－１ １８１２ J－６０ � （１８．０） ５ ２ ０．１
�－１４ ３６ ６５ 細石刃 頁岩 SB－１ ２１１ J－６１ � （１６．５） ５ ２ ０．１４
�－１４ ３６ ６６ 細石刃 頁岩 SB－１ ６９６ J－６０ � （１５．５） ３．５ １ ０．０８
�－１４ ３６ ６７ 細石刃 頁岩 SB－１ １１７５ J－６１ � （１５．０） ５ １．５ ０．１
�－１４ ３６ ６８ 細石刃 頁岩 SB－１ １７５８ J－６０ � （１．４） ５ ２ ０．１４
�－１４ ３６ ６９ 細石刃 頁岩 SB－１ ５２９ K－６０ � （１３．０） ４ ２ ０．１
�－１４ ３６ ７０ 細石刃 頁岩 SB－１ １８３ J－６１ � （１０．５） ３ １ ０．０２
�－１４ ３６ ７１ 細石刃 頁岩 SB－１ ８９ J－６０ � （２２．５） ０．５ ２ ０．２８
�－１４ ３６ ７２ 細石刃 頁岩 SB－１ ８２７ J－６１ � （２２．０） ５ ２ ０．２
�－１４ ３６ ７３ 細石刃 頁岩 SB－１ １０６９ K－６０ � （２１．０） ３．５ ２ ０．１３
�－１４ ３６ ７４ 細石刃 頁岩 SB－１ １６７９ J－６０ � （１９．４） ４．７ １．７ ０．１６
�－１４ ３６ ７５ 細石刃 頁岩 SB－１ １７６ J－６１ � （１９．５） ５ ２ ０．２２
�－１４ ３６ ７６ 細石刃 頁岩 SB－１ １２４８ J－６０ � （１８．０） ４ ２ ０．１７
�－１４ ３６ ７７ 細石刃 頁岩 SB－１ １７７４ J－６０ � （１８．０） ５ ２．５ ０．１５
�－１４ ３６ ７８ 細石刃 頁岩 SB－１ １６８４ J－６０ � （１８．０） ３．５ ２ ０．１３
�－１４ ３６ ７９ 細石刃 頁岩 SB－１ １８８３ L－５９ � （１８．０） ４．５ ２ ０．０９
�－１４ ３６ ８０ 細石刃 頁岩 SB－１ ９４０ K－６０ � （１６．５） ４．５ ２ ０．１６
�－１４ ３６ ８１ 細石刃 頁岩 SB－１ ２０８ J－６１ � （１６．５） ５ ２ ０．２１

アンカリトー７遺跡

216



表�－１３ 掲載旧石器一覧（２）※長さ・幅・厚さの単位は（�）

挿図 図版 掲載番号 分類 石質 出土地点 番号 グリッド 層位 長さ 幅 厚さ 重量（ｇ） 剥離面接合 折れ接合 備考
�－１４ ３６ ８２ 細石刃 頁岩 SB－１ ５３ K－６０ � （１６．０） ３ ２ ０．０９
�－１４ ３６ ８３ 細石刃 頁岩 SB－１ ４８０ K－５９ � （１４．５） ２．５ １．５ ０．０６
�－１４ ３６ ８４ 細石刃 頁岩 SB－１ ２０４３ K－６０ � （１４．５） ３ ２ ０．１２
�－１４ ３６ ８５ 細石刃 頁岩 SB－１ ９１ J－６０ � （１４．５） ４ ２ ０．１１
�－１４ ３６ ８６ 細石刃 頁岩 SB－１ １６３３ K－６０ � （１７．０） ６ ２ ０．１３
�－１４ ３６ ８７ 細石刃 頁岩 SB－１ ８４４ G－６２ � （１４．５） ３．５ １ ０．０７
�－１４ ３６ ８８ 細石刃 頁岩 SB－１ １６７２ K－６０ � （２２．５） ５ ２ ０．１４ 被熱
�－１４ ３６ ８９ 細石刃 頁岩 SB－１ １６９０ J－６０ � （２１．０） ３ ３ ０．１５
�－１４ ３６ ９０ 細石刃 頁岩 SB－１ １５４４ G－６２ � （２０．０） ４．５ ２ ０．１２
�－１４ ３６ ９１ 細石刃 頁岩 SB－１ ２０６０ J－６０ � （１９．５） ４．５ ２ ０．１２
�－１４ ３６ ９２ 細石刃 頁岩 SB－１ １６８５ J－６０ � （１８．０） ３ ２ ０．０６
�－１４ ３６ ９３ 細石刃 頁岩 SB－１ １６６２ K－６０ � （１８．０） ３ ２ ０．０７
�－１４ ３６ ９４ 細石刃 頁岩 SB－１ ６７５ J－６０ � （１４．５） ３ １ ０．０４
�－１５ ３６ ９５ 細石刃核 頁岩 SB－１ １７８２ J－６１ � １０３．０ ３６ １６ ３８．０３ 被熱
�－１５ ３６ ９６ 細石刃核 頁岩 SB－１ １１２１ J－６０ � ９０．０ ２７ １４ ２４．６５ ２３
�－１５ ３６ ９７ 細石刃核 頁岩 SB－１ ２１１７ L－５９ � １１４．０ ３６ １４．５ ４３．６ ４７
�－１５ ３６ ９８ 細石刃核 頁岩 SB－１ １９５８ L－５９ � ６２．０ ２８ ９ １３．９４ 被熱
�－１５ ３６ ９９ 細石刃核 頁岩 SB－１ １８７０ K－５９ � ４９．０ ２２ １２ １１．０８
�－１５ ３６ １００ 細石刃核 頁岩 SB－１ １９８４ K－５９ � ６１．０ ２５．５ １７ ２１．５９ 被熱
�－１５ ３７ １０１ 彫器 珪化岩１ SB－１ １８７３ K－５９ � ４６．０ ２４ １３ １４．４７
�－１５ ３７ １０２ 彫器 珪化岩１ SB－１ ６００ K－６０ � ４５．５ ２０ １０ ７．３１ ４３ １０６７
�－１５ ３７ １０３ 彫器 頁岩 SB－１ １９７１ L－５９ � ７７．０ ２４ １０ １４．８５
�－１５ ３７ １０４ 彫器 頁岩 SB－１ １２５０ J－６０ � （４０．５） ２３ ５ ３．８２
�－１５ ３７ １０５ 彫器 頁岩１ SB－１ ９４６ K－６０ � ７７．０ ３７ １５ ４９．５１ ２５
�－１５ ３７ １０６ 彫器 頁岩 SB－１ ６１５ K－６０ � ６５．５ ２８ ７．５ １２．７２
�－１５ ３７ １０７ 彫器 頁岩 SB－１ １５７８ K－６０ � ８９．０ ３１ １７ ３１．３２ ２６ 被熱
�－１６ ３７ １０８ 彫器 頁岩 SB－１ １９１３ L－５９ � ７４．０ ２９ １１ ２０．９２
�－１６ ３７ １０９ 彫器 頁岩 SB－１ １６９７ J－６０ � ７８．０ ２９．５ １３ ２３．２２ 被熱
�－１６ ３７ １１０ 彫器 黒曜石１２ SB－１ １１３４ K－６０ � ４４．０ ３３ １１ １９．４５ １０２５ 被熱

SB－１ １６７４ K－６０ �
SB－１ １６９３ J－６０ �

�－１６ ３７ １１１ 彫器 黒曜石１ SB－１ ６７９ J－６０ � ４６．０ ２０ ９．５ ７．６４ ６６
�－１６ ３７ １１２ 彫器 黒曜石１ SB－１ ３００９ N－５９ � ４９．０ ２２ ８ ５．２８ 被熱
�－１６ ３７ １１３ 彫器 黒曜石４ SB－１ １４４ J－６１ � ６８．０ １３ ６ ３．１５ １０１８

SB－１ １８７１ K－５９ �
SB－１ ２０３７ K－６０ �

�－１６ ３７ １１４ 彫器 頁岩３ SB－１ ２４１ J－６１ � ４７．０ １９ ６ ３．８１ ８３ １０９３
SB－１ ２０６７ J－６１ �

�－１６ ３７ １１５ 彫器 頁岩３ SB－１ １７６５ J－６０ � ３９．０ ２３ ６ ３．４９
�－１６ ３７ １１６ 彫器 頁岩３ SB－１ １７９３ J－６１ � ６６．０ ２２ ８ ８．２ ４４
�－１６ ３７ １１７ 彫器 頁岩 SB－１ １１３１ K－６０ � ７７．５ ２０ ７ ７．７９
�－１６ ３７ １１８ 彫器 頁岩 SB－１ １３５ J－６１ � ７３．５ ３０ １０ １４．４４
�－１６ ３７ １１９ 彫器 頁岩 SB－１ １７１１ K－６０ � ６９．０ ２４ １１ １８．１６ ３４
�－１６ ３７ １２０ 彫器 頁岩 SB－１ １３２２ L－５９ � ５２．０ ４０ １４ ３２．０６ 被熱
�－１６ ３７ １２１ 彫器 黒曜石１ SB－１ ９５２ K－６０ � ４５．０ ２２ ５ ６．３５ １０２７ 被熱

SB－１ １８２０ J－６０ � 被熱
SB－１ ２０５３ J－６０ � 被熱

�－１６ ３７ １２２ 彫器 黒曜石５ SB－１ ９９３ K－６０ � ５５．０ ２８ １５ １４．９６ １０４０ 原産地分析�６
SB－１ １５２６ K－５９ � 被熱

SB－１ ２０１８ K－６０ � 被熱
�－１６ ３７ １２３ 彫器 黒曜石１ SB－１ ２０９２ J－６０ � ３６．０ １５ ５ １．４６
�－１６ ３７ １２４ 彫器 珪化岩１ SB－１ １２００ I－６１ � ２８．０ １９ ８ ３．２６
�－１６ ３７ １２５ 彫器 珪化岩１ SB－１ ７８２ J－６１ � ３０．５ １６ ５ ３．８１ ４２ １０６８
�－１６ ３７ １２６ 彫器 珪化岩１ SB－１ １１３７ K－６０ � ３５．０ １５ ９ ２．９
�－１７ ３７ １２７ 彫器 頁岩 SB－１ １２８９ L－５８ � ６１．０ ３０ ８ １７．０１ ３５ 被熱
�－１７ ３７ １２８ 彫器 頁岩 SB－１ １１０８ J－６０ � ６８．０ １８ １０ １１．２７ １０９９
�－１７ ３７ １２９ 彫器 珪化岩１ SB－１ ４４２ K－５９ � ３９．０ ２６ １２ １０．１４ １０９４

SB－１ １７０６ J－６０ � 被熱
�－１７ ３８ １３０ 彫器 珪化岩１ SB－１ ６０１ K－６０ � ４３．０ ２２ １３ ７．５６
�－１７ ３８ １３１ 彫器 珪化岩１ SB－１ ６７０ K－６０ � ４５．５ ２７ ９．５ ８．６ ３８
�－１７ ３８ １３２ 彫器 頁岩 SB－１ １１８６ J－６１ � ４３．０ ３４ ７ １１．８５ １０７６

SB－１ １６１３ K－６０ � 被熱
SB－１ １９５６ L－５９ �

�－１７ ３８ １３３ 彫器 頁岩 SB－１ １７８３ J－６１ � ８７．０ ３４ １１ ２９．５７
�－１７ ３８ １３４ 彫器 頁岩 SB－１ ４６３ L－５９ � ７２．０ ２６ １１ １３．２２
�－１７ ３８ １３５ 彫器 頁岩 SB－１ １３４８ L－５９ � ４５．０ ２７．５ １３ １６．７９ ６７
�－１７ ３８ １３６ 彫器 頁岩 SB－１ ９８９ K－６０ � ８８．０ ３１．５ １３ ４０．３１
�－１７ ３８ １３７ 彫器 黒曜石１ SB－１ １７０１ K－６０ � ２０．０ １４ ６ １．４８ ２ 被熱
�－１７ ３８ １３８ 彫器 珪化岩１ SB－１ ６３６ J－６０ � ５２．５ ２６ １５．５ １９．７４
�－１７ ３８ １３９ 彫器 頁岩 SB－１ １１０８ J－６０ � ６８．０ １８ １０ １９．４５ １０９９

SB－１ １１３６ K－６０ �
SB－１ １３９０ K－５９ �

�－１７ ３８ １４０ 彫器 頁岩 SB－１ １４９９ K－５９ � ８９．０ ２９ １９ ３５．７９ ３２ 被熱
�－１８ ３８ １４１ 削片 頁岩 SB－１ １４２２ K－５９ � （５１．０） ８ ７．５ ２．５６
�－１８ ３８ １４２ 削片 頁岩１ SB－１ １０７４ K－６０ � ４５．５ １１ ５．７ ３．２９ ２５
�－１８ ３８ １４３ 削片 頁岩１ SB－１ １０５９ K－６０ � ４４．５ １１ ６ １．５６ ２５
�－１８ ３８ １４４ 削片 頁岩１ SB－１ ４１ K－６０ � （３３．０） １０．２ ４．２ １．３８ ２５ １０６９

SB－１ １９８２ K－５９ � 被熱
�－１８ ３８ １４５ 削片 黒曜石１ SB－１ １７９２ J－６１ � ２９．０ ７．５ ３．５ ０．４７
�－１８ ３８ １４６ 削片 頁岩 SB－１ １２２８ K－６０ � （３．９） １．２ ７ ０．６９ ２１
�－１８ ３８ １４７ 削片 頁岩１ SB－１ １５４ J－６１ � ５４．０ １１ ８．１ ３．９６ ２５
�－１８ ３８ １４８ 削片 頁岩 SB－１ ３２６ L－５８ � （４７．３） ７．８ ６．１ １．９６
�－１８ ３８ １４９ 削片 頁岩１ SB－１ １５３８ H－６２ � （３８．０） ８ ７．５ １．９１ ２９
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表�－１４ 掲載旧石器一覧（３）※長さ・幅・厚さの単位は（�）

挿図 図版 掲載番号 分類 石質 出土地点 番号 グリッド 層位 長さ 幅 厚さ 重量（ｇ） 剥離面接合 折れ接合 備考
�－１８ ３８ １５０ 削片 頁岩 SB－１ １３５５ K－５９ � ２３．２ ８．７ ２．３ ０．４８
�－１８ ３８ １５１ 削片 頁岩 SB－１ ８７６ G－６２ � （１９．０） ８．６ ４．８ ０．６４
�－１８ ３８ １５２ 削片 頁岩 SB－１ １５７１ K－６０ � （１７．４） ７．９ ４．５ ０．５３
�－１８ ３８ １５３ 削片 頁岩 SB－１ １９８５ K－５９ � （３８．７） ７．６ ２．９ ０．７９
�－１８ ３８ １５４ 削片 頁岩 SB－１ ２１２ J－６１ � （４０．０） ６ ３．１ ０．６５ ３４ １０７８

SB－１ ２０２８ K－６０ � （４０．０） ６ ３．１
�－１８ ３８ １５５ 削片 頁岩 SB－１ １７３４ K－６０ � （３６．３） ８．１ ３ ０．７９
�－１８ ３８ １５６ 削片 頁岩 SB－１ ５９５ K－６０ � （２６．２） ５．８ ３．３ ０．４
�－１８ ３８ １５７ 削片 頁岩 SB－１ ４１４ K－５９ � （２８．９） ８．９ ４．２ １
�－１８ ３８ １５８ 削片 頁岩 SB－１ ７４３ J－６１ � ３０．８ ５．２ ２ ０．３
�－１８ ３８ １５９ 削片 頁岩 SB－１ １７３０ K－６０ � （２８．０） ５．５ ３ ０．４３ ２１
�－１８ ３８ １６０ 削片 頁岩 SB－１ ５０１ K－５９ � ２０５．０ ７ ３ ０．２７ ４７
�－１８ ３８ １６１ 削片 頁岩１ SB－１ １１０１ J－６０ � （３３．０） ４ ６．５ １ ２９
�－１８ ３８ １６２ 削片 頁岩 SB－１ １１６６ J－６１ � ６４．０ ６ ７ １．９
�－１８ ３８ １６３ 削片 頁岩１ SB－１ ３１７ J－６１ � ５６．５ ８ ８．５ ３．６１ ２９
�－１８ ３８ １６４ 削片 頁岩 SB－１ １１９０ J－６１ � ４８．０ １２ ４ ３．０３
�－１８ ３８ １６５ 削片 頁岩１ SB－１ １７８６ J－６１ � ３５．０ １０．５ ６ ２．１５ ２５
�－１８ ３８ １６６ 削片 頁岩 SB－１ ２３１ I－６１ � ２１．５ ８．２ １．８ ０．１９
�－１８ ３８ １６７ 削片 頁岩 SB－１ １６３７ K－６０ � １９．５ ５ １．５ ０．１３ 被熱
�－１８ ３８ １６８ 削片 頁岩 SB－１ ７５６ J－６１ � ３７．０ ６．１ ３．５ １．１６
�－１８ ３８ １６９ 削片 黒曜石３ SB－１ ２１０ J－６１ � （４１．０） １１ ４ １．２９
�－１８ ３８ １７０ 削片 頁岩 SB－１ １０１０ K－６０ � ４６．０ ７ １２ ２．９２ ２６
�－１８ ３８ １７１ 削片 頁岩 SB－１ １４５ J－６１ � ３３．７ １０．２ ５．２ １．１８
�－１８ ３８ １７２ 削片 頁岩 SB－１ １４１４ K－５９ � ２５．９ ６．５ ４．２ ０．６
�－１８ ３８ １７３ 削片 頁岩 SB－１ ４５３ L－５９ � （１９．０） ５．１ ２．６ ０．２２
�－１８ ３８ １７４ 削片 頁岩 SB－１ ７９２ I－６１ � ５５．０ ９ ５ １．５２ 被熱
�－１８ ３８ １７５ 削片 頁岩 SB－１ １８１４ J－６０ � （２１．５） ４ ２．５ ０．２１ ３４
�－１８ ３８ １７６ 削片 黒曜石１ SB－１ ４０５ L－５９ � （１８．０） ３ ３ ０．０９ ６６
�－１８ ３８ １７７ 削片 頁岩１ SB－１ ７５８ J－６１ � ５９．５ １２．５ ８．２ ６．５５ ２５
�－１８ ３８ １７８ 削片 頁岩 SB－１ １３６ J－６１ � ５２．０ １３ ５ ３．０８ ８７
�－１８ ３８ １７９ 削片 珪化岩１ SB－１ １００３ K－６０ � ４７．０ ５ ８ １．４１ ４１ １０６６

SB－１ １２３５ K－６０ �
�－１８ ３８ １８０ 削片 頁岩 SB－１ ５６０ K－６０ � ３４．０ １０．５ ７．５ １．８ ２４
�－１８ ３８ １８１ 削片 頁岩 SB－１ １１７４ J－６１ � ３３．０ １１ ５ １．６４ ３２
�－１８ ３８ １８２ 削片 頁岩 SB－１ １２７５ L－５８ � （２３．５） １０ ２．７ ０．７６ ２８
�－１８ ３８ １８３ 削片 頁岩 SB－１ ２５０ H－６２ � １８．５ ５ ２ ０．１２ ３２
�－１９ ３８ １８４ 削片 頁岩 SB－１ ９４１ K－６０ � ４０．９ ４．７ ３．１ ０．５３ １０５０ 被熱
�－１９ ３８ １８４ 削片 頁岩 SB－１ １８０４ K－６０ � ４０．９ ４．７ ３．１ 被熱
�－１９ ３８ １８５ 剥片 頁岩 SB－１ ７３９ J－６１ � ３８．０ ２１ ９ ４．２５
�－１９ ３８ １８６ 削片 頁岩 SB－１ ２０５ J－６１ � （２７．４） ６．４ ４．１ ０．６４ 接２４と同一個体
�－１９ ３８ １８７ 削片 珪化岩１ SB－１ ７４８ J－６１ � ２４．０ ６ ３．５ ０．５４ ４１
�－１９ ３８ １８８ 削片 頁岩 SB－１ １０７８ K－６０ � （４８．３） ９．６ ３．８ １．５１
�－１９ ３８ １８９ 削片 頁岩 SB－１ ２７４ I－６２ � （６３．０） ２０．５ ９ ６．８５ ２４
�－１９ ３８ １９０ 削片 頁岩 SB－１ ９６３ K－６０ � ６０．０ ８５ １１ ３．９６ ２６
�－１９ ３８ １９１ 削片 頁岩１ SB－１ ６４ K－６０ � ４９．０ １０．５ ４．６ ２．６６ ２５ １０５２

SB－１ １６０５ K－６０ �
�－１９ ３８ １９２ 削片 頁岩 SB－１ １８８９ K－５９ � ４１．０ １４ ８．１ ４．８５ ８７
�－１９ ３８ １９３ 削片 頁岩１ SB－１ １２４２ K－６０ � （３９．０） １２ ３．１ １．７５ ２５
�－１９ ３８ １９４ 削片 頁岩１ SB－１ １０８６ J－６０ � （１７．０） １３ ４．１ １．４４ ２５
�－１９ ３８ １９５ 削片 頁岩 SB－１ ８０１ J－６１ � ３８．２ ９．６ ２．７ ０．８７ １０９５

SB－１ ８０２ J－６１ �
�－１９ ３８ １９６ 削片 頁岩 SB－１ ２２４ I－６１ F� ３２．３ ７．６ ３．７ ０．７５
�－１９ ３８ １９７ 削片 頁岩 SB－１ １１２３ J－６０ � ２９．８ ４．７ ３ ０．５
�－１９ ３８ １９８ 削片 頁岩 SB－１ １７４７ J－６０ � ２８．２ ６．１ ２．３ ０．４５ 接５１と同一個体
�－１９ ３８ １９９ 削片 頁岩 SB－１ ６３８ J－６０ � ２７．５ ８ ４．６ １．２８ ２４
�－１９ ３８ ２００ 削片 頁岩 SB－１ １４０８ K－５９ � （２２．５） ７ １．５ ０．３３ ３４
�－１９ ３８ ２０１ 削片 頁岩 SB－１ １４５３ K－５９ � ２１．５ ２３．５ １．３ ０．１９ ２８
�－１９ ３８ ２０２ 削片 頁岩 SB－１ １１９３ J－６１ � ３３．５ ５．４ ３．３ ０．４３
�－１９ ３８ ２０３ 削片 頁岩 SB－１ １５３３ M－５９ � （２４．０） ８ ３．８ ０．７６
�－１９ ３８ ２０４ 削片 頁岩 SB－１ １６８ J－６１ � ４１．５ ９．９ ４．８ １．６５
�－１９ ３８ ２０５ 削片 頁岩 SB－１ ２８５ J－６２ � （４１．６） ４．７ ５．２ ０．９２
�－１９ ３８ ２０６ 削片 頁岩 SB－１ ２１７ I－６１ � ６５．０ ９ １０ ４．５９ ８７ 被熱
�－１９ ３８ ２０７ 削片 頁岩 SB－１ １７１３ K－６０ � （３９．０） ４．５ ５ ０．４４ ２３
�－１９ ３８ ２０８ 削片 頁岩 SB－１ １７１ J－６１ � （３７．０） ６ ６ １．１ ２４
�－１９ ３８ ２０９ 削片 珪化岩１ SB－１ ３０８ J－６１ � ２５．５ ７ ４．５ ０．５７ ４１ 被熱
�－１９ ３８ ２１０ 削片 頁岩１ SB－１ １６１５ K－６０ � ３５．５ １５ ５ １．５８ ２５ 被熱
�－１９ ３８ ２１１ 削片 頁岩 SB－１ ２０３ J－６１ � （４４．７） ５．９ ２．５ ０．８４
�－１９ ３８ ２１２ 削片 珪化岩１ SB－１ １６１１ K－６０ � ３．８ ９ ８ １．９１ ４１
�－１９ ３８ ２１３ 削片 頁岩 SB－１ １７７８ K－６０ � （２４．７） ７．１ ４．７ ０．７６
�－１９ ３８ ２１４ 削片 黒曜石１ SB－１ １１４０ I－６１ � ３５．５ ２．５ ７ ０．４１
�－１９ ３８ ２１５ 削片 頁岩 SB－１ ２５ K－５９ F� ２２．３ ８．３ １．５ ０．２８
�－２０ ３９ ２１６ 掻器 黒曜石１ SB－１ ８４８ I－６２ � ６３．０ ２２ ８ ９．４４ ４ １０１３

SB－１ １８２１ J－６０ � 被熱
�－２０ ３９ ２１７ 掻器 頁岩 SB－１ ４２２ K－５９ � ５２．０ ２５ ７ ８．６５
�－２０ ３９ ２１８ 掻器 頁岩２ SB－１ ５０ K－６０ � ４７．０ ２１ ９ ７．８４ １０５５

SB－１ １９３４ K－５９ �
�－２０ ３９ ２１９ 掻器 黒曜石１２ SB－１ ６８６ J－６０ � ３６．０ ２３ １０ ６．０８ 被熱
�－２０ ３９ ２２０ 掻器 珪化岩１ SB－１ １９３８ L－５９ � ３８．０ １６．５ ５．５ ３．２４
�－２０ ３９ ２２１ 掻器 珪化岩１ SB－１ １７７１ J－６０ � ３４．５ ２０ ６ ３．５７
�－２０ ３９ ２２２ 掻器 黒曜石１ SB－１ １１８９ J－６１ � ２５．５ １７ ８ ２．８６
�－２０ ３９ ２２３ 掻器 珪化岩１ SB－１ １ M－５８ � ３０．５ １９ ７ ３．４７
�－２０ ３９ ２２４ 掻器 珪化岩１ SB－１ ２０１７ K－６０ � ３８．０ １８ １２ ８．３１
�－２０ ３９ ２２５ 掻器 黒曜石３ SB－１ １３７ J－６１ � ４５．０ １９ ８ ５．６３
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表�－１５ 掲載旧石器一覧（４）※長さ・幅・厚さの単位は（�）

挿図 図版 掲載番号 分類 石質 出土地点 番号 グリッド 層位 長さ 幅 厚さ 重量（ｇ） 剥離面接合 折れ接合 備考
�－２０ ３９ ２２６ 掻器 珪化岩１ SB－１ １５３７ J－５９ � ３３．５ ２９ ８ ８．４５ ４０
�－２０ ３９ ２２７ 掻器 頁岩３ SB－１ ３１６ J－６１ � ３２．５ ２３ ７ ４．７８ ４４
�－２０ ３９ ２２８ 掻器 黒曜石１ SB－１ ２６０ H－６２ � ４１．５ １７ ８ ４．８２ １７
�－２０ ３９ ２２９ 掻器 黒曜石１ SB－１ ６１ K－６０ � ４７．０ ２２ ９ ５．７３ １００１

SB－１ ６５６ K－６０ �
SB－１ ２０１５ K－６０ �

�－２０ ３９ ２３０ 掻器 珪化岩１ SB－１ １８６０ K－５９ � ３８．０ ２６．５ ８ ６．９２
�－２０ ３９ ２３１ 掻器 黒曜石１ SB－１ １３５０ L－５９ � ６７．０ ２５ ９ １１．１７ １４ １０１６

SB－１ １５１７ K－５９ �
�－２０ ３９ ２３２ 掻器 頁岩３ SB－１ １４９１ K－５９ � ４５．０ ２３．５ ９ ８．２４ 被熱
�－２０ ３９ ２３３ 掻器 珪化岩１ SB－１ １９８９ K－５９ � ３２．５ ２５ ７ ４．５６
�－２０ ３９ ２３４ 掻器 珪化岩１ SB－１ １３０３ L－５９ � ２７．０ ２５ ７．５ ４．９４
�－２０ ３９ ２３５ 掻器 珪化岩１ SB－１ １４２８ L－５９ � ４１．５ ２６ １３ １４．２８
�－２０ ３９ ２３６ 掻器 頁岩２ SB－１ １３９８ K－５９ � ３３．０ ２７ ７ ６．９９
�－２０ ３９ ２３７ 掻器 珪化岩１ SB－１ １０４５ J－６０ � ３６．５ ３０ １１ １２．２１
�－２０ ３９ ２３８ 掻器 黒曜石２ SB－１ ６６ K－６０ � ３８．０ ２６ １０ ８．８１
�－２０ ３９ ２３９ 掻器 黒曜石１ SB－１ １７２８ K－６０ � ３０．０ ２０ ６ ２．３２
�－２１ ３９ ２４０ 両面調整石器 珪化岩１ SB－１ ５９２ K－６０ � ７５．０ ３７ ８ ４０．１８
�－２１ ３９ ２４１ 両面調整石器 凝灰岩１ SB－１ １９５０ L－５９ � ４６．０ ３１ １２ １６．７５ ６１ １０７５
�－２１ ３９ ２４２ 削器 頁岩 SB－１ １９ K－５９ � ６３．０ ２３ ７ ８．０６ １０４７

SB－１ ４５８ L－５９ �
�－２１ ３９ ２４３ 削器 頁岩 SB－１ ２７９ K－６２ � ６４．０ ２７ １０ １２．６７
�－２１ ３９ ２４４ 削器 頁岩 SB－１ ２３６ J－６１ � ４０．０ ４７．５ ９ １４．５８
�－２１ ３９ ２４５ 削器 珪化岩１ SB－１ ４ L－５９ � ５８．０ ２３．５ １０ ７．６３
�－２１ ３９ ２４６ 錐形石器 珪化岩１ SB－１ １３１１ L－５９ � ８８．０ ２０ １１ １１．０８ １０６１

SB－１ １８６８ K－５９ �
�－２１ ３９ ２４７ 錐形石器 珪化岩１ SB－１ ７９１ I－６１ � ６１．０ １４ １３．５ ５．９４ ４２
�－２１ ３９ ２４８ 錐形石器 珪化岩１ SB－１ １７１６ K－６０ � ５８．０ ３７ １２ １７．５２ 被熱
�－２１ ３９ ２４９ 錐形石器 珪化岩１ SB－１ ３４ K－６０ � ２５．０ １６．５ ５．５ １．８８
�－２１ ３９ ２５０ 錐形石器 頁岩 SB－１ １９０９ L－５９ � ６９．０ ２９ １６．５ ２１．６１
�－２１ ３９ ２５１ 錐形石器 珪化岩１ SB－１ １９７０ L－５９ � ４７．５ ３５ ２６ ２４．７１
�－２１ ３９ ２５２ 錐形石器 頁岩 SB－１ １２０８ H－６１ � １６．０ ５ ３ ０．１９
�－２２ ３９ ２５３ 二次加工ある剥片 頁岩３ SB－１ １０７０ K－６０ � ４４．０ ２９ １２ １２．６９
�－２２ ４０ ２５４ 二次加工ある剥片 黒曜石１ SB－１ ２５５ F－６１ � ３５．０ ３６ １２ ８．８３ ９
�－２２ ４０ ２５５ 二次加工ある剥片 頁岩 SB－１ ６９５ J－６０ � ４６．５ ３４．５ ６．５ １０．７７
�－２２ ４０ ２５６ 二次加工ある剥片 凝灰岩１ SB－１ ２０７１ J－６１ � ５０．０ ３．９ ８ ７．９８ ６１
�－２２ ４０ ２５７ 二次加工ある剥片 黒曜石４ SB－１ ６８５ J－６０ � ６０．５ ２０ １２．５ ７．２７ 原産地分析�５
�－２２ ４０ ２５８ 二次加工ある剥片 黒曜石１ SB－１ １７９５ J－６１ � ３３．５ ２．１ ５ ３．７７
�－２２ ４０ ２５９ 二次加工ある剥片 黒曜石１ SB－１ １２７ I－６０ � ２２．５ １７．５ ７．５ ３．０６ １ 原産地分析�１５
�－２２ ４０ ２６０ 二次加工ある剥片 黒曜石５ SB－１ ２２２ I－６１ � ３３．０ ２３ ３ ２．１３ １０３８

SB－１ ３００２ I－６１ �
�－２２ ４０ ２６１ 二次加工ある剥片 頁岩 SB－１ １４６０ K－５９ � ５２．５ １６．５ １０ ５．３４ 被熱
�－２２ ４０ ２６２ 二次加工ある剥片 頁岩１ SB－１ ５６１ K－６０ � ６３．０ ３９．５ ７．５ １８．８７
�－２２ ４０ ２６３ 石刃 頁岩 SB－１ ２０７３ J－６１ � １２３．０ ２９ １２ ２３．５１ ４５ １０５６

ブロック外 １ K－６３ �
�－２２ ４０ ２６４ 彫器 頁岩 SB－１ １６９ J－６１ � １０９．０ ２６ １１ １２．９４ ４５ １０５７

石刃 頁岩 SB－１ １９１７ L－５９ � ９．７９ ４５
�－２２ ４０ ２６５ 石刃 黒曜石１ SB－１ １８６ J－６１ � １０４．０ ２３ ７ １１．５９ ２ １０３５

SB－１ ７５９ J－６１ � ２
�－２２ ４０ ２６６ 石刃 黒曜石１ SB－１ ８６７ H－６２ F� ８０．０ １７ １０ ３．４６ １ １００２ 被熱

SB－１ ３００４ I－６２ F� １ 被熱
�－２２ ４０ ２６７ 石刃 黒曜石２ SB－１ ５２５ M－５９ � ７８．０ １５ ９ ４．６５ １００６ 磨痕

表採 表採 表採
�－２２ ４０ ２６８ 石刃 頁岩３ SB－１ １０３８ J－６０ � ５７．０ １５ ６５ ４４
�－２２ ４０ ２６９ 石刃 黒曜石１ SB－１ １８７ J－６１ � ６０．０ １５ ７ ３．６ ４ １０４３

SB－１ １１５３ J－６１ � 被熱
�－２２ ４０ ２７０ 石刃 黒曜石１ SB－１ ６９８ J－６０ � ４０．０ ８ ３ ０．６７ ２ １０１０

SB－１ １７６４ J－６０ �
�－２３ ４０ ２７１ 斧形石器 砂岩 SB－１ １４２５ K－５９ � ６５．０ ３３ １３ ２７．２９
�－２３ ４０ ２７２ 斧形石器 砂岩 SB－１ ３００８ L－５９ � ５８．０ ３５ １１ ２２．２４
�－２３ ４０ ２７３ 斧形石器 砂岩 SB－１ ３３ K－６０ � ７１．０ ４０ １３ ４０．８ １０７７

SB－１ ９１９ K－６０ �
�－２３ ４０ ２７４ 斧形石器 砂岩 SB－１ ２１０５ L－６０ � ６０．０ ３８．５ １０ ２４．１８
�－２３ ４０ ２７５ 斧形石器 砂岩 SB－１ ７７５ J－６１ � ２７．０ ３６ ７ ６．５７
�－２３ ４０ ２７６ 斧形石器 凝灰岩１ SB－１ １３６９ L－５９ � ２９．０ ７９ １６ ３４．１９ ６１
�－２３ ４０ ２７７ たたき石 砂岩 SB－１ １９２６ L－５９ � ６６．０ ３８ ３５ ８４．２９ １０９０

SB－１ １９３９ L－５８ �
SB－１ １９７３ L－５９ �

�－２３ ４０ ２７８ 砥石 砂岩 SB－１ ６５ K－６０ � ６０．０ ３７ ５ １５．４４
�－２３ ４０ ２７９ 石製品 粘板岩 SB－１ １５６１ K－６０ � １１８．５ ２３．５ ２１ ８７．０１
�－２３ ４０ ２８０ 剥片 泥岩１ SB－１ ３ L－５９ � ４２．０ ２１ ３ ２．２４
�－２３ ４０ ２８１ 剥片 泥岩１ SB－１ ３０２ J－６１ � ４２．０ ３１ ５ ３．６６
�－２３ ４０ ２８２ 細片 泥岩２ SB－１ １４９４ K－５９ � １４．０ ２３ ３ ０．９１
�－２３ ４０ ２８３ 剥片 泥岩２ SB－１ １９３１ L－５９ � ２８．０ １０ ４ ０．９３
�－２３ ４０ ２８４ 剥片 泥岩３ SB－１ １１８０ I－６１ � ２４．０ ２２ ５ ２．２

写真のみ ４１ ３０９ 石刃 黒曜石１ SB－１ ９９１ K－６０ � （２９．４） １５．２ ３．５ １．６５ １
写真のみ ４１ ３１０ 石刃 黒曜石１ SB－１ １１４９ J－６１ � （２６．３） １７．８ ４．４ ２．９７ ２ 原産地分析�１
写真のみ ４１ ３１１ 石刃 黒曜石１ SB－１ １７６１ J－６０ � （５１．０） １６．７ ２．７ １．５２ ２
写真のみ ４１ ３１２ 石刃 黒曜石１ SB－１ ７４４ J－６１ � （２２．２） １７．４ ３．６ １．４２ ２
写真のみ ４１ ３１３ 石刃 黒曜石１ SB－１ １９８ I－６１ � （１９．１） ６．７ １．６ ０．２４ ２
写真のみ ４１ ３１４ 石刃 黒曜石１ SB－１ １０３２ J－６０ � （１０．６） １１．４ １．７ ０．１８ ２
写真のみ ４１ ３１５ 石刃 黒曜石１ SB－１ １４１１ K－５９ � （３７．８） １０．５ ４．２ １．８９ ４
写真のみ ４１ ３１６ 石刃 黒曜石１ SB－１ １２５８ J－６１ � （３３．０） １４．３ ３．３ ２．１１ ４
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表�－１６ 掲載旧石器一覧（５）※長さ・幅・厚さの単位は（�）

挿図 図版 掲載番号 分類 石質 出土地点 番号 グリッド 層位 長さ 幅 厚さ 重量（ｇ） 剥離面接合 折れ接合 備考
写真のみ ４１ ３１７ 石刃 黒曜石１ SB－１ ６６４ K－６０ � （２０．０） １３．３ ３．２ ０．７７ ４
写真のみ ４１ ３１８ 石刃 黒曜石１ SB－１ １５６７ K－６０ � （２６．８） １２．６ ２．８ ０．９６ １４
写真のみ ４１ ３１９ 石刃 黒曜石１ SB－１ １７２６ K－６０ � （５３．６） １３．６ ５ ３．７７ １７
写真のみ ４２ ３２０ 剥片 頁岩１ SB－１ １２２３ K－６０ � ４２．４ １３．１ １８．４ ７．９４ ２５ 被熱
写真のみ ４２ ３２１ 削片 頁岩１ SB－１ ２３ K－５９ � ４３．９ １５．３ ６．３ ３．５６ ２５
写真のみ ４２ ３２２ 削片 頁岩１ SB－１ １８５３ K－５９ � ３２．６ １３．８ ５．１ １．９９ ２５
写真のみ ４２ ３２３ 削片 頁岩１ SB－１ １５５ J－６１ � ２９．８ ６ ２．４ ０．６４ ２５
写真のみ ４２ ３２４ 削片 頁岩１ SB－１ １６５７ K－６０ � （２４．６） ６．７ ２．２ ０．３７ ２５
写真のみ ４２ ３２５ 削片 頁岩１ SB－１ ４３５ K－５９ � ２４．４ １４．８ ４．１ ２．０１ ２５
写真のみ ４２ ３２６ 削片 頁岩１ SB－１ ９７７ J－６０ � ２４．９ １１ ２．５ ０．７５ ２５
写真のみ ４２ ３２７ 削片 頁岩１ SB－１ ３７１ K－５９ � （２７．９） ８．３ ４．２ ０．９９ ２５
写真のみ ４２ ３２８ 削片 頁岩１ SB－１ ７６２ J－６１ � ２７．１ ４．４ ２．９ ０．３４ ２５
写真のみ ４２ ３２９ 削片 頁岩１ SB－１ ４６５ L－５９ � ２０．９ １０．９ ４．４ ０．７ ２５
写真のみ ４２ ３３０ 削片 頁岩１ SB－１ １９２１ L－５９ � （１８．２） ８．６ ３．１ ０．３９ ２５
写真のみ ４２ ３３１ 削片 頁岩１ SB－１ ３４３ L－５９ � （１４．１） ９．２ ２．６ ０．２６ ２５
写真のみ ４２ ３３２ 縦長剥片 頁岩３ SB－１ ２２９ I－６１ � （２５．２） １２．５ ２．７ ０．８９ ４４
写真のみ ４２ ３３３ 石刃 頁岩３ SB－１ １６４４ K－６０ � （１８．７） １８．４ ４．５ １．４７ ８３
写真のみ ４３ ３３４ 剥片 頁岩 SB－１ １５９６ K－６０ � ２０．１ １２．２ ２．８ ０．５４ ３２ 被熱
写真のみ ４３ ３３５ 細片 頁岩 SB－１ ９２５ K－６０ � １２．７ １３．２ １．２ ０．１９ ３２ 被熱
写真のみ ４３ ３３６ 細片 頁岩 SB－１ ９１６ K－６０ � １４．１ １０．３ １．５ ０．２１ ３２ 被熱
写真のみ ４３ ３３７ 削片 頁岩 SB－１ １８３４ K－５９ � （２４．２） ４．９ ４．３ ０．４５ ３５
写真のみ ４４ ３３８ 削片 頁岩 SB－１ １１５１ J－６１ � ３３．６ １１ ４．４ １．５２ ３３ 被熱
写真のみ ４４ ３３９ 削片 頁岩 SB－１ ７１１ K－６０ � ３４．３ ８．７ ７．７ １．６４ ３３
写真のみ ４４ ３４０ 削片 頁岩 SB－１ ７２８ J－６１ � ２２．６ ６．７ ２ ０．３ ３３
写真のみ ４４ ３４１ 削片 頁岩 SB－１ ７４１ J－６１ � １５．２ ９ ０．８ ０．０９ ３３
写真のみ ４５ ３５０ 削片 珪化岩１ SB－１ １８９６ L－５９ � ３７．６ ６．５ ５．２ １．２６ ３８
写真のみ ４５ ３５１ 削片 珪化岩１ SB－１ １２４１ K－６０ � ２８．０ ６．６ ４ ０．４７ ３８
写真のみ ４５ ３５２ 縦長剥片 珪化岩１ SB－１ ６５１ K－６０ � （３６．３） １９．３ ５．２ ３．３７ ４３
写真のみ ４５ ３５３ 縦長剥片 珪化岩１ SB－１ １７０５ K－６０ � （３３．４） １１．７ ２．５ ０．９８ ４３
�－６１ ４６ １ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １５ H－６３ � ４５．５ ７．５ ２．８ ０．７６ ９０ １０４６

SB－２ １９ H－６３ �
�－６１ ４６ ２ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ４ I－６３ � ４０．０ ８．５ ４．５ ０．６８ １２ 原産地分析�１２
�－６１ ４６ ３ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １３ H－６３ � ４０．８ ８．４ １．９ ０．５９ ９０ １０２０

SB－２ １４ H－６３ �
�－６１ ４６ ４ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ３ I－６２ � （３０．５） ７ ３ ０．３２
�－６１ ４６ ５ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ２ H－６３ � （３３．０） ８．５ ３ ０．５ ９０
�－６１ ４６ ６ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ８ H－６３ � （２９．０） ７ ３ ０．４７ １２
�－６１ ４６ ７ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ２０ H－６３ � ２８．０ ９．５ ３ ０．３５ ９１
�－６１ ４６ ８ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ７ I－６３ � （２０．５） ８ ２ ０．２６ ９１
�－６１ ４６ ９ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １１ H－６２ � （２３．５） ６ ２ ０．２２
�－６１ ４６ １０ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １ H－６３ � （１６．０） ６ ３ ０．１９
�－６１ ４６ １１ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ９ G－６３ � （１７．０） ９ ２ ０．２６
�－６１ ４６ １２ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １８ I－６２ � １８．０ ７ １．５ ０．１１
�－６１ ４６ １３ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ２５ H－６３ � １３．０ ６ ２ ０．１２
�－６１ ４６ １４ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ５ I－６３ � （１６．５） ６．５ ２ ０．１７
�－６１ ４６ １５ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １０ G－６３ � （１３．５） ５ １ ０．０５ １３
�－６１ ４６ １６ 細石刃 黒曜石９ SB－２ ６ I－６３ � （２９．０） ７ ２．５ ０．３ ９０
�－６１ ４６ １７ 細石刃 黒曜石９ SB－２ １７ F－６４ � （２２．０） ８ ３ ０．２４ １３
�－６１ ４６ １８ 削片 黒曜石１１ SB－２ １２ G－６２ � １３．０ ３５ ８ １．２５ １０３２

SB－２ ２３ E－６４ �
�－６１ ４６ １９ 削片 黒曜石１１ SB－２ １６ F－６４ � ３５．０ ６ ６ ０．８３ １１ 原産地分析�１４
�－６１ ４６ ２０ 削片 黒曜石１１ SB－２ ２４ F－６４ F� ３７．５ ７．５ ５ １．１８ １１
�－６６ ４７ １ 細石刃核 黒曜石１０ ブロック外 １ B－６１ � ３１．０ １５ ８ ８ １０９７ 原産地分析�１３

ブロック外 C－６０ �
�－６６ ４７ ２ 細石刃核 黒曜石１１ ブロック外 B－６１ � ３．１ １．５ ８ ３．１８ １１
�－６６ ４７ ３ 削片 黒曜石１０ ブロック外 １ I－６７ � ３２．０ ６ ６．１ １．１６
�－６６ ４７ ４ 彫器 黒曜石１ ブロック外 １ R－５８ � ５８．５ ２８ １２ １６．３７ 被熱
�－６６ ４７ ５ 掻器 黒曜石１ ブロック外 １ I－５４ � ３７．５ １７．５ ８ ４．２８ 被熱
�－６６ ４７ ６ 錐形石器 珪化岩１ ブロック外 １ D－６１ � ５９．０ １９．５ １２ ８．５１

アンカリトー７遺跡

220



表�－１７ 掲載旧石器接合資料一覧（１）

挿図 図版 掲載� 石質・接合� 点数 分類等 ブロック名 発掘区 層位 遺物番号 単品掲載� 重量（ｇ）折接合� 備考

�－４２ ４１ ２８５ 黒曜石１ ５ 接合資料 SB－１、一括 �、F�、F�、� １１．１

・接合１ 石刃 SB－１ J－６１ � １４９ ２６６ ２．９ １００２

石刃 SB－１ H－６２ F� ８６７ １．５

石刃 一括 I－６２ F� ３００４ １．９

石刃 SB－１ K－６０ � ９９１ ３０９ １．７

石刃 SB－１ I－６０ � １２７ ２５９ ３．１

�－４２ ４１ ２８６ 黒曜石１ １０ 接合資料 SB－１ �、� ２０．１

・接合２ 石刃 SB－１ J－６１ � ７４４ ３１２ １．４

石刃 SB－１ J－６１ � ７５９ ２６５ ９．３ １０３５

石刃 SB－１ J－６１ � １８６ ２．３

石刃 SB－１ J－６０ � １０３２ ３１４ ０．２

石刃 SB－１ I－６１ � １９８ ３１３ ０．２

石刃 SB－１ J－６０ � ６９８ ２７０ ０．５ １０１０

石刃 SB－１ J－６０ � １７６４ ０．２

石刃 SB－１ J－６１ � １１４９ ３１１ ３．０

石刃 SB－１ J－６０ � １７６１ ３１０ １．５

彫器 SB－１ K－６０ � １７０１ １３７ １．５

�－４２ ４１ ２８７ 黒曜石１ ７ 接合資料 SB－１ �、�、� １７．８

・接合４ 石刃 SB－１ K－５９ � １４１１ ３１５ １．９

掻器 SB－１ I－６２ � ８４８ ２１６ ７．５ １０１３

掻器 SB－１ J－６０ � １８２１ １．９

石刃 SB－１ K－６０ � ６６４ ３１７ ０．８

石刃 SB－１ J－６１ � １８７ ２６９ ２．１ １０４３

石刃 SB－１ J－６１ � １１５３ １．５

石刃 SB－１ J－６１ � １２５８ ３１６ ２．１

�－４３ ４１ ２８８ 黒曜石１ ３ 接合資料 SB－１ � １２．１

・接合１４ 掻器 SB－１ L－５９ � １５１７ ２３１ ４．８ １０１６

掻器 SB－１ K－５９ � １３５０ ６．４

石刃 SB－１ K－６０ � １５６７ ３１８ １．０

�－４３ ４１ ２８９ 黒曜石１ ２ 接合資料 SB－１ �、� ８．６

・接合１７ 石刃 SB－１ K－６０ � １７２６ ３１９ ３．８

掻器 SB－１ H－６２ � ２６０ ２２８ ４．８

�－４３ ４１ ２９０ 黒曜石１ ２ 接合資料 SB－１ �、� ７．７

・接合６６ 削片 SB－１ L－５９ � ４０５ １７６ ０．１

彫器 SB－１ J－６０ � ６７９ １１１ ７．６

�－４６ ４２ ２９１ 頁岩１ ３ 接合資料 SB－１ �、� ６．５

・接合２９ 削片 SB－１ J－６０ � １１０１ １６１ １．０

削片 SB－１ H－６２ � １５３８ １４９ １．９

削片 SB－１ J－６１ � ３１７ １６３ ３．６

�－４６ ４４ ３４８ 頁岩１ ２ 接合資料 SB－１ �、� ２．２ 写真のみ

・接合８５ 削片 SB－１ K－６０ � １０５０ ０．４

削片 SB－１ K－６０ � ３６ １．８

�－４６ ４４ ３４９ 頁岩１ ２ 接合資料 SB－１ � ２．３ 写真のみ

・接合８６ 削片 SB－１ K－６０ � １２２９ ０．７

削片 SB－１ L－５９ � １９０３ １．６

�－４７ ４２ ２９２ 頁岩１ ２５ 接合資料 SB－１ �、�、� ９５．８

・接合２５ 削片 SB－１ K－６０ � １６１５ ２１０ １．６

削片 SB－１ K－５９ � ２３ ３２１ ３．６

剥片 SB－１ K－６０ � １２２３ ３２０ ７．９

削片 SB－１ J－６１ � １５４ １４７ ４．０

削片 SB－１ L－５９ � ４６５ ３２９ ０．７

削片 SB－１ K－５９ � ３７１ ３２７ １．０

削片 SB－１ K－６０ � １０５９ １４３ １．６

削片 SB－１ J－６１ � １７８６ １６５ ２．２

削片 SB－１ J－６１ � ７５８ １７７ ６．６

削片 SB－１ K－６０ � １６５７ ３２４ ０．４

剥片 SB－１ J－６１ � １５５ ３２３ ０．６

削片 SB－１ J－６０ � ９７７ ３２６ ０．８

剥片 SB－１ K－６０ � １０７４ １４２ ３．３

削片 SB－１ K－６０ � ４１ １４４ ０．３ １０６９

削片 SB－１ K－５９ � １９８２ １．１

削片 SB－１ K－６０ � ６４ １９１ １．５ １０５２

削片 SB－１ K－６０ � １６０５ １．１

削片 SB－１ K－６０ � １２４２ １９３ １．８

削片 SB－１ K－５９ � １８５３ ３２２ ２．０

削片 SB－１ J－６１ � ７６２ ３２８ ０．３
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表�－１８ 掲載旧石器接合資料一覧（２）

挿図 図版 掲載� 石質・接合� 点数 分類等 ブロック名 発掘区 層位 遺物番号 単品掲載� 重量（ｇ）折接合� 備考

�－４７ ４２ ２９２ 頁岩１ ２５ 削片 SB－１ K－５９ � ４３５ ３２５ ２．０

・接合２５ 削片 SB－１ L－５９ � １９２１ ３３０ ０．４

削片 SB－１ L－５９ � ３４３ ３３１ ０．３

削片 SB－１ J－６０ � １０８６ １９４ １．４

彫器 SB－１ K－６０ � ９４６ １０５ ４９．５

�－４８ ４４ ３４２ 頁岩２ ２ 接合資料 SB－１ �，� ３４２ ５．６ 写真のみ

・接合３０ 石刃 SB－１ J－６０ � ８７ ３．４

石刃 SB－１ K－５９ � １３８９ ２．２

�－４９ ４２ ２９３ 頁岩３ ４ 接合資料 SB－１ �，� １８．０

・接合４４ 彫器 SB－１ J－６１ � １７９３ １１６ ８．２

縦長剥片 SB－１ I－６１ � ２２９ ３３２ ０．９

掻器 SB－１ J－６１ � ３１６ ２２７ ４．８

石刃 SB－１ J－６０ � １０３８ ２６８ ４．２

�－４９ ４２ ２９４ 頁岩３ ３ 接合資料 SB－１ �，� ５．３

・接合８３ 彫器 SB－１ J－６１ � ２４１ １１４ ２．２ １０９３

彫器 SB－１ J－６１ � ２０６７ １．６

石刃 SB－１ K－６０ � １６４４ ３３３ １．５

�－５０ ４３ ２９５ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ � ２５．１

・接合２３ 削片 SB－１ K－６０ � １７１３ ２０７ ０．４

細石刃核 SB－１ J－６０ � １１２１ ９６ ２４．７

�－５０ ４３ ２９７ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ �，� ４３．９

・接合４７ 削片 SB－１ K－５９ � ５０１ １６０ ０．３

細石刃核 SB－１ L－５９ � ２１１７ ９７ ４３．６

�－５０ ４３ ２９６ 頁岩 ３ 接合資料 SB－１ � ３８．２

・接合２６ 削片 SB－１ K－６０ � １０１０ １７０ ２．９

削片 SB－１ K－６０ � ９６３ １９０ ４．０

彫器 SB－１ K－６０ � １５７８ １０７ ３１．３

�－５１ ４３ ２９８ 頁岩 ６ 接合資料 SB－１ �，� ３８．５

・接合３２ 削片 SB－１ J－６１ � １１７４ １８１ １．６

削片 SB－１ H－６２ � ２５０ １８３ ０．１

細片 SB－１ K－６０ � ９２５ ３３５ ０．２

細片 SB－１ K－６０ � ９１６ ３３６ ０．２

剥片 SB－１ K－６０ � １５９６ ３３４ ０．５

彫器 SB－１ K－５９ � １４９９ １４０ ３５．８

�－５１ ４３ ２９９ 頁岩 ５ 接合資料 SB－１ �，� ５２．０

・接合３４ 削片 SB－１ J－６１ � ２１２ １５４ ０．３ １０７８

削片 SB－１ K－６０ � ２０２８ ０．３

削片 SB－１ K－５９ � １４０８ ２００ ３３．０

削片 SB－１ J－６０ � １８１４ １７５ ０．２

彫器 SB－１ K－６０ � １７１１ １７１１ １８．２

�－５１ ４３ ３００ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ � １７．５

・接合３５ 削片 SB－１ K－５９ � １８３４ ３３７ ０．５

彫器 SB－１ L－５８ � １２８９ １２７ １７．０

�－５２ ４４ ３０１ 頁岩 ４ 接合資料 SB－１ �，� １１．０

・接合２４ 削片 SB－１ J－６１ � １７１ ２０８ １．１

削片 SB－１ J－６０ � ６３８ １９９ １．３

削片 SB－１ K－６０ � ５６０ １８０ １．８

削片 SB－１ I－６２ � ２７４ １８９ ６．９

�－５２ ４４ ３０２ 頁岩 ４ 接合資料 SB－１ � ３．６

・接合３３ 削片 SB－１ J－６１ � ７２８ ３４０ ０．３

削片 SB－１ J－６１ � ７４１ ３４１ ０．１

削片 SB－１ K－６０ � ７１１ ３３９ １．６

削片 SB－１ J－６１ � １１５１ ３３８ １．５

�－５２ ４４ ３０３ 頁岩 ３ 接合資料 SB－１ �，�，� １２．５

・接合８７ 削片 SB－１ I－６１ � ２１７ ２０６ ４．６

削片 SB－１ J－６１ � １３６ １７８ ３．１

削片 SB－１ K－５９ � １８８９ １９２ ４．９

�－５３ ４４ ３０４ 頁岩 ４ 接合資料 SB－１，ブロック外 �，�，� ４６．２

・接合４５ 彫器 SB－１ J－６１ � １６９ ２６４ １２．９ １０５７

石刃 SB－１ L－５９ � １９１７ ９．８

石刃 SB－１ J－６１ � ２０７３ ２６３ １１．２ １０５６

石刃 ブロック外 K－６３ � １ １２．４

�－５３ ４４ ３４３ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ �，� ２．５６ 写真のみ

・接合２７ 削片 SB－１ L－６０ � ９６７ １．２８

削片 SB－１ J－６０ � １０７ １．２８
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表�－１９ 掲載旧石器接合資料一覧（３）

挿図 図版 掲載� 石質・接合� 点数 分類等 ブロック名 発掘区 層位 遺物番号 単品掲載� 重量（ｇ）折接合� 備考

�－５３ ４４ ３４４ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ � １．６３ 写真のみ

・接合３１ 削片 SB－１ K－５９ � １８４０ ０．８１

削片 SB－１ K－６０ � ７０４ ０．８２

�－５３ ４４ ３４５ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ � １．６３ 写真のみ

・接合３６ 削片 SB－１ K－６０ � ２００２ ０．８７

削片 SB－１ K－６０ � １２３１ ０．７６

�－５３ ４４ ３４６ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１ � ０．８８ 写真のみ

・接合４８ 削片 SB－１ J－６０ � １１２０ ０．３７

削片 SB－１ K－５９ � １８５６ ０．５１

�－５３ ４４ ３４７ 頁岩 ２ 接合資料 SB－１，ブロック外 �，� ２．４９ 写真のみ

・接合６５ 削片 ブロック外 M－６１ � ２ ２．２７

削片 SB－１ K－６０ � １６２８ ０．２２

�－５６ ４５ ３０５ 珪化岩１ ３ 接合資料 SB－１ � １０．３

・接合３８ 削片 SB－１ K－６０ � １２４１ ３５１ ０．５

彫器 SB－１ K－６０ � ６７０ １３１ ８．６

削片 SB－１ L－５９ � １８９６ ３５０ １．３

�－５６ ４５ ３０６ 珪化岩１ ４ 接合資料 SB－１ � １３．６

・接合４３ 縦長剥片 SB－１ K－６０ � ６５１ ３５２ ３．４

縦長剥片 SB－１ K－６０ � １７０５ ３５３ １．０

彫器 SB－１ K－６０ � ６００ １０２ ７．３ １０６７

縦長剥片 SB－１ K－５９ � １５１８ １．９ １０６７

�－５６ ４５ ３０７ 珪化岩１ ５ 接合資料 SB－１ �，� ４．４

・接合４１ 削片 SB－１ K－６０ � １００３ １７９ ０．８ １０６６

削片 SB－１ K－６０ � １２３５ ０．７

削片 SB－１ J－６１ � ７４８ １８７ ０．５

削片 SB－１ J－６１ � ３０８ ２０９ ０．６

削片 SB－１ K－６０ � １６１１ ２１２ １．９

�－５９ ４５ ３０８ 凝灰岩１ ６３ 接合資料 SB－１ �，�，F�，� １２７．０

・接合６１ 剥片 SB－１ I－６０ � １２６８ １．２ １０７２

剥片 SB－１ L－５９ � １３２６ １．０

剥片 SB－１ J－６１ F� ８１５ ０．８ １０７３

剥片 SB－１ K－６０ � １１３０ ０．３

剥片 SB－１ L－５９ � １３ １．１ １０７４

剥片 SB－１ J－６１ � ７９８ １．９

剥片 SB－１ H－６２ � ８５５ １．６

剥片 SB－１ J－６１ � ７５５ １．９ １０７５

両面調整石器 SB－１ L－５９ � １９５０ ２４１ １６．８ １０７５

剥片 SB－１ K－６０ � １６５３ ０．６ １０８５

剥片 SB－１ J－６０ � １７５４ １．０

細片 SB－１ J－６０ � １７５６ ０．２

剥片 SB－１ K－５９ � ３６０ ０．７ １０８６

剥片 SB－１ J－６１ � １７８７ １．５

剥片 SB－１ J－６１ � ３１８ ２．８ １０８７

細片 SB－１ J－６０ � ６２４ ０．３

細片 SB－１ J－６０ � １８２５ ０．１

剥片 SB－１ K－６０ � １６４９ ０．５ １０８８

剥片 SB－１ L－５９ � １９６０ ０．５

剥片 SB－１ J－６１ � １１４３ ０．９ １０９８

剥片 SB－１ J－６１ � １７８８ ０．３

剥片 SB－１ J－６１ � １８９ ２．４ １１００

剥片 SB－１ K－６０ � ９９４ １．５

剥片 SB－１ J－６０ � ８３ １．７

細片 SB－１ J－６０ � ９６ ０．２

剥片 SB－１ J－６０ � １０６ １．２

剥片 SB－１ I－６０ � １２６ ０．８

細片 SB－１ I－６１ � １６６ ０．２

剥片 SB－１ I－６１ � ２００ ２．２

剥片 SB－１ I－６１ � ２３０ ０．７

剥片 SB－１ J－６１ � ２３５ ０．５

剥片 SB－１ H－６２ � ２５９ ０．４

剥片 SB－１ K－５９ � ４８５ ０．９

剥片 SB－１ K－６０ � ６５５ ５．９

剥片 SB－１ J－６０ � ６７８ １．８

剥片 SB－１ J－６１ � ７２９ ０．８

剥片 SB－１ I－６１ F� ７９３ ２．４

剥片 SB－１ I－６０ � ８３３ ０．７
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表�－２０ 掲載旧石器接合資料一覧（４）

挿図 図版 掲載� 石質・接合� 点数 分類等 ブロック名 発掘区 層位 遺物番号 単品掲載� 重量（ｇ） 折接合� 備考

�－５９ ４５ ３０８ 凝灰岩１ ６３ 剥片 SB－１ J－６２ � ８４６ １．３

・接合６１ 剥片 SB－１ I－６２ � ８５２ ０．４

剥片 SB－１ F－６３ � ８９９ ０．６

剥片 SB－１ J－６０ � １０４２ １．６

剥片 SB－１ J－６０ � １１１９ ２．９

剥片 SB－１ J－６１ � １１５２ １．１

剥片 SB－１ I－６１ � １１９４ ２．２

剥片 SB－１ I－６１ � １２０１ ０．４

剥片 SB－１ K－６０ � １２４７ ３．３

細片 SB－１ L－５９ � １３１３ ０．２

細片 SB－１ L－５９ � １３１７ ０．１

斧形石器 SB－１ L－５９ � １３６９ ２７６ ３４．２

剥片 SB－１ L－５９ � １４２７ ０．１

剥片 SB－１ K－５９ � １５００ ２．１

剥片 SB－１ H－６２ � １５４２ ０．４

剥片 SB－１ J－６０ � １５５１ ０．３

剥片 SB－１ K－６０ � １５９８ ０．７

剥片 SB－１ J－６０ � １７４４ ０．３

剥片 SB－１ K－６０ � １８０６ ２．７

剥片 SB－１ L－５９ � １９０５ ０．６

剥片 SB－１ J－６０ � ２０３５ ０．８

剥片 SB－１ J－６０ � ２０６４ １．０

二次加工ある剥片 SB－１ J－６１ � ２０７１ ２５６ ８．０

剥片 SB－１ J－６０ � ２０８４ １．１

剥片 SB－１ I－６２ � ３００５ ０．７

�－６４ ４６ ２３ 黒曜石９ ６ 接合資料 SB－２ �，�，� ２．２

・接合９０ 細石刃 SB－２ H－６３ � １３ ３ ０．４ １０２０

細石刃 SB－２ H－６３ � １４ ０．２

細石刃 SB－２ H－６３ � ２ ５ ０．５

細石刃 SB－２ I－６３ � ６ １６ ０．３

細石刃 SB－２ H－６３ � １５ １ ０．６ １０４６

細石刃 SB－２ H－６３ � １９ ０．２

�－６４ ４６ ２２ 黒曜石９ ２ 接合資料 SB－２ �，� ０．６

・接合９１ 細石刃 SB－２ I－６３ � ７ ８ ０．３

細石刃 SB－２ H－６３ � ２０ ７ ０．４

�－６４ ４６ ２１ 黒曜石９ ２ 接合資料 SB－２ �，� １．２

・接合１２ 細石刃 SB－２ H－６３ � ８ ６ ０．５

細石刃 SB－２ I－６３ � ４ ２ ０．７

�－６５ ４６ ２４ 黒曜石１１ ３ 接合資料 SB－２，ブロック外 �，F�，� ５．２

・接合１１ 削片 SB－２ F－６４ � １６ ２ ０．８

削片 SB－２ F－６４ F� ２４ １８ １．２

細石刃核 ブロック外 B－６１ � ― １９ ３．２
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�章 アンカリトー９遺跡の遺構と遺物

１．�層の遺構と遺物

（１）概要（図�－１・２）

土坑１基（LP－１）と焼土３か所（LF－１・２・３）を確認した。LP－１及びLF－１・２は調

査区北側の古砂丘台地に位置する。LF－３は調査区中央よりやや南東側の平坦部に位置する。

LP－１は約３／４が調査区外にあり、１／４を調査した。LF－１は小規模で、LP－１の凹みに落ち込む

�層中で確認された。LF－２は台地の平坦部縁辺に位置し、LF－３は�層が被熱する。

（２）土坑

LP－１（図�－２・表�－１・図版５５）

位置：A－４６・４７区、B－４７区

規模：（１．７４）×（１．５０）／（１．７４）×（１．１４）／ ０．６６ｍ 平面形：楕円形？

確認・調査：古砂丘台地上の包含層調査終了後、�層上面で調査区外に連続する黒色土の堆積が認め

られた。遺構である可能性を考え調査区壁で土層断面を観察することとし、掘り進めたところ、平坦

な面及び明瞭な壁の立ち上がりを確認したので遺構と認定した。遺構全体の約１／４が調査区内に位置

する。東側部分は崖で壁の立ち上がりが認められず、台地が削平された時に消失したと推測する。ま

た、凹みに流れ込んだと考えられる�層中でLF－１を確認した。

覆土：Ｂ・ＢＹ・ＹＢ層に分層し、さらに細分した。主体的な覆土はＢＹ３層である。

坑底面：坑底の平面形は円形と推測され、概ね平坦である。

壁：概して緩やかに立ち上がる。

遺物：遺物の出土はなかった。

時期：出土遺物はなく時期を特定できない。層位的には�層の堆積以前に構築されているので、縄文

時代晩期後葉以前と推測される。

（３）焼土

LF－１（図�－２・表�－１・図版５５）

位置：A－４７区

規模：０．１８×０．１２ ／ ０．０５ｍ 平面形：楕円形？ 被熱層：�層

確認・調査：古砂丘台地上に位置するLP－１に堆積する�層中で赤色土のまとまりを確認した。半

截し断面を観察したところ赤色土がまとまって認められたので、焼土であると認定した。小規模であ

るため炉跡である可能性は低いと考えられる。

断面：図化していないが、厚み５�程度で赤色土がまとまっていた。

遺物出土状況：遺物の出土はなかった。

時期：出土遺物はなく時期を特定できない。層位的には�層の堆積以前で縄文時代晩期後葉以前、LP

－１よりも若干新しい判断される。

�章 アンカリトー９遺跡の遺構と遺物
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LF－２（図�－２・表�－１・図版５５）

位置：B・C－４４区

規模：０．７４×０．１２ ／ ０．０５ｍ 平面形：不整形 被熱層：�層

確認・調査：古砂丘台地上の包含層調査中、�層中で赤色土のまとまりを確認した。トレンチを設け

断面を観察し、焼土と確認した。

断面形態：中央よりやや左側付近が厚く、両端部へと曲線的に収束する。

遺物出土状況：遺物の出土はなかった。

時期：出土遺物はなく時期を特定できない。層位的には�層の堆積以前であるので、縄文時代晩期後

葉以前と推測される。

LF－３（図�－２・表�－１・図版５５）

位置：N－２７区

規模：０．３４×０．３０ ／ ０．０６ｍ 平面形：不整形 被熱層：�層

確認・調査：包含層調査中、�層で赤色土のまとまりを確認した。トレンチを設け断面を観察し、焼

土と確認した。

断面形態：中央付近が最も厚く、両端部へと曲線的に収束する。

遺物出土状況：遺物の出土はなかった。

時期：出土遺物はなく時期を特定できない。層位的には�層の堆積以前であるので縄文時代晩期後葉

以前と推測される。

（末光）

図�－１ �層上面地形測量図及び遺構位置図

アンカリトー９遺跡

226



図�－２ LP－１・LF－１・２・３
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２．包含層出土の遺物

（１）概要（図�－３～９・表�－２・３）

包含層から出土した遺物は土器１４１点、石器類６９点、合計２１０点である。人力での包含層調査の方法

については、�章「調査の概要」で述べたとおり、�・�層の土量４０％を対象としたものである。

包含層遺物の出土の傾向を示す目的で一次整理のデータ（遺物登録台帳）を用い、出土点数表（表

�－２・３）と出土分布図（図�－３～９）を作成した。

なお、本文中で各遺物における特定の時期や器種等の出土割合や層位ごとの出土割合、掲載率を百

分率で示した。

出土点数表（表�－２・３）

＊土器（表�－２）

時期の内訳は�群８６点（６１．０％）、�群２５点（１７．７％）、�群２６点（１８．４％）で、�群が過半数を占

める。

出土層位ごとの内訳は�層出土が２８点（１９．９％）、�層出土が１１１点（７８．７％）で、�層出土が約８

割を占める。部位は各群ともに胴部が多く口縁部・底部破片は少ない。残存状態は磨耗のものはなく、

�群は小破片が多い。

包含層の土器は�層からの出土が多く、縄文時代中期～晩期の遺物包含層である。

＊石器類（表�－３）

各石器群の内訳は旧石器群１点（１．４％）、剥片石器群３２点（４６．３％）、磨製石器群２０点（約２９．０％）、

礫石器群５点（７．２％）、自然礫（レキ）１２点（１７．３％）である。剥片石器群が半数近くを占め、つい

で自然礫が多い。

出土層位ごとの内訳は�層出土が３９点（５６．５％）、�層出土が２８点（４０．６％）で、土器の出土状況

と異なり�層出土に偏る傾向は認められない。

包含層の石器類は、出土点数が多いのが石鏃と磨製石斧である。フレイク・チップの出土が少ない

ことから、本遺跡で石器製作が行われた可能性は低いと考えられる。

出土分布図（図�－３～９）

土器（図�－３～５）

総点数・時期分類・層位・残存状態ごとの出土分布図を作成した。

「土器総点数」では出土が調査区の南側、さらに西側に多い。「�群土器」はD－２５区に集中がみ

られるが、多くは胴部の剥離及び小破片である。「�群土器」はB－１３・１４区に多い。「�群土器」は

C－２５区に多いが、散在的なあり方を示す。

「�層出土土器」は「土器総点数」とほぼ同様なあり方を示す。「�層出土土器」はD－２５区に集

中が認められるが、概ね散在的でその範囲は「�層出土土器」より広い。

「良好」では「土器総点数」と同様なあり方を示す。「剥離」及び「小破片」ではD－２５区に集中

して認められる。

石器類（図�－５～９）

石器類総点数・群及び器種ごと・層位ごとの出土分布図を作成した。

「石器類総点数」では特に集中するグリッドも認められず、古砂丘台地も含め調査区のほぼ全体に

分布が認められる。

「旧石器群」はE－２６区から１点の出土である。「剥片石器群」は調査区の北側と南側両部分で散

在的で、２８～３８ラインは出土が認められない。「石鏃」は概ね「剥片石器群」と同様な出土のあり方

アンカリトー９遺跡
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表�－１ 遺構規模等一覧

遺構名 図 図版 グリッド
確認層位
（被熱層）

平面形態
長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ

（ｍ）
色調 層界 粘着性 堅密度 出土遺物 備考

検出面 底面 検出面 底面

ＬＰ－１ �－２ ５５ Ａ－４６・４７・Ｂ－４７ �層 楕円形？（１．７４）（１．５０）（１．７４）（１．１４）０．６６ ＊ ＊ ＊ ＊ なし

ＬＦ－１ �－２ ５５ Ａ－４７ �層 楕円形？ ０．１８ ＊ ０．１２ ＊ ０．０５赤褐色（５YR４／６）明瞭 弱～中 軟 なし ＬＰ－１より新しい

ＬＦ－２ �－２ ５５ Ｂ・Ｃ－４４ �層 不整形 ０．７４ ＊ ０．１２ ＊ ０．０５赤褐色（５YR４／６）明瞭 強～中 軟 なし

ＬＦ－３ �－２ ５５ Ｎ－２７ �層 不整形 ０．３４ ＊ ０．３０ ＊ ０．０６ 明赤褐色（５YR５／６）明瞭 中～強 軟～堅 なし

表�－２ 包含層出土土器点数表 表�－３ 包含層出土石器類点数表
遺物種別／層位 �層 �層 その他 合計 遺物種別／層位 �層 �層 その他 合計

時期 部位 残存状態 群 器種 残存状態

�群

口縁部

良好
小計

２
小計 小計

２
小計

旧石器群
ＲＳ

ラウンド
スクレイパー

完形
小計 小計 小計

０
小計

剥離 ０ 準完形 １ １

磨耗
０ ２ ０

０
２

半形
０ １ ０

０
１

小破片 ０ 片 ０

底部

良好 ２
小計 小計 小計

２
小計

旧石器群合計 ０ １ ０ １

剥離 ０

剥片
石器群

石鏃

完形 ２
小計

２
小計

１
小計

５
小計

磨耗
２ ０ ０

０
２

準完形 ２ ４ ６

小破片 ０ 半形 １
５

２
８ １

３
１４

胴部

良好 １
小計

２２
小計 小計

２３
小計

片 ０

剥離 １ ２１ ２２

石槍・ナイフ

完形
小計 小計 小計

０
小計

磨耗
２ ８０ ０

０
８２

準完形 ０

小破片 ３７ ３７ 半形
１ ０ ０

０
１

不明 その他

良好
小計 小計 小計

０
小計

片 １ １

剥離 ０

つまみ付きナイフ

完形 １
小計 小計 小計

１
小計

磨耗
０ ０ ０

０
０

準完形 ０

小破片 ０ 半形
１ ０ ０

０
１

小計 ４ ８２ ０ ８６ 片 ０

�群

口縁部

良好 １
小計 小計 小計

１
小計

スクレイパー

完形 １
小計 小計 小計

１
小計

剥離 ０ 準完形 １ １ ２

磨耗
１ ０ ０

０
１

半形
２ １ ０

０
３

小破片 ０ 片 ０

底部

良好
小計 小計 小計

０
小計

Ｕ・Ｒフレイク １ １

剥離 ０ 石核 ０

磨耗
０ ０ ０

０
０

フレイク・チップ ８ ２ １ １１

小破片 ０ 原石 ０

胴部

良好 １２
小計

８
小計 小計

２０
小計

剥片石器群合計 １８ １１ ２ ３１

剥離 ２ ２

磨製
石器群

磨製石斧

完形
小計 小計 小計

０
小計

磨耗
１４ １０ ０

０
２４

準完形 １ ２ ３

小破片 ２ ２ 半形 ５
１３

２
７ ０

７
２０

不明 その他

良好
小計 小計 小計

０
小計

片 ７ ３ １０

剥離 ０ 原石 ０

磨耗
０ ０ ０

０
０

磨製石器群合計 １３ ７ ０ ２０

小破片 ０

礫
石器群

たたき石

完形
小計 小計 小計

０
小計

小計 １５ １０ ０ ２５ 準完形 ０

�群

口縁部

良好
小計

３
小計 小計

３
小計

半形
１ １ ０

０
２

剥離 ０ 片 １ １ ２

磨耗
０ ３ ０

０
３

砥石

完形
小計 小計 小計 小計

小破片 ０ 準完形 １ １

底部

良好 １
小計 小計 小計

１
小計

半形
０ １ ０ １

剥離 １ １ 片

磨耗
２ ０ ０

０
２

台石・石皿

完形
小計 小計 小計 小計

小破片 ０ 準完形

胴部

良好 ５
小計

１１
小計 小計

１６
小計

半形
１ １ ０ ２

剥離 １ ２ ２ ５ 片 １ １ ２

磨耗
６ １３ ２

０
２１

礫石器群合計 ２ ３ ０ ５

小破片 ０
自然礫

完形 １ １ ２

不明 その他

良好
小計 小計 小計

０
小計

片 ５ ５ １０

剥離 ０ 自然礫合計 ６ ６ ０ １２

磨耗
０ ０ ０

０
０

合計 ３９ ２８ ２ ６９

小破片 ０

小計 ８ １６ ２ ２６

未分類

口縁部

良好
小計 小計 小計

０
小計

剥離 ０

磨耗
０ ０ ０

０
０

小破片 ０

底部

良好
小計 小計 小計

０
小計

剥離 ０

磨耗
０ ０ ０

０
０

小破片 ０

胴部

良好 １
小計

３
小計 小計

４
小計

剥離 ０

磨耗
１ ３ ０

０
４

小破片 ０

不明 その他

良好
小計 小計 小計

０
小計

剥離 ０

磨耗
０ ０ ０

０
０

小破片 ０

小計 １ ３ ０ ４

土製品 ０

合計 ２８ １１１ ２ １４１
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を示す。「石槍・ナイフ」はD－２６区から１点の出土である。「つまみ付きナイフ」もL－１７区から１

点の出土である。「スクレイパー」は調査区南西側部分と北側の古砂丘上の段丘で出土が認められる。

「Ｕ・Ｒフレイク」は古砂丘上の段丘B－４６区から１点の出土である。「フレイク・チップ」は調査

区南西側部分に散在的に認められる。「磨製石器群（磨製石斧）」は調査区全体に散在的に認められる。

「礫石器群」ではC～E－２４～２６区側と、R－１４・１５区の二つに分布が分かれる。「たたき石」はD－２４

・E－２５区からの出土である。「砥石」はC－２６区から１点の出土である。「台石・石皿」は調査区南

東側部分に認められる。「自然礫（レキ）」は散在的に分布する。

「�層出土石器類」及び「�層出土石器類」では調査区全体に散在的に認められる。

遺物の分布のあり方について、次のようにまとめられる。土器は調査区の北側部分では全く認めら

れず、散在的であるが調査区全体に分布する石器類とのあり方と対照的である。出土のあり方から特

定の土器群と石器類の共伴関係等は想定し難い。

（２）破片土器（図�－１０・表�－４・図版５６）

包含層出土の土器の総点数は１４１点で復原個体はない。破片土器は接合破片総数が３３点で、掲載率

は２３．４％である。

１～３は同一個体である。１・２は口縁部で、口唇部直下の器面には波形を呈する粘土紐が貼り付

けられ、その上にＬの撚紐による押圧縄文が認められる。器面にはＬとＲを並列させた縄線文が施さ

れる。３の地文はＲＬ斜行縄文である。４は底部で器壁が厚く繊維を多く含む。５は胴部でＬＲ斜行

縄文が整然と施される。６はＬＲ斜行縄文地に綾絡文がみられる。７・８は外面に不整な条が観察さ

れ、７は内面が剥離する。１４は底部破片で胴部にＬＲ縄文がみられる。

１～８・１４は�群と判断され、１～３はａ類の円筒土器上層式ｃあるいはｄ式、４・５・１４はｂ類

の萩ヶ岡式と考えられる。

９は波状口縁で無文である。１０・１１は沈線文により縄文地と無文地が区画され、無文部分に条が観

察され、磨消縄文で消し残された部分と考えられる。１２はＬＲ縄文地に水平横環する複数の沈線文が

みられ、これらを切るように刺突文が縦位に施される。

９～１２は�群と考えられ、９・１２はｂ類の手稲式に相当し、１０・１１は�群ｃ類と推測する。

１３は口唇部直下の器面が無文で、その下位には浅い条が観察される。１５はＬＲ縄文地に平行する沈

線文が施される。１６は撚りの異なる２段の原体を用いた羽状縄文が観察され、その境に１段Ｒの縄線

文が横位に施される。１７は器面全体にＲＬ縄文が縦走気味に施される。１８は内面が剥離し外面の施文

はＬの撚糸文と推測される。１３・１５～１８は�群ｃ類のタンネトウＬ式と考えられる。

（３）石器類（図�－１１・表�－５～８・図版５６）

石器類各器種の出土割合は、旧石器群はラウンドスクレイパー（ＲＳ）１点（１．４％）、剥片石器群

は石鏃１４点（２０．２％）、石槍・ナイフ及びつまみ付きナイフがともに１点（１．４％）、スクレイパー３

点（４．３％）、フレイク・チップ１１点（１５．９％）である。磨製石器群は磨製石斧が２０点（２９．０％）、礫

石器群はたたき石２点（２．９％）、砥石１点（１．４％）、台石２点（２．９％）である。石器類の掲載率は２６．０％

である。

＊旧石器群

１は黒曜石製のラウンドスクレイパー（ＲＳ）である。背面に礫表皮面を残し、割れ口の腹面側の

縁辺部には微細剥落痕が認められる。

�章 アンカリトー９遺跡の遺構と遺物
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＊剥片石器群

「石鏃」

�層から５点、�層から８点、その他から１点出土した。残存状態の割合は完形３５．７％、準完形

４２．８％、半形２１．４％で掲載率は５０％である。

２は概ね正三角形を呈し基部が内湾する。３は二等辺三角形を呈し背腹両面に剥離面を広く残す。

４は有茎のもので背面左側縁部を破損する。５は小型のものである。６は有茎で背面左側端部を破損

する。７は頁岩製、有茎で先端部を破損する。８は基部側を大きく破損する。

「石槍・ナイフ」

�層から残存状態が片のものが１点出土した。

９は黒曜石製で基部、両側縁には明瞭に内湾する部分が認められる。

「つまみ付きナイフ」

�層から残存状態が完形のものが１点出土した。

１０は頁岩製で両側縁が曲線的な形態を呈する。基部側は両面調整である。

図�－１０ 包含層出土破片土器

アンカリトー９遺跡
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図�－１１ 包含層出土石器類
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「スクレイパー」

�層から２点、�層から１点出土した。残存状態の割合は完形３３．３％、準完形６６．７％で、掲載率は

６６．７％である。

１１は頁岩製で上下両端部を破損し、樋状剥離がみられる。１２は左右非対称で両側縁部には微細な剥

離痕が観察される。

＊磨製石器群

磨製石器群は磨製石斧のみで、残存状態の割合は準完形１５％、半形３５％、片５０％で、掲載率は２５％

である。

「磨製石斧」

１３は表面が大きく剥落し、石材は蛇紋岩と推測される。１４は破損と剥落痕が認められ、石材は片岩

である。１５・１６は擦切手法により製作されたと判断され、１５は基部側を破損し、刃部に刃こぼれが認

められる。１６は刃部側おおよそ１／３が残存する。１７は厚みのあるもので基部側を破損する。

＊礫石器群

�層から２点、�層から３点出土した。たたき石（片）、砥石（片）は断定できないので掲載して

いない。

「台石」

１８は台石の破片と考えられ、人為的な使用により平坦化したと推測される部分がある。 （末光）

（４）古銭（図�－１２・図版５５）

銅銭（開元通寶）

径２３．２�、厚１．１�、重２．１１ｇと小型の銭。表裏面とも平滑で、表は白緑、裏は黒緑の錆に覆われ

ている。そのため文字や外縁・孔縁が不鮮明で、かろうじて「開元通寶」と読み取れる。蛍光Ｘ線分

析を行ったところ、表でCu６７．１％・Pb２．８％・Sn１．１％・Fe１．０％・Ca１１．８％、裏でCu８２．４％・Pb

未検出・Sn１．３％・Fe０．７％・Ca０．９％という結果を得た。錆びた面に対しての分析ではあるが、ほ

ぼ銅のみで鋳られているものとみられる。「開元通寶」は唐６２１年初鋳の渡来銭であるが、本品は大き

さと不鮮明な文字や成分から、模鋳銭と判断できる。

本品は掩体壕２の付属構造１から瓶や缶などとともに出土した物である。しかし、当遺跡の南北２００

～３００ｍには、祝梅川上田遺跡・アンカリトー７遺跡といったアイヌ文化期の集落跡があり、特に前

者では１５枚の銅銭が出土している。両遺跡を結ぶ位置にある当遺跡から出土した銅銭であるため、掩

体壕２の付属構造１が埋められた際に混入したアイヌ文化期相当の遺物として取り扱うこととした。

（三浦）

図�－１２ 包含層出土古銭

アンカリトー９遺跡
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表�－４ 包含層出土破片土器観察表

図 番号 図版 出土地点 層位 遺物番号
破片数

破片部位
重量
（ｇ）

分類 備考（器種・型式）
小計 合計

胎土（混和材） 文様・調整 色調 使用の痕跡

繊維 粒径 種類 外面 内面 （部位） 外面 内面 外面 内面

図�－１０ １ ５６ D－４２区 � ＊ ２ ２ 口縁部 ２２．０ �群a類 円筒上層c?d？式 ２・３と同一個体

微量 細粒
岩石・鉱物
ともにあり

粘土紐貼付
L撚紐刻み
L R縄線文

ヨコミガキ
（口唇部）
L撚紐刻み

にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

黒色化 黒色化？

図�－１０ ２ ５６ D－４２区 � ＊ ３ ３ 口縁部 １６．２ �群a類 円筒上層c?d？式 １・３と同一個体

少量 細粒
岩石・鉱物
ともにあり

粘土紐貼付
L撚紐刻み
L R縄線文

ヨコミガキ
（口唇部）
L撚紐刻み

にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

灰黄褐色
（１０YR５／２）

黒色化 黒色化？

図�－１０ ３ ５６ G－２２区 � ＊ １ １ 胴部 ３４．４ �群a類 円筒上層c?d？式 １・２と同一個体

多量 細粒
岩石・鉱物
ともにあり

粘土紐貼付
RL縄文
L縄線文

ナデ？
（磨耗）

＊
浅黄橙色

（１０YR８／４）
浅黄橙色

（１０YR８／３）
黒色化？

炭化物付着？
＊

図�－１０ ４ ５６
B－２５区 � ＊ １

３ 底部 ７０．４ �群b類 萩ヶ岡式
F－２２区 � ＊ ２

極多量 粗粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

ナデ？
ミガキ？

ナデ？ ＊
灰黄褐色

（１０YR６／２）
橙色

（５YR６／６）
黒色化？ ＊

図�－１０ ５ ５６ N－１８区 � ＊ ２ ２ 胴部 ３０．９ �群b類 萩ヶ岡式

多量 中～粗粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

LR縄文 ナデ ＊
橙色

（７．５YR７／６）
にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

＊ ＊

図�－１０ ６ ５６ E－２５区 � ＊ ２ ２ 胴部 ６８．５ �群

極多量 中～粗粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

LR縄文
綾絡文

ヨコミガキ ＊
にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

橙色
（５YR７／６）

赤色化
橙色（５YR７／６）

＊

図�－１０ ７ ５６ D－２５区 � ＊ １ １ 胴部 ８．９ �群

多量 中～粗粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

LR縄文 （剥離） ＊
橙色

（７．５YR７／６）
（剥離） ＊ （剥離）

図�－１０ ８ ５６ D－２５区 � ＊ １ １ 胴部 ８．３ �群

中量 中～粗粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

不整な条・節 ヨコナデ ＊
にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

（黒褐色） ＊
黒色化

炭化物付着

図�－１０ ９ ５６ D－２３区 � ＊ １ １ 口縁部 １９．５ �群b類 手稲式

無 中粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

ヨコナデ ヨコナデ
（口唇部）

ナデ
灰白色

（１０YR８／２）
浅黄橙色

（１０YR８／４）
黒色化 ＊

図�－１０ １０ ５６ B－１５区 � ＊ １ １ 胴部 ９．３ �群c類

微量 中粒
岩石・鉱物
ともにあり

LR縄文
沈線文
ナデ

ヨコナデ ＊
にぶい橙色

（７．５YR６／４）
にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

黒色化 ＊

図�－１０ １１ ５６ B－１３区 � ＊ １ １ 胴部 ９．９ �群c類

微量 細粒
岩石・鉱物
ともにあり

LR縄文
沈線文

ヨコナデ
ヨコナデ ＊

にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

＊
黒色化

炭化物付着

図�－１０ １２ ５６
B－１３区 � ＊ ４

５ 胴部 ５４．３ �群c類 手稲式
B－１４区 � ＊ １

無 粗粒 岩石主体
LR縄文
沈線文

ヨコナデ
ヨコナデ ＊

橙色
（７．５YR６／６）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
黒色化

炭化物付着

図�－１０ １３ ５６ I－２４区 � ＊ ３ ３ 口縁部 １８．２ �群c類 タンネトウＬ式

無 中粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

RL縄文？
沈線文？

ナデ？
（指頭圧痕）

ナデ？
にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化？ 黒色化？

図�－１０ １４ ５６ B－２５区 � ＊ １ １ 胴部～底部 ３０．７ �群b類 萩ヶ岡式

極多量 粗粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

LR縄文 ヨコナデ
（底外面）
ナデ？

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

橙色
（５YR６／６）

赤色化？橙色
（２．５YR６／４）

＊

図�－１０ １５ ５６ B－１２区 � ＊ １ １ 胴部 １４．７ �群c類 タンネトウＬ式

少量 中～細粒
岩 石・鉱 物
ともにあり

LR縄文
沈線文

ヨコナデ
タテナデ ＊

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着

黒色化

図�－１０ １６ ５６ C－１６区 � ＊ ３ ３ 胴部 ２４．９ �群c類 タンネトウＬ式

少量 細粒 岩石主体
LR RL
羽状縄文
R縄線文

ナデ ＊
にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

＊ ＊

図�－１０ １７ ５６ C－２５区 � ＊ １ １ 胴部 ５９．３ �群c類 タンネトウＬ式

微量 中～粗粒 岩石主体 RL縄文 ヨコナデ ＊
にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着

黒色化

図�－１０ １８ ５６ B－１３区 � ＊ １ １ 胴部 ９．２ �群c類 タンネトウＬ式

無 細粒 岩石主体 L撚糸文 （剥離） ＊
浅黄橙色

（１０YR８／４）
（剥離） ＊ （剥離）

表�－５ 包含層出土旧石器群観察表

掲載
出土地点 層位 器種

計測値（�） 重量 石材 残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備考

図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

図�－１１ １ ５６ E－２６区 � RS ラウンド
スクレイパー

３．１ ３．７ １．９ １８．３ 黒曜石
礫表皮面
あり

準完形 微細剥落痕
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表�－６ 包含層出土剥片石器群観察表

掲載
出土地点 層位 器種

計測値（�） 重量 石材 残存

形態

特徴的な

使用・加工痕
備考

図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

図�－１１ ２ ５６ C－１５区 � 石鏃 １．８ １．７ ０．３ ０．６ 黒曜石 やや透明 完形 微細剥落痕

図�－１１ ３ ５６ L－２７区 � 石鏃 ２．３ １．９ ０．４ １．５ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 破損

図�－１１ ４ ５６ R－１４区 � 石鏃 ３．６ （１．８） ０．４ （１．４）黒曜石 少球果含有 準完形 微細剥落痕 破損

図�－１１ ５ ５６ F－４０区 � 石鏃 ２．１ １．０ ０．４ ０．６ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕

図�－１１ ６ ５６ H－２４区 � 石鏃 ２．５ （１．７）（０．４）（１．０）黒曜石 少球果含有 準完形 微細剥落痕 破損

図�－１１ ７ ５６ F－２２区 � 石鏃 （３．２）（１．９）（０．４）（１．９） 頁岩 灰色（７．５Y４／１）準完形 微細剥落痕 破損

図�－１１ ８ ５６ F－２２区 � 石鏃 （２．８）（１．５）（０．２）（０．８）黒曜石 赤色（２．５YR４／６）部分あり 準完形 微細剥落痕 破損

図�－１１ ９ ５６ D－２６区 � 石槍・ナイフ （２．２）（２．２）（０．９）（３．２）黒曜石 ＊ 片 微細剥落痕 破損

図�－１１ １０ ５６ L－１７区 � つまみ付きナイフ ７．４ ３．１ ０．８ １７．７ 頁岩 灰色（５Y５／１） 完形 微細剥落痕

図�－１１ １１ ５６ B－１７区 � スクレイパー （７．９）（３．６）（０．７）（１９．３） 頁岩 暗灰黄色（２．５Y５／２）準完形 微細剥落痕 破損

図�－１１ １２ ５６ A－４５区 � スクレイパー ４．７ ２．２ ０．９ ７．１ 黒曜石 少球果含有 完形 微細剥落痕

表�－７ 包含層出土磨製石器群観察表

掲載
出土地点 層位 器種

計測値（�） 重量

（ｇ）

石材 残存

形態

特徴的な

使用・加工痕
備考

図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 名称 色調・特徴

図�－１１ １３ ５６ N－２７区 � 磨製石斧 （８．８）（６．３）（２．０）（９４．８） 蛇紋岩 灰色（N４／） 準完形 破損 研磨痕

図�－１１ １４ ５６ R－１５区 � 磨製石斧 （７．８）（４．５）（２．２）（１０９．５） 片岩
青灰色

（１０BG５／１）
半形 破損 研磨痕

図�－１１ １５ ５６ H－１９区 � 磨製石斧 （３．８）（４．０）（０．９）（２４．８） 緑色泥岩 緑灰色（５G５／１） 半形 破損 剥落痕 研磨痕

図�－１１ １６ ５６ I－２１区 � 磨製石斧 （６．４）（４．７）（１．４）（４７．９） 緑色泥岩
オリーブ灰色
（１０Y６／２）

半形
破損 剥落痕
被熱 研磨痕

図�－１１ １７ ５６ L－１６区 � 磨製石斧 （８．７）（６．１）（３．６）（２４１．２） 緑色泥岩 青灰色（５BG５／１）準完形 破損 研磨痕

表�－８ 包含層出土礫石器群観察表

掲載
出土地点 層位

破片数
器種

計測値（�） 重量 石材
残存
形態

特徴的な
使用・加工痕

備考
図 番号 図版 小計 合計 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

図�－１１ １８ ５６ R－１４区 � １ １ 台石（６．９）（３．８）（３．０）（２０８．２）安山岩 ＊ 片 平坦化面 破損
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�章 自然科学的分析

�株加速器分析研究所

１．アンカリトー７遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

（１）測定対象試料

アンカリトー７遺跡は、北海道千歳市祝梅（北緯４２°５０′３８″、東経１４１°４１′４５″）に所在する。

測定対象試料は、UH－１HF－１（灰）から出土した木炭（An７－１：IAAA－８２６５５）、UH－３HF－

１（焼土）から出土した木炭（An７－２：IAAA－８２６５６）、UH－４HF－１（灰）から出土した木炭（An

７－３：IAAA－８２６５７）、UH－５HF－２（灰）から出土した木炭（An７－４：IAAA－８２６５８）、UH－６

HF－１（焼土）から出土した木炭（An７－５：IAAA－８２６５９）、UH－７HF－３（焼土）から出土した木

炭（An７－６：IAAA－８２６６０）、UH－８HF－２（焼土）から出土した木炭（An７－７：IAAA－８２６６１）、

UH－９HF－１（焼土）から出土した木炭（An７－８：IAAA－８２６６２）、UA－１灰から出土した木炭（An

７－９：IAAA－８２６６３）、UA－２周辺から出土した木炭（An７－１０：IAAA－８２６６４）、UA－２灰４か

ら出土した木炭（An７－１１：IAAA－８２６６５）、UA－２周辺から出土した木炭（An７－１２：IAAA－

８２６６６）、SB－１・�層から出土した木炭３点（An７－１３～１５：IAAA－８２６６７～８２６６９）、合計１５点である。

（２）測定の意義

住居跡の年代を推定し、アイヌ文化期の集落の変遷を推定する。また、広郷型細石刃核を伴う石器

群の年代を明らかにする。

（３）化学処理工程

� メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

� 酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では１Nの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。

なお、AAA処理において、アルカリ濃度が１N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純

水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理した後、

超純水で中性になるまで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

� 試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱する。

� 液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO２）を精

製する。

� 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製

する。

� グラファイトを内径１�のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

（４）測定方法

測定機器は、３MVタンデム加速器をベースとした１４C-AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH－２）

を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx	）を標準試料とす

る。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
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（５）算出方法

� 年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使用する（Stuiver and Polash １９７７）。

� １４C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０

年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。この値は、δ１３Cによって補正された値である。１４C

年代と誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、

試料の１４C年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位体比

は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは加速

器を用いる。加速器により１３C／１２Cを測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

� pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

� 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の１４

C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）

で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない１４C年代値である。

なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラム

の種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する

必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal０４データベース（Reimer et al ２００４）

を用い、OxCalv４．０較正プログラム（Bronk Ramsey １９９５ Bronk Ramsey ２００１ Bronk Ram-

sey，van der Plicht and Weninger ２００１）を使用した。

（６）測定結果

１４C年代は、UH－１HF－１（灰）の木炭が４６０±３０yrBP、UH－３HF－１（焼土）の木炭が６５０±３０

yrBP、UH－４HF－１（灰）の木炭が２７０±３０yrBP、UH－５HF－２（灰）の木炭が３１０±３０yrBP、

UH－６HF－１（焼土）の木炭が２９０±３０yrBP、UH－７HF－３（焼土）の木炭が３４０±３０yrBP、UH

－８HF－２（焼土）の木炭が３７０±３０yrBP、UH－９HF－１（焼土）の木炭が４８０±３０yrBPである。

UA－１灰の木炭が６１０±３０yrBP、UA－２周辺の木炭が３６０±３０yrBP（An７－１０）、UA－２灰４の木

炭が４３０±３０yrBP（An７－１１）、UA－２周辺の木炭が３２０±３０yrBP（An７－１２）である。それぞれ年

代値に差があり、暦年較正年代（１σ）でも１３世紀末から１８世紀までの範囲である。

SB－１・�層の木炭３点は１４９５０±６０yrBP、１４０８０±６０yrBP、１７７６０±８０yrBPである。３点の年代は

大きく異なり、遺構の年代として断定できる測定結果ではない。

試料の炭素含有率は高く、すべて約６０％以上であった。化学処理および測定内容に問題は無く、年

代値自体の信頼性を保証するものである。

アンカリトー７遺跡

244



表�－１ 放射性炭素年代測定結果一覧

表�－２ 放射性炭素年代測定結果（１）
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表�－３ 放射性炭素年代測定結果（２）

図�－１ 暦年代較正結果（１）
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図�－２ 暦年代較正結果（２）
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２．アンカリトー７遺跡の動物遺体

－遺跡にのこる動物遺体の考古学的調査 アイヌコタンでの生活と動物－

金子 浩昌

（１）はじめに

本遺跡における動物遺体は量的には必ずしも多いものではなかったが、かつてのアイヌコタンにお

ける家屋の構成とそれに伴った「送り場」に残された生活資源の一つである動物遺体を確認、調査す

ることができた。これまでアイヌ関係の遺跡での動物遺体調査は、チャシ跡でのまとまった魚、獣骨

であったり、貝塚などに伴うもので、アイヌ家屋「チセ」との関わりのなかでの在り方を知ることは

少なかった。今回はアイヌコタンの遺跡のなかでの動物遺体の在り方、アイヌの人々の日常の生活と

動物資源との関わりを知る機会となったと思う。

動物遺体からアイヌの生活文化をどの程度に探ることができるのか、というのが本報告の目的であ

る。かつてのアイヌの人々の生活特に食文化の一端を、動物遺体からみることができればと思う。

なお、資料表の作成に当たって、動物種毎に出土量表を示している。多くの場合、単なる整理番号

順の出土量表であるために動物種毎の在り方を確認することができていない。今回の表示は種別提示

の方法をとったのである。

（２）検出された動物遺体の種名表

軟体動物門 Phylum MOLLUSCA

原始腹足綱 Class Gastropoda

コウダカスカシガイ

ユキノカサガイ科 Family Acmaeidae

ユキノカサガイ Acmaea pallida

リュウテンサザエ科 Family Turbinidae

スガイ Turbo（Lunella）coronata coreensis

二枚貝綱 Class Bivalvia

ウグイスガイ目 Order Pterioida

ホタテガイ Patinopecten yessoensis

イシガイ目 Order Unionoida

カワシンジュガイ科 Family Margaritiferidae

カワシンジュガイ Margaritifera iaevis

マルスダレガイ科 Family Veneridae

ウバガイ Pseudocardium sachalinense

サラガイ Megangulus venulosa

コタマガイ Gomphina melanegis

硬骨魚綱 Class Osteihthyes

コイ目 Order Cypriniformes

コイ科 Famiiy Cyprinidae

ウグイ属の一種 Tribolodon sp．

サケ目 Order Salmoniformes
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サケ科 Family Salmonidae

サケ類 Oncorhynchus sp．

キュウリウオ科 Family Osmeridae

キュウリウオ Osmerus eperlanus mordax

鳥綱 Class Aves

ガンカモ目 Order Anseriformes

ガンカモ科 Family Anatidae

ハクチョウ類 Cygnus sp．

カモ類 Anatidae gen． et sp． indet．

哺乳綱 Class Mammalia

モグラ目 Order INSECTIVORA

トガリネズミ科 Family Soricidae

ヒメトガリネズミ Sorex gracillimus

ウサギ目 Order Lagomorpha

ウサギ科 Family Leporidae

エゾユキウサギ Lepus timidus ainu

ネズミ目 Ｏrder Ｒodentia

ネズミ科 Ｍuridae

ヒメヤチネズミ Clethrionomys rutilus

クマネズミ属の一種 Rattus sp．

ネコ目 Ｏrder Ｃarnivora

クマ科 Family Ursidae

ヒグマ Ursus arctos

イヌ科 Family Canidae

イヌ Canis familiaris

アシカ科 Family Otariidae

ニホンアシカ Zalophus californianus japonicus

ウシ目 Ｏrder Ａrtiodactyla

シカ科 Family Cervidae

ニホンジカ Cervus Nippon

（３）動物遺体についての記載

（計測値の単位は�で表している。�の場合は付ける）

貝 類

出土は特に多いものではなかった。みぢかで採れる貝種はごく限られていたからであろう。カワシ

ンジュガイはそうした貝のほとんど唯一の種類であったが出土した標本は少なく、残されていたのは

多くは外皮がかろうじて残されたのみであった。
かんすい

他の貝種は鹹水の貝種であったが、その中でややかたちの残されていたのはホタテガイ１点があっ

たのみである。殻が大きく、何か容器として使われていたものが、使用されなくなった後にこの場所

に運ばれたのであろう。
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他の貝種はすべて海岸域からの搬入品であり、食用とされる貝種ではあったが、量的には僅少であ

った。これらの種類のなかには食用というよりも貝殻を垂飾品などに使うような目的で運ばれたもの

もあったかも知れない。内陸の人々の海への関心がよみとれて興味深い。

魚 類

魚骨は出土地点と層位別に見た点数、まとまった数の出土している場合には最小個体数の資料を加

えて個体数を推定した。

ウグイ属の一種

ウグイと確認できる咽頭骨の出土がUH－７、UH－１１、UA－１で各１点ずつ検出されている。

サケ類の検出の多かったUA－２では、咽頭骨の検出はなかったが、舌顎骨、前鰓蓋骨、主鰓蓋骨、下鰓

蓋骨、間鰓蓋骨があり、ウグイが確認されている。UA－２の�層でも２点出土している。推定６個体。

サケ類

サケ類の遺骸は全域にわたり、かつ濃密に分布していた。細片であることが多かったが、骨格が散

らばっていたのであろう。特に灰層の拡がるUA－２地点で濃密であった。灰層下の�層中にも認め

られた。

UH－５

３か所で灰層が堆積し、保存が良好であった。

歯骨右側１、多数の歯、主鰓蓋骨右側２、下鰓蓋骨１、間鰓蓋骨左側２、椎骨片多数、肋骨、鰭棘

片など、肩甲骨右側１、中烏口骨２、烏口骨左側２、腰帯左側１があり、２個体はあったであろう。

UA－２ 灰４�
サケの骨格がよく残されていた。焼けない状態で頭部の骨格があり、多くの標本が採取され、埋存

個体が確認できた。

後側頭骨は長い骨であるために破損しているが、左側１、右側３があった。

前上顎骨、主上顎骨、歯骨は不完全であるが１点ずつが確認される。主上顎骨は現長３０．４、

原長６７．０であったと思われる。歯は保存がよいが、確認できるのは１点程度である。

接続骨、前鰓蓋骨、主鰓蓋骨、下鰓蓋骨は不完全であるが、各１点、間鰓蓋骨はやや保存よく左側

２、右側３があり、全長３５．０±になる。角舌骨は左側１で全長３５．０±、頭蓋後頭骨骨は左側１点があ

った。椎骨は断片のみであるがまとまった数はあったのであろう。

肋骨、棘片は多い。上擬鎖骨は４点があったが、大形の骨格のために破損し、左右を確認し難い。

全長は７０．０±であったと思われる。擬鎖骨は左右各１、中烏口骨５、後擬鎖骨１、

腰帯左側４、右側８を検出した。腰帯は腹鰭を繋げる骨格で注意深く扱えば採取することができる。

腰帯左側の幅１４．４、１３．５、１２．２、右側幅１５．５、１１．７であった。サイズ差があったと思われ、別個体

のサケであったろう。

灰４�
後側頭骨左側、歯骨片、上擬鎖骨１、中烏口骨１などがあり、同一個体と推定。

不明魚種の遺骸

上記の魚類骨の他に１００点近い魚骨の細片が出土している。肋骨、鰭棘などの細片については全く

不明であるが、椎骨、若干の歯骨、前鰓蓋骨などはおそらくコイ科の魚の一種と思われるもので、そ

れ以外の特別な魚種であることを推測させる特徴を見出すことはできない標本であった。

コタンにおける魚はサケ類を主として、ウグイ、キュウリウオなどが採られていたようである。キ
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ュウリウオを除くと海産の魚種はほとんど検出されなかった。コタンの人達の魚類はサケが主体であ

り、ウグイなどの淡水魚を加えて、それで充分であったのであろう。資源の供給量に合った構成員数

であった。

鳥 類

ハクチョウ類

UA－２で脛骨片１点（灰４）があり、他に大形の鳥骨片があったが、おそらくオオハクチョウク

ラスの大形鳥の骨格であり、加工された際の骨片であろう。大形の鳥は羽が矢羽根などに使う目的も

あったであろう。

不明骨片としてはUA－２灰層から肩甲骨片があった。カモ類のサイズである。

鳥骨の検出は少なかった。ハクチョウクラスの大形鳥があれば、骨格も別にもあるのではないかと

思われるが、ほとんど無いということは、骨自体が搬入品であったことも考えられる。コタンの前の

河川、湖沼が大形のハクチョウなどの飛来に適するほどの水深がないことも考えられる。さらに下流

域地帯での捕獲であって、羽根、骨格、肉が分割されたのであろう。

哺乳類

獣骨もきわめて断片的な標本が残されていたのみである。しかし骨格の保存は魚骨などに比べて良

好であるので、種類は９種類を確認できた。ヒメトガリネズミ、ノウサギ、ヤチネズミ類、クマネズ

ミ、ヒグマ、タヌキ、イヌ、アシカ、ニホンジカである。

これらのなかにはネズミ類などにごく最近の混入と考えられる標本もあったが、大部分はアイヌの

人々の生活に直接関わった動物であった。

ヒメトガリネズミ

UA－２ 灰層下部 左側下顎骨１

被熱の痕跡はないので、古い時期の混入品と思われる。

エゾユキウサギ

UA－２ 灰層中に肩甲骨と上腕骨片があった。上腕骨は左側の骨体～遠位骨端を残す標本で遠位

骨端幅１２．２。骨体は打割されている。

わずかに２点であるが、多くのシカ遺骸を出土するチャシ跡での出土が１０点に満たない数であるこ

とと比べれば、コタンのなかでたまたま残ったウサギの骨格としては蓋然性のある数であり、むしろ

多かったのかもしれない。

ヤチネズミ類

遺骸は標本の出土からみるともっとも多くなった。

UH－３ 灰層 乳臼歯

UH－５ 灰層 下切歯、臼歯と骨片１が２つの灰、焼土で出土。

UH－６ 灰層 臼歯

UA－１ 灰 頭蓋骨、尺骨、寛骨、上顎骨、下顎骨、上切歯、下切歯、臼歯があり、下顎骨の左側

５、右側５が最大値であった。

UA－２ 灰層１～５のすべてから１点ずつ何らかの歯、骨格があった。

SP-UA－２ 頭蓋骨

UA－２ �層６区画の各区で遊離した切歯、臼歯があった。
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図�－４ アンカリトー７遺跡動物遺体出土遺構
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UA－５ 灰中に下切歯があった。

灰層それぞれの標本は別個体の可能性があり、１６個体になる。（UA－２標本を５とする。）

アイヌの家の周囲にはいつもネズミがいたのではないかと思う。時々家の中にも入ってくることが

あったのであろう、それが自然の空間だったのである。あまり気にすることもなかったのではないか。

各灰層中出土の標本もあったが、遊離した歯は被熱していないと思われる。ネズミ類がどのように扱

われたか、一部には食べられたこともあったかも知れない。

クマネズミ

UA－１ 灰層中に下顎骨と上切歯があった。頭蓋骨のあったことも考えられる。おそらく現代のも

のであろう。

ヒグマ

UA－２ 灰層１�左側上顎犬歯の破片１。

歯冠長１９．０×歯冠幅１４．０前後のサイズになる犬歯である。この破片が検出できたことは貴重であっ

た。これまでは多くのアイヌ遺跡でヒグマの遺骸を確認することができないと報告されていたからで

ある。犬歯がこのように残欠の状態になっているのは、おそらく犬歯が佩用されたり、道具の一部な

どにも使われ、破損し、その断片がわずかに残っていたのではないか。このような断片にまで注意し

た調査がこれまでになかったことにも原因があるのであろう。

タヌキ

UA－１ 上面 左側橈骨近位骨端

１点の標本を残していたのみである。イヌを除く中形獣類で唯一遺骸を残していた種類であった。

本資料もまたコタン遺跡だからこそ残されたものと思われる。

縄文人／石器時代人であれば周辺に棲息するタヌキ、キツネ、カワウソ、テンなどが狩猟の対象に

なり、遺骸の残されているのをみるが、それに比べると遺跡からの出土量は格段に少ない。

イヌ

UA－１ 灰層

切歯、犬歯、臼歯などの歯のみが残され、特殊な残り方であった。埋葬という状態とも異なるよう

である。イヌの毛皮が使われることはサハリンの人々の間で知られているが、アイヌにもあったので

はないかと思われる。

アシカと海棲獣類遺骸

検出できた標本は末節骨１点と肋骨１点のみであったが、この標本の検出もまた貴重である。アイ

ヌ期の遺跡では稀であるからである。肋骨は半裁された加工品であったが、おそらくなんらかの道具

の素材として使うために持ち込まれたものであろう。

ニホンジカ

出土は多く、各地点で出土していた。標本の多くは打ち割られ、骨髄食のおこなわれたことを示し

ていた。頭蓋骨、下顎骨などの見られなかったことは、別に扱われていることが推測される。哺乳類

として種不明の小断片が２３点あるが、おそらくシカの四肢骨片と思われる。

（４）あとがき

本遺跡は平地式住居の炉、灰集中区、焼土分布地区などからなるが、それらから当時食料に供した

と思われる動物遺体を検出している。動物種による遺骸の多寡はかなり異なるが、そうした獣魚類が

食用に供されていたことがわかる。
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貝 類

貝類については多くを知ることができない。河川の民であったアイヌの人々は淡水産の貝のうち肉

量が豊富で、殻の厚いカワシンジュガイが、肉の採取と殻の利用のために採られていたが、残された

殻の量もわずかであった。恒常的な採取があったかどうか、不明である。海産貝の利用については、

本遺跡の場合、食用とは別の用途の考えられる小巻貝、カサガイ類のあったのは興味深いことであっ

た。今後こうした資料について知見が増えるならば、海岸地域との交流などを知る機会になるのでは

ないかと思われる。

魚 類

サケを主とした料理がうかがえるが、河川流域での住居の立地を考えれば当然の資源利用であった

ろう。石狩川支流の本遺跡に限らず、アイヌコタンでの動物質食料にサケが最重要の資源であったこ

とはよく知られる通りである。

ここでも食用に供されたサケの遺骸が「送り場」に運ばれている。調理時のサケは頭部を外されて

開きにされ、保存用に乾燥などの処理をされていたはずである。頭部も細かく刻んで叩いて内臓など

と共にチタタップ（吾々の叩き叩きしたもの）として食べているので、顎骨、鰓蓋骨などを原形のま

ま残ることは難しかったであろう。しかし「送り場」に残された骨には顎骨、鰓蓋骨などの頭部の骨

格が確認され、腰骨などもあった。これらは頭部が「送り」のためにはずされ、「送り場」に運ばれ

たのであろう。この場合、「腰体」部分の数が多く、この部分はあらかじめ外される習慣があったか

もしれない。一方、肋骨、鰭棘片も多く含まれていたが、これらは可食部分の少ないこともあって、

外していたものが集められたのであろう。

サケ以外の淡水系の魚種もあり、ウグイなどはサケの遡河前の漁獲資源であったかも知れない。ウ

グイはアイヌにとって重要魚種であった。

鳥 類

鳥類については、オオハクチョウと中形の鳥骨片があった。遺跡の前に拡がる湖沼にカモ類の飛来

することはあったであろう。アイヌが白鳥をカムイ チョブ（神鳥）といって尊重もするが、川に大

きな目の網を張っておき、川を下ってくる白鳥を捕るということもあり、脛骨が女の「針入れ」にな

ったという（更科源蔵、アイヌの四季１９６８）。本遺跡での脛骨にも同じ用途が推測できる。

哺乳類

シカとシカ推定骨片は、ほとんどすべての地点、層位で出土していた。きわめて断片となっている

のは、それだけ打ち割られ、ごく僅かな部分でも髄、肉片が残る限り使われたのであろう。捕獲され

たシカの個体数は推測不可能であるが、秋から冬季にコタンでは数頭の捕獲があり、各家で分け前が

あったと思われる。一個体のシカ頭蓋骨は脳髄の利用後に別の場所に置かれ、その他の部分は分割、

解体され、肉、内臓は生のまま食べた。ウサギ、シカのなどの肉は多く生食（フイベ）であったとい

う。骨格は軟骨に至るまで利用された（更科源蔵、同掲書、２０９頁）。

海棲獣類は海産貝の出土とも関連する。内陸遺跡にかかわらず海産貝種の比較的多かったのは本遺

跡の特徴の一つである。海への関心は高かったことから、海棲獣類資源の搬入も各種あったことが推

測される。千歳市オルイカ２遺跡でも海棲獣類、メカジキなどの遺骸の報告されている。
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たって便宜を図っていただいた。なお１部２課の皆さまにもお世話いただいた。併せて厚く御礼を申

しあげる次第である。
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表�－１５ 種別動物遺体一覧（１２）
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３．アンカリト－７遺跡から出土した炭化植物種子

札幌国際大学博物館 客員研究員 椿坂 恭代

（１）遺跡と調査の概要

遺跡の名称：アンカリトー７遺跡

遺跡の所在：北海道千歳市祝梅６０７ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調 査 面 積：４，０５０�
調査担当者：愛場和人ほか

調 査 期 間：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

遺跡の立地：アンカリトー７遺跡は千歳市街から北東に約３�の祝梅川東岸に位置し、標高は約１４～

１７メートルである。

検 出 遺 構：

�層の遺構；平地住居跡１１軒・竪穴状遺構１基・建物跡２棟・土坑墓１基・杭跡３３４基・灰集中５か

所、焼土８か所、貝集中１か所。

その他の詳細については本文を参照されたい。

（２）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、アイヌ文化期の平地住居跡内の炉、焼土からと屋外の灰集中の

遺構から土壌が採取され、フローテーション法で処理された後、回収された炭化植物の中から第一次

選別された種子が送付されてきた。これらの資料について実体顕微鏡で観察ならびに撮影を行った。

検出された植物種子の出土表は表�－１５に示しておいた。

（３）アイヌ文化期の遺構から出土した種子

イネ Oryza sativa L．

（図版�－１－１a・３：UH－５HF－１から出土。２a：UA－２灰４から出土）

平地住居跡（UH－５・６・８）からと灰集中（UA－２）から合わせて９粒と１２片出土。果実は

長楕円形で腹面の下部に胚があり、側面にやや隆起した縦の稜線がある。出土資料は被熱による変形

が著しいがその中から比較的保存状態の良い資料を１a、２aに示した。その他、３に示した破片が含

まれていた。計測値１a：長さ４．９０×幅２．７０×厚さ１．８５（�）、２a：長さ４．７０×幅２．４０×厚さ１．５５（�）、

３の資料は破片のため計測していない。

アワ Setaria italica（L．）P．Beauv．（図版�－１－４a：UA－２灰４から出土）

平地住居跡（UH－５・８）からと灰集中（UA－２）、その周辺から合わせて１２粒出土。穎果はや

や球形。背面には果長の２／３ほどの胚があり、その反対側の腹面には、小さなヘラ型のヘソがある（椿

坂 １９９３）。資料は４aに示すようにすべて内・外穎のとれた状態で出土。計測値：長さ１．４０×幅１．３０

×厚さ０．８５（�）

ヒエ属 Echinochloa Beauv．（図版１－５a：UA－２灰４から出土）

平地住居跡（UH－５・７・８）からと灰集中（UA－２・５）から合わせて１４２粒出土。穎果は広

楕円形。背面には果長の２／３ほどを占める楕円形の大きな胚がある。その反対側の腹面にはヘラ型状

のヘソがある（椿坂 １９９３）。穎果の胴部はふくらみ、粒形が大きくなる。つまり栽培型のヒエ Echi-
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nochloa utilis Ohwi et Yabunoの形態を示す。資料は５aに示すようにすべて内・外穎のとれた状態で出土。

資料の保存状態が悪いため一定数の計測は出来なかった。計測値：長さ１．８０×幅１．６５×厚さ１．００（�）

キビ Panicum miliaceum L．（図版�－１－６a：UH－７HF－４から出土）

平地住居跡（UH－７・８）からと灰集中（UA－１・２）から合わせて６粒出土。穎果はやや球

形または広卵形。背面には果長の１／２ほどの胚があり、その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがある

（椿坂 １９９３）。資料は６aに示すようにすべて内・外穎のとれた状態で出土。計測値：長さ１．７０×幅

１．５５×厚さ１．２０（�）

シソ属 Perilla L．（図版�－１－７a：UH－５HF－１から出土）

平地住居跡（UH－５）からと灰集中（UA－１）から合わせて５粒出土。種子は扁平球形で種子

の表面に大きな網目状の模様がある。この形態を持つ種子にエゴマ Perilla frutescens var．japonica

とシソ Perilla frutescens var．japonicaがある。両者とも形態と表皮の構造が類似している部分が

多く、出土量と保存が良好でないと分類は困難である。計測値：長さ２．００×幅１．６０×厚さ１．３０（�）

アサ Cannabis sativa L．（図版�－１－８：UA－２周辺G－６から出土）

灰集中（UA－２）の周辺から１粒出土。種子は広楕円形。腹面に縦に２条の稜角がある。種皮の表

面は被熱により斑状の模様ができることもある。アサは、純粋に栽培したものか、集落や耕地周辺に

半野生状態にあったのかの判断はつかない。しかし、アサの若葉や種子は食用になるし、油脂植物と

しても利用され、繊維植物としてもよく知られている。計測値：長さ２．１０×幅１．５０×厚さ１．２０（�）

マメ科 FABACEAE（図版�－１－９a：UH－７HF－４から出土。１０：UA－２灰３から出土）

９aの資料：平地住居跡（UH－７・８）から合わせて２片出土。種子は長楕円形。腹面には種子

長軸に対して２／３ほどの広線形で平坦なヘソがある。出土資料はヘソの部分が剥離しており確認でき

なかった。また写真９cに示した子葉内面の初生葉は燃え尽きて残存していなかったが、種子形態の

特徴とわずかに残る初生葉の痕からアズキ Vigna angularis Ohwi et Ohashiと判断される。計測

値：長さ４．２０×幅２．５０×厚さ２．４０（�）

１０の資料：灰集中（UA－２）とその周辺から合わせて６片出土。種子は扁円形。腹面の長さの大

半を占める線形のヘソがある。これらの特徴からレンリソウ属 Lathyrus L．またはソラマメ属 Vicia

L．、に分類される。レンリソウ属にはハマエンドウ Lathyrus japonicus Willd．がある。ソラマメ属

にはカラスノエンドウ Vicia sepium L．、ヒロハクサフジ Vicia japonica A．Gray、クサフジ Vicia

cracca L．などあるが、いずれも形態が類似しているため、種までの分類は困難である。出土資料は

いずれも保存状態が悪いため計測はしていない。

タデ科 POLYGONACEAE（図版�－１－１１：UA－２周辺F－７から出土）

灰集中（UA－１・２とその周辺）から出土。痩果は三角状紡錘形で稜は鋭くギシギシ属 Rumex

L．の特徴を示すものがほとんどであった。中にはレンズ形の種子も少量混在する。タデ科種子は形

態の類似した種類が多いため、詳細な分類は困難である。計測値：長さ２．４０×幅１．５０（�）

ナス科 SOLANACEAE（図版１－１２：UA－２周辺C－１０から出土）

灰集中（UA－２）の周辺から酸化状態で出土。種子は扁平倒卵形でヘソの方に尖る。種子の全面

に凹凸の網状の模様がある。これらの特徴からイヌホオズキ Solanum nigrum L．に分類される。計

測値：長さ１．５５×幅１．３０×厚さ０．５０（�）

アカザ属 Chenopodium L．（図版�－１－１３：UA－１灰から出土）

灰集中（UA－１・２とその周辺・５）からすべて酸化した状態で出土。種子は扁平球形。側面に

は嘴状に突出したヘソがある（資料の左上）。北海道にはアカザ Chenopodium album var．centroru-
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brum Makinoとシロザ Chenopodium album L．が分布しているが種子の形態からは種までの分類は

不可能である。計測値：長さ１．００×幅１．００×厚さ０．５０（�）

カヤツリグサ科 CYPERACEAE（図版�－１－１４：UA－２周辺G－１０から出土）

灰集中(UA－２）の周辺から出土。種子は楕円状三稜形。カヤツリグサ科の種子は類似する形態

が多く詳細な分類は困難である。計測値：長さ１．８０×幅１．００×厚さ０．５５（�）

キランソウ属 Ajuga Linn．（図版�－１－１５a：UA－２周辺F－７から出土）

平地住居跡（UH－５・７・８）からと灰集中（UA－１・２とその周辺・４）から出土。種子は

狭倒卵形。背面は内側に湾曲する。腹面の下半分はやや凹み大きなヘソがある。種皮表面には大きな

網目模様がある。種子の特徴からはキランソウ属の形態を示すが、北海道には分布していないという。

類似した形態にケシ属があるが、種子の大きさとヘソの形態が異なる。計測値：長さ１．８０×幅０．９５×

厚さ０．９０（�）

セリ科 UMBELLIFERAE（図版�－１－１６a：UA－２周辺D－１３から出土）

灰集中（UA－２の周辺）から酸化した状態で出土。種子は半楕円形。セリ科種子の特徴を示すが、

種子の変形が大きく詳細な分類は出来なかった。計測値：長さ１．００×幅０．７０（�）

ニワトコ属 Sambucus L．（図版�－２－１７a：UA－２灰４から出土）

灰集中（UA－２）とその周辺から出土。種子は狭楕円形。背面は円みがあり、腹面は鈍稜をなす。

種皮は皺状に隆起した模様があり粗面である。これらの特徴からニワトコ Sambucus racemosa L．と

判断される。だだし、日本では本州北部から北海道の林中にエゾニワトコ S．buergeriana var．miquelii

（Nakai）Haraが分布するという。計測値：長さ２．００×幅１．３０×厚さ０．４０（�）

タラノキ属 Aralia L．（図版�－２－１８：UA－２周辺C－１０から出土）

灰集中（UA－２）の周辺から酸化した状態で出土。種子は半円形で左端には二本の縦溝があり、

種皮は凹凸で粗面である。これらの特徴からタラノキ Aralia elata（Miq．）Seemannと判断され

る。計測値：長さ２．２５×幅１．５０×厚さ０．８０（�）

クワ科 MORACEAE（図版�－２－１９：UA－２周辺D－３区から出土）

灰集中（UA－２）の周辺から酸化した状態で出土。種子は広倒卵状３角形で種皮の表面は滑らか

である。これらの特徴からヤマグワ Morus bombycis Koidz．と判断される。計測値：長さ２．００×幅

１．５０×厚さ１．４０（�）

キイチゴ属 Rubus L．（図版�－２－２０：UA－２周辺F－１区から出土）

灰集中（UA－２）の周辺から出土。種子の全面に大きな網状の凹凸がある。キイチゴ属種子は形

態と種子表面の構造の類似したものが多いので種までの分類は困難である。計測値：長さ２．１０×幅

１．５０×厚さ１．３０（�）

キハダ属 Phellodendron Rupr．（図版�－２－２１a、２２：UH－６HF－１から出土。）

平地住居跡（UH－６）からと灰集中（UA－２とその周辺・３・５）から出土。果実は球形で中

に４つの小核があり、各１個の種子を含む（資料２１a)。種子は半横広卵形で表皮に浅い凹みによる網

目模様がある（資料２２）。これらの特徴からキハダ Phellodendron amurense Rupr．と判断される。計

測値２１a：長さ７．４０×幅６．７０（�）、２２：長さ４．６０×幅２．３０×厚さ１．８０（�）

ブドウ科 VITIDACEAE（図版�－２－２３a：UA－１灰から出土）

平地住居跡（UH－８）からと灰集中（UA－１・２とその周辺・４）から出土。堅果は広倒卵形、

背面は円みがあり、倒へら形の凹みがある。腹面の中央は稜をなし、稜の両側に針形の凹みがある。

これらの特徴からブドウ属に分類される。北海道に分布するブドウ属にはヤマブドウ Vitis coignetiae
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Pulliatとエビヅル Vitis ficifolia Bunge var．lobata、サンカクズル Vitis flexuosa Thunb．が

あるが、後者の二種類は分布域が北海道の南部に限られているという。形態の特徴からはヤマブドウ

Vitis coignetiae Pulliatと判断される。計測値：長さ４．４０×幅３．３０×厚さ２．１０（�）

クリ属 Castanea Mill．（図版�－２－２４a、２５a：UH－６HF－１から出土）

平地住居跡（UH－６）から果皮と子葉の破片が出土。子葉は三角状扁円形。長さより幅が広く一

側面は円みがあり反対面は平らな形が多い。出土資料はいずれも破片で出土しているが、果皮と子葉

の特徴からクリ Castanea crenata Sieb．と判断される。破片の計測値２４a：長さ８．４０×幅４．１０（�）、

２５a：長さ１０．００×幅５．００（�）

クルミ属 Juglans L．（図版�－２－２６a：UA－２灰２から出土）

灰集中（UA－２）から内果皮の砕片が出土。核表面には縦に浅い溝状の模様がある。これらの特

徴からオニグルミ Juglans sieboldiana Maximと判断される。細片のため計測はしていない。

不明１（図版�－２－２７：UH－５HF－２から出土。２８：UA－２周辺H－８から出土。２９：UA－

５灰サンプルから出土）

平地住居跡（UH－５）からと灰集中(UA－２とその周辺・５）から出土。現生の比較資料がない

ので同定が出来なかった資料を図示した。計測値２７：長さ２．８０×幅１．２５（�）、２８：長さ１．７５×幅１．３０

（�）、２９：長さ４．７０×幅１．１０（�）

その他に不明２として扱った資料は、保存状態が悪いため全く分類できなかったものである。また、

アワ、ヒエ属と考えられるが、被熱による変形が多く分類することができなかった資料を不明ミレッ

トとして扱った。

（４）まとめ

アンカリトー７遺跡の調査で得られた資料はアイヌ文化期に関わる平地住居跡、灰集中遺構からの

もので、栽培植物のアワ、ヒエ、キビ、イネ、アズキ、アサ、シソ属などが見られた。その他の植物

種子は、集落の周囲に一般的に認められる草本類と木本類で、いずれも可食性あるいは利用可能のも

のが多い。検出された栽培植物の中ではヒエが最も多く、次いでイネ、アワ、キビで、オオムギとコ

ムギは見られなかった。この栽培植物の組成は千歳市、恵庭市周辺に分布するアイヌ文化期に見られ

るものであるが、イネについては在地栽培であるのかは今のところ不明である（吉崎・椿坂 ２００２a，

b、吉崎・椿坂 ２００３）。

今回、アイヌ文化期の栽培植物の組成を考えるうえで良好な資料が得られた。しかも各遺構から出

土したクルミ内果皮の放射性炭素年代を実施（１２件中７件）している。それぞれ年代値に差があるが

西暦１３世紀から１８世紀の範囲で測定結果が得られている。この詳細については�章－１を参照してい

ただきたい。

近年、出土栽培種子、堅果類の放射性炭素年代を実施して、その成果が報告されている。フローテ

ーション法のサンプリングの箇所については、後世の撹乱を受けていない層準の土壌を採取すること

を目的として各時代のサンプリングを実施している。しかし、遺跡によっては必ずしも保存状況の良

ところばかりではないので、フローテーション法で得られた植物遺体の放射性炭素年代を実施するこ

とは不可欠である。

最後に、ヒエ属種子について次の情報が得られているので大まかに紹介しておきたい。これまでに

北海道の遺跡から出土するヒエ属種子は、縄文時代早期末から近世アイヌ期まで形態的変化を見せな
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がら連綿と出土していることは知られている（吉崎 ２００３）。遺跡から出土する種子は形態の情報に

基づいて同定されているので、形態の特徴だけでは不明瞭なことから、異なった方法で種群を確認す

る必要があると考え、炭化種子からDNAの抽出は極めて困難とされる実験を出土ヒエ属に試みた。各

時代の遺跡から検出されたヒエ属種子からDNA抽出の処理を行った結果、千歳市オルイカ２遺跡（近

世アイヌ文化：西暦１７世紀ころ）の炭化種子からDNAが抽出された。これはイヌビエ群にあたり、形

態学同定でヒエ（栽培種）とする見解を強く支持するものであるという。そして、塩基配列がイヌビ

エ型であったことから、形態的に酷似している縄文時代のヒエ属種子はイヌビエか栽培ヒエである可

能性が高いという成果が得られている（山口ほか ２００７）。

引用文献

椿坂恭代

１９９３： 「アワ・ヒエ・キビの同定」吉崎昌一先生還暦記念論文集『先史時代と関連科学』２６１－２８１

吉崎昌一・椿坂恭代
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図版�－１ 出土炭化植物種子（１）
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図版�－２ 出土炭化植物種子（２）
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４．アンカリトー７遺跡出土黒曜石の産地推定

竹原 弘展（パレオ・ラボ）

（１）はじめに

千歳市に所在するアンカリトー７遺跡は、�～�層で後期旧石器時代の石器集中を２か所検出して

いる。ここでは黒曜石について、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置による元素分析を行い、産地を

推定した。

（２）試料と方法

分析試料はアンカリトー７遺跡より出土した後期旧石器時代の黒曜石１５点である（表�－１８）。

試料は、測定前にメラミンフォーム製のスポンジを用いて、測定面表面の洗浄を行った。

分析装置は、�セイコーインスツルメンツ社製のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析計SEA－２００１Lを使

用した。装置の仕様は、Ｘ線管ターゲットはロジウムRh、Ｘ線検出器はSi（Li）半導体検出器である。

測定条件は、測定時間３００sec、照射径１０�、電流自動設定（１～６３μA、デッドタイムが２０％未満に

なるよう自動的に設定）、電圧５０kV、試料室内雰囲気真空に設定した。

黒曜石の産地推定には、蛍光Ｘ線分析によるＸ線強度を用いた黒曜石産地推定法である判別図法を

用いた（望月、２００４など）。本方法は、まず各試料を蛍光Ｘ線分析装置で測定し、その測定結果のう

ち、カリウム（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）とルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリ

ウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の合計７元素のＸ線強度（cps；count per second）について、以

下に示す指標値を計算する。

１）Rb分率＝Rb強度×１００／（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

２）Sr分率＝Sr強度×１００／（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

３）Mn強度×１００／Fe強度

４）log（Fe強度／K強度）

そしてこれらの指標値を用い

た２つの判別図（横軸Rb分率－

縦軸Mn強度×１００／Fe強度の判別

図と横軸Sr分率－縦軸log（Fe

強度／K強度）の判別図）を作成

し、各地の原石データと遺跡出

土遺物のデータを照合して、産

地を推定するものである。この

方法は、指標値に蛍光Ｘ線のエ

ネルギー差ができる限り小さい

元素同士を組み合わせて算出し

ているため、形状、厚み等の影

響を比較的受けにくく、原則と

して非破壊である出土遺物の測

定に対して非常に有効な方法で

あるといえる。なお、厚みにつ

表�－１７ 北海道・東北地方黒曜石産地の判別群

都道府県 エリア 判別群名 原石採取地

北海道

白滝

白滝１ 赤石山山頂（４３）、八号沢露頭（１５） 赤石山山頂、八
号沢露頭、八号
沢、黒曜の沢、
幌加林道（３６）

白滝２
７の沢川支流（２）、IK露頭（１０）、十勝
石沢露頭直下河床（１１）、アジサイの滝
露頭（１０）

赤井川 赤井川 曲川・土木川（１２）
上士幌 上士幌 十勝三股（１０）

置戸
置戸山 置戸山（５）
所山 所山（５）

豊浦 豊浦 豊泉（１０）
旭川 旭川 近文台（７）
名寄 名寄 忠烈布川（１９）

秩父別
秩父別１

中山（７４）秩父別２
秩父別３

遠軽 遠軽 社名淵川河床（２）
生田原 生田原 仁田布川河床（１０）
留辺蘂 留辺蘂 ケショマップ川河床（６）
釧路 釧路 釧路市営スキー場（９）、阿寒川右岸（２）、阿寒川左岸（６）

青森
木造 出来島 出来島海岸（１０）
深浦 八森山 岡崎浜（７）、八森山公園（８）

秋田 男鹿
金ヶ崎 金ヶ崎温泉（１０）
脇本 脇本海岸（４）

岩手 北上川 北上折居２ 北上川（９）
山形 羽黒 月山 月山荘前（１０）

宮城

宮崎 湯ノ倉 湯ノ倉（４０）
色麻 根岸 根岸（４０）

仙台
秋保１

土蔵（１８）
秋保２

塩竈 塩竈 塩竈（１０）
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いては、かなり薄くても測定可能であ

るが、それでも０．５�以下では影響を

まぬかれないといわれる（望月、

１９９９）。極端に薄い試料の場合、K強度

が相対的に強くなるため、log（Fe強

度／K強度）の値が減少する。また、風

化試料の場合でも、log（Fe強度／K強

度）の値が減少する（同上）。そのた

め、試料の測定面はなるべく奇麗で平

坦な面を選び、測定した。測定結果が

判別群からかけ離れた値を示した場合

は、測定面を変更するか、あるいはメ

ラミンフォーム製スポンジで再度表面

の洗浄を行った後、何回か再測定を行

って検証した。

原石試料も、採取原石を割って新鮮

な面を表出させた上で産地推定対象試

料と同様の条件で測定した。表�－１７

に判別群一覧とそれぞれの原石採取地

点及び点数を、図�－５に各原石のエ

リアの位置を示す。

（３）分析結果

図�－６および７に、黒曜石原石の判別図に遺物をプロットした図を示す。各図は視覚的にわかり

やすくするため、各判別群を楕円で取り囲んである。試料１５点のうち、１０点が赤井川群、３点が白滝

１群の範囲およびその周辺にプロットされた。分析�６と�８は、図�－６では赤井川群の範囲内に

プロットされたが、図�－７では赤井川群のやや下方にプロットされた。これは先述したように遺物

の風化による影響と考えられ（望月、１９９９）、赤井川群に属する可能性が高い。産地推定結果を表�
－１８に示す。

（４）終わりに

アンカリトー７遺跡出土黒曜石１５点について、蛍光Ｘ線分析による産地推定を行った結果、１２点が

赤井川エリア、３点が白滝エリア産と推定された。

引用文献・参考文献

望月明彦（１９９９）上和田城山遺跡出土の黒曜石産地推定。「埋蔵文化財の保管と活用のための基礎的

整理報告書２―上和田城山遺跡篇―」：１７２－１７９、大和市教育委員会。
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表�－１８ 分析対象資料および産地推定結果

分析

�
出土

遺構

遺物

番号

採取

層位
器種 重量

K強度

（cps）

Mn強度

（cps）

Fe強度

（cps）

Rb強度

（cps）

Sr強度

（cps）

Y強度

（cps）

Zr強度

（cps）
Rb分率

Mn×１００

Fe
Sr分率 log

Fe

K
判別群 エリア

１ SB－１ １１４９ � 石刃 ２．９７ ８．６１ ２．８０ ７０．６７ ９．４５ ３．４９ ３．３４ ８．１９ ３８．６１ ３．９７ １４．２５ ０．９１ 赤井川 赤井川

２ SB－１ １０９ � 剥片 ６．０９ ７．６８ ２．５５ ６２．９５ ８．９６ ３．１１ ２．８３ ８．０３ ３９．０７ ４．０４ １３．５８ ０．９１ 赤井川 赤井川

３ SB－１ １１５５ � 剥片 ５．０２ ６．９２ ２．２５ ５６．２２ ８．１７ ３．２３ ２．９８ ６．９８ ３８．２６ ４．０１ １５．１２ ０．９１ 赤井川 赤井川

４ SB－１ ９２９ � 縦長剥片 ２．２５ ７．７７ ３．０２ ６６．６１ ９．３３ ３．５９ ３．５１ ８．４２ ３７．５５ ４．５３ １４．４４ ０．９３ 赤井川 赤井川

５ SB－１ ６８５ � 石刃 ７．２７ ７．６８ ２．７３ ６３．５５ ８．９５ ３．３１ ３．２０ ８．１４ ３７．９３ ４．３０ １４．０２ ０．９２ 赤井川 赤井川

６ SB－１ ９９３ � 石刃 ５．６４ １３．２０ ２．７９ ６７．９５ ９．６４ ３．４３ ４．０８ ７．９２ ３８．４５ ４．１１ １３．６７ ０．７１ 赤井川? 赤井川?

７ SB－１ １６７３ � 細石刃 ０．１８ ９．８６ ３．７０ ８０．８１ １０．７９ ３．５９ ３．８９ ８．５０ ４０．２９ ４．５８ １３．４０ ０．９１ 赤井川 赤井川

８ SB－１ １１７６ � 細石刃 ０．１２ １４．７１ ４．４１ ９８．６８ １１．５１ ４．３４ ４．０４ ９．０４ ３９．７８ ４．４７ １５．０１ ０．８３ 赤井川? 赤井川?

９ SB－１ １２９７ � 細石刃 ０．２７ １０．６６ ３．８４ ８５．９７ １０．７９ ４．３８ ４．６５ ９．１５ ３７．２４ ４．４６ １５．１３ ０．９１ 赤井川 赤井川

１０ SB－１ ３５５ � 細石刃 ０．２２ １０．５０ ３．５８ ８１．９９ １０．８０ ４．３３ ３．８０ ８．３９ ３９．５５ ４．３７ １５．８４ ０．８９ 赤井川 赤井川

１１ SB－１ １８４７ � 細石刃 ０．０２ １４．１４ ４．５５ １０９．８２ １１．１７ ４．５２ ３．８６ ９．１７ ３８．９１ ４．１４ １５．７３ ０．８９ 赤井川 赤井川

１２ SB－１ ２８６ � 細石刃 ０．６８ １０．２７ ２．７１ ７０．７２ １１．７８ ２．０４ ４．０２ ６．８４ ４７．７３ ３．８３ ８．２６ ０．８４ 白滝１ 白滝

１３ B－６１区 １ � 細石刃核 ５．３３ ６．７１ １．９３ ６２．１６ ９．９６ ２．０８ ３．７２ ５．９３ ４５．９２ ３．１１ ９．５９ ０．９７ 白滝１ 白滝

１４ SB－１ ９０２ � 削片 ０．８３ ９．９４ ２．２５ ６７．６５ １１．９３ ２．０１ ４．３７ ７．７１ ４５．８４ ３．３３ ７．７４ ０．８３ 白滝１ 白滝

１５ SB－１ １２７ � 石刃 ３．０６ ８．１５ ２．９０ ６３．９６ ９．４１ ３．２７ ３．３２ ６．９７ ４０．９６ ４．５３ １４．２４ ０．８９ 赤井川 赤井川

図�－６ 黒曜石産地推定判別図（１） 図�－７ 黒曜石産地推定判別図（２）
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５．アンカリトー７遺跡出土試料の岩石学的分析

アースサイエンス株式会社

肉眼観察 加 藤 孝 幸

蛍光Ｘ線分析 加 藤 孝 幸 飯 田 友 章

EPMA分析(EDS) 岡 村 聡

まとめと考察 加 藤 孝 幸

（１）肉眼観察

試料の肉眼観察はNIKON製ファーブル実体鏡（２０×）を併用して行った。結果は表�－１９の通り

である。

（２）FP法蛍光Ｘ線分析

・分析の方法

蛍光Ｘ線分析のうちファンダメンタルパラメータ法（FP法）による分析は、試料をそのまま非破壊

で、また粉末状態で、あるいは微量でも分析できる。

ここではフィリップス社製蛍光Ｘ線（XRF）分析装置MagiXを使用した。各元素の測定条件を表に

示す。Ｘ線管球はエンドウィンドウ型のRh管球を用いている。測定環境はヘリウム環境中で測定した。

測定時間は一試料につき約２３分である。

試料及び定量操作：試料は未処理のものをそのまま測定試料とした。試料測定用プラスチック製カ

ップ（直径３．７�、深さ２．５�の円筒状）に、一重のポリプロピレンフィルムを装着し、試料を入れた。

中の試料が動かないようにフタをして、金属ホルダーに入れ試料室にセットし測定を行った。定量分

析は付属のソフトを用いファンダメンタルパラメータ法（FP法）によって行った。

なお、本装置では、Na-Uの元素が定量可能であり、C,N,Oといった軽元素は検出できない。

試料の測定で用いたFP法は、標準試料を用いた検量線法とは異なり、分析線の強度が試料の組成と

表�－１９ アンカリトー７遺跡 珪質剥片石器の肉眼鑑定結果

試料番号 遺物番号 岩石名 色 調 透明感 備 考

�１ ４０４ 酸性凝灰岩 帯緑灰色 弱
珪化した凝灰岩、圧力溶解へき開あり、付加体構

成岩に由来する変形を受けた岩石の可能性。

�２ １３３６ 珪質頁岩
暗褐色

（チョコレート色）
中 珪化した泥質堆積岩で砂質粒子が散在。

�３ １６３１ 珪質頁岩 暗褐色 弱 珪化した砂質分の多い泥質堆積岩。

�４ １５９７ 珪化岩 灰白色と褐色の縞状 高
原岩の推定困難だが変形を受けていない火山活動

による熱水変質岩の可能性。石英>>褐鉄鉱

�５ ５４３ 珪化岩 灰白色と赤褐色の縞状 高
原岩の推定困難だが変形を受けていない火山活動

による熱水変質岩の可能性。石英>>赤鉄鉱
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基礎的定数（ファンダメンタルパラメータ）の関数として記述できるという考え方を基礎とした理論

計算法である。この方法は、出所不明の未知試料の分析や、上述のように試料の形状や量に関わらず

前処理なしで定量できるメリットがある。

分析結果を表２に示す。

（３）EDS分析（エネルギー分散法EPMA分析）

・分析方法

構成鉱物の電子顕微鏡観察および化学分析は、走査型電子顕微鏡とそれに付設のエネルギー分散型

EPMA分析装置によった。装置は電子顕微鏡（JEOL JSM-T３３０A）に付設したLink社製QX２００Jである。

加速電圧は１５kV、補正はZAF補正によった。試料は前処理として、研磨薄片に、炭素蒸着を行った。

これは非導電性試料に炭素を真空蒸着することによって電子線照射による試料面の帯電を防ぐ効果が

ある。電子線は最小領域２～３ミクロンまで絞り込むことができ、試料中鉱物の微小領域の化学分析

が可能である。電子線照射によって発生する元素特有の波長を示す固有Ｘ線を検出することによって

元素の定性・定量分析を行う。分析結果を表�－２０に示す。

（４）珪質頁岩の産地特定

今のところ道央の珪質頁岩産地の分析データがないので産地の特定はできない。少なくとも道南や

道北（サンル遺跡）のデータとは各種ダイヤグラム（図�－８～１０）において一致しない。

なお、これらの図にはFP法蛍光Ｘ線の分析値をプロットしている。

引用文献

アースサイエンス�（２００７）：下川町サンル４線遺跡報告書（北埋調報２５８）�北海道埋蔵文化財セ

ンター。

森町教育委員会（２００６）：芽部群森町埋蔵文化財調査報告書「鷲ノ木４遺跡」、（分冊）自然科学等に

よる諸分析
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表�－２１ EDS分析結果

アンカリトー７遺跡 アンカリトー７遺跡

�１（SB‐１ ４０４） �４（SB‐１ １５９７）

測定値 １００%換算 測定値 １００%換算

平均値（ｎ＝８） 平均値（ｎ＝８） 標準偏差（１σ） 平均値（ｎ＝６） 平均値（ｎ＝６） 標準偏差（１σ）
SiO２ ７４．６２ ７３．２９ ６．５１ SiO２ ９５．９８ ９５．４８ １．１３

TiO２ ０．３８ ０．３８ ０．３２ TiO２ ０．１３ ０．１３ ０．０５

Al２O３ １５．２８ １５．００ ３．５８ Al２O３ ２．９４ ２．９３ ０．５２

FeO ４．０２ ３．９４ １．７７ FeO １．１７ １．１７ ０．５４

MnO ０．１３ ０．１３ ０．１０ MnO ０．０５ ０．０５ ０．０３

MgO ０．４２ ０．４１ ０．１９ MgO ０．１２ ０．１１ ０．０６

CaO ０．４６ ０．４５ ０．１７ CaO ０．０８ ０．０８ ０．０８

Na２O ０．７６ ０．７５ ０．２６ Na２O ０．０７ ０．０７ ０．０５

K２O ５．７９ ５．７１ １．７９ K２O ０．１４ ０．１４ ０．０９

Total １０１．８２ １００．００ Total １００．５１ １００．００

アンカリトー７遺跡
Ｂ

アンカリトー７遺跡

�２（SB‐１ １３３６） �５（SB‐１ ５４３）

測定値 １００%換算 測定値 １００%換算

平均値（ｎ＝７） 平均値（ｎ＝７） 標準偏差（１σ） 平均値（ｎ＝７） 平均値（ｎ＝７） 標準偏差（１σ）
SiO２ ８７．６６ ９３．１５ １．７６ SiO２ ８４．９３ ８９．２１ ２．６５

TiO２ ０．１９ ０．２１ ０．１９ TiO２ ０．１６ ０．１７ ０．０７

Al２O３ ４．３６ ４．６３ １．０６ Al２O３ ７．１１ ７．５０ １．９８

FeO ０．７６ ０．８１ ０．５０ FeO ２．００ ２．０９ ０．３７

MnO ０．０４ ０．０５ ０．０５ MnO ０．１２ ０．１３ ０．１０

MgO ０．１７ ０．１９ ０．０７ MgO ０．３０ ０．３１ ０．１８

CaO ０．０８ ０．０９ ０．０６ CaO ０．１７ ０．１７ ０．０４

Na２O ０．３６ ０．３８ ０．３０ Na２O ０．１３ ０．１３ ０．１３

K２O ０．５３ ０．５６ ０．２４ K２O ０．３４ ０．３６ ０．１４

Total ９４．１０ １００．００ Total ９５．１８ １００．００

アンカリトー７遺跡
Ｗ

アンカリトー７遺跡

�３（SB‐１ １６３１） �５（SB‐１ ５４３）

測定値 １００%換算 測定値 １００%換算

平均値（ｎ＝８） 平均値（ｎ＝８） 標準偏差（１σ） 平均値（ｎ＝７） 平均値（ｎ＝７） 標準偏差（１σ）
SiO２ ９０．４４ ９３．７６ ２．９４ SiO２ ５．５４ ６．４０ ６．２６

TiO２ ０．２０ ０．２１ ０．０９ TiO２ ０．０７ ０．０８ ０．０８

Al２O３ ３．９７ ４．１９ １．６５ Al２O３ ２．６０ ２．９７ １．２５

FeO ０．８９ ０．９７ １．０６ FeO ７８．７１ ８９．１９ ７．４７

MnO ０．１７ ０．１８ MnO ０．６９ ０．７８ ０．２９

MgO ０．１３ ０．１４ ０．１２ MgO ０．３３ ０．３７ ０．６６

CaO ０．２３ ０．２５ ０．１４ CaO ０．１３ ０．１５ ０．０７

Na２O ０．２４ ０．２５ ０．１４ Na２O

K２O ０．２８ ０．２９ ０．１７ K２O ０．１１ ０．１３ ０．１６

Total ９６．３４ １００．００ Total ８８．１１ １００．００

注：�５の分析ポイントＢは珪質岩、Ｗは試料表面に見られる粒状物質（不透明鉱物？）
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図�－８ 渡島半島ほかの珪質頁岩の化学組織との比較（１）

アンカリトー７遺跡

284



図�－９ 渡島半島ほかの珪質頁岩の化学組織との比較（２）
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図�－１０ 渡島半島ほかの珪質頁岩の化学組織との比較（３）
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�章 ま と め

１．アンカリトー７遺跡のアイヌ文化期の遺構について

アンカリトー７遺跡では平地住居跡１１軒・建物跡２棟・杭穴３３４か所（杭列１２か所含む）・灰集中

５か所・土坑墓１基などで構成されるアイヌ文化期の集落跡を確認した。集落跡は古砂丘を成因とす

る丘陵部の北側緩斜面から平坦面に位置する。現況では西側約２００ｍに祝梅川が北流しているが、�
章で述べられているように遺跡北側には祝梅川からアンカリトー、それに続くオサツトー・マオイト

ーなどの湖沼や湿地帯が発達していたと推定される。

湖沼周辺では南西部のユカンボシＣ２遺跡・ユカンボシＣ１５遺跡・メボシ川３遺跡・南東部馬追丘

陵側のキウス９遺跡・オルイカ２遺跡・チプニー２遺跡・当遺跡などアイヌ文化期の遺跡が数多く調

査されている。さらに当遺跡より太平洋側の祝梅川上田遺跡・祝梅川小野遺跡・梅川４遺跡（いずれ

も報告書作成中）などでもアイヌ文化期の集落跡が調査されており、今後太平洋と日本海を結ぶルー

ト上の地域のアイヌ文化期集落の様相がより明らかになっていくものと思われる。

以下遺構についてふれる。

住居跡について

平地住居跡は１１軒で長軸３ｍ程の小型のもの（UH－６）、長軸４ｍ前後～５ｍの中型のもの（UH

－２～４・９・１１）と５ｍ以上の大型のもの（UH－１・５・７・８・１０）とに分けられる。いずれ

もセムなどの付属構造がない。

小型のUH－６は倉庫と想定される建物跡（UB－１・２）同様、比較的太い柱穴で構成される。

床面積８�程と居住スペースとしては小さいことから別な用途の建物跡かもしれない。

中型のものは床面積が１５�程で（UH－１１は１８�）、長軸上に炉が１か所存在する。平面形は長方

形であるが、正方形に近いものが多い。

大型のものは平面形が長方形、床面積は概ね３０�弱程で、最大のものでは４０�程（UH－５）とな

る。UH－１を除き住居長軸上に複数の炉が存在する。UH－７・８では住居内長軸の炉近くに内部

の補助的な柱が２本確認されている。

長軸方向は北－南・北東－南西・東－西の大きく３つに分けられる（図�－１）。北－南方向に長

軸があるものは比較的小型で正方形に近いタイプが多い。また北東－南西・東－西軸となるものは大

型で複数炉を持つタイプと中型のものがセットになる傾向がある。長軸方向の差は時期差を示すもの

で、北－南・北東－南西・東－西と変遷すると考えたが、放射性炭素年代測定とはうまく合致せず検

討を要する。

住居の遺物については主に金属製品と棒状礫がある。金属製品は内耳鉄鍋・刀子・小刀・鎹・マレ

クなどの製品と棒状の素材、鉄片などがある。棒状礫は長さ５～７�、幅３～４�、重量６０～７０ｇ程

のものが多く、砂岩や閃緑岩礫が利用される。軽石を棒状礫と同形態（長さ６～７�、幅は３～４�
程）に加工するものがあり、軽石製石製品とした。重量は１０～５０ｇとやや軽いが棒状礫と同様に編み

物の錘石（ピッ）と思われる。

住居跡の年代は放射性炭素年代測定では大きく１５世紀から１７世紀の範囲となる。Ta-a火山灰下の

�層を数�掘り下げて確認された遺構が多いことや住居跡形態で「セム」がみられないこと、さらに

金属製品年代とも矛盾はないことから、概ねこの年代のものと考える。
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灰集中２(UA－２）について

UA－２は９ｍ×３ｍ程の範囲に１０か所程の灰のまとまりと遺物・動物遺体がみられたものであ

る。調査区北西端に位置し、調査区外へ続いている。もっとも近いUH－５から８ｍ程離れている。

灰は層状とならず、層厚が２～１０�と薄いため比較的短期間に形成されたものであろう。

遺物はUA－２の南西側の灰２およびその周辺から多く出土した。棒状礫・骨角器（骨鏃・中柄・

骨針など）・ガラス小玉・コハク原石・金属製品（刀装具・銅鏃・釣針・針・装飾品など）があり、

多くは破損している。

動物遺体は魚類のサケ科が多く、全サケ出土量の８割近くがUA－２から出土している。住居跡炉

からのサケ遺存体が被熱し細片なのに対し、熱を受けず残存状況が良い。特にUA－２北側の灰３・４

ではサケ科骨が頭部や棘・肋骨を中心に良好な状態で出土した。椎骨は現場段階では少ないと感じた

が、フローテーションにより細かく割れたものが多く得られた。

灰２では小破片ながらコウダカスカシガイ・ユキノカサガイ・スガイ・ホタテガイ・カワシンジュ

ガイ・コタマガイ・ウバガイ・サラガイなどの貝類、オオハクチョウ・エゾユキウサギ・ヒグマ（犬

歯）・シカ・アシカなど多様な種類がみられた。周辺で採取可能なものと海棲のものがある。

また灰４上面ではカワシンジュガイがまとまって並べられたような状態で検出した。

以上、灰のまとまりが広く数か所でみられること、灰３・４などサケ科骨が集中してみられること、

カワシンジュガイが灰上に並べられたような状態であったことなどから、UA－２は灰や動物骨など

の「送り場」であったと思われる。年代は放射性年代測定では１４２０－１５００ADとなるが、出土した銅

鏃はキセル加工品の可能性があることから検討が必要である。

なおUA－１は調査区外に主体があり全容は不明だが、UA－２同様の送り場の可能性がある。灰

の堆積が厚く、灰中から骨角器・動物遺体が出土し、周辺には棒状礫が多くみられた。動物遺体はサ

ケ科が少なく、コイ科・ヒメトガリネズミ・ヤチネズミ・タヌキ・イヌ（歯のみ）・シカがある。特

にタヌキ・イヌはUA－１のみの出土である。

土坑墓について

GP－１は人骨や副葬品はないが、埋め戻し土や形態から土坑墓とした。平面形態は長軸２．３７ｍ×

短軸０．８８ｍの隅丸方形で、東側がやや広がり台形に近くなる。東位の伸展葬が想定される。また土坑

底壁際には４本の杭穴がある。杭穴は径が１０�程で先端が尖り、坑底から５０�程打ち込まれていた。

土坑底隅に４本杭穴がある土坑墓は縄文時代から知られるものだが、アイヌ文化期には類例がな

く、擦文文化期後半（１１世紀～１２世紀）の標津町伊茶仁カリカリウス遺跡１号墓・２号墓がもっとも

近い時期の類例になる。１号墓・２号墓とも平面形は長方形で、１号墓は長軸２．３０ｍ×短軸０．７０ｍと

なり伸展葬が、２号墓は長軸１．５５ｍ×短軸１．１０ｍと屈葬がそれぞれ予想されている。杭穴は径５�程

でどちらも副葬品はない。

また聞き取りによる近世アイヌ埋葬例に「墓壙の底の両端にY字状の棒を立て、これに１本の横棒

をわたしてヨモギを被せ、その上に土をかける」（豊原１９９８）という例があげられており、２本杭穴

であるが上屋構造がある墓が近世に存在したことがわかる。GP－１など４本杭穴を持つ墓も屋根な

どの上屋構造があった可能性がある。

GP－１はUH－８と切りあっているが、窪みが残る部分にUH－８が構築されたとは考えづらい。

GP－１はアイヌ文化期でUH－８廃絶後の時期であろう。またUH－７のすぐ傍らにあり、長軸をほ

ぼ同じくすることから被葬者はUH－７と関連する可能性がある。 （愛場和人）
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図�－１ 平地住居跡集成図
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２．アンカリトー７遺跡の旧石器について

今回の調査で、広郷型細石刃核石器群と峠下型細石刃核石器群の石器集中が１か所ずつ検出され

た。石器集中の共伴関係は不明であるが、特に広郷型細石刃石器群は、従来石狩低地帯南部において

は千歳市オサツ２遺跡、同キウス９遺跡で断片的にみられるのみであり、まとまった資料としては初

見といえる。以下、石器群ごとに石器組成、トゥール、石器製作作業内容などについて概観する。

（１）広郷型細石刃核石器群（SB－１）について

石器組成・石材 ブロック外出土も含め、総点数は２，０５１点、総重量は３，６８６．６ｇである。定形的な石

器は、細石刃・細石刃核・彫器・削片・掻器・両面調整石器・削器・石刃・斧形石器・たたき石・砥

石がある。また、「石棒」状の石製品が１点出土しているが、SB－１との共伴関係は不明である。SB

－１の石器組成は、尖頭器を除く広郷型細石刃核石器群の主なトゥールがほぼ揃っており、その中で

は、細石刃・彫器及び彫器削片が多い点、大型の斧形石器の存在が特徴的である。

石器石材は、黒曜石・頁岩・珪化岩が主体で、凝灰岩・泥岩・砂岩・粘板岩は少量である。黒曜石

は、細かい球果を少量含むものが多く、肉眼観察では赤井川産とみなせるものだが、全体的に良質な

ものである。頁岩は珪質分に富むものとやや低いものの両者がみられる。珪化岩は珪質分・透明度が

非常に高い。石材別にみると、黒曜石は細石刃・掻器・石刃、頁岩は細石刃・細石刃核・彫器・削片

・削器、珪化岩は彫器・掻器・錐形石器が多い傾向があり、器種により使用石材の傾向が異なる。

トゥール 細石刃は、折損するものがほとんどで、側縁に細かい剥離痕のあるものも極少量みられる。

石材は黒曜石・頁岩で、幅は約３～５�、厚さ１～２�のものが多い。平面・側面観は非常に細長く

直線的で、背面の剥離面の稜も直線的で側縁と平行し、全体的に規格性が高い。

削片は、打点側を折損するものが多い。石材は黒曜石・頁岩・珪化岩で、幅４～９�、厚さ１～５

�のものが主体である。また、側面に素材の背面もしくは腹面を取り込むものが多い。平面観は、側

縁がやや湾曲するものが多く、小型のものは幅に比べて長さが短く、寸詰まりになる。背面の剥離面

の稜もやや湾曲し、不整である。側面観は中間部～末端部にかけて腹面側にやや湾曲する。

細石刃核は、幅広で厚みのある石刃素材のものが多く、彫器と複合するものもある。石材は全て頁

岩で、素材の両側縁には軽微な加工が施される。幅は２２～３６�で平均値２９．１�、厚さは９～１７�で平

均値１３．８�である。作業面の最大長は３４～６７�を測る。細石刃剥離作業面（以下「作業面」）は右側

縁上部に設定され、側縁に沿ってまたは斜交して細石刃が剥離される。また、作業面の樋状剥離痕は

細長く直線的に並行し、３～７面で構成される。作業面の打面は、腹面側からの急角度の調整で直線

状に作出される。また、細石刃剥離の際には、作業面側から軽微な打面調整が施される。

彫器は、石刃素材のものが多いが、縦長剥片及び剥片素材のものも少量みられる。また、掻器や錐

形石器と複合するものもある。石材は頁岩が主体で黒曜石・珪化岩もみられる。素材の両側縁の加工

の有無は個体により異なる。幅は１４～４０�で平均値は２５．２�、厚さは５～１９�で平均値は１０．５�で、

細石刃核に比べてやや小型である。刃部形態は側刃型が最も多く、次いで交叉刃型、ごく少量の斜刃

型の順となり、刃部形態が複合するものもある。彫刀面は左右両側縁に設定され、上下に作出される

ものも多い。彫刀面の樋状剥離痕は１～３面程度からなり、剥離痕は細石刃核に比べて不整となる。

彫刀面打面は、斜刃型・側刃型ともに腹面側からの調整により、直線状・ノッチ状に作出されるもの

が多い。側刃型の彫刀面打面は調整面が多く、折れ面のものは少ない。また、彫刀面作出の際に、彫

刀面側からの打面調整は行われない点が特徴的である。

掻器は、石刃素材のものが多く、剥片素材のものも少量みられる。石材は黒曜石が約５割を占め、

次いで珪化岩、頁岩となる。小型のものが多く、側縁に軽微な調整が施されるものもある。
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図�－２ SB－１石器組成グラフ（器種別・石材別・石質別）
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両面調整石器で完形のものは１点のみである。珪化岩製で、平面は楕円形状を呈し、断面形は弓状

で、厚みがある。石材、製作技術は異なるが、大きさ及び形状は後述の斧形石器�と類似する。

削器は、頁岩製が多く、黒曜石・珪化岩も少量みられる。素材は石刃・縦長剥片・剥片で、刃部の

作出は軽微な加工によるものが多い。また、刃部が鋸歯縁状のものもある。

錐形石器は、頁岩製と珪化岩製がある。素材は、石刃・縦長剥片・剥片・削片である。素材の形状

を活かし、末端部に尖頭部を作出するものが多く、上下に尖頭部をもつものもある。

石刃は折れているものが多く、完形のものは少ない。石材は黒曜石が多く、頁岩・珪化岩は少量で

ある。長さは５～１０�、幅１～２�、厚さ２～４�程度の小～中型のものが主体で、ほとんどのもの

に打面調整及び頭部調整がみられる。

斧形石器は大きく２種類に分けられる。�は広郷型細石刃核石器群に特徴的な、加工が軽微で原礫

面を大きく残す小型のものである。石材は砂岩で、形状は楕円形である。�は両面調整が施され、刃

部付近に研磨が施される大型のものである。石材は珪質分に富む凝灰岩で、接合資料（凝灰岩１・接

合６１）から、形状は左右非対称で撥形を呈することが判明した。

礫石器には砂岩製のたたき石、砥石がある。たたき石は素材の礫の端部にわずかに敲打痕がみられ

るものである。砥石は砥面が平滑で、斧形石器の研磨に関連する可能性がある。

石器製作作業内容 遺跡内では、細石刃剥離、石刃核製作、彫器・掻器などの素材となる石刃・縦長

剥片・剥片剥離、トゥール製作が行われている。以下、作業内容ごとに概要を述べる。

細石刃剥離作業は、複数の細石刃核により行われている。頁岩製のものは、全て細石刃核として搬

入され、細石刃剥離後、大部分は遺棄されている。黒曜石製のもの（黒曜石６～８）は、細石刃のみ

の出土であるため、製品として搬入された場合と、細石刃核を搬入し細石刃剥離後遺跡外に搬出され

た場合の、２種類の状況が想定される。

石刃剥離作業は、黒曜石（黒曜石１）と頁岩（頁岩２・３）によって行われている。いずれも石刃

剥離時には、打面調整及び頭部調整が行われる。剥離された石刃は小～中型のもので、一部は彫器・

掻器などの素材となる。また、細石刃核素材となるような大型の石刃は剥離されていない。最終的に

石刃核は全て遺跡外に搬出されている。黒曜石製では、石刃核が１～複数個体遺跡内に搬入され、比

較的多くの石刃が剥離されている。石刃核には角礫素材のものがあり、接合資料（黒曜石１・接合１

など）から、遺跡内で石刃核の母型から製作したことが推定される。大きさは、石刃の接合資料から

長さ１５�前後のものと推測される。頁岩製では、石刃核が遺跡内に複数個体搬入されている。石刃核

の大きさは、石刃の接合資料から長さ１０�前後のものと推測される。頁岩２・３ともに石刃を含め点

数が少なく、少量の石刃剥離が行われたと考えられる。

剥片生産作業は、珪化岩（珪化岩１・２）で主に行われている。石核は遺跡内で剥片剥離を行った

後、全て遺跡外に搬出されている。珪化岩１では縦長剥片や不定形剥片が剥離され、これらを素材と

して彫器・掻器等の製作が行われている。珪化岩２は石器石材としては粗悪で、多くの剥片が剥離時

に砕けている。また、剥片は不定形状で、これらを素材としたトゥールはみられない。

トゥール製作は、大きく２種類に分けられる。�は上記の石刃剥離で得られた石刃や剥片剥離で得

られた剥片を素材とし、彫器・掻器などが製作されるもので、�は遺跡内に単体で搬入された石器に

ついて、彫器の刃部作出・再生、斧形石器などの製作が行われるものである。�は特に頁岩製の彫器

が多くみられる。�、�を通してトゥール製作の中では、彫器及び削片に関する接合資料が２７個体と

多く、彫器の彫刀面作出・再生が頻繁に行われていることが推測される。接合点数は、彫器と削片及

び削片同士の接合ともに２～４点程度だが、頁岩１・接合２５のように、彫器１点に削片等が２４点接合
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図�－３ SB－１・２作業内容別接合資料
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図�－４ SB－１の主な石器製作作業内容（石材別）
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する例もみられる。また、一次削片が少なく、製品として搬入された彫器の多くは、削片剥離が行わ

れた状態で遺跡内に持ち込まれた可能性が高い。

斧形石器製作については、凝灰岩１・接合６１が該当する。製作最終段階で遺跡内に搬入し、わずか

な器面調整後、刃部周辺を研磨し、撥形の斧形石器を製作している。その後、刃部付近で折損し、基

部側の両面に大きく再加工を施すが再び折損し、最終的に遺跡外に搬出している。搬出された両面調

整石器は長さが約８�、厚さが約３�、断面形が凸レンズ状と推定され、尖頭器製作を目的としてい

た可能性が高い。また、他にも泥岩製の斧形石器の調整剥離も行われていた可能性がある。

特徴・性格 上記の様に、SB－１では、トゥール素材の生産（石刃・縦長剥片・剥片剥離）、トゥ

ールの製作（細石刃・彫器・掻器・斧形石器など）が主に行われている。特に彫器及び削片は点数・

接合資料数ともに多く、遺跡内で彫器を用いた作業が集中的に行われていた可能性が高い。石材別に

みると、素材生産に関しては、黒曜石・頁岩は石刃剥離、珪化岩は剥片生産が主体で、作業内容に違

いがみられ、トゥール製作では彫器・掻器製作などの様に、共通性が高い（図�－４）。

SB－１の石器組成・石材利用状況・石器製作作業、特に彫器・削片の点数や接合資料の多さ、ま

た、トゥールの素材となる小～中型の石刃や剥片の製作、彫器・掻器・斧形石器の製作などは、広郷

型細石刃核石器群の消費地での一様相を示していると考えられる。他遺跡と比較すると、石材利用状

況の類似性が高い遺跡として、道南の今金町美利河１遺跡Ａ地区、同Ｋ地点が挙げられる。これらは

原産地遺跡で、SB－１の細石刃核や大型の彫器の素材となりうる頁岩製の大型の石刃核や石刃の製

作が行われ、また、黒曜石製の細石刃核も出土しており、石材及び石器製作段階の点でSB－１と対

応する可能性がある。ただし、他の類例が乏しく、SB－１を含む広郷型細石刃核石器群の消費地遺

跡での様相や、原産地遺跡との関係については、今後の資料の蓄積を待ってさらに検討を行っていく

必要がある。

（２）峠下型細石刃核石器群（SB－２）について

石器石材・組成 ブロック外出土も含め総点数は２７点、総重量は２１．２ｇと少量である。石器類は、細

石刃・細石刃核・削片のみ出土している。その中では、細石刃が１９点と約７割を占める。また、細石

刃核の分布は調査範囲外に近い北西側であるため、周辺に別のブロックが存在する可能性がある。石

材は黒曜石のみで、石質は細石刃に使用される黒色に茶色が混ざる黒曜石（黒曜石９）、細石刃核及

び細石刃核削片に使用される透明度の高い黒曜石（黒曜石１０・１１）の３種類がみられる。

トゥール ２点の細石刃核はともに石刃素材の峠下型で、素材の背面周縁部を中心に加工が施され、

腹面側にも部分的に調整がみられるものである。内１点の細石刃核母型の大きさは、削片との接合資

料（黒曜石１１・接合１１）から、長さ約５．５�を測る。この個体は、２回の削片剥離による打面作出後、

石核を２．５�程消費する連続的な細石刃剥離を行う。ただし、対応する細石刃は出土していない。

細石刃は完形のものが少なく、末端部側を折損するものが多い。二次加工痕や使用痕がみられるも

のはない。完形の細石刃の最大長は４５�で、幅は５～９�を測る。側縁は直線状で、打面が比較的大

きいものが多い。これらは石質や形状、接合資料などから全て同一母岩の細石刃と考えられる。また、

剥離された細石刃核は、接合資料等の観察などから幌加型の可能性が高い。

石器製作作業内容 遺跡内での石器製作作業は、細石刃核削片剥離（黒曜石１１・接合１１）及び細石刃

剥離（黒曜石９～１１）が行われ、細石刃剥離が終了したものは遺棄し（黒曜石１０・１１）、剥離途中の

もの（黒曜石９）は遺跡外に搬出している。

特徴 SB－２の規模、器種組成、石器製作作業内容は、周辺で確認された峠下型細石刃核石器群の
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様相と類似している。ただし、石器石材が白滝産黒曜石である点、また、幌加型細石刃核から剥離さ

れたと推定される細石刃の出土が本遺跡の特徴として挙げられる。

（３）分析について

今回、二つの石器群の黒曜石産地を確認するため、原産地推定分析を石質ごとに１～３点行ったが、

SB－１の１２点はほぼ赤井川産、SB－２の３点は全て白滝産という結果が出た。これらは、肉眼観察

による推定とほぼ一致することから、広郷型細石刃核石器群の黒曜石はほぼ赤井川産、峠下型細石刃

核石器群は全て白滝産である可能性が高い。また、SB－１の頁岩の産地推定を岩石学的分析により

行ったところ、産地は不明という結果が出た。肉眼観察の印象では、頁岩は道南でみられるものに類

似し、珪化岩は道南のいわゆるメノウ質頁岩と呼ばれるものと類似する。

SB－１の年代推定のために、石器集中範囲から出土した炭化物３点について放射性炭素年代測定

を行った結果、補正１４C年代として１４，９５０±６０yrBP、１４，０８０±６０yrBP、１７，７６０±８０yrBPという値を

得た。ただし、これらの炭化物は散点的な出土で、測定値にもややばらつきがあるため、測定結果を

そのまま石器群の年代として採用することは難しい。層位的にはSB－１・２ともに恵庭a降下軽石層

（En－ａ)上位出土であるため、En－ａよりは新しいといえる。 （広田良成）

３．アンカリトー９遺跡 調査成果の概要

本遺跡の調査成果について述べておく。

（１）遺構

古砂丘台地上の調査区北側部分で、土坑１基（LP－１）・焼土２か所（LF－１・２）、調査区南

東側の斜面下平坦部で焼土１か所（LF－３）を確認した。層位的に縄文時代晩期後葉以前と判断さ

れる。調査区外、北東側の工事用地内は、削平され�層（En－ａ)まで攪乱されていたが、かつては

古砂丘台地が連続して存在したと推測され、この部分に遺構や遺物が存在した可能性は十分に考えら

れる。

（２）遺物

出土した遺物は２１０点で、土器は�群ａ類・ｂ類、�群ｂ・ｃ類、�群ｃ類と縄文時代中期・後期

・晩期のものが出土したが、復原個体はなかった。旧石器はE－２６区�層から出土したラウンドスク

レイパー（RS)がある。周囲を�２層上面まで掘り下げたが、他の遺物の出土はなかった。縄文時代

の石器類は、石鏃・磨製石斧の出土割合が半数近くを占めるのが特徴的である。

（３）遺跡の性格

調査区内では、多くの風倒木痕が認められた。風倒木痕の存在しないグリッドは、古砂丘台地上の

みといっても過言ではなく、かつては森林であったと推測する。本遺跡は集落遺跡ではなく、生活活

動のため利用された場所であったと考える。狩猟に用いる石鏃や、伐採のための磨製石斧の出土が多

いことが、傍証であろう。出土した土器の時期はその活動期を示していると推測する。

また、遺跡の立地は南側に祝梅川上田遺跡、古砂丘台地を介して北側はアンカリトー７遺跡がある。

両遺跡ではアイヌ文化期の集落跡が確認されており、本遺跡の�層中に集落をつなぐ道等があった可

能性があり、「開元通寶」の出土はその可能性を示唆している。
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（４）�層の調査と古砂丘

調査区の北側には「千歳古砂丘群」と呼称される（千歳市教育委員会 １９７４）更新世の古砂丘によ

る台地がある。この古砂丘地形が確認された周辺の遺跡で祝梅三角山遺跡（千歳市教育委員会 １９７４）・

丸子山遺跡（千歳市教育委員会 １９９４）・柏台１遺跡（�北海道埋蔵文化財センター １９９９）からは、

恵庭ａ降下軽石層（En－ａ）下位のローム質土層から旧石器群が出土した調査事例がある。本遺跡で

も出土の可能性が十分に考えられたので、建設機械による�・�層除去時にこの古砂丘台地付近の�・
�層（En－ａ）を除去し、手掘りでトレンチ調査を行い旧石器の有無を確認したが遺物の出土はな

かった。

千歳古砂丘群の下位には、支笏軽石流堆積物層が存在することが本工事事業のボーリング調査等に

より判明しており、地質学的な年代は定まっている。また、構成粒子の形状から風成であると考えら

れている。本遺跡の古砂丘の砂層で、YB層とした呼称した層は破砕した軽石により構成されるもの

で、これは支笏軽石である可能性が高い。古砂丘に関する地質学的知見及びその立地に関連する旧石

器群について、本遺跡の調査では新たな成果は得られなかったが、今後調査事例の積み重ねにより、

明らかになっていくことが期待される。

（５）掩体壕

掩体壕は平面が溝状を呈しその周囲に盛土を伴う構造で、この本事業工事用地内において当センタ

ーが行った調査のうち、近接する「祝梅川上田遺跡」（平成２０年度調査 未報告）で調査され、「梅川

４遺跡」においても調査は行っていないが、同様な溝状の構造が確認されたとの調査担当者の話があ

る。本遺跡では２か所を調査したので、かつて４か所存在したことが明らかとなった。

当初「戦車壕」の呼称を考えたが、戦車壕とは、本来は戦車の進入路に対して直角に溝を設けその

進入を阻む人為的な防御地形を指すので、適切ではないと考え便宜的に「掩体壕」の呼称を用いた。

実際に「戦車用掩体壕」は存在しており、太平洋戦争末期、旧日本軍北方守備隊により占守島等で構

築された例が、写真記録として掲載されている文献がある（株式会社戦車マガジン １９８０）。戦車用

の掩体壕は二つの種類に分けられる。一つは、車両を格納し上空からの攻撃に対してカモフラージュ

し車両を守る目的と、地形や構造物等を利用して構築された壕に戦車をカモフラージュして配備し、

「砲撃」の拠点として使用する方法（ダッグイン）がある。先に述べた占守島での戦車用掩体壕は、

後者の目的と考えられる。戦跡考古学等において「掩体」という用語は、一般的には戦闘用の航空機

を格納するためのコンクリート製の「有蓋掩体」や、平面が「コ」の字を呈し上部分をカモフラージ

ュ用の布等で覆う「無蓋掩体」を指すことを断っておく。

現在の航空自衛隊千歳基地（第２航空団）から陸上自衛隊東千歳駐屯地（第７師団）付近は、太平

洋戦争当時「千歳海軍航空隊」が置かれていた。三つの滑走路を有する大規模な航空基地であったと

想像される。

千歳市域における飛行場の歴史の概略は、１９２６（大正１５）年千歳村民により民間用に造られ、１９３９

年（昭和１４年）に海軍の飛行場となり、「第一滑走路」が現在の航空自衛隊「千歳飛行場」で、「連山

滑走路」の名で知られる「第二滑走路」及び、「第三滑走路」が陸上自衛隊東千歳駐屯地内にある（千

歳市史編さん委員会 １９８３）。

千歳海軍航空基地は、終戦時の１９４５（昭和２０）年～１９５９（昭和３４）年まで進駐軍の管理下におかれ

るが、１９６３（昭和３８）年には第一滑走路が「千歳空港」の滑走路として、航空自衛隊と民間機用に供

用が開始される。１９８８（昭和６３）年に新千歳空港が開港し、民間機はここを離発着するよう集約され、

�章 ま と め
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千歳飛行場は、航空自衛隊第２航空団千歳基地の主滑走路となった。

陸上自衛隊東千歳駐屯地内に残る「第二滑走路」は、第７師団駐屯地記念行事に、式典や機甲科部

隊等のパレード・模擬戦を行う会場として使用されている。第三滑走路は東千歳駐屯地の東側に隣接

する、「北海道大演習場（東千歳地区演習場）」内にあたる。

また、地形図（図１－１）や空中写真（図版５７・５８）等から第一滑走路の北東側部分と第二滑走路

の南西側部分を結ぶ「（板敷）連絡路」（佐藤 ２００３）、航空機用の有蓋及び無蓋掩体壕や誘導路、第

三滑走路東側に接する国鉄の引き込み線路（守屋 １９９１）の存在や痕跡が認められる。例えば、航空

自衛隊千歳基地内及び周辺には有蓋掩体壕が残存しており（大谷・守屋・小田 １９９１）、陸上自衛隊

東千歳駐屯地隣り、第三滑走路東側の演習地内には無蓋掩体壕や誘導路跡が現存しているのが確認で

きる。

千歳海軍航空基地は、大湊警備府に所属する第５７１海軍設営隊により設営され（インターネット調

べ「海軍設営隊総覧http：／／homepage１．nifty．com／kitabatake／rikugaigun５６．html」）、１９３９（昭和１４）

年１０月１日に「第２４航空戦隊」がおかれ、後に「第７０３航空隊」に編成される、主に陸上攻撃機や艦

上戦闘機を有する部隊であったとされる。また、第４１海軍航空廠も設置されという（インターネット

調べ「海軍基地航空隊総覧http：／／homepage１．nifty．com／kitabatake／rikugaigun４８．html」・「Wikipe-

dia」他）。

千歳海軍航空基地に「戦車」が配備されたのかは不明であるが、終戦当時、基地に残存していた車

両について陸上自衛隊東千歳駐屯地内の「東千歳史料館」で調べることができたが（表�－７）、そ

こに戦車の記載はなかった。しかし、敗戦後の北海道において千歳市域における事例と明記されては

いないが、「九七式中戦車」や「九五式軽戦車」を改造して、除雪に用いたとの記録もある（守屋 １９９１）。

当時、戦車は陸軍に限らず「海軍陸戦隊」も装備しており、千歳基地に配備された可能性も十分に考

えられる。アンカリトー９遺跡は、戦時中海軍千歳航空基地内、あるいはその外縁部に位置していた

と考えられる。

この掩体壕の性格について、構造全体を調査できていないので不明な点も多いが、発掘調査の結果

から推測してみる。溝状に地面を掘り下げ、その掘り上げ土で周囲に盛土を形成する。掩体壕２では

レンガを組んで人用の出入口を設け（付属構造３）、付属構造４・５のレンガ配置は壕内部を短軸方

向に区画する目的と推測される。木組みを埋め込み、軽石で埋め戻された排水桝（付属構造１）が設

置され、壕の長軸両端部は溝を有し、打ち込み杭（ph）がほぼ等間隔（一間＝１．８ｍ）でみられる。

さらに中心付近は楕円形の掘り方の柱穴（Lph）が設けられ、これらが上部構造を維持していたと推

測する。打ち込み杭には短軸方向に区画するように連続して位置するもの(Sph)もみられる。以上の

ような共通する特徴が認められ、一定の設計に基づいて構築されたものと考える。

掩体壕１では轍らしき痕跡もみられたことから、これらは縦列に複数の車両が格納された施設と推

測される。しかし格納が予想される区域に柱穴や打ち込み杭があり、「兵舎」や「倉庫」等であった

可能性もある。

千歳市域の近現代の歴史は飛行場・軍隊・自衛隊との関わりが強く、これらについても様々な資料

や情報を収集し整理しながら、歴史を解明することも重要であると考える。 （末光正卓）

アンカリトー７・アンカリトー９遺跡
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アンカリトー７遺跡の調査状況 図版１

Ta−a除去後の調査区（南西から）

２５％調査風景（東から）



図版２ UH－１

完掘（南から）

HF－１検出（東から） HP－９土層断面

HP－１１土層断面 HP－１２土層断面 HP－１３土層断面



UH－２ 図版３

完掘（北から）

調査風景（北から） HF－１検出（北東から）

HP－１０土層断面 HP－１３土層断面 HP－１５土層断面



図版４ UH－３

遺物出土状況（南西から）

内耳鉄鍋・集石出土状況（南西から） HF－１土層断面

HF－２検出（南から） HP－１土層断面 HP－１３土層断面



UH－４ 図版５

遺物出土状況（東から）

HF－１土層断面 鉄製品出土状況（北から） 集石出土状況（東から）

HP－２土層断面 HP－３土層断面 HP－４土層断面



図版６ UH－５

完掘（東から）

HF－１土層断面 HF－３土層断面

小刀出土状況（東から） HP－３土層断面 HP－１２土層断面



UH－６ 図版７

検出状況（南西から）

HF－１土層断面 HP－８・鎹出土状況

HP－３土層断面 HP－７土層断面 HP－９土層断面



図版８ UH－７

遺物出土状況（西から）

HF－２検出・マレク出土状況（北から） HF－３土層断面

HF－４検出（南から） HP－６土層断面 HP－１８土層断面



UH－８ 図版９

遺物出土状況（西から）

HF－１土層断面 HF－２検出（南から）

HF－３土層断面 HP－４土層断面 HP－１１土層断面



図版１０ UH－９

遺物出土状況（東から）

HF－１土層断面 HP－８土層断面

HP－１０・１６土層断面 HP－５・６・７完掘



UH－１０ 図版１１

完掘（北東から）

HF－１土層断面 小刀出土状況（南西から） HP－２・１８土層断面



図版１２ UH－１１

完掘（南西から）

HF－１土層断面 HP－２土層断面



UH－１２ 図版１３

土層断面・掘りあげ土範囲（南東から）

HP－１土層断面（南西から） 完掘（北東から）



図版１４ UB－１・２

BP－４土層断面

UB－１完掘（西から） BP－６土層断面

BP－２土層断面

UB－２完掘（西から） BP－３土層断面



GP－１（１） 図版１５

検出状況（西から）

長軸土層断面 短軸土層断面

掘り揚げ土土層断面（南から） 周辺出土の鐔（北西から）



図版１６ GP－１（２）

完掘（西から）

SP－１土層断面 SP－２土層断面

SP－３・４土層断面



UA－１・３～５ 図版１７

UA－１土層断面（北から） UA－１骨角器出土状況（北西から）

UA－３検出状況（南から） UA－３土層断面

UA－４検出状況（北から） UA－４土層断面

UA－５検出状況（南から） UA－５土層断面



図版１８ UA－２（１）

調査風景（南西から）

刀装具出土状況

検出状況（北東から） 銅製品出土状況（西から）



UA－２（２） 図版１９

灰２�遺物出土状況（南から） 灰２�遺物出土状況（南西から）

灰３魚骨出土状況（南西から） 灰３土層断面（南から）

灰４上面カワシンジュガイ出土状況（東から） 灰４サケ骨出土状況（東から）



図版２０ 杭列・貝集中・LFなど

杭列２検出状況（南西から）

杭列１２検出（南から） 貝集中１調査状況（西から）

UF－７検出（北西から） �層刀子・小刀出土状況（西から）

LF－１土層断面（南から） LF－３土層断面（南西から）



アンカリトー７遺跡の調査状況 図版２１

�層除去状況（南西から）

�層上面（北東から）



図版２２ SB－１（１）

調査状況（南西から）

細石刃核出土状況 細石刃核出土状況

掻器出土状況 両面調整石器出土状況



SB－１（２） 図版２３

検出状況（東から）

斧形石器出土状況

�層遺物出土状況（南から） 石製品出土状況



図版２４ SB－１・２

SB－１・２（手前がSB－２）とSB－２細石刃出土状況（北西から）

調査終了状況（北から）



アンカリトー７遺跡の調査の終了状況・土層 図版２５

完掘（北東から）

土層



図版２６ �層遺構の石器（１）

UH－２・４・５・６・８・９・１０出土の石器

UH－３出土の石器
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１８ １９ ２０ １７ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０



�層遺構の石器（２） 図版２７

UH－７出土の石器

UA－１・２出土の石器

１

２

３

４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６

１７ １８

２２
２１

２０１９

UA－１

１

１１

１０
１ ２ ３

４ ５ ６

UA－２

７
８ ９

１２



図版２８ �層遺構の金属製品（１）

UH－３・４・５出土の金属製品 〈ほぼ１／２〉

UH－３

３２

３３

３１

９

３５

３４

１４

UH－４

UH－５



�層遺構の金属製品（２） 図版２９

UH－６・７・８・１０出土の金属製品 〈ほぼ１／２〉

UH－６

UH－７

UH－８

UH－１０

３２

２４

２３

８

２



図版３０ �層遺構の金属製品（３）

GP－１周辺出土の金属製品 〈ほぼ１／１〉

１

２



�層遺構の金属製品（４）・包含層の金属製品 図版３１

UA－２・UF－７・包含層出土の金属製品 〈１４～２０はほぼ１／１・その他はほぼ１／２〉

UA－２

１４

１０

１８１７

１５

１９ ２０

１

２２２１

１

３ ４ ５

２

包含層

UF－７



図版３２ �層遺構の遺物・�層遺構の遺物

UH－５・UA－２出土の骨角器・ガラス玉 〈１３はほぼ２倍・その他はほぼ２／３〉

LF－１出土の土器

UH－５

１３

１１
１２

１３

２ ２３

２５

２６
２６ ２８ ２９

１ａ
１ｂ

UA－１

UA－２



�層出土の復原土器 図版３３

�群土器（図�－４２－１） �群土器（図�－４３－５）

�群土器（図�－４３－５底部）

�群土器（図�－４２－２）



図版３４ 包含層出土の拓本土器

包含層出土の土器

�・� 層

� 層
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包含層出土の石器 図版３５

�層出土の石器

�・�層出土の石器
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図版３６ 旧石器（１）

SB－１の石器（１） 細石刃・細石刃核
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旧石器（２） 図版３７

SB－１の石器（２） 彫器
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図版３８ 旧石器（３）

SB－１の石器（３） 彫器・彫器削片
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旧石器（４） 図版３９

SB－１の石器（４） 掻器
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図版４０ 旧石器（５）

SB－１の石器（５） 二次加工ある剥片・石刃・斧形石器・たたき石・砥石・石製品・剥片
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旧石器（６） 図版４１

黒曜石１・接合１

黒曜石１・接合２ 黒曜石１・接合４

黒曜石１・接合１４ 黒曜石１・接合１７ 黒曜石１・接合６６

SB－１の石器（６） 黒曜石１・接合１、２、４、１４、１７、６６



図版４２ 旧石器（７）

頁岩１・接合２９ 頁岩３・接合４４ 頁岩３・接合８３

頁岩１・接合２５

SB－１の石器（７） 頁岩１・接合２９、４４ 頁岩３・接合４４、８３
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旧石器（８） 図版４３

接合２３ 接合２６

接合４７

接合３２ 接合３４ 接合３５

SB－１の石器（８） 頁岩 彫器・削片接合資料



図版４４ 旧石器（９）

接合３３

接合２４ 接合８７

接合４５ 写真のみ掲載の接合資料

SB－１の石器（９） 頁岩 削片・石刃接合資料
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旧石器（１０） 図版４５

珪化岩１・接合３８

珪化岩１・接合４３ 珪化岩１・接合４１

凝灰岩１・接合６１

SB－１の石器（１０） 珪化岩１・接合３８、４１、４３ 凝灰岩１・接合６１

３０８

２７６
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図版４６ 旧石器（１１）

SB－２の石器

黒曜石９・接合１２ 黒曜石９・接合９１

黒曜石９・接合９０

黒曜石１１・接合１１

SB－２の石器 黒曜石９・接合１２、９０、９１ 黒曜石１１・接合１１
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旧石器（１２） 図版４７

ブロック外の石器

黒曜石原産地分析及び頁岩・珪化岩・凝灰岩岩石学的分析資料
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黒曜石原産地分析資料

岩石学的分析資料
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図版４８ 遺構出土の動物遺体（１）

貝類・魚類（コイ科・キュウリウオ科） 〈ほぼ２／３〉

鳥類・哺乳類 〈ほぼ２／３〉

サラガイ
灰２

コウダカスカシガイ
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タヌキ橈骨
UA－１

海棲獣
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前臼歯根 小臼歯
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舌

骨

歯

骨

遺構出土の動物遺体（２） 図版４９

哺乳類（シカ） 〈ほぼ２／３〉

魚類（サケ科１） 〈ほぼ２／３〉

UA－１

UA－２

UA－１

腰椎乳頭関節突起

脛骨遠位♀ UA－１

中手骨
UA－２・H－２区
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図版５０ 遺構出土の動物遺体（３）

魚類（サケ科２） 〈ほぼ２／３〉

魚類（サケ科３） 〈ほぼ２／３〉

前鰓蓋Ｌ

主鰓蓋Ｌ

下鰓蓋Ｒ
間鰓蓋Ｒ

腰帯

Ｌ Ｒ

鳥口骨Ｌ

椎骨

棘・肋骨類
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アンカリトー９遺跡の調査区全景 図版５１

調査区全景（南から）

調査区全景（北から）



図版５２ 調査の状況・掩体壕（１）

古砂丘台地�層上面の状況（北から） 古砂丘台地包含層調査完了状況（北から）

掩体壕１（南から） 掩体壕２（西から）



掩体壕（２） 図版５３

掩体壕１土層断面（南東から） 掩体壕２土層断面（北から）

掩体壕２付属構造２・３（南東から） 掩体壕２付属構造１出土品

掩体壕１sph－２・３，ph－４（南西から）



図版５４ 掩体壕出土品

掩体壕出土木杭 掩体壕出土瓶類

掩体壕出土レンガ 掩体壕出土品



LP・LF・古銭 図版５５

LP－１・LF－１（南から） LF－２（北から）

LF－３（西から） 古砂丘断面（南から）

�層調査完了状況（南から） 包含層出土「開元通寶」



図版５６ 包含層の遺物

包含層出土土器

包含層出土石器類
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空中写真（１） 図版５７

遺跡周辺の空中写真（２００１年国土地理院撮影）



図版５８ 空中写真（２）

遺跡周辺の空中写真（１９４７年米軍撮影）
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要 約
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要 約

アンカリトー９遺跡は千歳市街地から北東約３�の祝梅川東岸に位置する。本遺跡

では縄文時代の土坑１基、焼土３か所を検出した。また太平洋戦争時の施設跡（掩

体壕）が２か所みられた。
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